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鈴
木
信
太
郎
宛
書
簡
（
辰
野
隆
・
Ｊ
・
ヴ
ィ
グ
ル
ス
・

三
好
達
治
・
日
夏
耿
之
介
）
の
翻
刻
と
注
釈

戸
塚
学
・
多
田
蔵
人
・
水
野
太
朗

は
じ
め
に

―
鈴
木
信
太
郎
宛
書
簡
に
つ
い
て

鈴
木
信
太
郎
（
一
八
九
五
～
一
九
七
〇
）
は
、
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
仏
蘭
西
文
学
科
で
辰
野
隆
に
次
ぐ
日
本
人
教
授
を
つ
と
め
、

象
徴
詩
研
究
の
基
礎
を
築
き
、
多
く
の
弟
子
を
育
て
た
、
日
本
の
フ
ラ
ン
ス
文
学
研
究
草
創
期
の
立
役
者
で
あ
る
。

二
〇
一
八
年
三
月
二
十
八
日
に
開
館
し
た
豊
島
区
立
鈴
木
信
太
郎
記
念
館
に
は
、
鈴
木
に
宛
て
ら
れ
た
書
簡
が
多
く
蔵
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
日
本
人
の
書
簡
に
つ
い
て
は
整
理
が
進
み
、
そ
の
中
か
ら
文
学
者
を
は
じ
め
と
す
る
知
名
の
差
出
人
の
リ
ス
ト
が
公
開
さ

れ
た
（
永
嶋
里
佳
「
鈴
木
信
太
郎
宛
書
簡
に
つ
い
て
」、「
生
活
と
文
化

―
研
究
紀
要
」
二
〇
二
一
・
三
）。

差
出
人
は
、
辰
野
隆
や
山
田
珠
樹
、
山
内
義
雄
、
渡
辺
一
夫
と
い
っ
た
大
正
昭
和
期
を
代
表
す
る
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
や
、
小
林
秀
雄
、

中
原
中
也
、
三
好
達
治
と
い
っ
た
東
大
仏
文
科
と
関
わ
る
文
学
者
、
高
畠
達
四
郎
や
須
田
国
太
郎
と
い
っ
た
洋
画
家
、
鈴
木
の
中
学
時

代
の
担
任
だ
っ
た
諸
橋
轍
次
な
ど
、
当
代
一
流
の
文
人
達
で
あ
る
。
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そ
れ
ら
の
人
々
の
書
簡
か
ら
は
、
東
大
仏
文
科
を
中
心
と
す
る
人
と
人
の
つ
な
が
り
、
こ
の
時
期
の
仏
文
科
の
研
究
や
教
育
の
模
様
、

大
正
期
の
日
本
人
の
フ
ラ
ン
ス
留
学
の
様
子
や
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
と
文
壇
と
の
交
流
な
ど
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

仏
文
学
者
の
書
簡
は
全
集
類
に
も
載
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、
従
来
の
研
究
の
網
の
目
か
ら
は
こ
ぼ
れ
落
ち
て
き
た
。
だ
が
堀
辰
雄
や

小
林
秀
雄
、
三
好
達
治
な
ど
、
学
生
時
代
に
学
ん
だ
仏
語
・
仏
文
学
の
素
養
を
そ
の
後
の
文
学
に
生
か
し
た
作
家
は
多
く
、
文
学
創
造

の
基
盤
と
し
て
高
等
教
育
期
に
お
け
る
仏
文
学
受
容
や
、
そ
の
背
景
に
あ
っ
た
人
間
関
係
、
彼
ら
を
教
え
た
教
師
達
の
仏
文
学
受
容
を

解
き
明
か
す
こ
と
に
は
大
き
な
意
味
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

本
稿
は
、
鈴
木
の
生
涯
の
盟
友
で
仏
文
学
研
究
の
基
盤
を
と
も
に
作
っ
た
辰
野
隆
の
書
簡
五
十
三
点
、
東
大
仏
文
科
で
フ
ラ
ン
ス
語

講
師
を
務
め
た
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ヴ
ィ
グ
ル
ス
（Joseph V

igroux

）
の
書
簡
一
点
、
鈴
木
や
辰
野
の
教
え
子
で
詩
人
の
三
好
達
治
の
書
簡

九
点
、
鈴
木
・
辰
野
と
親
し
く
交
わ
っ
た
詩
人
の
日
夏
耿
之
介
の
書
簡
三
十
七
点
を
翻
刻
し
、
注
釈
と
解
題
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

書
簡
の
公
開
を
お
許
し
頂
い
た
関
係
者
の
皆
様
、
こ
こ
ま
で
書
簡
を
整
理
さ
れ
、
資
料
調
査
や
許
諾
に
際
し
て
ご
協
力
頂
い
た
鈴
木

信
太
郎
記
念
館
及
び
同
館
学
芸
研
究
員
の
奥
村
景
子
氏
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【
翻
刻
の
方
針
及
び
凡
例
】

１
、
本
稿
は
、
鈴
木
信
太
郎
記
念
館
所
蔵
の
鈴
木
信
太
郎
宛
書
簡
を
、
差
出
人
ご
と
に
ま
と
め
て
翻
刻
す
る
も
の
で
あ
る
。

２
、
差
出
人
ご
と
に
、
一
、二
、三
、四
と
項
を
立
て
て
ま
と
め
た
。

３
、�

書
簡
番
号
は
差
出
人
ご
と
に
ま
と
め
、
お
お
よ
そ
年
代
順
に
並
べ
て
振
っ
た
。（　

）
内
に
鈴
木
信
太
郎
記
念
館
の
館
内
整
理

番
号
を
示
し
た
。
配
列
を
変
更
し
た
場
合
、
解
題
で
断
っ
た
。

４
、�

翻
刻
に
際
し
て
、
資
料
種
別
や
内
容
、
許
諾
の
関
係
で
翻
刻
を
見
送
っ
た
も
の
も
あ
る
。
そ
の
場
合
、
必
要
に
応
じ
て
解
題
で
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そ
の
旨
を
記
し
て
い
る
。
本
文
中
に
省
略
が
あ
る
場
合
、（
‥
‥
）
で
示
し
た
。

５
、�

書
簡
の
発
信
年
月
日
は
、
封
筒
表
書
き
や
裏
書
き
、
本
文
の
日
付
に
基
づ
く
。
日
付
に
誤
り
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
は
注

記
し
た
。
表
書
き
裏
書
き
と
本
文
の
日
付
が
異
な
る
場
合
は
そ
の
旨
を
注
記
し
、
推
定
の
場
合
や
日
付
不
明
の
場
合
は
そ
の
旨

を
記
し
た
。
併
せ
て
（　

）
内
に
消
印
の
日
付
と
引
き
受
け
局
所
在
地
を
示
し
た
が
、
消
印
不
鮮
明
の
場
合
は
省
略
し
た
。
消

印
が
複
数
あ
る
場
合
、
両
方
を
示
し
た
。

６
、�

日
付
に
続
き
、
宛
先
住
所
・
宛
名
、
差
出
住
所
・
氏
名
を
示
し
た
。
表
書
き
や
裏
書
き
に
記
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
本
文
に
拠
っ

て
補
っ
た
。
表
記
は
原
簡
に
基
づ
く
が
、
脇
付
は
取
捨
し
た
。
こ
れ
ら
の
項
目
が
欠
け
て
い
る
場
合
、［　

］
で
注
記
し
た
。

７
、�

封
書
・
葉
書
・
絵
葉
書
等
の
別
と
、
筆
記
具
（
ペ
ン
、
鉛
筆
、
墨
筆
等
）
の
別
を
示
し
、
用
紙
の
別
が
有
意
と
思
わ
れ
る
場
合

は
注
記
し
た
。

８
、
絵
葉
書
の
絵
及
び
写
真
に
つ
い
て
、
本
文
の
後
に
注
記
し
た
。

９
、�

封
書
内
に
複
数
の
葉
書
や
書
簡
等
が
封
入
さ
れ
て
い
る
場
合
や
転
送
書
簡
が
入
っ
て
い
た
場
合
、
別
項
を
立
て
る
か
【　

】
で

注
記
し
た
。

10
、�

翻
刻
に
当
た
っ
て
は
原
文
の
記
載
や
形
式
を
可
能
な
限
り
尊
重
し
た
が
、
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
て
以
下
の
方
針
で
表
記
を
整

理
し
た
。

　

ⅰ
、�

漢
字
は
通
用
字
体
に
直
し
た
が
固
有
名
や
筆
者
独
特
の
表
記
、
別
字
な
ど
で
そ
の
ま
ま
に
し
た
も
の
も
あ
る
。

　

ⅱ
、�

変
体
仮
名
や
合
字
は
、
適
宜
現
行
の
仮
名
・
カ
ナ
表
記
に
あ
ら
た
め
た
。

　

ⅲ
、�

仮
名
遣
い
や
送
り
仮
名
、
濁
音
・
半
濁
音
は
原
文
の
ま
ま
と
し
た
が
、
通
読
に
困
難
を
き
た
す
場
合
は
整
理
し
た
。

　

ⅳ
、�

お
ど
り
字
は
、
原
則
漢
字
は
「
々
」、
平
仮
名
は
「
ゝ
・
ゞ
」、
カ
タ
カ
ナ
は
「
ヽ
・
ヾ
」、
二
字
以
上
は
「
〳
〵
・
〴
〵
」
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で
起
こ
し
た
。

　
ⅴ
、�

誤
字
・
脱
字
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
は
「
マ
マ
」
と
振
り
、
そ
の
ま
ま
起
こ
し
た
。
原
文
の
フ
リ
ガ
ナ
や
圏
点
、
ア
ン
ダ
ー
ラ

イ
ン
等
は
な
る
べ
く
再
現
し
た
。

　

ⅵ
、�
行
替
え
や
空
白
は
有
意
な
場
合
を
除
き
再
現
せ
ず
、
行
送
り
に
し
た
。
た
だ
し
一
行
空
け
や
詩
形
式
の
記
述
な
ど
、
有
意
と

思
わ
れ
る
行
替
え
に
つ
い
て
は
、
段
落
で
再
現
す
る
か
／
に
よ
っ
て
改
行
箇
所
を
示
し
た
。　

　

ⅶ
、�

句
読
点
は
原
文
に
基
づ
く
が
、
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
て
整
理
し
た
箇
所
が
あ
る
。
ま
た
、
句
読
点
が
欠
け
て
通
読
に
困
難

を
き
た
す
場
合
、
空
白
を
挿
入
し
た
箇
所
が
あ
る
。

　

ⅷ
、�

仮
名
・
カ
ナ
の
大
書
き
・
小
書
き
は
判
別
が
難
し
い
た
め
整
理
し
た
が
、
有
意
な
書
き
分
け
は
都
度
判
断
し
て
再
現
し
た
も

の
が
あ
る
。

　

ⅸ
、�

手
紙
筆
者
に
よ
る
修
正
箇
所
は
必
要
に
応
じ
て
［　

］
内
に
注
記
し
た
。
判
読
不
能
な
箇
所
は
□
と
し
、
類
推
さ
れ
る
文
字

や
汚
損
等
の
状
況
を
［　

］
内
に
注
記
し
た
。

　
ⅹ
、
便
箋
の
枚
数
や
順
番
を
示
す
「
１
」
等
の
数
字
は
割
愛
し
た
。

11
、
書
簡
本
文
に
続
き
、
補
足
が
必
要
な
事
項
を
（
１
）、（
２
）、（
３
）
‥
‥
と
し
て
注
記
し
、
本
文
の
背
景
等
を
補
っ
た
。

12
、�

翻
刻
及
び
注
釈
・
解
題
は
一
・
二
を
戸
塚
、
三
を
多
田
、
四
を
水
野
が
担
当
し
、
三
者
で
相
互
に
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
た
。
難
読

箇
所
に
つ
い
て
後
述
す
る
協
力
者
に
協
力
を
仰
い
だ
部
分
が
あ
る
が
、
最
終
的
な
判
読
の
責
任
は
稿
者
に
帰
す
る
。

13
、�

注
記
・
解
題
の
西
暦
元
号
表
記
は
文
脈
に
よ
り
統
一
が
困
難
な
た
め
、
都
度
判
断
し
た
。
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【
参
考
文
献
】

以
下
の
文
献
は
、
注
釈
に
際
し
て
書
誌
を
略
し
た
。

『
鈴
木
信
太
郎
全
集
』
第
一
巻
～
第
五
巻
・
補
巻
（
大
修
館
書
店
、
一
九
七
二
～
一
九
七
三
）

『
辰
野
隆
随
想
全
集
』
第
一
巻
～
第
五
巻
・
別
巻
（
福
武
書
店
、
一
九
八
三
）

『
三
好
達
治
全
集
』
第
一
巻
～
第
十
二
巻
（
筑
摩
書
房
、
一
九
六
四
～
一
九
六
六
）

『
日
夏
耿
之
介
全
集
』
第
一
巻
～
第
八
巻
（
河
出
書
房
新
社
、
一
九
七
三
～
一
九
七
八
）

一
、
辰
野
隆
書
簡

書
簡
１
（13-01-01

）　

大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
九
～
十
月
（
推
定
）　
［
宛
先
住
所
欠
］　

鈴
木
さ
ま　
［
差
出
住
所
欠
］　

隆　

封
書
（
封

筒
欠
）　

ペ
ン

昨
日
は
失
礼　

御
気
に
召
す
や
う
な
も
の
は
書
け
ま
せ
ん　

此
ん
な
も
の
で
も
宜
し
け
れ
ば　

こ
れ
か
ら
雑（

１
）誌

の
続
く
限
り
僕
も
筆

を
濡
ら
さ
せ
て
頂
き
ま
す　

鈴
木
さ
ま
（
名
前
は
「
宇（

２
）乃

里
雨
」
と
云
ふ
ア
ン
ノ
ニ
イ
ム
で
願
ひ
ま
す
）　

隆

（
１
）
フ
ラ
ン
ス
文
学
の
同
人
雑
誌
「
玫
瑰
珠
」（
大
正
六
年
一
月
～
十
四
年
十
月
）
へ
の
辰
野
の
執
筆
を
指
す
。
辰
野
は
大
正
六
年
十
一
月
号
に
初
め

て
「
信
天
翁
の
目
玉
」
を
寄
稿
し
た
。
本
書
簡
は
原
稿
送
付
の
添
え
状
と
見
ら
れ
る
。
同
人
は
鈴
木
、
山
田
珠
樹
、
実
吉
捷
郎
、
團
伊
能
、
久
能
木
慎
治
、

石
川
欣
一
、
西
園
寺
実
、
尼
子
富
士
郎
、
石
本
巳
四
雄
、
豊
島
與
志
雄
、
大
槻
菊
男
、
菊
池
香
一
郎
ら
。
同
誌
に
つ
い
て
は
『
鈴
木
信
太
郎
全
集
』
補
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巻
編
者
註
（
平
井
啓
之
）
が
詳
し
く
、
目
次
や
表
紙
、
執
筆
者
等
に
つ
い
て
行
き
届
い
た
注
釈
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
。
辰
野
は
大
正
六
年
十
一
月
号

か
ら
加
わ
り
、仏
文
エ
ッ
セ
イ
「
信
天
翁
の
目
玉
」
を
連
載
す
る
。（
２
）
辰
野
は
「
玫
瑰
珠
」
に
宇
乃
里
雨
（
り
う
＝
隆
）
の
筆
名
で
執
筆
し
た
。
な
お
、

大
正
七
年
五
月
号
よ
り
、「
立
乃
里
雨
」
に
変
更
し
て
い
る
。

書
簡
２
（13-01-02
）　

大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
十
一
月
四
日
付
（
五
日
消
印
・
青
山
）　

神
田
区
佐
久
間
町
四
―
五　

鈴
木
信
太
郎

様　

赤
坂
新
坂
町
一
四　

隆　

葉
書　

ペ
ン

前
略
。
組（

１
）

方
は
今
月
の
通
り
で
結
構
で
す
。
然
し
君
が
二
段
に
し
た
方
が
読
み
い
ゝ
と
思
ふ
な
ら
二
段
で
も
結
構
で
す 

そ
れ
は

com
m

e vous voudrez.

バ（
２
）ン

ヴ
イ
ル
の
詩
は
い
ゝ
で
せ
う
。
あ
れ
は
バ
ン
ヴ
イ
ル
の
詩
の
中
で
も
自
分
で
は
有
数
の
も
の
と
思
つ
て

ゐ
ま
す
。
但
し
僕
の
訳
は
、
ア
リ
ヤ
駄
目
で
す
。
君
で
も
團
君
で
も
お
暇
な
ら
、
始
め
か
ら
訳
し
直
ほ
し
て
呉
れ
ま
せ
ん
か
。
僕
に
は

と
て
も
原
詩
の
微ス

ウ
リ
ヤ
ン
な

笑
し
た
シ
ヤ
ル
マ
ン
な
調
子
が
出
せ
な
い
の
で
す　

Et quand reviens la prim
evère

を
、「
桜（

３
）草

の
花
咲
く
頃

と
も
な
ら
ば
」
と
し
ま
し
た
がreviens

を
生
か
す
な
ら
、「
桜
草
の
花
咲
く
頃
の
め
ぐ
り
来
ば

8

8

8

8

8

」
と
し
た
方
が
忠
実
に
は
な
り
ま
す
。

Pendant deux ou trois m
ois de m

ai

のm
ai

は
必
し
も
五
月
に
限
つ
た
事
は
な
い
の
で
せ
う
。
五
月
の
や
う
な
佳
い
時
節
と
云
ふ

事
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、「
楽
し
い
二
タ
月
三
月
」
と
云
ふ
程
の
意
で
せ
う
。
僕
は
「
…
き
さ
ら
ぎ
の
二
タ
月
三
月
」
と
や
り
ま
し

た
が
何
だ
か
少
し
変
で
す
ね
「
初
夏
の
二
タ
月
三
月
」
で
も
や
つ
ぱ
り
変
で
す
。「
五
月
の
如
き
二
タ
月
三
月
」
で
は
か
た
く
る
し
い

で
せ
う
。
妙
へ
な
る
二
タ
月
三
月
で
す
か
ね
。
楽
し
き
二
タ
月
三
月
と
で
も
し
ま
す
か
。

＝
◦
＝

「
退（

４
）却

」
を
読
み
ま
し
た
。
一
郎
君
は
無
論
君
で
せ
う
。
退ル

ト
レ
ツ
ト却

か
ら
突ア

ツ
ソ
オ撃

に
う
つ
る
の
は
い
つ
頃
で
す
か
。
承
り
度
い
な
。
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（
１
）「
玫
瑰
珠
」
大
正
六
年
十
二
月
号
の
辰
野
「
信
天
翁
の
目
玉
」
原
稿
の
組
み
方
に
関
す
る
指
示
。
実
際
の
誌
面
で
は
前
月
通
り
一
段
組
に
な
っ
た
。

（
２
）
テ
オ
ド
ー
ル
・
ド
・
バ
ン
ヴ
ィ
ル
（T

héodore de Banville, 1823

～1891

）
は
フ
ラ
ン
ス
の
詩
人
。
技
巧
を
こ
ら
し
た
詩
に
特
徴
が
あ
り
、ヴ
ェ

ル
レ
ー
ヌ
、
マ
ラ
ル
メ
、
ラ
ン
ボ
ー
に
影
響
を
与
え
た
。
辰
野
は
「
玫
瑰
珠
」
十
一
月
号
の
「
信
天
翁
の
目
玉
」
で
マ
ラ
ル
メ
の
激
賞
し
た
詩
人
と
し

て
触
れ
、
十
二
月
号
扉
で
そ
の
詩«A

 A
dolphe Gaiffe»

を
引
い
て
い
る
。（
３
）
掲
載
は
原
文
の
み
で
、
訳
文
は
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
。（
４
）「
退
却
」

は
十
一
月
号
掲
載
の
鈴
木
信
太
郎
の
小
説
『
退
却
』
を
指
す
。

書
簡
３
（13-01-03
）　

大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
十
一
月
六
日
付
（
七
日
消
印
・
赤
坂
）　

神
田
区
佐
久
間
町
四
―
五　

鈴
木
信
太
郎

様　

赤
坂
新
坂　

隆　

葉
書　

ペ
ン

前
略　

原
稿
紙
が
の
こ
り
ず
く
な
に
な
り
候
。
僕
の
「
読（

１
）む

脚
本
」
は
段
々
進
ん
で
行
き
ま
す
。
君
が
ビ
ツ
ク
リ
す
る
程
珍
説
奇
論

に
充
ち
て
ゐ
ま
す
よ
。
颯（

２
）田

か
ら
君
の
「
退
却
」
を
面
白
く
読
ん
だ
と
云
ふ
電
話
が
か
ゝ
り
ま
し
た
。
あ
れ
は
ハ
チ
ヤ
さ
ん
の
事
に
ち

が
い
な
い
と
颯
田
は
云
つ
て
ゐ
ま
す　

作
者
は
な
か
〳
〵
虫
が
善
良
だ
と
云
つ
て
ゐ
ま
し
た
。V

ive Ichirō

君
。

＝

（
１
）
辰
野
が
「
玫
瑰
珠
」
大
正
七
年
一
月
号
に
発
表
し
た
、
戯
曲
形
式
の
『
如
是
我
聞
』
を
指
す
。
大
正
末
期
は
読
む
脚
本
＝
レ
ー
ゼ
・
ド
ラ
マ
の
流

行
期
で
あ
っ
た
。（
２
）
颯
田
琴
次
（
一
八
八
六
～
一
九
七
五
）
は
耳
鼻
咽
喉
科
学
者
で
音
声
学
者
。
辰
野
と
は
学
生
時
代
か
ら
の
友
人
関
係
に
あ
り
、「
玫

瑰
珠
」
同
人
と
し
て
も
名
を
連
ね
た
。

書
簡
４
（13-01-04

）　

大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
六
月
五
日
付
（
七
月
五
日
消
印
・
赤
坂
／
七
月
六
日
消
印
・
群
馬
伊
香
保
）　

栃マ

マ

木
県
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伊
香
保
温
泉
木
暮
武
太
夫
本
店　

鈴
木
信
太
郎
様　

東
京
赤
坂
新
坂
町
一
四　

辰
野
隆　

封
書　

ペ
ン　

小ソ
ン
ネ
エ曲

七
月
号
を
見
た
。
君
の
「（

１
）瓦

」
を
読
ん
だ
。
／
仁（

２
）木

の
ね
づ
み
が
唯
の
ね
づ
み
で
な
い
如
く
／
信
太
の
「
瓦
」
は
断
じ
て
唯
の
瓦
で

は
な
い
。
／
春
秋
斉
の
瓦（

３
）に

銅
雀
の
銘
が
あ
る
と
云
ふ
。
／
／
其
の
銅
雀
の
銘
は
、確
か
に
結
構
に
は
相
違
な
い
。
／
然
し
、信
太
の「
瓦
」

が
己
を
瞠（

４
）若

た
ら
し
め
た
ら
／
な
ほ
更
ら
結
構
だ
と
思
へ
な
い
か
い
。
ね
え
君
。
／
そ
の
方
が
正
に
結
構
だ
と
云
つ
て
呉
れ
よ
。
／
／

文ス
テ
イ
ー
ル

体
は
相
も
変
ら
ず
シ
ヤ
ル
マ
ン
で
あ
る
。
／
あ
ら
た
め
て
褒
め
た
と
て
、
君
は
驚
く
ま
い
。
／
唯
。
今
迄
は
心
理
や
性
格
の
描
写
に

際
し
て
／
／
時
々
尻
尾
を
出
し
た
其
君
が
、
尻
の
穴
の
掃
除
以
来
／
尻
尾
も
出
さ
ず
旨
く
化
け
て
パ
ル
ナ
ツ
ス
の
油
揚
を
／
巧
に
さ
ら

つ
た
其
の
手
腕
は
、
信
太
さ
ん
、
偉
い
と
思
ふ
。　

六
月
五
日
。

此
度
の
表（

５
）紙

は
甚
だ
い
ゝ
ね
。
今
迄
の
表
紙
の
中
で
一
番
い
ゝ
じ
や
な
い
か
。
そ
れ
よ
り
も
嬉
し
い
事
は
創
作
が
号
を
追
ふ
て
落
つ

い
て
来
る
事
だ
。
従
つ
て
い
ゝ
も
の
も
載
る
わ
け
だ
。「
二（

６
）度

目
の
寂
莫
」
と
云
ひ
「
瓦
」
と
云
ひ
立
派
な
も
の
だ
。
但
し
二
度
目
の

即
ち
蛇
の
目
の
か
ら
か
さ
と
云
ふ
題
丈
け
は
今
で
も
吾
人
は
消
極
説
を
と
る
ね
。
僕
は
断
言
す
る
「
二
度
目
の
寂
莫
」
と
云
ふ
題
よ
り

は
「
初
め
て
の
処
女
膜
」
の
方
が
遥
か
に
有
が
た
い
。
御
賛
成
の
方
は
御
起
立
を
願
ひ
ま
ア
ア
ア
ア
ア
す
。
だ
。「
処（

７
）女

膜
や
破
瓜
や

リ
ボ
ン
や
青
嵐
」
て
の
は
ど
う
だ
ら
う
。　

信
太
郎
賢
台　

ボ（
８
）ア

ロ
オ
・
ア
ン
ピ
ユ
デ
イ
ツ
ク　

再
拝

（
１
）「
玫
瑰
珠
」
大
正
七
年
七
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
鈴
木
の
小
説
『
瓦
』
を
指
す
。（
２
）『
伽
羅
先
代
萩
』
の
仁
木
弾
正
が
鼠
に
変
化
す
る
こ
と
を
指
す
。

（
３
）
鈴
木
『
瓦
』
中
に
銅
雀
台
の
瓦
が
登
場
す
る
こ
と
を
指
す
。
銅
雀
台
は
魏
の
曹
操
が
築
い
た
楼
台
の
名
で
、屋
上
に
銅
製
の
鳳
凰
を
飾
っ
た
。（
４
）

業
績
な
ど
に
目
を
み
は
る
様
。（
５
）
七
月
号
の
表
紙
絵
は
、
オ
ー
ブ
リ
ー
・
ビ
ア
ズ
リ
ー
（A

ubrey Beardsley, 1872

～1898

）
に
よ
る
、
着
物
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を
は
だ
け
て
着
た
女
性
と
猫
ら
し
き
動
物
の
絵
で
、
従
来
の
「
玫
瑰
珠
」
の
表
紙
と
趣
を
異
に
し
て
い
る
。（
６
）「
玫
瑰
珠
」
大
正
七
年
五
月
号
掲
載

の
坂
津
木
慎
太
郎
（
久
能
木
慎
治
）
の
小
説
『
二
度
目
の
寂
莫
』
を
指
す
。（
７
）
鈴
木
「
フ
ラ
ン
ス
文
学
黄
金
伝
説
」（『
全
集
』
第
五
巻
）
に
辰
野
が

詠
ん
だ
初
め
て
の
「
句
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。（
８
）
詩
人
・
批
評
家
の
ニ
コ
ラ
・
ボ
ワ
ロ
ー
＝
デ
プ
レ
オ
ー
（N

icolas Boileau-D
espréaux, 

1636
～1711

）
にim

pudique

（
不
品
行
な
）
を
冠
し
て
い
る
。
手
紙
に
お
け
る
自
身
の
姿
勢
を
不
品
行
な
る
諷
刺
家
・
批
評
家
と
自
認
し
た
も
の
か
。

書
簡
５
（13-01-05
）　

大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
十
月
十
二
日
（
消
印
・
赤
坂
）　

府
下
巣
鴨
向
原
三
五
一
九　

鈴
木
信
太
郎
様　

赤

坂
新
坂
一
四　

辰
野
隆　

葉
書　

ペ
ン

エ（
１
）ツ

ク
先
生
を
僕
等
三
人
で
招
く
の
は
明
后
日
（
月
曜
）
の
午
后
五
時
半
か
ら
に
し
た　

場
所
は
中（

２
）央

亭
（
三
び
し
原
八
重
洲
町
）

会
費
は
エ
ツ
ク
先
生
が
ヌ
キ
だ
か
ら
一
人
毎
四
円
か
五
円
位
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
と
思
ふ
。　

赤
坂
新
坂
一
四　

辰
野
隆

（
１
）
エ
ミ
ー
ル
・
エ
ッ
ク
（Ém

ile H
eck, 1866

～1943
）
は
マ
リ
ア
会
の
修
道
士
で
、
東
京
大
学
で
フ
ラ
ン
ス
文
学
・
フ
ラ
ン
ス
語
を
長
く
講
じ
た
。

鈴
木
信
太
郎
「
仏
文
事
始
」（『
全
集
』
第
五
巻
）
に
よ
れ
ば
、
明
治
二
十
五
年
か
ら
大
正
十
年
ま
で
東
大
で
フ
ラ
ン
ス
語
学
・
文
学
の
講
座
を
持
ち
、

鈴
木
は
「
最
後
の
弟
子
の
一
人
」
で
あ
る
。
ア
ル
ザ
ス
生
ま
れ
で
辰
野
と
鈴
木
の
恩
師
で
あ
り
、
辰
野
は
留
学
時
に
エ
ッ
ク
の
父
の
も
と
に
挨
拶
に
行
っ

て
い
る
。
鈴
木
が
マ
ラ
ル
メ
に
開
眼
し
た
き
っ
か
け
も
エ
ッ
ク
に
よ
る
紹
介
だ
と
い
う
（「
私
の
フ
ラ
ン
ス
文
学
」、『
全
集
』
第
五
巻
）。
な
お
、
エ
ミ
ー

ル
・
エ
ッ
ク
は
こ
の
年
の
十
一
月
に
レ
ジ
オ
ン
・
ド
ヌ
ー
ル
勲
章
を
受
け
て
い
る
（『
暁
星
百
年
史
』
暁
星
学
園
、
一
九
八
九
）。（
２
）
中
央
亭
は
八
重

洲
に
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
開
拓
者
渡
辺
鎌
吉
の
料
理
店
で
、
明
治
四
十
年
に
開
業
。
精
養
軒
な
ど
と
肩
を
並
べ
る
一
流
レ
ス
ト
ラ
ン
だ
っ
た
（
中

央
亭
『
西
洋
料
理
事
始

―
中
央
亭
か
ら
モ
ル
チ
ェ
ま
で
』
中
央
亭
、
一
九
八
〇
）。
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書
簡
６
（13-01-06

）　

大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
十
月
二
十
九
日
付
（
二
十
九
日
消
印
・
赤
坂
）　

府
下
巣
鴨
向
原
三
五
一
九　

鈴
木

信
太
郎
様　

赤
坂
新
坂
一
四　

辰
野
隆　

葉
書　

ペ
ン　

明
日
（
水
曜
）
午
后
の
テ
ー
ム
を
持
つ
て
る
か
い
。
持
つ
て
る
な
ら
御
知
ら
せ
願
ひ
度
い
。
と
う
〳
〵
君
も
ユ
ニ
バ
ア
サ
ル
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
分
の
一
に
な
つ
た
ね
。
や
つ
ぱ
り
熱
が
あ
る
の
か
い
。
而
し
此
度
の
風
邪
は
四
五
日
で
な
ほ
る
ん
だ
か
ら
一
寸
洒
落
れ
て

る
よ　

ま
あ
〳
〵
御
大
事
に
。

書
簡
７
（13-01-07

）　

大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
七
月
二
十
三
日
付
（
二
十
四
日
消
印
・
赤
坂
）　

府
下
巣
鴨
村
向
原
三
五
一
九　

鈴

木
信
太
郎
様　

府
下
下
渋
谷
羽
澤
二
一
五　

辰
野
隆　

葉
書　

ペ
ン　

【
印
刷
】　

拝
啓
今
般
左（

１
）記

ニ
転
居
仕
候
間
御
通
知
申
上
候　

大
正
八
年
七
月
廿
三
日　

府
下
下
渋
谷
羽
澤
二
一
五　

辰
野
隆　

電
話　

芝
五
五
三
三

【
手
書
き
】　

引
越
し
た
も
の
ゝ
狭
く
て
不
潔
で
お
話
に
な
ら
な
い
。
驚
い
た
ね
。
此
処
に
暫
く
居
て
九
月
の
末
に
は
ま
た
近
所
に
移
転

す
る
。
此
処
で
は
君
達
に
遊
び
に
来
て
呉
れ
と
云
ふ
勇
気
が
な
い
。
二
三
日
中
に
房（

２
）州

に
逃
げ
出
す
。

（
１
）
大
正
八
年
三
月
に
父
金
吾
が
死
去
し
た
こ
と
を
受
け
て
の
転
居
と
見
ら
れ
る
。（
２
）
辰
野
家
は
毎
夏
房
州
館
山
で
避
暑
生
活
を
送
っ
て
い
る
（「
父

と
私
」、『
辰
野
隆
随
想
全
集
』
第
五
巻
）。
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書
簡
８
（13-01-08

）　

大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
八
月
九
日
付
（
十
日
消
印
・
館
山
）　

東
京
府
下
巣
鴨
向
原
坂
下　

鈴
木
信
太
郎
様　

房
州
館
山
上
須
賀　

辰
野
隆　

絵
葉
書　

ペ
ン

里（
１
）昂

大
学
の
用
も
済
ん
だ
か
ら
早
速
房
州
に
逃
げ
て
来
た　

月
末
迄
で
此
処
に
ゐ
る　

今
君（

２
）の

訳
し
た
シ
ラ
ノ
の
続
き
を
読
ん
で
ゐ

る
。
今
迄
怠
け
た
か
ら
う
ん
と
勉
強
す
る
。
久（

３
）能

木
、
山
田
、
西
園
寺
、
実
吉
の
諸
兄
に
宜
し
く　

八
月
九　

房
州
館
山
上
須
賀　

辰

野
隆

【
裏
面
】
鷺
ノ
島
か
ら
沖
ノ
島
方
面
の
海
の
写
真

（
１
）
リ
ヨ
ン
大
学
。
辰
野
隆
「
空
瀾
先
生
」（『
辰
野
隆
随
想
全
集
』
第
四
巻
）
に
よ
れ
ば
、大
正
八
年
の
夏
に
辰
野
は
リ
ヨ
ン
大
学
教
授
モ
ー
リ
ス
・
ク
ー

ラ
ン
（M

aurice Courant, 1865

～1935
）
と
総
長
ポ
ー
ル
・
ジ
ュ
ー
バ
ン
（Paul Joubin, 1862

～?

）
が
「
日
仏
知
的
親
善
」
で
来
日
し
た
際
、

接
待
し
て
い
る
。
東
大
で
は
総
長
室
で
山
川
健
次
郎
総
長
が
二
人
を
招
い
て
午
餐
会
を
し
て
辰
野
も
出
席
（「
陸
上
競
技
の
思
い
出
な
ど
」、『
辰
野
隆
随

想
全
集
』
第
五
巻
）、ま
た
文
部
大
臣
中
橋
徳
五
郎
が
二
人
と
フ
ラ
ン
ス
関
係
の
学
者
や
学
生
を
招
聘
し
、麹
町
の
富
士
見
軒
で
も
て
な
し
た
と
い
う
（「
舌

の
保
養
」、『
辰
野
隆
随
想
全
集
』
第
二
巻
）。
辰
野
は
大
正
十
年
五
月
に
渡
仏
し
、
リ
ヨ
ン
大
学
に
入
学
す
る
。（
２
）
エ
ド
モ
ン
・
ロ
ス
タ
ン
（Edm

ond 

Rostand, 1868

～1918

）『
シ
ラ
ノ
・
ド
・
ベ
ル
ジ
ュ
ラ
ッ
ク
』（Cyrano de Bergerac

）
の
翻
訳
は
、
第
一
幕
（
大
正
八
年
一
月
号
）、
第
二
幕
（
大

正
八
年
四
月
号
）
が
既
に
鈴
木
・
辰
野
共
訳
で
訳
出
さ
れ
て
い
た
。
な
お
、「
玫
瑰
珠
」
大
正
八
年
十
月
号
に
は
、
第
三
幕
が
訳
出
さ
れ
る
。
こ
の
書
簡

で
言
及
さ
れ
て
い
る
の
は
、
第
三
幕
と
見
ら
れ
る
。（
３
）
い
ず
れ
も
「
玫
瑰
珠
」
同
人
。
書
簡
１
（
１
）
を
参
照
。

書
簡
９
（13-01-09

）　

大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
八
月
十
五
日
付
（
十
六
日
消
印
・
館
山
／
十
七
日
消
印
・
巣
鴨
）　

東
京
府
下
巣
鴨
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向
原
三
五
一
九　

鈴
木
信
太
郎
様　

房
州
館
山
上
須
賀　

辰
野
隆　

封
書　

墨
筆

手
紙
あ
り
が
度
う　

別
封
の
紹
介
状
を
岸（

１
）田

君
に
渡
し
て
呉
れ
給
へ　

シ
ラ
ノ
は
訳
し
て
ゐ
る
が
な
か
〳
〵
進
ま
な
い　

廿
日
頃
迄

に
は
是
非
訳
了
し
て
来（

２
）月

号
に
は
間
に
合
せ
度
い
と
思
つ
て
ゐ
る　

既
に
訳
了
の
部
分
は
明
日
送
る　

更
ら
に
送
り
返
へ
し
て
頂
か
な

く
て
も
い
　ゝ

君
が
直
ほ
し
て
そ
の
ま
ゝ
印
刷
に
し
て
呉
れ
給
へ　

家
内
か
ら
も
奥
さ
ん
に
宜
し
く　

僕
か
ら
は
あ
ん
ま
り
や
り
過
ぎ

て
は
い
け
ま
せ
ん
。　

八
月
十
五
日　

隆　

信
太
郎
学
兄

（
１
）
岸
田
國
士
。
岸
田
は
こ
の
年
の
八
月
に
パ
リ
留
学
の
た
め
、
台
湾
に
渡
っ
て
い
る
。（
２
）「
玫
瑰
珠
」
は
大
正
八
年
八
月
号
・
九
月
号
が
休
刊
に

な
る
。
十
月
号
に
同
人
の
渡
欧
や
暑
中
等
の
事
情
で
休
刊
の
由
が
断
ら
れ
て
い
る
。

書
簡
10
（13-01-10

）　

大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
八
月
二
十
七
日
付
（
二
十
八
日
消
印
・
館
山
）　

東
京
府
下
巣
鴨
向
原
三
五
一
九　

鈴
木
信
太
郎
様　

房
州
館
山
上
須
賀　

辰
野
隆　

葉
書　

ペ
ン

シ
ラ
ノ
の
第
四（

１
）幕

目
は
３
・
４
・
５
・
６
齣
を
僕
が
訳
す
。
今
日
か
ら
ぼ
つ
〳
〵
取
り
か
ゝ
る
事
に
し
た
。
三
十
日
頃
に
帰
京
の
つ
も

り
だ
。
此
地
へ
来
て
本
は
思
ふ
様
に
は
読
め
な
か
つ
た
が
そ
れ
で
も
少
し
読
ん
だ　

フ（
２
）ラ

ン
ソ
ワ
・
ド
・
キ
ユ
レ
ル
の
脚
本
を
四
部
読

ん
で
今
は
リ
イ
ル
・
ア
ダ
ン
の
ア（

３
）ク

セ
ル
を
読
ん
で
ゐ
る
。

（
１
）『
シ
ラ
ノ
・
ド
・
ベ
ル
ジ
ュ
ラ
ッ
ク
』
第
三
幕
は
「
玫
瑰
珠
」
十
月
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
書
簡
８
・
９
を
踏
ま
え
る
と
、
大
正
九
年
一
月
号
掲
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載
の
第
四
幕
に
関
す
る
言
及
か
。
第
四
幕
は
全
十
齣
。（
２
）
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ド
・
キ
ュ
レ
ル
（François de Curel, 1854

～1928

）
は
フ
ラ
ン
ス
の

劇
作
家
。
フ
ラ
ン
ス
の
イ
プ
セ
ン
と
も
呼
ば
れ
た
。
岸
田
國
士
も
「
近
代
劇
論
」（『
現
代
演
劇
論
』
白
水
社
、
一
九
三
四
）
で
言
及
し
て
い
る
。（
３
）

フ
ラ
ン
ス
の
小
説
家
・
劇
作
家
・
詩
人
ヴ
ィ
リ
エ
・
ド
・
リ
ラ
ダ
ン
（A

uguste de V
illiers de l’Isle A

dam
, 1838

～1889

）
の
遺
作
『
ア
ク
セ
ル
』

（A
xël

）。
リ
ラ
ダ
ン
の
日
本
で
の
紹
介
は
、
鈴
木
信
太
郎
や
辰
野
、
山
田
珠
樹
、
渡
辺
一
夫
ら
が
進
め
た
。『
ア
ク
セ
ル
』
は
一
九
四
三
年
に
斎
藤
磯
雄

訳
『
リ
ラ
ダ
ン
全
集
』
第
四
巻
（
三
笠
書
房
）
と
し
て
翻
訳
・
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

書
簡
11
（13-01-11
）　

大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
九
月
二
十
九
日
付
（
二
十
九
日
消
印
・
東
京
中
央
）　

府
下
巣
鴨
向
原
三
五
一
九　

鈴
木
信
太
郎
様　

府
下
下
渋
谷
四
四
六　

辰
野
隆　

葉
書　

墨
筆

【
印
刷
】
拝
啓
私
儀
今
般
左
記
ニ
転
居
仕
候
間
御
通
知
申
上
候　

大
正
八
年
九
月
二
十
九
日　

府
下
下
渋
谷
四
四
六　

辰
野
隆　

電
話

芝
一
〇
三
番

書
簡
12
（13-01-12

）　

大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
十
月
十
八
日
付
（
十
八
日
消
印
・
渋
谷
）　

府
下
巣
鴨
向
原
三
五
一
九　

鈴
木
信
太

郎
様　

下
渋
谷
四
四
六　

辰
野
隆　

葉
書　

ペ
ン

１　

秋（
１
）田

玄
務　

芝
白
金
台
町
二
―
四
一　

２　

井
上
琢
為　

茨
城
県
古
河
町
西
鷹
匠
町
七
七
二　

３　

山
本
直
文　

小
石
川
西
原
町
一
―
十
一　



武蔵大学人文学会雑誌　第 56 巻第 3・4 号

32

４　

池
田
立
基　

浅
草
北
松
山
町
八
六　

５　

後
藤
末
雄　

本
郷
弥
生
町
三　

は
―
三　

⑥　

佐
藤
貞
次
郎　

中
野
町
三
三
〇
〇　

―　
　
　

九

⑦　

大マ

マ宰
施
門　

本
郷
森
川
一
牛
屋
横
町　

８　

土
屋
正
直　

千
駄
ヶ
谷
穏
田
一
六
四　

９　

豊
島
與
志
雄　

本
郷
駒
込
千
駄
木
町
四
九　

10　

内
藤
濯　

本
郷
菊
坂
町
八
六　

11　

福
岡
易
之
助　

神
田
裏
神
保
町
白
水
舎
書
籍
店
内　

12　

仁
羅
山
政
治
郎　

麻
布
区
永
坂
町
四
二　

13　

新
城
和
一　

牛
込
区
陸
軍
士
官
学
校
内　

14　

林
原
耕
三　

麹
町
区
文
部
省
普
通
学
務
局　

会
場　

本
郷
三
丁
目　

燕（
２
）楽

軒

日　

十
月
廿
九
日
（
水
曜
）
午
后
五
時　

会
費　

約
三
円

N
.B.

廿
七
日
迄
に
小
生
宅
に
返
事
を
呉
れ
る
や
う
に
附
加
し
て
呉
れ
給
へ　

今
、
大
学
一
覧
が
手
元
に
な
い
の
で
仁
羅
山
政
治
郎
と

云
ふ
人
が
仏
文
科
出
だ
か
何
だ
か
よ
く
わ
か
ら
な
い　

一
応
調
べ
て
呉
れ
給
へ

（
１
）
以
下
、
林
原
耕
三
を
除
き
東
京
大
学
仏
蘭
西
文
学
科
出
身
者
（
東
京
帝
国
大
学
編
『
東
京
帝
国
大
学
卒
業
生
氏
名
録
』
一
九
二
六
）。
秋
田
は
大
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正
二
年
卒
、
井
上
は
明
治
四
十
一
年
卒
、
山
本
は
大
正
六
年
卒
、
池
田
は
明
治
四
十
四
年
卒
、
後
藤
は
大
正
二
年
卒
、
佐
藤
は
明
治
四
十
四
年
卒
、
太

宰
は
大
正
二
年
卒
、
土
屋
は
明
治
三
十
九
年
卒
、
豊
島
は
大
正
四
年
卒
、
内
藤
は
明
治
四
十
三
年
卒
、
福
岡
は
明
治
四
十
三
年
卒
、
仁
羅
山
は
明
治

四
十
二
年
卒
、
新
城
は
大
正
四
年
卒
。
林
原
は
英
文
科
大
正
七
年
卒
。
芥
川
龍
之
介
を
夏
目
漱
石
に
紹
介
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
林
原
は
、
一
高
の
寮

で
豊
島
與
志
雄
と
仲
が
よ
か
っ
た
。
こ
の
会
合
は
「
東
大
仏
文
卒
業
生
の
懇
親
会
」
で
、
リ
ス
ト
の
う
ち
半
数
ほ
ど
が
集
ま
っ
た
と
い
う
（
前
掲
「
フ

ラ
ン
ス
文
学
黄
金
伝
説
」）。（
２
）
燕
楽
軒
は
大
正
七
年
、
元
築
地
精
養
軒
料
理
長
西
尾
益
吉
が
開
業
し
た
フ
ラ
ン
ス
料
理
店
で
本
郷
三
丁
目
に
あ
っ
た
。

文
学
者
が
集
い
、
東
京
大
学
関
係
者
の
会
合
場
所
と
し
て
多
く
利
用
さ
れ
た
。

書
簡
13
（13-01-13

）　

大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
一
月
七
日
付
（
七
日
消
印
・
渋
谷
）　

神
田
駿
河
台
西
紅
梅
町
二
三
七
八　

佐
々
木

杏
雲
堂
医
院
隔
離
室
一
号　

鈴
木
信
太
郎
様　

下
渋
谷
四
四
六　

辰
野
隆　

葉
書　

ペ
ン

一
度
御（

１
）見

舞
に
行
か
う
〳
〵
と
思
つ
て
ゐ
な
が
ら
自
分
も
少
々
風
邪
気
味
で
時
々
咳
が
出
る
の
で
用
心
と
不
精
と
が
一
緒
に
な
つ
て

遂
ひ
失
礼
し
且
つ
御
ぶ
さ
た
と
云
ふ
わ
け
な
ん
だ
。

兎
に
角
君
の
新
年
は
月
並
で
な
い
。
全
快
と
先
が
極
ま
れ
ば
流
行
感
冒
で
煩
は
し
い
正
月
を
追
払
ふ
の
は
い
ゝ
考
だ
。
い
つ
頃
退
院

す
る
ん
だ
い
。

僕
は
シ（

２
）ラ

ノ
を
訳
了
し
た
。
肚
に
溜
ま
つ
て
ゐ
た
も
の
を
下
し
て
了
つ
た
や
う
な
気
が
す
る
。
晴
々
し
た
や
う
で
も
あ
り
、
力
が
抜

け
た
や
う
で
も
あ
る
。
兎
に
角
俺
達
は
ベ
ル
ジ
ユ
ラ
ツ
ク
を
愛
し
て
ゐ
た
か
ら
ね
。

ゆ
つ
く
り
養
生
し
た
ま
へ
。
家
内
か
ら
も
宜
し
く
。
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（
１
）
鈴
木
は
大
正
八
年
末
か
ら
九
年
の
は
じ
め
に
か
け
て
、
猩
紅
熱
で
杏
雲
堂
病
院
に
入
院
し
た
。
次
の
書
簡
14
を
鈴
木
は
辰
野
の
「
病
気
に
対
し
て

神
経
が
細
い
」
例
と
し
て
エ
ッ
セ
イ
に
引
い
て
い
る
（
前
掲
「
フ
ラ
ン
ス
文
学
黄
金
伝
説
」、『
全
集
』
第
五
巻
）。（
２
）『
シ
ラ
ノ
・
ド
・
ベ
ル
ジ
ュ
ラ
ッ

ク
』
は
第
五
幕
が
「
玫
瑰
珠
」
大
正
九
年
三
月
号
に
訳
出
さ
れ
完
結
、
大
正
十
一
年
に
白
水
社
か
ら
単
行
本
が
刊
行
さ
れ
る
。

書
簡
14
（13-01-14
）　

大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
一
月
十
六
日
付
（
十
九
日
消
印
・
渋
谷
）　

神
田
駿
河
台
西
紅
梅
町
二
三
七
八　

佐
々

木
杏
雲
堂
医
院
隔
離
室
一
号　

鈴
木
信
太
郎
様　

下
渋
谷
四
四
六　

辰
野
隆　

葉
書　

ペ
ン

是
非
一
度
お
見
舞
に
行
か
う
〳
〵
と
思
つ
て
ゐ
て
未
だ
に
果
さ
な
い
。
そ
れ
に
少
し
風
邪
気
味
で
外
へ
出
る
に
も
び
く
〳
〵
も
の
な

ん
だ
。
猩
紅
熱
は
皮
が
剥
け
出
す
と
感
染
す
る
ん
だ
ら
う
。
そ
れ
も
少
々
恐
い
の
で
遠
慮
し
て
ゐ
る
。
病
気
を
恐
が
る
僕
の
癖
が
此
頃

の
流
行
寒マ

マ

冒
の
噂
で
益
々
病
的
に
鋭
く
な
つ
て
来
た
や
う
だ
。
予
防
注
射
も
し
た
。
外
出
の
時
は
マ
ス
ク
も
用
ひ
て
ゐ
る
。
家
に
帰
へ

る
と
必
ず
嗽う

が
ひを

や
る
事
に
し
て
ゐ
る
が
そ
れ
で
も
未
だ
安
心
が
出
来
ず
に
熱
が
あ
り
は
し
な
い
か
と
毎
日
二
度
か
三
度
づ
ゝ
検
温
器
を

挟
ん
で
見
る
。
幸
ひ
に
熱
は
無
い
。
検
温
器
の
上
に
熱
が
表
は
れ
な
く
て
も
実
際
は
何
処
か
に
悪
い
熱
が
潜
ん
で
る
の
で
は
な
い
か
と

も
考
へ
て
見
る
。而
し
医
者
は
そ
ん
な
事
は
な
い
と
云
ふ
。全
く
マ（

１
）ラ

デ
イ
・
シマ

マ

マ
ジ
ネ
エ
ル
に
な
つ
て
了
つ
た
。早
く
桜
が
咲
け
ば
い
ゝ

な
ア
と
思
つ
て
る
。
全
く
だ
。
恐
い
〳
〵
。
此
ん
な
わ
け
で
お
見
舞
に
も
行
か
な
い
ん
だ
。
悪
し
か
ら
ず
。

（
１
）
モ
リ
エ
ー
ル
の
『
病
は
気
か
ら
』（Le M

alade im
aginaire

）
を
踏
ま
え
て
い
る
。

書
簡
15
（13-01-15

）　

大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
一
月
二
十
一
日
付
（
二
十
二
日
消
印
・
渋
谷
／
二
十
二
日
消
印
・
神
田
）　

神
田
駿
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河
台
西
紅
梅
町　

佐
々
木
杏
雲
堂
医
院
隔
離
室　

鈴
木
信
太
郎
様　

下
渋
谷　

辰
野
隆　

封
書　

墨
筆

君
が
快
く
な
つ
て
行
く
の
は
非
常
に
嬉
し
い　

ゆ
つ
く
り
養
生
を
し
給
へ　

と
こ
ろ
で
僕
は
と
う
〳
〵
や
ら
れ
て
了
つ
た　

日
曜
の

晩
か
ら
三
十
八
度
七
分
の
発
熱
で
流
感
と
極
ま
つ
た　

唯
予
防
注
射
の
御
か
げ
で
肺
ヱ
ン
に
は
な
ら
ず
に
済
ん
で
ゐ
る
が　

今
日
で
四

日
間
全
で
不
眠
の
結
果　

頭
が
ボ
ー
ッ
と
し
て
何
も
考
へ
る
事
が
出
来
な
い　

そ
れ
に
頭
が
妙
に
痛
ん
で
い
や
な
気
持
ち
だ　

眠
ら
う

〳
〵
と
焦
つ
て
ゐ
る　

い
や
に
苦
し
い　

今
夜
は
少
し
気
分
が
い
ゝ
か
ら　

手
紙
を
書
い
た　

而
し
之
れ
丈
け
書
い
て
も
非
常
に
頭
が

痛
い
か
ら
も
う
や
め
る　

隆　

信
太
郎
様　

二
十
一
日
夜

書
簡
16
（13-01-16

）　

大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
八
月
十
四
日
付
（
十
六
日
消
印
・
館
山
）　

東
京
府
下
巣
鴨
向
原
三
五
一
九　

鈴
木

信
太
郎
様　

房
州
館
山
上
須
賀　

辰
野
隆　

葉
書　

ペ
ン

御
無
沙
汰
し
ち
や
つ
た
。
僕
も
勉
強
し
て
ゐ
る
。
此
の
休
み
は
比
較
的
に
多
く
読
ん
だ
。
バ
ル
ザ
ツ
ク
の
御
勉
強
は
結
構
だ
。
僕
は

殆
ど
バ
ル
ザ
ツ
ク
を
読
ん
で
ゐ
な
い
。
マ
ラ
ル
メ
の
小
曲
は
は
つ
き
り
了
解
出
来
な
い
。
ゆ
つ
く
り
味
は
つ
て
見
た
上
で
な
け
れ
ば
未

だ
い
ゝ
と
悪
い
と
も
僕
に
は
見
当
が
付
か
な
い
。
リ（

１
）イ

ル
・
ア
ダ
ン
の
「
民ヴ

オ
ク
ス
・
ポ
オ
プ
リ

衆
の
声
」
を
殆
ど
訳
了
し
た
が
原
作
を
傷
け
る
事
が
甚
し

と
思
つ
た
程
不
出
来
だ
つ
た
か
ら
破
い
て
了
つ
た
。
今
日
か
ら
又
稿
を
改
め
て
訳
し
出
す
。「
己
の
も
の
が
旨
く
訳
せ
る
か
な
」
と
リ

イ
ル
・
ア
ダ
ン
が
地
獄
で
例
のrire funèbre

を
漏
ら
す
事
だ
ら
う
。
僕
は
廿
七
八
日
頃
帰
京
す
る　

実（
２
）吉

君
の
送
別
会
と
石
川
君
の

歓
迎
会
と
は
九
月
早
々
し
度
い
ね
。
皆
に
も
ひ
ど
く
会
ひ
度
い
ん
だ
。
お
宅
で
は
皆
さ
ん
御
変
り
な
い
？
宜
し
く
。
妻
か
ら
も
宜
し
く
。
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（
１
）
リ
ラ
ダ
ン
『
民
衆
の
声
』（V

ox Populi

）
は
「
玫
瑰
珠
」
大
正
九
年
十
一
月
号
に
訳
出
さ
れ
る
。（
２
）
実
吉
、
石
川
は
「
玫
瑰
珠
」
同
人
。
書

簡
１
（
１
）
参
照
。
実
吉
は
大
正
九
年
六
月
に
大
学
院
を
退
学
、
九
月
よ
り
水
戸
高
等
学
校
の
講
師
を
嘱
託
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
送
別
と
み
ら
れ

る
（
熊
谷
恒
彦
「
年
譜
」、『
つ
ば
く
ら
め

―
実
吉
捷
郎
遺
稿
集
』
同
学
社
、
一
九
六
三
）。
石
川
欣
一
は
大
正
七
年
に
東
大
英
文
科
か
ら
ア
メ
リ
カ
の

プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
に
転
学
し
、
九
年
に
卒
業
し
て
毎
日
新
聞
に
入
社
し
た
（
石
川
周
三
「
著
者
に
つ
い
て
」、
石
川
欣
一
『
比
島
投
降
記

―
あ
る
新

聞
記
者
の
見
た
敗
戦
』
中
央
公
論
社
、
一
九
九
五
）。
そ
の
帰
国
の
歓
迎
会
の
こ
と
と
み
ら
れ
る
。

書
簡
17
（13-01-17

）　

大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
八
月
十
五
日
付
（
十
五
日
消
印
・
館
山
）　

東
京
府
西
巣
鴨
向
原
三
五
一
九　

鈴
木

信
太
郎
様 

房
州
館
山　

辰
野　

葉
書　

ペ
ン

手（
１
）紙

と
原
稿
と
を
受
取
つ
た
。
リ（

２
）イ

ル
・
ア
ダ
ン
論
は
無
論
書
く
事
は
書
く
が
九
月
号
に
間
に
合
ふ
か
ど
う
か
。
九
月
号
を
廿
日
頃

に
出
す
つ
も
り
で
今
月
中
に
書
い
て
よ
け
れ
ば
す
ぐ
に
取
り
か
ゝ
る
。
慎（

３
）治

兄
に
相
談
し
て
見
て
呉
れ
給
へ
。
山
田
の
「
人（

４
）間

に
な
る

の
ぞ
み
」
の
旧
訳
を
出
す
気
が
あ
る
か
ど
う
か
。
出
せ
ば
い
ゝ
と
思
ふ
が
ね

（
１
）「
玫
瑰
珠
」
大
正
九
年
九
月
号
掲
載
の
鈴
木
の
原
稿
と
辰
野
に
寄
稿
を
慫
慂
す
る
内
容
の
手
紙
と
見
ら
れ
る
。（
２
）「
玫
瑰
珠
」
大
正
九
年
十
一

月
号
の
「
信
天
翁
の
目
玉
」
は
リ
ラ
ダ
ン
論
。（
３
）
こ
の
時
期
、「
玫
瑰
珠
」
の
編
集
は
久
能
木
慎
治
が
行
っ
て
い
る
。（
４
）「
玫
瑰
珠
」
大
正
九
年

十
一
月
号
に
山
田
珠
樹
は
リ
ラ
ダ
ン
『
人
に
な
り
た
い
望
』（Le D

ésir d’être un hom
m

e

）
を
訳
出
し
て
い
る
。

書
簡
18
（13-01-18

）　

大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
八
月
二
十
三
日
付
（
二
十
三
日
消
印
・
館
山
）  

東
京
市
外
西
巣
鴨
三
五
一
九　

鈴
木
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信
太
郎
様　

房
州　

隆　

葉
書　

ペ
ン

房
州
の
生
活
も
浜
辺
の
蟹
の
目
玉
か
ら
秋
風
が
立
ち
そ
め
た
か
ら
一
先
づ
切
上
げ
て
明
日
天
気
が
佳
け
れ
ば
江
戸
の
巣
に
帰
へ
る
。

ロ
ザ
リ
ヨ
九
月
号
は
、僕
も
、何
と
か
し
て
出
し
度
い
と
思
つ
た
が
君（

１
）達

の
原
稿
が
集
ま
る
さ
う
で
、何
よ
り
結
構
だ
。
一
月
を
き
に
は
、

出
し
度
い
と
思
ふ
ね
。「
ビ（

２
）ヤ

ン
フ
イ
ラ
ア
ト
ル
」
を
対
照
し
な
が
ら
読
ん
で
ゐ
る
。
僕
に
も
わ
か
ら
な
い
箇
所
が
あ
る
。
共
訳
と
し

て
出
す
事
は
僕
は
差
支
な
い
が
、
此
度
は
全
部
君
が
訳
し
た
の
だ
か
ら
。
君
の
訳
と
し
上
梓
す
る
方
が
い
ゝ
。
さ
う
し
給
へ
。「
民
衆

の
声
」
は
曲
り
な
り
に
も
出
来
上
つ
た
。
依
然
と
し
て
気
に
食
は
な
い
。
不
文
の
致
す
と
こ
ろ
と
あ
き
ら
め
て
は
ゐ
る
が
。
折
角
や
り

始
め
た
の
だ
か
ら
、
今
更
ら
や
め
る
の
も
い
や
だ
。
ま
た
や
り
直
し
か
な
。　

八
月
廿
三
日　

妻
か
ら
宜
し
く
。　

房
州　

隆

（
１
）「
玫
瑰
珠
」
大
正
九
年
九
月
号
は
、
石
川
欣
一
「
小
さ
な
事
」、
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
／
実
吉
捷
郎
訳
『
墓
地
へ
ゆ
く
道
』、
鈴
木
信
太
郎
『
習
作
』、

山
田
珠
樹
『
二
通
の
手
紙
後
篇
』
の
四
篇
収
載
。
こ
の
時
辰
野
が
用
意
し
て
い
る
リ
ラ
ダ
ン
の
翻
訳
や
リ
ラ
ダ
ン
論
は
、
次
の
十
一
月
号
に
載
る
。（
２
）

鈴
木
信
太
郎
訳
『
ビ
ヤ
ン
フ
イ
ラ
ア
ト
ル
の
姉
妹
』（Les D

em
oiselles de Bienfilâtre

）
は
「
玫
瑰
珠
」
大
正
九
年
十
一
月
号
に
載
る
。
同
号
は
、

リ
ラ
ダ
ン
の
詩
を
扉
に
か
か
げ
、
前
掲
の
辰
野
の
リ
ラ
ダ
ン
論
と
翻
訳
、
鈴
木
と
山
田
の
翻
訳
を
載
せ
、
リ
ラ
ダ
ン
特
集
の
観
を
呈
す
る
。

書
簡
19
（13-01-19

）　

大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
十
二
月
六
日
付
（
六
日
消
印
）　

市
外
西
巣
鴨
向
原
三
五
一
九　

鈴
木
信
太
郎
様  

府

下
荏
原
郡
上
目
黒
駒
場
九
二
八　

隆　

葉
書　

墨
筆

【
印
刷
】　

拝
啓　

小
生
儀
今
般
左
記
ニ
転
居
仕
候
間
御
通
知
申
上
候　

府（
１
）下

荏
原
郡
上
目
黒
駒
場
九
二
八
（
駒
場
郵
便
局
前
）　

大
正
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九
年
十
二
月
六
日　

辰
野
隆

（
１
）
辰
野
金
吾
の
死
後
転
居
が
続
い
て
い
た
が
、
以
後
一
家
は
こ
の
駒
場
の
住
居
に
落
ち
着
く
。

書
簡
20
（13-01-20
）　

大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
二
月
十
一
日
付
（
十
一
日
消
印
・
渋
谷
）　

府
西
巣
鴨
向
原
三
五
一
九　

鈴
木
信
太

郎
様　
［
発
信
住
所
欠
］　

隆　

葉
書　

鉛
筆

僕
のp （

１
）rofesseur assistant

の
件
は
未
だ
内
定
な
の
だ
か
ら
、
そ
の
つ
も
り
に
願
ふ
。
確
定
迄
に
は
尚
一
二
週
か
か
る
の
だ
か
ら
。

い
ゝ
か
い
。　

二
月
十
一
日　

隆

（
１
）
辰
野
隆
は
大
正
七
年
九
月
に
東
京
帝
国
大
学
仏
蘭
西
文
学
科
副
手
、
九
年
一
月
講
師
と
な
り
、
十
年
三
月
に
助
教
授
と
な
っ
て
い
る
。

書
簡
21
（13-01-21

）　

大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
七
月
十
六
日
付
（
十
八
日
消
印
・GR

EN
O

BLE

）　T
okyo Japon 

日
本
東
京
西

巣
鴨
向
原
三
五
一
九　

M
.Sh.Suzuki　

鈴
木
信
太
郎
兄　

絵
葉
書　

ペ
ン

先
月
廿
五
日
に
里（

１
）昂

に
着
い
て
か
ら
一
週
間
ば
か
り
し
て
巴
里
か
ら
来
た
山（

２
）田

と
一
緒
に
、
と
云
ふ
よ
り
も
寧
ろ
山
田
に
案
内
さ
れ

て
巴
里
見
物
を
し
て
来
た
。
巴
里
で
は
一
週
間
の
う
ち
に
芝
居
に
六
度
行
つ
た
。
オ（

３
）ペ

ラ
。
グ
ラ
ン
・
ギ
ニ
ヨ
オ
ル
。
レ
・
ド
ウ
・
マ

ス
ク
。
エ
ド
ワ
ア
ル
・
セ
ツ
ト
に
各
々
一
回
づ
ゝ
、
テ
ア
ト
ル
・
フ
ラ
ン
セ
エ
に
は
二
度
行
つ
た
。
一
度
は
ブ（

４
）リ

ユ
ウ
の
ラ
・
ロ
オ
ブ
・
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ル
ウ
ジ
ユ
。
で
一
度
は
ラ（

５
）フ

オ
ン
テ
エ
ヌ
の
三
百
年
祭
だ
つ
た
。
役
者
が
代
り
々
々
お
伽
詩
を
デ
タ
ラ
メ
エ
し
て
呉
れ
た
の
は
己
達
に

は
め
づ
ら
し
か
つ
た
。
ギ（

６
）ツ

ト
リ
イ
親
子
は
ル
・
グ
ラ
ン
・
デ
ユ
ツ
ク
を
ヱ
ド
ワ
ア
ル
七
世
座
で
演
じマ

マゐ
た
。
芸
は
や
つ
ぱ
り
親
の
方

が
遥
か
に
上
だ
と
思
つ
た
。
サ
ツ
シ
ヤ
の
女
房
で
一
座
の
立
お
や
ま
の
イ
ヴ
オ
ン
・
プ
ラ
ン
タ
ン
と
云
ふ
女
優
の
芸
が
頗
る
自
然
な
の

に
感
心
し
た
。
若
く
て
美
し
い
女
優
な
ん
だ
。

～
～
～
◦
～
～
～

去
ル
十
三
日
に
一
旦
里
昂
に
帰
つ
て
ま
た
山
田
と
一
緒
に
グ
ル
ノ
オ
ブ
ル
に
来
た
。
今
月
下
旬
に
は
瑞
西
に
行
く
。　

七
月
十
六
日 

グ
ル
ノ
オ
ブ
ル
。　

隆
・
珠
樹

【
裏
面
】
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
の
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
通
り
、
地
下
鉄
駅
と
サ
ン
・
ル
イ
教
会
の
写
真

（
１
）
大
正
十
年
四
月
、
辰
野
隆
は
文
部
省
在
外
留
学
生
と
し
て
二
年
間
の
フ
ラ
ン
ス
在
留
を
命
じ
ら
れ
五
月
に
渡
仏
し
た
。（
２
）
辰
野
は
大
正
十
年

六
月
二
十
二
日
に
マ
ル
セ
イ
ユ
に
着
、
そ
の
後
リ
ヨ
ン
に
向
か
っ
た
。
七
月
二
日
に
山
田
珠
樹
と
パ
リ
見
物
に
出
か
け
、
七
月
十
二
（
十
三
？
）
日
に

リ
ヨ
ン
に
帰
る
。
リ
ヨ
ン
大
学
が
夏
期
休
暇
の
た
め
、
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
に
夏
期
大
学
を
聴
講
し
よ
う
と
十
五
日
出
発
す
る
が
、
聴
講
を
と
り
や
め
て
以

下
八
月
に
か
け
て
、
エ
ク
ス
＝
レ
＝
バ
ン
、
シ
ャ
モ
ニ
ー
を
経
て
ス
イ
ス
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
、
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
、
ベ
ル
ン
、
ル
ツ
ェ
ル
ン
、
チ
ュ
ー
リ
ヒ
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
の
ザ
ル
ツ
ブ
ル
グ
、
ウ
ィ
ー
ン
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ブ
ダ
ペ
ス
ト
へ
と
回
っ
た
（
辰
野
隆
「
旅
の
た
よ
り
」、「
ス
ー
ヴ
ニ
ー
ル
」、『
辰
野
隆
随

想
全
集
』
第
四
巻
）。
こ
の
う
ち
フ
ラ
ン
ス
旅
行
に
つ
い
て
は
、
山
田
珠
樹
「
フ
ラ
ン
ス
の
夏
の
旅
」（『
小
展
望
』
六
興
商
会
出
版
部
、
一
九
四
二
）
に

詳
し
い
。
本
書
簡
は
そ
の
途
次
に
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
。（
３
）
い
ず
れ
も
パ
リ
の
劇
場
。（
４
）
フ
ラ
ン
ス
の
劇
作
家
ウ
ー
ジ
ェ
ー
ヌ
・

ブ
リ
ウ
ー
（Eugène Brieux, 1858

～1932

）
の
代
表
作
『
法
服
』（La R

obe rouge

）
を
指
す
。（
５
）
ラ
・
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
（Jean de La 

Fontaine, 1621

～1695

）
の
生
誕
三
百
年
祭
。（
６
）
リ
ュ
シ
ア
ン
・
ギ
ト
リ
（Lucien Guitry, 1860

～1925

）
と
サ
シ
ャ
・
ギ
ト
リ
（Sacha 
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Guitry, 1885

～1957

）。
特
に
父
の
リ
ュ
シ
ア
ン
・
ギ
ト
リ
の
演
技
を
辰
野
は
高
く
評
価
し
、「
リ
ュ
シ
ヤ
ン
・
ギ
ト
リ
ー
」（『
辰
野
隆
随
想
全
集
』

第
四
巻
）
他
で
言
及
し
て
い
る
。『
ル
・
グ
ラ
ン
・
デ
ュ
ッ
ク
』（Le G

rand D
uc

）
は
サ
シ
ャ
・
ギ
ト
リ
の
作
。
辰
野
は
同
文
で
リ
ュ
シ
ア
ン
・
ギ
ト

リ
が
こ
の
戯
曲
で
「
モ
ス
コ
ー
の
貴
族
」
を
演
じ
て
当
た
り
を
と
っ
た
初
演
の
様
子
を
描
い
て
い
る
。

書
簡
22
（13-01-22
）　

大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
九
月
四
日
付
（
五
日
消
印
・M

Ü
N

CH
EN

）　T
okio Japan 

日
本
東
京
東
京
帝
国

大
学
文
学
部
仏
蘭
西
文
学
研
究
室
に
て　

M
.Sh. Suzuki　

鈴
木
信
太
郎
様　
［
発
信
住
所
欠
］　

辰
野
隆　

絵
葉
書　

ペ
ン

皆
さ
ん
御
変
り
な
い
？
僕
も
山
田
も
頗
る
元
気
で
多
少
バ
タ
臭
い
弥
次
喜
多
を
国
境
か
ら
国
境
に
つ
ゞ
け
て
ゐ
る
。
独
乙
で
は
や
は

り
南
が
い
ゝ
。
殊
に
バ（

１
）イ

エ
ル
ン
に
は
い
る
と
余
程
フ
ラ
ン
ス
的
で
非
常
に
気
持
が
い
ゝ
。
ニ
ユ
ル
ン
ベ
ル
ヒ
と
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
は
就
中

気
に
入
つ
た
。
中
世
紀
の
建
築
物
で
充
た
さ
れ
て
ゐ
る
ニ
ユ
ル
ン
ベ
ル
ヒ
の
古
雅
な
趣
は
す
ば
ら
し
く
い
ゝ
。
明
后
日
は
ラ
イ
ン
を
下

つ
て
ケ
ル
ン
か
ら
白
耳
義
に
は
い
ら
う
と
思
ふ
。
エ
ツ
ク
先
生
に
は
其
后
非
常
に
御
無
沙
汰
し
て
ゐ
る
か
ら
君
か
ら
宜
し
く
さ
う
云
つ

て
呉
れ
給
へ
。
毎
日
〳
〵
足
に
任
せ
て
歩
く
の
で
日
本
語
で
は
が
き
を
書
く
の
も
実
は
楽
で
は
な
い
。
況
ん
や
旨
く
な
い
仏
蘭
西
語
で

手
紙
を
書
く
事
は
難
中
の
難
だ
と
云
ふ
事
を
察
し
て
僕
の
パ（

２
）レ

ツ
ス
を
か
ん
べ
ん
し
て
下
さ
る
や
う
に
願
ふ
と
先
生
に
伝
へ
て
呉
れ
給

へ
。
後（

３
）藤

兄
、
豊
嶋
兄
を
始
め
石
川
、
池
田
、
内
藤
、
山
本
の
諸
兄
並
び
に
研
究
室
の
方
々
に
も
呉
々
も
宜
し
く　

九
月
四
日　

独
乙

ミ
ユ
ン
ヘ
ン
に
て　

辰
野
隆

【
裏
面
】
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
マ
リ
エ
ン
広
場
の
写
真

（
１
）
書
簡
21
（
２
）
で
述
べ
た
旅
程
を
経
て
、再
び
ウ
ィ
ー
ン
に
戻
り
、チ
ェ
コ
の
プ
ラ
ハ
経
由
で
ド
イ
ツ
の
ド
レ
ス
デ
ン
、ベ
ル
リ
ン
、ラ
イ
プ
ツ
ィ
ッ
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ヒ
と
北
部
を
回
り
、
ワ
イ
マ
ー
ル
に
回
っ
た
（
辰
野
隆
「
馬
鹿
々
々
し
い
話
」、『
辰
野
隆
随
想
全
集
』
第
二
巻
）。
南
部
の
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
、
ミ
ュ
ン

ヘ
ン
は
そ
の
続
き
で
回
っ
た
も
の
か
。（
２
）
パ
レ
ツ
ス
（paresse

）
は
怠
惰
、怠
け
る
こ
と
。（
３
）
石
川
欣
一
を
除
き
、い
ず
れ
も
仏
文
学
科
卒
業
生
。

書
簡
12
を
参
照
。

書
簡
23
（13-01-23

）　

大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
九
月
十
三
日
付
（
十
四
日
消
印
・BR

U
GGE

）　T
okio Japon 

大
日
本
東
京
市
外

西
巣
鴨
向
原
一マ

マ

五
一
九　

M
onsieur S.Suzuki　

鈴
木
信
太
郎
様　

ブ
リ
ユ
ー
ジ
ユ
市　

山
田
珠
樹
・［
辰
野
隆
］　

絵
葉
書　

ペ
ン

ブ（
１
）リ

ユ
ー
ジ
ユ
は
見
に
来
て
よ
か
つ
た
と
思
つ
た
。
本
屋
で
「
沈（

２
）黙

の
郷
」
を
探
し
た
け
れ
ど
見
つ
か
ら
な
か
つ
た
。
薄
暗
い
女
僧

院
の
庭
で
、
楡
の
葉
陰
に
初
時
雨
を
よ
け
な
が
ら
、
日
本
人
ら
し
い
男
が
写
生
を
し
て
ゐ
た
。
今
日
も
二
人
で
鈴
木
が
一
番
寂
し
が
つ

て
ゐ
る
だ
ら
う
と
話
し
合
つ
た　

大
正
十
年　

九
月
十
三
日　

ブ
リ
ユ
ー
ジ
ユ
市　

山
田
珠
樹

ブ
リ
ユ
ウ
ジ
ユ
は
さ
す
が
に
い
ゝ
処
だ
ね
。
お
ま
け
に
今
日
は
此
街
に
は
お
あ
つ
ら
へ
向
き
の
時
雨
と
来
て
ゐ
る
の
だ
。
大
し
た
も

の
だ
ぜ
。
此
処
で
は
木
の
葉
が
そ
ろ
〳
〵
黄
に
な
つ
て
ゐ
る
。
ク（

３
）ウ

ヷ
ン
の
中
庭
に
は
も
う
落
葉
が
そ
こ
こ
こ
に
散
ら
ば
つ
て
雨
に
ぬ

れ
て
ゐ
る　

そ
れ
を
窓
か
ら
寂
し
さ
う
に
眺
め
て
ゐ
る
尼
さ
ん
の
顔
が
己
達
の
気
を
惹
い
た
。
山
田
が
佳
い
町
だ
ね
と
云
ふ
。
己
が
答

へ
て
、O （

４
）ui, y com
pris une religieuse !

【
裏
面
】
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
・
緑
の
運
河
（Q

uai V
ert

）
の
写
真

（
１
）
前
掲
「
馬
鹿
々
々
し
い
話
」
に
よ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
北
部
の
ハ
ン
ブ
ル
ク
を
回
っ
て
辰
野
・
山
田
は
ベ
ル
ギ
ー
に
入
っ
た
。（
２
）
ベ
ル
ギ
ー
の
詩

人
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ロ
ー
デ
ン
バ
ッ
ク
（Georges Rodenbach, 1855

～1898

）
の
詩
集
『
沈
黙
の
支
配
』（Le R

ègne du silence

）
を
指
す
か
。
町
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を
め
ぐ
る
所
感
は
、ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
が
ロ
ー
デ
ン
バ
ッ
ク
の
小
説
『
死
都
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
』（Bruges-la-M

orte

）
に
よ
っ
て
陰
鬱
な
町
と
し
て
の
イ
メ
ー

ジ
が
強
か
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
い
る
。（
３
）
ク
ウ
ヷ
ン
はcouvent

（
修
道
院
）。
こ
の
訪
問
に
つ
い
て
は
、「
十
年
の
昔
、
秋
雨
瀟
々
と
降
り
し
き

る
一
日
、
ベ
ル
ギ
ー
の
古
都
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
を
訪
れ
て
、
風
情
に
富
む
縦
横
の
堀
割
に
沿
う
て
雨
を
賞
し
な
が
ら
、
灰
白
の
空
を
支
う
る
寺
院
の
奥
に

香
の
煙
の
揺
曳
す
る
の
を
眺
め
」
た
と
後
年
描
か
れ
て
い
る
（「
雨
の
日
」、『
辰
野
隆
随
想
全
集
』
第
二
巻
）。（
４
）「
そ
う
だ
ね
、尼
さ
ん
も
含
め
て
ね
」

の
意
。

書
簡
24
（13-01-24

）　

大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
九
月
二
十
九
日
付
（
十
月
五
日
消
印
・LY

O
N

）　T
okio

（Japon

）
日
本
東
京
西

巣
鴨
向
原
三
五
一
五マ

マ　

M
onsieur Sh. Suzuki　

鈴
木
信
太
郎
様　
［
発
信
住
所
欠
］　

隆　

封
書　

ペ
ン

中（
１
）欧

ノ
永
イ
旅
ヲ
了
つ
て
二
三
日
前
ニ
再
ビ
静
カ
ナ
里
昂
ニ
帰
ヘ
ツ
テ
来
タ
。
領
事
館
ニ
行
ツ
タ
ラ
故
国
カ
ラ
沢
山
手
紙
ガ
来
テ
ヰ

タ
。
其
ノ
中
ニ
君
カ
ラ
ノ
モ
ア
ツ
タ
ノ
デ
非
常
ニ
嬉
シ
カ
ツ
タ
ネ
。
久
シ
振
リ
デ
君
ノ
手
紙
ヲ
読
ン
デ
全
ク
君
ト
話
ヲ
シ
テ
居
ル
時
ノ

気
持
ニ
ナ
ツ
タ
。
ヒ
ド
ク
愉
快
ニ
ナ
ツ
テ
独
リ
デ
ニ
コ
ニ
コ
シ
タ
ト
思
ヒ
給
ヘ
。

シ（
２
）ラ

ノ
ガ
ソ
ン
ナ
ニ
早
ク
出
版
ノ
運
ビ
ニ
ナ
ル
ト
ハ
思
ハ
ナ
カ
ツ
タ
。
且
ツ
、
目
玉
ガ
ソ
ン
ナ
ニ
早
ク
出
ル
ヤ
ウ
ニ
ナ
ル
ノ
モ
意
外

ダ
ツ
タ
。
君
ノ
骨
折
ニ
対
シ
テ
ウ
ン
ト
感
謝
ヲ
ス
ル
。「
仏
蘭
西
文
芸
ノ
研
究
」
ノ
研
究
ガ
少
々
大
ゲ
サ
デ
キ
マ
リ
ガ
悪
イ
ナ
。「
仏
蘭

西
文
芸
ノ
話
」
グ
ラ
イ
ガ
丁
度
イ
ヽ
ノ
ダ
ガ
。
然
シ
今
カ
ラ
デ
ハ
モ
ウ
晩
イ
ダ
ロ
ー
カ
ラ
ソ
レ
ハ
ソ
レ
デ
イ
イ
ヤ
。

恩
師
エ（

３
）ツ

ク
先
生
ガ
大
学
ヲ
去
ラ
レ
タ
ノ
ハ
君
ニ
ト
ツ
テ
モ
僕
ニ
ト
ツ
テ
モ
実
ニ
惜
シ
イ
ト
思
フ
。
僕（

４
）ハ

全
ク
先
生
ト
別
レ
タ
ク
ナ

イ
。
僕
等
二
人
ハ
先
生
カ
ラ
見
レ
バ
ダ
ダ
ツ
児
カ
モ
知
レ
ナ
イ
ガ
僕
等
二
人
カ
ラ
見
レ
バ
先
生
ハ
実
ニ
親
切
ナ
嬉
シ
イoncle

ダ
カ
ラ

ネ
。
君
ガ
サ
ン
チ
マ
ン
タ
ー
ル
ニ
ナ
ツ
テ
涙
ヲ
禁
ジ
得
ナ
カ
ツ
タ
コ
ト
ヲ
本
当
ダ
ト
思
フ
。
其
時
僕
ガ
傍
ニ
モ
シ
居
タ
ラ
ヤ
ツ
パ
リ
君
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ト
同
ジ
心
持
ニ
ナ
ツ
タ
コ
ト
ダ
ロ
ー
。

然
シ
凡
テ
ガ
先
生
ノ
希
望
通
リ
ニ
ナ
ツ
テ
ア（

５
）ン

ベ
ル
氏
ガ
後
任
ニ
ナ
リ
ヴ
イ
グ
ル
ス
氏
ガ
一
高
ニ
行
ク
ヤ
ウ
ニ
ナ
ツ
タ
ノ
ハ
甚
ダ
結

構
ダ
。

三
十
年
間
帝
国
ノ
最
高
学
府
ニ
教
鞭
ヲ
採
ツ
テ
、
余（

６
）生

ヲ
捧
ゲ
テ
児
童
ノ
教
育
ニ
尽
精
ス
ル
ト
云
フ
コ
ト
ハ
エ
ツ
ク
先
生
ニ
シ
テ
カ

ラ
ガ
初
メ
ア
リ
終
リ
ア
ル
立
派
ナ
キ
ヤ
リ
エ
ー
ル
ダ
ト
思
フ
。
先
生
ガ
暁
星
ノ
親
玉
ニ
ナ
ル
ノ
ハ
将
来
暁
星
ト
文
部
省
ト
ノ
間
ニ
今
ヨ

リ
モ
密
接
ナ
関
係
ガ
ツ
イ
テ
非
常
ニ
イ
イ
コ
ト
ダ
ト
思
フ
。

僕
ハ
日
本
ニ
帰
ヘ
ツ
テ
カ
ラ
モ
絶
ヘ
ズ
先
生
ヲ
訪
問
シ
テ
先
生
ノ
余
生
ヲ
慰
メ
先
生
ノ
仕
事
ヲ
援
助
シ
タ
イ
ト
思
フ
。
先
生
ニ
ハ
エ

ラ
イ
御
ブ
サ
タ
ヲ
シ
テ
ヰ
テ
誠
ニ
相
ス
マ
ナ
イ
ト
思
ツ
テ
ヰ
ル
。
近
日
手
紙
ヲ
書
カ
ウ
ト
思
フ
ガ
里
昂
ニ
帰
ツ
テ
来
テ
間
モ
ナ
イ
ノ
デ

何
ト
ナ
ク
気
ガ
落
チ
ツ
カ
ズ
、仏
文
デ
手
紙
ヲ
書
ク
ト
思
フ
ヤ
ウ
ニ
書
ケ
ナ
イ
カ
ラ
、書
カ
ウ
書
カ
ウ
ト
ハ
思
ヒ
ツ
ヽ
ツ
ヒ
筆
ブ
シ
ヨ
ー

ニ
ナ
ツ
テ
了
フ
。
而
シ
二
三
日
中
ニ
ハ
必
ズ
書
ク
カ
ラ
ド
ウ
カ
君
カ
ラ
先
生
ニ
宜
シ
ク
云
ツ
テ
呉
レ
給
ヘ
。

N
.B.

忘
レ
ヌ
中
ニ
云
ツ
テ
置
ク
ガ
「
シ
ラ
ノ
」
第
一
幕
ノ
劇
中
劇
デM

マonfleury

マ

ガ
出
場
ス
ル
前
ニO

n frappe trois fois

ト
ア

ル
ノ
ヲ
三（

７
）度

手
ヲ
タ
タ
ク
ト
訳
シ
タ
ノ
ヲ
覚
ヘ
テ
ヰ
ル
ガ
ア
レ
ハ
手
ヲ
タ
タ
ク
ノ
デ
ハ
ナ
ク
、
棒
デ
舞
台
ノ
床ユ

カ

ヲ
三
度
タ
タ
ク
ノ
ダ
ヨ
。

ダ
カ
ラ
「
三
度
台マ

マ舞
ヲ
打
ツ
」
ト
直
サ
ナ
ケ
レ
バ
イ
ケ
ナ
イ
ノ
ダ
。
今
ナ
ホ
セ
ナ
ケ
レ
バ
改
版
ノ
時
ニ
。

君
ノ
手
紙
ニ
ハ
愈
々
近
日
爆
発
シ
サ
ウ
ダ
ト
書
イ
テ
ア
ツ
タ
ガ
同
日
ニ
受
取
ツ
タ
女
房
カ
ラ
ノ
手
紙
ニ
ハ
鈴
木
サ
ン
ノ
ト
コ
ロ
デ
モ

ト
ウ
ト
ウ
赤（

８
）チ

ヤ
ン
ガ
お
生
レ
ニ
ナ
リ
マ
シ
タ
ト
書
イ
テ
ア
ツ
タ
。
蓋
シ
将
然
ト
既
然
ト
間
髪
ヲ
容
レ
ヌ
コ
ト
ニ
ナ
ツ
タ
ワ
ケ
ダ
。
誠

ニ
お
芽
出
度
イ
。
遥
カ
ニ
御
悦
ビ
ヲ
申
上
ゲ
ル
。

全
ク
君
ガ
オ
ヤ
ヂ
ニ
ナ
ツ
タ
ト
思
フ
ト
実ゲ

ニ
光
陰
矢
ノ
如
ク
月
号
ニ
似
タ
リ
ダ
。
ト
コ
ロ
デ
、
我
輩
ノ
女
房
ノ
通
信
デ
ハ
唯
赤
チ
ヤ

ン
ガ
お
生
レ
ニ
ナ
ツ
タ
カ
ラ
御
祝
ヒ
ニ
行
ツ
テ
マ
ヰ
リ
マ
シ
タ
テ
ナ
コ
ト
ハ
ワ
カ
ツ
タ
ガ
ソ
ノ
赤
チ
ヤ
ン
ト
呼
バ
レ
ル
ホ
ヤ
ホ
ヤ
ノ
新
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人
ノ
お
臍
ノ
下
ガ
凸
面
体
デ
ア
ル
カ
凹
面
体
デ
ア
ル
カ
ニ
就
テ
ハ
何
ト
モ
云
ツ
テ
来
ナ
イ
ノ
ダ
。
コ
レ
デ
ハ
誰
カ
赤
チ
ヤ
ン
ノ
雌
雄
ヲ

知
ラ
ン
ヤ
、
ダ
。
女
房
ノ
奴
大
事
ナ
コ
ト
ヲ
失
念
シ
ヤ
ガ
ツ
タ
。
全
体
ド
ツ
チ
ナ
ン
ダ
イ
。
ア
ダ
ム
カ
？
イ
ー
ブ
カ
ネ
？

ロ
ザ
リ
ヨ
同
人
ハ
皆
元
気
ダ
ロ
ー
ネ
。
團（

９
）が

帰
朝
シ
タ
ノ
デ
大
イ
ニ
賑
ヤ
カ
ニ
ナ
ツ
タ
コ
ト
ト
思
フ
。
團
ハ
タ
ツ
タ
独
リ
デ
欧
羅
巴

中
ヲ
歩
キ
マ
ワ
ツ
テ
立
派
ナ
男
ニ
ナ
ツ
タ
。
専
問マ

マ

ノ
研
究
ヨ
リ
モ
人
間
ヲ
造
ル
上
デ
團
ノ
漫
遊
ハ
空
シ
ク
ナ
カ
ツ
タ
ト
思
フ
。（
‥
‥
）

七
十
日
ニ
余
ル
中
欧
大
旅
行
ヲ
了
ツ
テ
巴
里
ニ
帰
ヘマ

マ

テ
来
テ
カ
ラ
山
田
ノ
下
宿
デ
一
週
間
バ
カ
リ
一
緒
ニ
暮
シ
テ
毎
日
芝
居
ニ
行
ツ

タ
。
オ（

（1
（

ペ
ラ
デ
ハRigolette.

テ
ア
ト
ル
・
フ
ラ
ン
セ
ー
デ
ハle Cid 

ト Poil de Carotte.

オ
デ
オ
ン
デ
ハA

ndrom
aque.

ヌ
ウ
ヴ

エ
ル
・
ア
ン
ビ
ギ
ユ
座
デ
ハM

aurice D
onnay, L’O

iseau de passage.

グ
ラ
ン
・
ギ
ニ
ヨ
ー
ル
座
デ
ハ
灯
台
守
ト
恐
ロ
シ
キ
経
験（
何

レ
モ
凄
イ
ヤ
ツ
ダ
）
コ
メ
デ
イ
ー
モ
ン
デ
エ
ン
座
デ
ハ
ベ
ル
ン
ス
タ
イ
ン
、Sam

son

皆
相
当
ニ
面
白
カ
ツ
タ
。
然
シ
仏
蘭
西
ノ
近
代

劇
ハ
ド
ウ
モ
甘
イ
ト
コ
ロ
ガ
ア
ル
ネ　

仏
蘭
西
デ
ハ
ヤ
ツ
パ
リ
ク
ラ
シ
ツ
ク
ノ
劇
ガ
一
番
気
持
ガ
ヨ
カ
ツ
タ
。
ル
・
シ
ッ
ド
ハ
非
常
ニ

ヨ
カ
ツ
タ
。
オ
デ
オ
ン
デ
ヤ
ツ
タA

ndrom
aque

ハ
役
者
ガ
悪
カ
ツ
タ
為
メ
ニ
見
劣
リ
ガ
シ
タ
。

近
代
劇
デ
ハ
何
ト
云
ツ
テ
モ
伯
林
ノ
レ
ヂ
デ
ン
ツ
座
デ
見
タ
ス（

（1
（

ト
リ
ン
ド
ベ
ル
ヒ
、「
死ト

ー
テ
ン
タ
ン
ツ

ノ
躍
」
ガ
最
モ
印
象
ガ
深
カ
ヽ
ツ
タ
。
独

乙
語
デ
ヤ
ル
ノ
ダ
カ
ラ
白
ハ
殆
ド
ワ
カ
ラ
ナ
イ
。
ソ
レ
ニ
モ
不
拘
僕
ハ
息
モ
ツ
カ
ヌ
程
キ
ン
張
シ
テ
最
后
ノ
幕
ノ
下
リ
ル
迄
見
詰
メ
テ

居
タ
。
近
代
劇
デ
ハ
未
ダ
仏
蘭
西
デ
ハ
イ
ブ
セ
ン
・
ス
ト
リ
ン
ト
ベ
ル
ヒ
ノ
塁
ヲ
摩
ス
ル
作
者
ハ
出
ナ
イ
ヤ
ウ
ダ
。

暇
ガ
ア
ツ
タ
ラ
手
紙
ヲ
呉
レ
。
菊（

（1
（

地
ニ
ハ
呉
レ
グ
レ
モ
宜
シ
ク
。「
象
徴
ノ
雲
深
ク
ワ
ケ
入
ル
」
ハ
ヨ
カ
ツ
タ
。
我
ハ
ビ
ユ
ル
レ
ス

ク
ノ
浪
ヲ
潜
ラ
ン
哉
ダ
。
然
ラ
ズ
ン
バ
グ
ロ
テ
ス
ク
ノ
馬
ニ
跨
ツ
テ
プ
レ
シ
オ
ジ
テ
ノ
鞭
ヲ
振
ハ
ン
哉
ダ
。

僕
ノ
此
度
ノ
下
宿
ハ
左
記
ノ
如
シ

　
　

T

（
（1
（

.T
atsuno （Y

.T
atsuno

デ
ハ
ナ
イ
。T

5.T
atsuno

ダ
ヨ
）

　
　
　

chez M
adam

e Clef 12 Rue M
olière Lyon France
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此
ノ
下
宿
ノM

（
（1
（

adam
e

ハ
芳
紀
正
ニ
五
十
三
。
其
ノ
昔
ハ
ピ
ヤ
ノ
ト
歌
ノ
名
手
ダ
。
宿
ニ
ハ
君
ノ
昔
ノ
謡
ひ
ノ
友
デ
ア
ル
三
井
物

産
ノ
辻
君
ガ
ヰ
ル
。
君
ニ
宜
シ
ク
云
ツ
テ
呉
レ
ト
サ
。
ロ
ザ
リ
ヨ
ノ
連
中
ニ
僕
ノ
宿
所
ヲ
知
ラ
セ
テ
置
イ
テ
ク
レ
。

久
能
木
ニ
モ
西
園
寺
ニ
モ
ア
ン
マ
リ
事
務
家
臭
ク
ナ
ラ
ズ
ニ
チ
ツ
タ
ー
手
紙
ヲ
ヨ
コ
セ
ト
云
ツ
テ
欲
シ
イ
。

豊
嶋
君
ニ
モ
非
常
ニ
御
無
沙
汰
ヲ
シ
テ
相
済
マ
ナ
イ
。
宜
シ
ク
云
ツ
テ
ク
レ
。
ク
レ
グ
レ
モ
。
ア
ン
ベ
ル
先
生
ニ
モ
ダ
ヨ
。

ソ
レ
カ
ラ
君
ノ
奥
サ
ン
ヤ
、
お
父
サ
ン
お
母
サ
ン
ニ
ハ
無
論
ノ
コ
ト
ダ
。
ソ
レ
カ
ラ
例
ノ
雌
雄
ヲ
弁
ゼ
ヌ
少
国
民
ニ
モ
ダ
。

早
ク
帰
ヘ
ツ
テ
ロ
ザ
リ
ヨ
ノ
ソ
ア
レ
ー
ニ
出
タ
イ
ナ
ー
。
仏
蘭
西
モ
佳
イ
ガ
結
局
日
本
ノ
方
ガM

on cher Japon dont je suis

ノ

方
ガ
更
ラ
ニ
サ
ラ
ニ
佳
イ
カ
ラ
ナ
。

　

此
方
ノ
大
学
ハ
十
一
月
カ
ラ
始
マ
ル
ノ
ダ
。14 juillet

カ
ラ
夏
休
ミ
ナ
ン
ダ
ヨ
。
呑
気
ダ
ネ
。
九
月
廿
九
日　

隆　

信
太
郎
賢
台　

虎
皮
下
（
其
ノ
上
ニ
ヂ
ケ
ツ
ガ
乗
ツ
カ
ツ
テ
ヰ
ル
ト
コ
ロ
ノ
）
天
プ
ラ
ト
ス
シ
ガ
食
イ
タ
イ
！
！
！　

N
ota bene

（
此（

（1
（

ノ
通
信
ロ
ザ

リ
ヨ
ニ
転
載
ヲ
禁
ズ
）

（
１
）
七
月
十
五
日
に
リ
ヨ
ン
を
発
っ
て
以
来
、
二
ヶ
月
半
に
わ
た
っ
て
ス
イ
ス
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
チ
ェ
コ
、
ド
イ
ツ
、

ベ
ル
ギ
ー
を
回
っ
て
き
た
こ
と
に
な
る
。（
２
）
辰
野
隆
・
鈴
木
信
太
郎
共
訳
『
シ
ラ
ノ
・
ド
・
ベ
ル
ヂ
ユ
ラ
ツ
ク
』（
白
水
社
）
は
翌
大
正
十
一
年
十

月
の
刊
行
、
辰
野
が
「
玫
瑰
珠
」
に
連
載
し
た
エ
ッ
セ
イ
「
信
天
翁
の
目
玉
」
は
、『
信
天
翁
の
眼
玉
』（
白
水
社
）
と
し
て
翌
十
一
年
三
月
に
刊
行
。

辰
野
は
出
立
前
に
『
さ
・
え
・
ら
集
』
を
提
案
、
出
版
社
が
『
仏
蘭
西
文
芸
の
研
究
』
を
提
案
し
た
。
だ
が
、「
玫
瑰
珠
」
同
人
の
菊
池
香
一
郎
の
強
い

反
対
で
、
結
局
『
信
天
翁
の
眼
玉
』
に
な
っ
た
と
い
う
（
鈴
木
信
太
郎
「
跋
」、
前
掲
『
信
天
翁
の
眼
玉
』）。
な
お
、
大
正
十
四
年
に
春
陽
堂
か
ら
再
版

し
た
際
、
こ
の
書
簡
で
辰
野
が
提
案
し
た
よ
う
に
『
仏
蘭
西
文
学
の
話
（
信
天
翁
の
目
玉
）』
と
改
題
さ
れ
た
。（
３
）
エ
ミ
ー
ル
・
エ
ッ
ク
は
大
正
十

年
に
退
官
し
、
暁
星
中
学
校
の
校
長
に
就
任
し
た
。
マ
リ
ア
会
修
道
士
の
高
齢
化
に
伴
い
帰
国
や
一
時
帰
国
が
検
討
さ
れ
る
中
で
異
動
が
行
わ
れ
た
影
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響
で
あ
る
（
前
掲
『
暁
星
百
年
史
』）。
後
任
に
は
暁
星
及
び
一
高
の
教
師
を
つ
と
め
て
い
た
ア
ン
リ
・
ア
ン
ベ
ル
ク
ロ
ー
ド
が
就
任
し
た
。（
４
）
鈴
木

は
エ
ッ
セ
イ
で
自
身
の
恩
師
と
し
て
エ
ッ
ク
の
名
を
何
度
か
挙
げ
て
い
る
。
鈴
木
は
そ
の
関
係
を
「
極
め
て
親
し
い
師
弟
関
係
」（「
二
人
の
恩
師
」、『
全

集
』
第
五
巻
）
と
規
定
す
る
。（
５
）
ア
ン
リ
・
ア
ン
ベ
ル
ク
ロ
ー
ド
（H

enri H
um

bertclaude, 1878

～1955

）
は
暁
星
中
学
校
所
属
の
マ
リ
ア
会

修
道
士
で
一
九
〇
八
年
来
日
、
暁
星
中
学
の
副
校
長
や
一
高
教
授
を
つ
と
め
た
。
ア
ン
ベ
ル
ク
ロ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
暁
星
と
一
高
、
東
大
で
教
わ
っ

た
渡
辺
一
夫
の
回
想
が
詳
し
い
（「
ア
ン
リ
・
ア
ン
ベ
ル
ク
ロ
ー
ド
先
生
の
こ
と
」、『
白
日
夢
』
講
談
社
、一
九
九
〇
）。
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ヴ
ィ
グ
ル
ス
（Joseph 

V
igroux

）
も
暁
星
の
マ
リ
ア
会
修
道
士
で
、
大
正
十
一
年
か
ら
十
五
年
ま
で
講
師
を
つ
と
め
た
（『
東
京
帝
国
大
学
学
術
大
観 

総
説･

文
学
部
』
東
京

帝
国
大
学
、
一
九
四
二
）（
６
）
エ
ッ
ク
は
暁
星
学
園
校
長
と
な
り
、
関
東
大
震
災
で
罹
災
し
た
学
校
の
復
旧
に
努
め
る
こ
と
に
な
る
。
昭
和
五
年
に
病

を
得
て
長
崎
で
療
養
し
、
病
が
癒
え
る
と
大
阪
の
同
系
列
の
明
星
学
校
で
教
え
た
（
西
堀
昭
「
元
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
教
師
エ
ミ
ー
ル
・
ル
イ
・
エ
ッ

ク
（
一
八
六
六
―
一
九
四
三
）」、
手
塚
豊
編
『
近
代
日
本
史
の
新
研
究
』
第
三
巻
、
北
樹
出
版
、
一
九
八
四
）。（
７
）
こ
の
箇
所
は
、
辰
野
・
鈴
木
訳
『
シ

ラ
ノ
・
ド
・
ベ
ル
ヂ
ユ
ラ
ツ
ク
』
で
は
、
大
正
十
一
年
版
も
そ
れ
以
後
も
、「
舞
台
を
三
度
た
ゝ
く
」
場
面
と
し
て
訳
さ
れ
て
い
る
。（
８
）
大
正
十
年

七
月
十
三
日
に
長
女
弌
子
（
鈴
木
道
彦
「
鈴
木
家
系
図
」、『
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
の
誕
生

―
マ
ラ
ル
メ
へ
の
旅
』
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
四
）
が
生
ま
れ

て
い
る
。
生
年
は
全
集
年
譜
参
照
。（
９
）
同
人
の
山
田
珠
樹
・
辰
野
隆
・
團
伊
能
が
次
々
と
渡
欧
し
て
い
た
が
、
團
は
い
ち
は
や
く
大
正
七
年
に
留
学
、

大
正
十
年
に
帰
国
し
た
。
團
は
大
正
九
年
二
月
以
来
二
度
イ
タ
リ
ア
に
行
き
、
八
月
か
ら
は
一
年
弱
イ
タ
リ
ア
に
滞
在
し
、
さ
ら
に
そ
の
翌
年
に
も
北

イ
タ
リ
ア
を
訪
れ
た
。
こ
の
時
の
経
験
が
『
伊
太
利
亜
美
術
紀
行
』（
春
陽
堂
、一
九
二
二
）
に
生
か
さ
れ
る
（
末
永
航
「
望
み
の
青
空
の
下

―
團
伊
能
」、

『
イ
タ
リ
ア
、
旅
す
る
心

―
大
正
教
養
世
代
が
み
た
都
市
と
美
術
』
青
弓
社
、
二
〇
〇
五
）。（
10
）『
リ
ゴ
レ
ッ
ト
』 （R

igoletto

）
は
一
八
五
一
年
初

演
の
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
の
オ
ペ
ラ
。『
ル
・
シ
ッ
ド
』 （Le Cid

）
は
一
六
三
七
年
初
演
の
コ
ル
ネ
イ
ユ
の
悲
劇
。『
に
ん
じ
ん
』（Poil de carotte

）
は

一
八
九
四
年
出
版
の
ジ
ュ
ー
ル
・
ル
ナ
ー
ル
の
小
説
。『
ア
ン
ド
ロ
マ
ッ
ク
』（A

ndrom
aque

）は
一
六
六
七
年
初
演
の
ラ
シ
ー
ヌ
の
悲
劇
。『
パ
サ
ー
ジ
ュ

の
鳥
』（O

iseaux de passage

）
は
一
九
〇
四
年
初
演
の
モ
ー
リ
ス
・
ド
ネ
ー
の
劇
。
灯
台
守
は
ク
ロ
ク
マ
ン
・
オ
テ
ィ
エ
『
灯
台
守
』
か
。『
サ
ム
ソ
ン
』
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（Sam
son

）
は
一
九
〇
七
年
初
演
の
ア
ン
リ
・
ベ
ル
ン
ス
タ
ン
の
劇
。
オ
ペ
ラ
、
テ
ア
ト
ル
・
フ
ラ
ン
セ
ー
、
オ
デ
オ
ン
、
ヌ
ー
ヴ
ェ
ル
・
ア
ン
ビ
ギ
ュ
、

グ
ラ
ン
・
ギ
ニ
ヨ
ー
ル
座
、
コ
メ
デ
ィ
ー
・
モ
ン
デ
ン
は
い
ず
れ
も
フ
ラ
ン
ス
の
劇
場
。（
11
）『
死
の
舞
踏
』（D

ödsdansen

）
は
一
九
〇
五
年
初
演

の
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
の
劇
。（
12
）
菊
地
は
菊
池
香
一
郎
を
指
す
。
菊
池
は
大
正
六
年
か
ら
鎌
倉
で
結
核
療
養
を
続
け
て
い
た
。
鈴
木
と
菊
池
の
関
係
に

つ
い
て
は
、
前
掲
『
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
の
誕
生
』
を
参
照
。（
13
）
以
後
、
辰
野
は
何
度
かT

.T
atsuno

と
署
名
し
て
い
る
。
隆
（
た
か
し
）
を
指
す
も

の
か
。（
14
）
リ
ヨ
ン
の
下
宿
の
主
婦
に
つ
い
て
辰
野
は
何
度
か
回
想
で
触
れ
て
い
る
が
、「
若
い
時
分
に
は
、
リ
ヨ
ン
の
音
楽
学
校
で
ピ
ア
ノ
科
と
声

楽
科
を
首
席
で
出
た
ほ
ど
の
才
媛
」
で
、
十
五
歳
の
息
子
と
十
三
歳
の
娘
と
の
三
人
暮
ら
し
だ
っ
た
と
い
う
（「
フ
ラ
ン
ス
気
質
」、『
辰
野
隆
随
想
全
集
』

第
四
巻
）。（
15
）「
玫
瑰
珠
」
に
は
「
仏
蘭
西
近
信
」
と
し
て
辰
野
の
書
簡
が
載
せ
ら
れ
た
（
大
正
十
年
十
一
月
号
・
大
正
十
一
年
三
月
号
）。
公
開
が

望
ま
し
く
な
い
手
紙
に
辰
野
は
そ
の
旨
を
断
っ
て
い
る
。
本
翻
刻
で
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
内
容
な
ど
、
記
載
に
従
っ
て
一
部
省
略
し
て
い
る
。

書
簡
25
（13-01-25

）　

大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
十
月
二
十
三
日
付
（
二
十
五
日
消
印
・LY

O
N

／
十
二
月
五
日
消
印
・T

O
K

IO

）　

T
okio 

（Japon

）　

日
本
東
京
市
外
西
巣
鴨
向
原
三
五
一
九　

M
onsieur Sh. Suzuki　

鈴
木
信
太
郎
様　

在
仏
国
里
昂　

辰
野
隆  

封
書　

ペ
ン　

先（
１
）ヅ

拝
啓
ト
ヤ
ル
カ
。〝
其
后
恋
著
セ
ル
婦
人
モ
之
ナ
ク
無
事
消
光
マ
カ
リ
在
〟
ル
カ
ラ
安
心
シ
テ
呉
レ
。
先
月
の
廿
六
日
ニ
里
昂

ニ
帰
ヘ
ツ
テ
来
タ
ト
云
フ
コ
ト
ハ
已
ニ
知
ラ
セ
タ
ネ
。
其
后
ザ
ツ
ト
一
ト
月
タ
ツ
タ
ガ
モ
ー
里
昂
ニ
ハ
飽
キ
ア
キ
シ
タ
。
大
学
ノ
講
義

ハ
来
月
ノ
七
八
日
頃
カ
ラ
始
マ
ル
ン
ダ
ガ
、
己
ヲ
啓
発
ス
ル
程
のP （

２
）rofesseurs

ガ
ヰ
ル
カ
ド
ウ
ダ
カ
。
ト
云
フ
ト
少
々
話
ガ
大
キ
ク

キ
コ
エ
ル
ガ
、
少
ク
モ
己
ヤ
君5

ヲ
（
此
度
ハ
安
心
シ
タ
ロ
ー
）
啓
発
ス
ル
ヤ
ウ
ナ
（
仏
文
学
の
）professeurs

ガ
ソ
ウ
沢ザ

山ラ

ニ
ヰ
ヤ

ウ
ト
ハ
思
ヘ
ナ
イ
カ
ラ
ネ
。
駄
法
螺
デ
モ
気
焔
デ
モ
ナ
ク
。



武蔵大学人文学会雑誌　第 56 巻第 3・4 号

48

此
ノ
十
二
月
ノ
末
迄
此
処
ノ
大
学
ノ
講
義
ヲ
一
寸
ヤ
ヂ
ツ
テ
来
年
早
々
巴
里
ニ
行
カ
ウ
カ
ト
思
ツ
テ
ヰ
ル
。

何
ン
テ
云
ツ
テ
モ
巴
里
ハ
大
シ
タ
都
ダ
ゼ
。
七
月
ニ
十
日
バ
カ
リ
九
月
ニ
ハ
一
週
間
バ
カ
リ
居
タ
ガ
。
全
ク
味
ノ
ア
ル
都
ダ
ナ
。
セ
ー

ヌ
河
の
ホ
ト
リ
ヲ
ブ
ラ
ツ
イ
テ
モ
、
リ
ユ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
公
園
ノ
ベ
ン
チ
ニ
腰
ヲ
カ
ケ
テ
モ
、
モ
ン
マ
ル
ト
ル
界
ワ
イ
ヲ
ノ
ソ
ノ
ソ
シ

テ
モ
全
クParis sentim

ental

（
巴
里
ハ
男
性
ダ
ツ
タ
カ
女
性
ダ
ツ
タ
カ
忘
レ
タ
）
テ
ナ
気
ガ
ス
ル
ネ
。
巴
里
ト
云
フ
都
全
体
ガ

sentim
ental

デ
ア
ル
ノ
ハ
大
シ
タ
コ
ト
ニ
チ
ガ
イ
ナ
イ
、
ツ
マ
リ
都
一
体
ニ
詩
ガ
タ
ダ
ヨ
ツ
テ
ヰ
ル
ト
デ
モ
云
フ
ノ
カ
ナ
ア
。

グ
ラ
ン
ブ
ー
ル
ヷ
ー
ル
ア
タ
リ
ノ
キ
ヤ
ツ
フ
エ
ー
の
テ
ラ
ツ
ス
ニ
腰
ヲ
ユ
ツ
ク
リ
卸
シ
テ
行
キ
来
ノ
パ
リ
ジ
ヤ
ン
パ
リ
ジ
エ
ン
ヌ
ヲ

眺
メ
テ
ヰ
ル
気
持
ハ
何
処
ニ
モ
ナ
イ
ネ
。

M （
３
）aurice Scève

ガD
élie

ノ
中
デ
歌
ツ
タ

美
ナ
ル
哉　

ロ
ー
ヌ
の
流
レ
／
金
ノ
砂　

銀
ノ
水
／T

u cours superbe, O
 Rhône florissant,

／En sablons d’or et 

argentines eaux.

ノLyon

モ
悪
イ
都
デ
ハ
ナ
イ
ガ
。
ヤ
ツ
パ
リ
巴
里
ダ
。

　

～
～
～
～
～
◦
～
～
～
～
～

此
頃
ハ
毎
朝
二
時
間
ヅ
ヽ
語
学
ノ
稽
古
ニ
行
ツ
テ
ヰ
ル
。
五
十
バ
カ
リ
ノ
女
ダ
ガ
ナ
カ
ナ
カ
教
養
ガ
ア
ル
。
シ
ヤ
ム
ピ
ヨ
ン
夫
人
ト

云
フ
ノ
ダ
。
始
メ
テ
ノ
日
ニPierre Corneille

街
11
番
地
ノ
五
階
ノ
夫
人
ノ
ド
ー
ア
ノ
ベ
ル
ヲ
引
ツ
パ
ツ
テ
マ
ダ
ム
・
シ
ヤ
ム
ピ5

ニ

ヨ
ン
ハ
御
在
宅
カ
ト
ツ
イ
マ
チ
ガ
ツ
テ
発
音
シ
タ
ノ
デ
ソ
コ
ノ
娘
ニ
散
々
笑
ハ
レ
チ
ヤ
ツ
タ
。
女
ガ
シ
ヤ
ム
ピ
ニ
ヨ
ン
ダ
ツ
タ
ラ
男
ハ

振
袖
ヲ
着
ラ
ア
ネ
。
尤
モ
ソ
ン
ナ
コ
ト
ハ
相
手
ノ
娘
ニ
ハ
ワ
カ
ラ
ナ
イ
ン
ダマ

マ

ン
ガ
。

デ
兎
ニ
角
ソ
ノ
老
夫
人
ニ
就
イ
テM

olière

ヲ
読
ン
ダ
リLa Fontaine
ヲ
読
ン
ダ
リ
シ
テ
ヰ
ル
ノ
ダ
ガ
、
ナ
カ
ナ
カ
ア
ナ
タ
ハ

lecture

ガ
お
上
手
ニ
オ
ナ
リ
ダ
ナ
ン
テ
時
々
褒
メ
ラ
レ
ル
。
褒
メ
ラ
レ
タ
ツ
テ
嬉
シ
ク
モ
ナ
イ
ガ
怒
ル
気
ニ
モ
ナ
ラ
ナ
イ
。
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一
ペ
ンD

ictée

ヲ
ヤ
ラ
レ
タ
。
ト
コ
ロ
ガ
案
外
ム
ヅ
カ
シ
イD

ictée

ガsans faute

ダ
ツ
タ
ノ
デ
モ
ウD

ictée

ハ
ヤ
ラ
ナ
イ
デ
イ

イ
ト
云
フ
コ
ト
ニ
ナ
ツ
タ
。作
文
モ
時
々
ヤ
ラ
サ
レ
ル
ン
ダ
。「
秋
ノ
日
ガ
フ
ル
ヴ
イ
エ
ー
ル
ノ
丘
ノ
彼
方
ニ
沈
ン
デ
、黄
ニ
染
ン
ダ
ロ
ー

ヌ
河
ノ
岸
ノ
プ
ラ
タ
ー
ヌ
ガ
風
ニ
ソ
ヨ
グ
。
モ
ラ
ン
橋
ノ
タ
モ
ト
デ
盲
目
ノ
乞
食
ガ
一
竿
ノ
ク
ラ
リ
ネ
ツ
ト
。
吹
ク
曲
ハ
白
浪
岩
ヲ
カ

ム
ブ
ル
タ
ア
ー
ニ
ユ
ノ
民
謡
」
ト
云
ツ
タ
ヤ
ウ
ナ
件
リ
ヲ
綴
ツ
テ
見
セ
タ
ラ
大
キ
ナ
声
デ
読
ン
デC’est beau ! C’est à la 

C

（
４
）

hateaubriand !

ダ
ト
サ
。Chateaubriand

テ
ノ
ハ
ビ
フ
テ
キ
ノ
一
種
ダ
ナ
ド
ト
早
合
点
ス
ベ
カ
ラ
ズ
。
己
の
文
章
ヲ
褒
メ
タ
ノ
ダ
。

「
デChateaubriand

ハChateaubriand

ダ
ガ
未
ダ
ア
ナ
タ
ハ
動
詞
ノ
時
ノ
用
法
ニ
精
通
シ
テ
居
マ
セ
ン
ネ
。
本
統
ノ

Chateaubriand

ハ
動
詞
ノ
時
ノ
用
法
ヲ
決
シ
テ
マ
チ
ガ
ヒ
マ
セ
ン
デ
シ
タ
」ト
ニ
ヤ
ニ
ヤ
嗤
ハ
レ
タ
ニ
ハ
私
製Chateaubriand

少
々

恐
縮
シ
タ
。

　

～
～
～
～
～
◦
～
～
～
～
～

里
昂
ニ
ハ
昔（

５
）カ

ラ
有
名
ナ
人ギ

ニ
ヨ
オ
ル

形
芝
居
ガ
ア
ル
。
今
デ
モ
老
人
ヤ
小
供
ハ
ギ
ニ
ヨ
オ
ル
ノ
常
連
ダ
。Faust, Sam

son et D

マ

マ

allila, la 

Favorite, Carm
en

ト
云
ツ
タ
ヤ
ウ
ナ
オ
ペ
ラ
ヤ
芝
居
ノ
外
題
ヲ
モ
ヂ
ツ
タ
モ
ノ
ガ
多
イ
。
カ
ル
メ
ン
デ
ハ
チ
ツ
ポ
ケ
ナ
闘
牛
ガ
出
テ

来
テ
、
チ
ツ
ポ
ケ
ナ
舞
台
ノ
マ
ン
中
デ
プ
ツ
ト
オ
ナ
ラ
ヲ
ス
ル
ト
尻
カ
ラ
黄
色
イ
粉
パ
ツ
ト
散
ル
。
ヂ
イ
サ
ン
、
バ
ア
サ
ン
、
ヤ
小
供

達
ガ
悦
ン
デ
ア
ツ
ハ
ハ
ハ
ト
笑
フ
。
罪
ガ
ナ
ク
ツ
テ
イ
ヽ
ゼ
。
ド
ン
ナ
外
題
デ
モ
必
ズ
ギ
ニ
ヨ
オ
ー
ル
ト
ニ
ヤ
ツ
フ
ロ
ン
ソ
レ
カ
ラ
マ

ド
ロ
ン
ト
云
フ
女
型
ノ
人
形
ガ
必
ズ
出
テ
来
テ
フ
ザ
ケ
ル
。
肩
ノ
張
ラ
ナ
イ
コ
ト
夥
シ
イ
。

　

～
～
～
～
～
◦
～
～
～
～
～

瑞
西
、
墺
地
利
、
ハ
ン
ガ
リ
イ
、
独
乙
、
白
耳
義
ト
グ
ル
グ
ル
マ
ワ
ツ
テ
サ
テ
仏
蘭
西
ニ
再
ビ
落
付
イ
テ
パ
ン
ヲ
食
ベ
テ
見
ル
。
実

ニ
旨
イ
。
又
色
々
ナ
パ
ン
ガ
ア
ル
ン
ダ
。
三
日
月
型
、
大
根
型
、
ス
テ
ツ
キ
型
、
胡
瓜
型
、
牛
ノ
糞
型
、
お
盆
型
。
捩
ク
レ
タ
奴
、
平

ベ
ツ
タ
イ
奴
、
円
イ
奴
、
輪
ニ
ナ
ツ
タ
奴
、
‥
‥
皆
ン
ナ
味
ガ
少
シ
ヅ
ヽ
チ
ガ
ウ
ン
ダ
。
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朝
ロ
ー
ヌ
の
岸ケ

ー

ヲ
散
歩
ス
ル
ト
ソ
コ
イ
ラ
ノ
オ
カ
ミ
サ
ン
ラ
シ
イ
ノ
ガ
手
サ
ゲ
ノ
籠
ニ
野
菜
ヲ
一
パ
イ
詰
メ
テ
小
腋
ニ
長
サ
二
尺
径

三
寸
位
ノ
パ
ン
ヲ
抱
ヘ
ナ
ガ
ラ
ゾ
ロ
ゾ
ロ
歩
イ
テ
ヰ
ル
。

　

～
～
～
～
～
◦
～
～
～
～
～

雨
ガ
降
ル
ト
電
車
ノ
運
転
手
台
ノ
前
ニ
大
キ
ナ
カ
オ
モ
リ
傘
ヲ
ク
ツ
着
ケ
ル
。
運
転
手
ガ
巻
莨
ヲ
ク
ワ
ヘ
ナ
ガ
ラ
電
車
ヲ
ソ
ロ
ソ
ロ

走
ラマ

マラ
セ
ル
。［
抹
消
「
呑
気
ナ
モ
ン
ダ
。」］
里
昂
ノ
天
下
ハ
正
ニ
泰
平
デ
ア
ル
。　

十
月
二
十
三
日　

仏
国
里
昂
ニ
テ　

隆

エ（
６
）ツ

ク
先
生
慰
労
会
ノ
コ
ト
ハ
何
分
宜
シ
ク
願
フ
。
何
カ
ラ
何
マ
デ
お
願
ヒ
シ
テ
恐
縮
ダ
。
心
カ
ラ
御
礼
ヲ
申
上
ゲ
ル
。
豊
嶋
君
ニ

モ
宜
シ
ク
。

シ
ラ
ノ
ノ
コ
ト
、
目
玉
ノ
コ
ト
、
凡
テ
君
ノ
思
ツ
タ
ヤ
ウ
ニ
取
計
ラ
ツ
テ
呉
レ
。

慰
労
会
寄
附
金
ノ
コ
ト
ハ
早
速
家
ニ
手
紙
ヲ
出
シ
テ
置
イ
タ
カ
ラ
、
遠
慮
ナ
ク
取
リ
ニ
行
ツ
テ
呉
レ
給
ヘ
。

（
１
）
こ
の
書
簡
は
前
掲
「
フ
ラ
ン
ス
文
学
黄
金
伝
説
」
に
一
部
省
略
・
改
編
の
う
え
、
辰
野
の
留
学
時
の
様
子
を
示
す
手
紙
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
実
際
に
辰
野
が
リ
ヨ
ン
大
学
で
聴
い
た
の
は
、ジ
ャ
ン
・
マ
リ
・
カ
レ
（Jean-M

arie Carré, 1887

～1958

）
の
比
較
文
学
や
フ
ォ
シ
ヨ
ン
（H

enri 

Focillon, 1881

～1943

）
の
美
術
史
の
講
義
だ
と
い
う
（「
ほ
り
だ
し
も
の
」、『
辰
野
隆
随
想
全
集
』
第
四
巻
）。
辰
野
は
親
交
の
あ
っ
た
東
洋
学
者
モ
ー

リ
ス
・
ク
ー
ラ
ン
と
総
長
ポ
ー
ル
・
ジ
ュ
ー
バ
ン
の
他
（
書
簡
８
（
１
）
参
照
）、
商
法
・
ロ
ー
マ
法
の
ユ
ヴ
ラ
ン
（Paul-Louis H

uvelin, 1873

～

1924

）
と
指
紋
法
の
ロ
ッ
カ
ー
ル
（Edm

ond Locard, 1877

～1966
）、
ギ
リ
シ
ア
語
の
ル
グ
ラ
ン
（Ém

ile Legrand, 1841

～1903

）
の
名
も
挙

げ
て
い
る
（
前
掲
「
空
瀾
先
生
」）。（
３
）
モ
ー
リ
ス
・
セ
ー
ヴ
（M

aurice Scève, 1501-05
頃

～1560
頃

）
は
フ
ラ
ン
ス
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
詩
人
。

引
用
は
詩
集
『
デ
リ
ー
』（D

élie

）
中
の
一
篇
。
辰
野
は
母
親
宛
の
手
紙
で
も
こ
の
詩
を
引
用
し
て
い
る
（「
旅
の
お
も
い
で
」、『
辰
野
隆
随
想
全
集
』

第
四
巻
）。（
４
）
作
文
の
文
章
を
名
文
家
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン
（François-René de Chateaubriand, 1768

～1848

）
風
の
文
章
だ
と
か
ら
か
わ
れ
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て
い
る
。（
５
）人
形
芝
居
ギ
ニ
ョ
ー
ル
は
革
命
後
に
リ
ヨ
ン
を
発
祥
の
地
と
し
て
生
ま
れ
た
。
織
物
職
人
で
主
人
公
の
ギ
ニ
ョ
ー
ル
と
酔
っ
払
い
の
ニ
ャ

フ
ロ
ン
、
ギ
ニ
ョ
ー
ル
の
妻
マ
ド
ロ
ン
な
ど
が
共
通
す
る
人
物
と
し
て
作
中
に
登
場
す
る
。（
６
）
大
正
十
年
に
退
官
し
た
エ
ッ
ク
の
慰
労
会
は
、
翌
大

正
十
一
年
三
月
四
日
に
上
野
の
精
養
軒
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
会
は
鈴
木
と
豊
島
で
相
談
し
て
進
め
た
が
、
直
前
に
鈴
木
が
高
熱
を
発
し
、
豊
島
が
主
に

進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
（
鈴
木
信
太
郎
「
豊
島
與
志
雄
」、『
全
集
』
第
五
巻
）

書
簡
26
（13-01-26
）　

大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
十
一
月
十
一
日
付
（
十
一
日
消
印
・LY

O
N

／
十
二
月
十
一
日
消
印
・T

O
K

IO

）　

T
okio 

（Japon

） 
日
本
東
京
市
外
西
巣
鴨
向
原
三
五
一
九　

M
onsieur Sh. Suzuki  

鈴
木
信
太
郎
様　

里
昂
に
て　

隆　

絵
葉
書　

ペ
ン先

月
の
末
三
日
ば
か
り
旅
を
し
て
ア（

１
）ヴ

イ
ニ
ヨ
ン
、
ニ
イ
ム
、
ア
ア
ル
を
見
物
し
て
来
た
。
仏
蘭
西
の
南
部
は
ゆ
つ
た
り
し
て
ゐ
て

い
ゝ
気
持
だ
せ
。
ア
ヴ
イ
ニ
ヨ
ン
で
は
法
皇
家
を
ニ
イ
ム
で
は
円
舞
場
や
デ
イ
ア
ヌ
の
タ
ム
プ
ル
を
ア
ア
ル
で
は
古
墳
や
ミ
ス
ト
ラ
ル

博
物
館
を
見
た
。
何
も
か
も
古
い
。
そ
し
て
落
付
い
て
ゐ
る
。
里
昂
は
と
う
〳
〵
冬
に
な
つ
て
了
つ
た
。
ロ
オ
ヌ
の
岸
を
歩
い
て
も
ソ

オ
ヌ
の
岸
を
歩
い
て
も
川
風
が
刺
す
や
う
に
い
た
い
。　

十
一
月
十
一
日　

里
昂
に
て　

隆

【
裏
面
】
ア
ヴ
ィ
ニ
ヨ
ン
・
サ
ン
・
ベ
ネ
ゼ
橋
の
写
真

（
１
）
い
ず
れ
も
リ
ヨ
ン
の
南
方
、
ア
ヴ
ィ
ニ
ヨ
ン
、
ニ
ー
ム
、
ア
ル
ル
。
ア
ヴ
ィ
ニ
ヨ
ン
の
法
王
庁
、
ニ
ー
ム
の
円
形
闘
技
場
や
ダ
イ
ア
ナ
神
殿
、
ア

ル
ル
の
ア
リ
ス
カ
ン
及
び
ア
ル
ラ
タ
ン
博
物
館
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。



武蔵大学人文学会雑誌　第 56 巻第 3・4 号

52

書
簡
27
（13-01-27

）　

大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
一
月
四
日
付
（
五
日
消
印
・LY

O
N

）　T
okio 

（Japon

） 

日
本
東
京
市
外
西
巣

鴨
向
原
三
五
一
九  M

onsieur Sh. Suzuki  

鈴
木
信
太
郎
様　

リ
オ
ン
に
て　

隆　

絵
葉
書　

ペ
ン

賀
正
。
暮
の
卅
日
か
ら
南（

１
）方

ニ
ス
、
モ
ン
テ
カ
ル
ロ
、
マ
ン
ト
ン
の
方
面
を
旅
し
て
来
た
。
モ
ナ
コ
の
大
バ
ク
チ
場
を
見
た
記
念
に

此
葉
書
を
買
つ
て
来
た
。
僕
は
君
子
だ
か
ら
バ
ク
チ
は
や
ら
な
か
つ
た
。
七
日
に
は
愈
々
巴
里
に
移
る
。
宿
は
山
田
と
同
じ
オ（

２
）テ

ル
・

ジ
ヤ
ン
ダ
ル
ク
だ
。

　

H
ôtel Jeanne d’A

rc 52 rue de la Clef. Paris （V
e

）

御
無
沙
汰
ば
か
り
し
て
申
わ
け
な
い
が
筆
無
精
は
君
も
よ
く
知
つ
て
ゐ
る
か
ら
怒
ら
ず
に
か
ん
べ
ん
し
て
呉
れ
給
へ
。
御
両
親
マ
ダ

ム
、
及
び
少
さ
な
マ
ド
モ
ア
ゼ
ル
に
宜
し
く
。
甚
だ
恐
縮
だ
が
ロ（

３
）ザ

リ
オ
の
「
如
是
我
聞
」
の
号
が
若
し
あ
る
な
ら
一
部
巴
里
の
オ
テ

ル
ジ
ヤ
ン
ダ
ル
ク
に
送
つ
て
呉
れ
な
い
か
。
其
后
頗
る
品
行
方
正
だ
。
相
不
変
頑
健
。　

一
月
四
日　

リ
オ
ン
に
て　

隆

【
裏
面
】
モ
ン
テ
カ
ル
ロ
の
ル
ー
レ
ッ
ト
の
絵

（
１
）
こ
の
時
の
旅
行
は
、三
井
物
産
の
支
店
に
勤
め
て
い
た
友
人
と
行
っ
た
も
の
。
モ
ン
テ
カ
ル
ロ
の
賭
博
場
の
様
子
は
「
映
画
妄
談

―
『
ミ
モ
ザ
館
』

そ
の
他
」（『
辰
野
隆
随
想
全
集
』
第
二
巻
）
に
描
か
れ
て
い
る
。（
２
）
セ
ー
ヌ
の
左
岸
、
学
生
街
に
近
い
横
町
に
あ
り
、「
名
だ
け
は
立
派
で
実
は
き

た
な
ら
し
い
下
宿
」。
辰
野
は
こ
こ
で
一
年
を
過
ご
し
た
（「
懐
し
い
パ
リ
（1921

―1923

）」、『
辰
野
隆
随
想
全
集
』
第
四
巻
）。
森
茉
莉
は
建
物
の
構

造
を
細
か
く
回
想
し
て
い
る
。「
汚
れ
、
す
り
減
っ
た
絨
緞
に
靴
の
踵
が
ひ
っ
か
か
る
狭
い
階
段
が
建
物
の
真
中
を
五
階
ま
で
通
っ
て
い
て
各
階
に
（
コ
）

の
字
型
に
六
室
ず
つ
部
屋
が
あ
る
。
表
通
り
に
向
い
た
窓
は
人
間
が
一
人
立
て
る
位
の
張
り
出
し
窓
で
、
窓
掛
け
は
薄
茶
の
碁
盤
目
の
細
い
レ
エ
ス
。

階
下
に
は
表
通
り
に
面
し
て
応
接
間
と
、
主
人
夫
婦
の
居
間
が
あ
っ
た
」（「
ホ
テ
ル
、
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
」、『
記
憶
の
絵
』
筑
摩
書
房
、
一
九
九
二
）。
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（
３
）
辰
野
の
戯
曲
『
如
是
我
聞
』
が
掲
載
さ
れ
た
「
玫
瑰
珠
」
大
正
七
年
一
月
号
を
指
す
。『
如
是
我
聞
』
は
、『
信
天
翁
の
眼
玉
』
に
も
収
録
さ
れ
て

い
る
。

書
簡
28
（13-01-28

）　

大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
一
月
二
十
五
日
付
（
二
十
五
日
消
印
・PA

R
IS

）　T
okio 

（Japon

） 

日
本
東
京

西
巣
鴨
向
原
三
五
一
九　

M
onsieur Sh. Suzuki  

鈴
木
信
太
郎
様　

巴
里
に
て　

辰
野
隆　

絵
葉
書　

ペ
ン

ロ（
１
）ザ

リ
オ
（
六
月
十
一
月
号
）
及
び
明
星
の
君
の
ネ
・
オ
・
ヷ
ン
と
サ
・
エ
・
ラ
と
を
面
白
く
読
ん
だ
。
い
つ
も
な
が
ら
達
文
だ
と

思
ふ
が
少
々
ビ
ユ
ル
レ
ス
ク
す
ぎ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
はマ

マ

し
か
と
も
思
ふ
。
ロ（

２
）ス

タ
ン
論
に
書
い
て
ゐ
る
ぐ
ら
い
の
調
子
が
却
つ
て
よ
く

は
な
い
か
。
御
一
考
を
煩
は
す
。
僕
も
何
か
通（

３
）信

を
書
き
度
い
と
思
つ
て
ゐ
る
が
、
書
く
事
が
き
ら
い
な
ん
だ
か
ら
困
る
。
日
々
新
聞

に
も
未
だ
一
回
も
送
ら
な
い
。
其
の
う
ち
何
か
書
き
度
い
と
は
思
ふ
が
そ
の
「
そ
の
う
ち
」
が
い
つ
に
な
る
事
だ
か
。　

一
月
廿
五
日　

巴
里
に
て　

辰
野
隆

【
裏
面
】
パ
リ
の
ア
レ
ヴ
ィ
通
り
の
写
真

（
１
）「
玫
瑰
珠
」
大
正
十
年
六
月
号
に
は
鈴
木
信
太
郎
「
さ
・
え
・
ら
」、
大
正
十
年
十
一
月
号
に
は
同
じ
く
「N

EZ A
U

 V
EN

T

」
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。“N

ez au vent”

は
『
シ
ラ
ノ
・
ド
・
ベ
ル
ジ
ュ
ラ
ッ
ク
』
の
第
二
幕
九
齣
に
出
て
く
る
表
現
か
ら
と
ら
れ
た
も
の
。
ま
た
「
明
星
」
大
正
十
年

十
二
月
号
に
も
、Cinne T

haraud

の
名
で
「N

EZ A
U

 V
EN

T

」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。（
２
）
鈴
木
「
エ
ド
モ
ン
・
ロ
ス
タ
ン
に
つ
い
て
其
の
一
」（「
玫

瑰
珠
」
大
正
十
年
六
月
号
）、「
エ
ド
モ
ン
・
ロ
ス
タ
ン
に
つ
い
て
（
其
の
二
）」（「
玫
瑰
珠
」
大
正
十
年
十
一
月
号
）
を
指
す
か
。（
３
）
辰
野
隆
「
仏

蘭
西
近
信
」
が
、
こ
の
後
の
「
玫
瑰
珠
」
の
大
正
十
一
年
三
月
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
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書
簡
29
（13-01-29

）　

大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
三
月
二
十
九
日
付
（
三
十
一
日
消
印
・PA

R
IS

／
五
月
三
日
消
印
・T

O
K

IO

）　T
okio

（Japon

） 

日
本
東
京
西
巣
鴨
向
原
三
五
一
九　

M
onsieur Sh. Suzuki  

鈴
木
信
太
郎
様　

T
.T

atsuno Paris, France　

封
書　

ペ
ン

永
イ
手
紙
ヲ
ア
リ
ガ
ト
ウ
。

君
ハ
日
本
デ
ヒ
ド
ク
忙
シ
ソ
ー
ダ
ネ
。
僕
ノ
代
リ
ニ
奮
闘
シ
テ
居
テ
呉
レ
ル
ノ
ハ
甚
ダ
ウ
レ
シ
ク
頼
モ
シ
イ
。

目（
１
）玉

ヤ
「
シ
ラ
ノ
」
ノ
コ
ト
デ
色
々
ノ
お
骨
折
ハ
感
謝
ノ
他
ハ
ナ
イ
。

夜（
２
）学

ノ
コ
ト
ヤ
仏
文
出
身
者
ト
ノ
交
渉
ヤ
デ
不
愉
快
ナ
コ
ト
ガ
多
イ
ノ
ハ
実
ニ
お
気
ノ
毒
ダ
。
然
シ
大
学
ノ
方
ハ
万
事
愉
快
ニ
ヤ
ツ

テ
居
ル
ト
云
フ
ノ
デ
ソ
レ
ハ
何
ヨ
リ
結
構
ダ
。
コ
レ
ガ
一
番
肝
心
ナ
ノ
ダ
カ
ラ
ネ
。
エ
ツ
ク
先
生
、
ア
ン
ベ
ル
先
生
ニ
宜マ

マシ
云
ツ
テ
呉

レ
給
ヘ
。

若
シ
仏
文
出
身
者
ト
君
ト
ノ
間
ニ
不
愉
快
ナ
コ
ト
ガ
ダ
ン
ダ
ン
増
シ
テ
来
テ
、
而
シ
テ
君
ノ
方
ニ
常
ニ
正
シ
イ
理
由
ガ
在
ル
ナ
ラ
バ

イ
ツ
デ
モ
ソ
ン
ナ
野
卑
ナ
連
中
ト
ハ
絶
縁
ス
ル
ガ
イ
イ
。
不
愉
快
ヲ
忍
ン
デ
交
ハ
ル
必
要
ナ
ド
ハ
些
ト
モ
ア
リ
ハ
シ
ナ
イ
ノ
ダ
カ
ラ
ネ
。

ア
ラ
ユ
ル
時
間
ヲ
君
ノ
、
君
自
身
ノ
仏
文
学
研
究
ニ
使
ハ
ナ
ケ
レ
バ
嘘
ダ
ヨ
。
癪
ニ
サ
ワ
ツ
タ
ラ
イ
ツ
デ
モ
喧
嘩
シ
タ
マ
ヘ
。
菊
地
ノ

ヤ
ウ
ニ
。

己
ハ
毎
日
芝
居
バ
カ
リ
見
テ
居
ル
。
時
々
コ
メ
デ
イ
ー
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
ノ
廊
下
デ
太（

３
）宰

ニ
会
フ
。
ガ
ン
ム
ド
キ
ヲ
モ
一
度
ア
ゲ
タ
ヤ

ウ
ニ
肥
ツ
テ
ヰ
ル
ゼ
。
生ナ

マ

イ
キ
ニ
芝
居
デ
通
ヲ
利
カ
サマ

マー
ト
シ
ヤ
ガ
ル
カ
ラ
、
滑
稽
ダ
。
ソ
ノ
癖
グ
ラ
ン
ギ
ニ
ヨ
ー
ル
座
ナ
ド
ハ
一
度

モ
行
ツ
タ
コ
ト
ガ
ナ
イ
ト
見
ヘ
テ
、「
其
ノ
ウ
チ
ニ
キ
ツ
ト
行
ク
」
テ
云
ツ
テ
ヰ
ル
。
巴
里
ニ
二
年
モ
居
テ
一
角
ノ
劇
通
ヲ
フ
リ
マ
ワ

シ
ナ
ガ
ラ
グ
ラ
ン
ギ
ニ
ヨ
ー
ル
ヲ
知
ラ
ナ
イ
ノ
ハ
大
イ
ニ
笑
ハ
セ
ル
。

彼
奴
ハ
新
聞
批
評
ガ
悪
イ
芝
居
ニ
ハ
行
カ
ナ
イ
ラ
シ
イ
。
ト
コ
ロ
ガ
大
抵
ノ
劇
評
家
ノ
評
ナ
ド
ハ
お
座
ナ
リ
デ
ソ
ン
ナ
モ
ノ
ナ
ド
ヲ
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当
ニ
シ
テ
居
タ
日
ニ
ハ
初
マ
ラ
ナ
イ
ノ
ダ
。

山
田
ガ
日
本
ニ
居
タ
時
太
宰
ニ
頼
ン
デ
フ
ラ
ン
ス
カ
ラ
本
ヲ
送
ツ
テ
貰
ラ
ツ
タ
コ
ト
ガ
ア
ル
。
ソ
ノ
勘
定
ヲ
払
フ
為
メ
ニ
太
宰
ニ
逢

ハ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ナ
イ
ト
云
ツ
テ
居
タ　

ソ
コ
デ
我
ガ
輩
曰
ク
「
其
ノ
時
ニ
太
宰
ガ
何
ン
テ
云
フ
カ
当
テ
テ
見
ヤ
ウ
カ
。〝
少
々
自
分

ノ
方
デ
立
テ
カ
ヘ
テ
置
イ
タ
ガ
、
ナ
ア
ニ
ソ
ン
ナ
モ
ノ
ハ
ド
ウ
デ
モ
イ
イ
サ
〟
ト
云
フ
ニ
チ
ガ
ヒ
ナ
イ
。」

此
ノ
話
ヲ
シ
タ
翌
日
コ
メ
デ
イ
ー
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
デ
山
田
ガ
ヒ
ヨ
ツ
ク
リ
太
宰
ニ
逢
ツ
タ
ノ
デ
、
本
ノ
代
ノ
話
ヲ
シ
タ
ラ
、「
少
シ

タ
テ
カ
ヘ
テ
置
イ
タ
ケ
レ
ド
モ
、
ソマ

マ

ン
モ
ノ
ハ
ド
ウ
デ
イ
イ
」
ト
云
ツ
タ
ソ
ー
ダ
。
山
田
ガ
ニ
ヤ
リ
ト
嗤
ツ
テ
「
お
前
ガ
昨
日
云
ツ
タ

通
リ
ダ
ヨ
」
ト
己
ニ
話
シ
タ
コ
ト
ダ
。
一
寸
太
宰
施
門
君
ガ
目
ノ
前
ニ
チ
ラ
ツ
キ
ハ
シ
ナ
イ
カ
イ
。

前
便
デ
モ
話
シ
タ
ヤ
ウ
ニ
シ
ラ
ノ
ヲ
二
度
観
ニ
行
ツ
タ
。
リ
オ
ン
デ
ハ
三
度
見
タ
。
兎
ニ
角
見
テ
居
テ
ハ
頗
ル
面
白
イ
芝
居
ダ
。
一

寸
忘
レ
ナ
イ
中
ニ
云
ツ
テ
置
ク
ガ
、
シ
ラ
ノ
第
一
幕
の
終
リ
ノ
方
デ
シ
ラ
ノ
ガ
役
者
達
ニ
向
ツ
テ
ナ
ゼ
自
分
ハ
リ
ニ
エ
ー
ル
ガ
気
ニ
入

ツ
テ
居
ル
カ
ヲ
説
明
ス
ル
ク
ダ
リ
ガ
ア
ル
ダ
ロ
ー
。
リ
ニ
エ
ー
ル
ガ
惚
レ
タ
女
ノl’eau bénite

ヲ
一
気
ニ
飲
ン
デ
了
ツ
タ
ト
云
フ
文

句
ガ
ア
ツ
タ
ネ
。
君
ノ
訳
「
只（

４
）ノ

水
デ
ハ
タ
マ
ラ
ヌ
‥
‥
」
ト
カ
何
ト
カ
ア
ツ
タ
ト
覚
エ
テ
居
ル
ガ
、
ア
レ
ハ
リ
ニ
エ
ー
ル
ガ
其
ノ
時

ニ
非
常
ニ
喉
カ
乾
イ
テ
ヰ
タ
ノ
デ
イ
キ
ナ
リ
女
ノ
持
テ
居
タl’eau bénite

ヲ
グ
ツ
ト
飲
ン
デ
了
ツ
タ
ト
云
フ
意
味
ダ
。

モ（
５
）リ

エ
ー
ル
ノ
三
百
年
祭
ハ
甚
ダ
旺
ン
ダ
ツ
タ
。
各
芝
居
デ
モ
リ
エ
ー
ル
物
ヲ
出
シ
タ
。
殊
ニ
コ
メ
デ
イ
ー
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
デ
ハ

一
週
間
ニ
四
五
回
ハ
モ
リ
エ
ー
ル
物
ヲ
出
シ
テ
ソ
レ
ガ
一
ヶ
月
以
上
続
イ
タ
カ
ラ
、
モ
リ
エ
ー
ル
研
究
ニ
ハ
甚
ダ
好
都
合
ダ
ツ
タ
。
ヤ

ハ
リ
ミ
ザ
ン
ト
ロ
ー
プ
ガ
一
番
イ
イ
ネ
。
次
ガ
僕
ノ
考
デ
ハ
ド
ン
ジ
ユ
ア
ン
ダ
。
ソ
レ
カ
ラ
、ア
ヷ
ー
ル
、タ
ル
チ
ユ
ツ
フ
、フ
ア
ン
ム
・

サ
ヷ
ン
ト
、
マ
ラ
デ
イ
ー
シマ

マ

マ
ジ
エ
ー
ル
カ
ナ
。
仏
蘭
西
人
ハ
モ
リ
エ
ー
ル
ヲ
神
様
ニ
シ
テ
ヰ
ル
ガ
、
ソ
ン
ナ
モ
ン
デ
ハ
ナ
イ
。
モ
リ

エ
ル
ノ
作
ハ
三
分
ノ
二
ハ
駄
作
ダ
。
ブ
ル
ジ
ヨ
ワ
ジ
ヤ
ン
チ
ヨ
ム
ナ
ド
ハ
人
ヲ
馬
鹿
ニ
シ
タ
モ
ノ
ダ
。

此
度
ノ
三
百
年
祭
興
業
デ
最
モ
感
心
シ
タ
ノ
ハ
アマ

マ

ド
ウ
ワ
ー
ル
七
世
座
ノ
ミ
ザ
ン
ト
ロ
ー
プ
ダ
ツ
タ
。
リ（

６
）ユ

シ
ヤ
ン
・
ギ
ツ
ト
リ
イ
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ガ
ア
ル
セ
ス
ト
ニ
扮
シ
タ
ガ
、
ス
バ
ラ
シ
イ
出
来
ダ
ツ
タ
。

仏
蘭
西
ニ
ハ
上
手
ナ
役
者
ガ
実
ニ
多
イ
。
殊
ニ
女
優
ハ
相
当
ナ
芸
ヲ
持
ツ
タ
奴
ガ
升
デ
ハ
カ
ル
程
ヰ
ル
。
然
シ
コ
レ
コ
ソ
名
優
ダ
ト

思
フ
ヤ
ウ
ナ
ノ
ハ
サ
テ
居
ナ
イ
モ
ノ
ダ
。
先
ヅ
リ
ユ
シ
ヤ
ン
・
ギ
ツ
ト
リ
イ
ト
（
サ
ツ
シ
ヤ
・
ギ
ト
リ
イ
ニ
ハ
失
望
シ
タ
）
コ
メ
デ
イ
ー

フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
、p （

７
）ierrat

ト
云
フ
女
優
ノ
二
人
ヲ
措
テ
ハ
名
優
ヲ
以
テ
許
ス
コ
ト
ガ
出
来
ナ
イ
。
コ
メ
デ
イ
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
ノ
フ
エ
ロ

オ
デ
イ
ー
モ
上
手
ト
云
フ
点
デ
ハ
申
分
ナ
イ
ガ
深
イ
ト
コ
ロ
ガ
欠
ケ
テ
居
ル
。Pierrat

ハ
全
ク
名
女
優
ダ
ネ
。
顔
ハ
ア
マ
リ
美
シ
ク

ナ
イ
。
然
シ
芸
ハ
申
シ
分
ナ
イ
。
頭
ガ
ヨ
ク
テ
、
ヒ
ド
ク
品
ノ
ア
ル
女
優
ダ
。
年
ノ
頃
ハ
三
十
七
八
カ
ナ
。
今
后
十
年
ガ
此
ノ
女
ノ
全

盛
ダ
ロ
ー
ト
思
フ
。

コ（
８
）ル

ネ
イ
ユ
物
デle Cid, H

orace, Polyeucte.

ラ
シ
イ
ヌ
デ
ハA

ndrom
aque, Phèdre, Britanicus, Bajazet

ヲ
既
ニ
観
タ
。

ソ
ノ
他
、
マ
リ
ヴ
オ
ー
、
ミ
ユ
ツ
セ
、
ユ
ー
ゴ
ー
ノ
モ
ノ
モ
二
ツ
三
ツ
ヅ
ヽ
見
タ
。

芝
居
ニ
一
週
ニ
四
五
回
ハ
必
ズ
行
ク
。
コ
メ
デ
イ
ー
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
ノ
役
者
ナ
ラ
、
下
女
・
下
男
ノ
役
ヲ
ス
ル
奴
マ
デ
顔
ト
名
前
ダ

ケ
ハ
知
ツ
テ
居
ル
。

先
夜
ポ（

９
）ル

ト
サ
ン
マ
ル
タ
ン
座
でRostand, Rom

anesque

トla D
ernière nuit de D

on Juan

ヲ
観
タ
。
ヤ
ツ
パ
リRostand

デ
ハCyrano

ニ
止
メ
ヲ
刺
ス
ネ
。

ソ
ル
ボ
ン
ヌ
ノ
講
義
ハ
末
迄
ニ
二
三
度
聴
イ
テ
見
タ　

此
頃
デ
ハ
メ
ツ
タ
ニ
出
ナ
イ
。

～
～
～
～
～
～
～

此
ノ
手
紙
ノ
初
メ
ハ
二
月
ノ
初
メ
ニ
書
イ
タ
ン
ダ
。
ソ
シ
テ
書
キ
カ
ケ
テ
今
迄
枕
ノ
上
ニ
置
イ
テ
ア
ツ
タ
ノ
ヲ
今
日
又
書
キ
足
シ
タ
。

呑
気
ナ
話
ダ
ネ
。
此
ノ
間
ニ
君
ガ
チ（

（1
（

ブ
ス
テ
入
院
シ
テ
居
ル
ト
云
フ
知
ラ
セ
ヲ
家
カ
ラ
モ
、実
サ
ン
カ
ラ
モ
、エ
ッ
ク
先
生
カ
ラ
モ
得
タ
。

然
シ
重
大
デ
ハ
ナ
イ
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
聞
イ
テ
安
心
シ
タ
。
大
事
ニ
養
生
シ
テ
呉
レ
給
ヘ
。
山
田
ハ
細（

（1
（

君
ガ
来
ル
ノ
デ
毎
日
ニ
ヤ
ニ
ヤ
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シ
テ
居
ル
。
チ
ン
ボ
コ
ニ
ヨ
リ
ヲ
カ
ケ
テ
待
ツ
テ
ヰ
ル
ン
ダ
ロ
ー
。

僕
ハ
馬
鹿
々
々
シ
イ
程
品
行
方
正
ダ
。
巴
里
ニ
来
テ
モ
ウ
三
月
ニ
ナ
ル
ガ
未
ダ
女
ヲ
知
ラ
ナ
イ
。
第
一
欲
シ
ク
ナ
イ
ノ
ダ
。
不
思
議

ト
云
ヘ
バ
不
思
議
ダ
ガ
。
ア
マ
リ
ト
ー
モ
ロ
コ
シ
ニ
ハ
興
味
ガ
ナ
イ
ン
ダ
。
ド
ウ
モ
此
方
ノ
女
ニ
ハdélicatesse

ガ
著
シ
ク
欠
ケ
テ
ヰ

ル
ネ
。

宿
ノ
ス
グ
近
所
ニ
ラ
ビ
ラ
ン
ト
ト
云
フ
カ
ツ
フ
エ
ー
ガ
ア
ル
ガ
芝
居
ノ
帰
ヘ
リ
ニ
ハ
必
ズ
ソ
コ
ニ
寄
ツ
テ
ア（

（1
（

ン
ボ
ツ
ク
ヲ
飲
ム
。
芝

居
ニ
行
カ
ヌ
時
ニ
ハ
山
田
矢（

（1
（

田
部
石
本
ト
ツ
レ
立
ツ
テ
夜
ノ
十
一
時
頃
カ
ラ
十
二
時
頃
迄
ソ
コ
ニ
行
ツ
テ
何
カ
飲
ン
ダ
リ
食
ツ
タ
リ
シ

ナ
ガ
ラ
話
シ
ヲ
ス
ル
。
ソ
コ
ニE

（
（1
（

dm
ond

ト
云
フ
年
寄
ノ
ギ
ヤ
ル
ソ
ン
ガ
ヰ
テ
己
達
ハ
其
奴
ト
仲
ヨ
シ
ナ
ン
ダ

Edm
ond

ハE

（
（1
（

m
ile Faguet

ヲ
ヨ
ク
知
ツ
テ
居
テFaguet

ガ
死
ヌ
前
ニ
ハ
ヨ
ク
看
病
シ
テ
ヤ
ツ
タ
ソ
ー
ダ
。Faguet

ハ
毎
日
此

ノ
ラ
ビ
ラ
ン
ト
ニ
来
タ
ノ
ダ
ソ
ー
ダ
。Edm

ond

ハFaguet

ハ
ア
カ
デ
ミ
シ
ヤ
ン
ダ
カ
ラim

m
ortel

ダ
ト
云
ツ
テ
ヰ
ル
。
僕
ノ
方
ガ

Faguet

ナ
ド
ヨ
リ
ハ
偉
イ
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
知
ラ
ナ
イ
ン
ダ
。
ソ
シ
テ“V

ous êtes étudiant ? T
ravaillez bien.”

ト
来
ル
ニ
ハ
恐
入

ル
。
皆
ニ
宜
シ
ク
云
ツ
テ
呉
レ
給
ヘ
。
原
稿
ナ
ド
ハ
ト
テ
モ
書
ク
気
ニ
ナ
ラ
ナ
イ
ン
ダ
。

（
要
件
）
エ
ツ
ク
先
生
ニ
呉
々
モ
宜
シ
ク
。
非
常
ニ
御
無
沙
汰
ヲ
シ
テ
ヰ
ル
カ
ラ
君
カ
ラ
御
詫
ビ
ヲ
云
ツ
テ
呉
レマ

マ給
。

此
ノ
夏
ニ
ハ
エ
ツ
ク
先
生
ノ
故（

（1
（

郷
ヲ
訪
ネ
ル
ツ
モ
リ
ダ
。
エ
ツ
ク
先
生
カ
ラ
先
生
ノ
厳
君
ニ
紹
介
状
ヲ
貰
ツ
テ
ア
ル
ノ
ダ
ガ
ソ
レ
ニ

ハ
宿
所
ガ
書
イ
テ
ナ
イ
ノ
ダ
。
ダ
カ
ラ
君
カ
ラ
エ
ツ
ク
先
生
ニ
キ
イ
テ
知
ラ
セ
テ
呉
レ
給
ヘ
。
何
ン
デ
モB

マ

マ

erfort

ノ
近
所
ダ
ト
云
フ

コ
ト
ハ
カ
ネ
テ
キ
イ
テ
居
タ
ガ
。

ロ
ザ
リ
オ
ノ
一
週
年
記
念
号
ハ
確
カ
ニ
落
手
シ
タ
。

君
ノ
家
デ
モ
皆
サ
ン
御
変
リ
ナ
イ
ダ
ロ
ー
ネ
。

御
両
親
初
メ
マ
ダ
ム
ニ
モ
、
少
サ
ナ
方
々
ニ
モ
宜
シ
ク
。
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僕
ハ
此
年
ノ
十
二
月
ニ
ハ
仏
蘭
西
ヲ
去
ル
ツ
モ
リ
ダ
。
英
・
米
ヲ
経
由
シ
テ
来
年
ノ
二
月
ノ
末
カ
三
月
初
メ
ニ
ハ
再
ビ
君
ヲ
見
ル
コ

ト
ガ
出
来
ル
ダ
ロ
ー
。
名
士
ノ
訪
問
ナ
ド
ハ
元
々
キ
ラ
ヒ
ダ
カ
ラ
一
切
ヤ
ラ
ナ
イ
コ
ト
ニ
シ
テ
ヰ
ル
ガ
、
フ
ト
シ
タ
機
会
カ
ラ
此
頃

R

（
（1
（ené Ghil

ト
云
フ
詩
人
ノ
家
ニ
時
々
遊
ビ
ニ
行
ク
。
此
人
ハ
ヴ
エ
ル
レ
ー
ヌ
、
マ
ラ
ル
メ
以
后
ノ
人
ト
ア
ル
批
評
家
ハ
云
ツ
テ
居
ル
。

而
シ
マ
ラ
ル
メ
ヨ
リ
更
ラ
ニ
難
解
ダ
。
僕
ニ
ハ
全
ル
デ
見
当
ガ
ツ
カ
ナ
イ
詩
バ
カ
リ
書
ク
。
ヒ
ド
ク
真
面
目
ナ
詩
人
ダ
ガ
何
分
ニ
モ
ワ

カ
ラ
ナ
イ
。
困
ツ
タ
人
ダ
。
年
ハ
六
十
ダ
ト
云
フ
ガ
四
十
五
六
ニ
シ
カ
見
エ
ナ
イ
。

時
々
ス（

（1
（

ト
ロ
フ
ス
キ
イ
ノ
家
ニ
モ
遊
ビ
ニ
行
ク
。
人
ノ
イ
イ
オ
ヤ
ヂ
ダ
ヨ
。　

三
月
廿
九
日　

鈴
木
兄　

隆

菊
地
ニ
ハ
メ
チ
ヤ
メ
チ
ヤ
ニ
御
ブ
サ
タ
シ
テ
ヰ
ル　

呉
々
モ
宜
シ
ク
。

52 rue de la Clef. H
ôtel Jeanne d ’A

rc Paris

（V
e

）.

（
１
）『
信
天
翁
の
眼
玉
』
は
鈴
木
の
跋
文
を
付
し
て
三
月
に
刊
行
、
共
訳
『
シ
ラ
ノ
・
ド
・
ベ
ル
ヂ
ユ
ラ
ツ
ク
』
は
十
月
に
刊
行
さ
れ
る
。（
２
）
暁
星

の
夜
学
へ
の
講
師
の
派
遣
を
指
す
か
。
大
正
十
年
か
ら
フ
ラ
ン
ス
語
を
暁
星
の
夜
学
で
学
ん
だ
と
い
う
大
野
俊
一
は
、
後
藤
末
雄
と
鈴
木
信
太
郎
に
教

わ
っ
た
と
回
想
す
る
（
大
野
俊
一
「
神
西
清
と
堀
辰
雄
」、「
新
潮
」
一
九
五
九
・
二
）。
講
師
の
派
遣
や
卒
業
生
の
集
ま
り
等
で
、
エ
ッ
ク
の
教
え
子
に

当
た
る
仏
文
科
卒
業
生
と
の
関
わ
り
が
東
大
仏
文
科
研
究
室
と
の
間
に
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。（
３
）
エ
ッ
ク
門
下
の
太
宰
施
門
は
大
正
二
年
に
仏
文
科

を
卒
業
、
大
正
九
年
二
月
か
ら
十
二
年
二
月
ま
で
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
て
い
る
。
滞
仏
中
の
大
正
十
年
に
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
の
助
教
授
に
任
命
さ

れ
て
い
る
。（
４
）
該
当
箇
所
は
大
正
十
一
年
版
で
は
「
弥
撒
の
帰
り
に
規
則
の
通
り
、
此
奴
の
惚
れ
て
る
女
が
、
聖
水
を
う
け
た
の
を
見
や
が
つ
て
、

只
の
水
で
は
た
ま
ら
ぬ
此
奴
も
、
聖
水
の
壺
に
馳
け
寄
つ
て
、
呑
み
口
に
身
を
か
が
め
る
と
見
る
間
に
、
き
れ
い
に
底
ま
で
呑
み
ほ
し
た
ん
だ
」。（
５
）

モ
リ
エ
ー
ル
（M

olière, 1622

～1673

）
の
生
誕
三
百
年
が
一
九
二
二
年
。
コ
メ
デ
ィ
ー
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
で
は
、
一
月
が
モ
リ
エ
ー
ル
月
間
で
、

二
十
四
作
品
三
十
五
公
演
が
上
演
さ
れ
た
（
榎
本
恵
子
「
モ
リ
エ
ー
ル
年
の
コ
メ
デ
ィ
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
」（「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
文
化
論
集
」
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二
〇
二
三
・
三
）。
以
下
、辰
野
が
挙
げ
て
い
る
の
は
『
人
間
ぎ
ら
い
』（Le M

isanthrope

）、『
ド
ン
・
ジ
ュ
ア
ン
』（D

on Juan

）、『
守
銭
奴
』（L’A

vare

）、

『
タ
ル
チ
ュ
フ
』（T

artuffe

）、『
女
学
者
』（Les Fem

m
es savantes

）、『
病
は
気
か
ら
』（Le M

alade im
aginaire

）、『
町
人
貴
族
』（Le 

Bourgeois gentilhom
m

e

）。（
６
）
こ
の
時
の
公
演
に
つ
い
て
、
辰
野
は
リ
ュ
シ
ア
ン
・
ギ
ト
リ
が
饒
舌
に
語
り
な
が
ら
も
人
物
の
語
ら
れ
ぬ
内
面
を

表
現
し
え
て
い
た
と
そ
の
夜
の
印
象
を
詳
し
く
振
り
返
っ
て
い
る
（
前
掲
「
リ
ュ
シ
ヤ
ン
・
ギ
ト
リ
ー
」）。（
７
）
マ
リ
ー=

テ
レ
ー
ズ
・
ピ
エ
ラ

（M
arie-T

hérèse Piérat, 1883

～1934

）
に
つ
い
て
、辰
野
は
「
現
代
フ
ラ
ン
ス
女
優
中
最
も
注
目
に
値
す
る
名
人
」
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
（「
ピ

エ
ラ
」、『
辰
野
隆
随
想
全
集
』
第
四
巻
）。
フ
エ
ロ
オ
デ
イ
ー
は
モ
ー
リ
ス
・
ド
・
フ
ェ
ロ
デ
ィ
（M

aurice de Féraudy, 1859

～1932

）。
辰
野
は

ギ
ト
リ
と
対
照
し
、「
我
々
の
近
く
に
生
活
す
る
人
間
を
描
き
出
す
」
俳
優
と
評
し
、
そ
の
「
白
ま
わ
し
の
自
在
」
さ
を
評
価
し
た
（「
モ
ー
リ
ス
・
ド
・

フ
ェ
ロ
デ
ィ
ー
」、『
辰
野
隆
随
想
全
集
』
第
四
巻
）。（
８
）
以
下
、
挙
げ
ら
れ
て
い
る
演
目
は
コ
ル
ネ
イ
ユ
『
ル
・
シ
ッ
ド
』（Le Cid

）、『
オ
ラ
ー
ス
』

（H
orace

）、『
ポ
リ
ュ
ー
ク
ト
』（Polyeucte

）、
ラ
シ
ー
ヌ
『
ア
ン
ド
ロ
マ
ッ
ク
』（A

ndrom
aque

）、『
フ
ェ
ー
ド
ル
』（Phèdre

）、『
ブ
リ
タ
ニ
キ
ュ

ス
』（Britannicus

）、『
バ
ジ
ャ
ゼ
』（Bajazet

）。（
９
）
ロ
ス
タ
ン
の
『
シ
ラ
ノ
・
ド
・
ベ
ル
ジ
ュ
ラ
ッ
ク
』
は
ポ
ル
ト
・
サ
ン
＝
マ
ル
タ
ン
座
の

一
八
九
七
年
の
当
た
り
公
演
。「Rom

anesque
」
は
『
ロ
マ
ネ
ス
ク
』（Les R

om
anesques

）
の
こ
と
。『
ド
ン
・
フ
ァ
ン
の
最
後
の
夜
』（La 

D
ernière m

uit de D
on Juan

）
は
遺
作
。（
10
）
大
正
十
一
年
二
月
、
鈴
木
信
太
郎
は
腸
チ
フ
ス
で
高
熱
を
出
し
て
生
死
の
境
を
彷
徨
っ
た
。
次
の
書

簡
30
で
伊
香
保
に
鈴
木
が
滞
在
し
て
い
る
の
は
、病
後
の
静
養
の
た
め
。（
11
）
山
田
珠
樹
は
大
正
十
年
四
月
に
一
足
先
に
渡
欧
し
、妻
の
茉
莉
（
森
茉
莉
）

は
大
正
十
一
年
三
月
、
医
学
研
究
の
た
め
に
留
学
す
る
異
母
兄
の
於
菟
と
共
に
渡
欧
し
た
。（
12
）“un bock”

（
一
杯
の
ビ
ー
ル
）
の
こ
と
。（
13
）
心

理
学
者
の
矢
田
部
達
郎
（
一
八
九
三
～
一
九
五
八
）。
こ
の
頃
、ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
学
に
留
学
し
て
い
た
。
森
茉
莉
の
「
矢
田
部
達
郎
」（
前
掲
『
記
憶
の
絵
』）

の
中
で
は
、「
気
概
と
自
信
が
荒
鷲
の
よ
う
に
内
に
羽
搏
い
て
い
る
」
矢
田
部
の
姿
が
活
写
さ
れ
て
い
る
。（
14
）
エ
ド
モ
ン
は
辰
野
が
パ
リ
の
フ
ラ
ン

ス
人
と
し
て
し
ば
し
ば
エ
ッ
セ
イ
で
言
及
し
て
い
る
人
物
。
前
述
の
カ
フ
ェ
・
ラ
ビ
ラ
ン
ト
に
三
十
五
年
つ
と
め
、多
く
の
常
連
客
を
知
る
給
仕
。
エ
ミ
ー

ル
・
フ
ァ
ゲ
と
の
交
友
な
ど
、
こ
の
書
簡
の
内
容
は
「
エ
ド
モ
ン
」（『
辰
野
隆
随
想
全
集
』
第
四
巻
）
と
多
く
一
致
す
る
。（
15
）
エ
ミ
ー
ル
・
フ
ァ
ゲ
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（Ém
ile Faguet, 1847

～1916

）
は
フ
ラ
ン
ス
の
批
評
家
。「
ア
カ
デ
ミ
シ
ヤ
ン
」
と
は
、
フ
ァ
ゲ
が
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
学
教
授
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
す
。

（
16
）
ベ
ル
フ
ォ
ー
ル
の
ダ
ン
ジ
ュ
ー
タ
ン
（
前
掲
西
堀
論
）。
書
簡
33
で
は
、
実
際
に
辰
野
が
訪
ね
た
こ
と
が
わ
か
る
。（
17
）
ル
ネ
・
ギ
ル
（René 

Ghil, 1862

～1925

）
は
ベ
ル
ギ
ー
生
ま
れ
の
フ
ラ
ン
ス
の
象
徴
派
詩
人
。
マ
ラ
ル
メ
に
認
め
ら
れ
、
火
曜
会
の
常
連
と
な
り
、
独
自
の
詩
法
を
追
究
し

た
。
辰
野
は
放
浪
の
貴
族
コ
ン
ト
・
ド
・
ク
ロ
ー
ズ
に
は
じ
め
て
そ
の
詩
を
勧
め
ら
れ
て
読
み
、
本
人
を
訪
ね
て
そ
の
詩
法
や
マ
ラ
ル
メ
・
ヴ
ァ
レ
リ
ー

へ
の
評
価
、
石
川
啄
木
の
歌
の
話
を
し
、
詩
集
を
贈
ら
れ
て
い
る
（「
ル
・
パ
ン
ト
ゥ
ー
ン
・
デ
・
パ
ン
ト
ゥ
ー
ン
」、『
辰
野
隆
随
想
全
集
』
第
四
巻
）

（
18
）
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
学
教
授
の
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ナ
・
ス
ト
ロ
フ
ス
キ
ー
（Fortunat Strow

ski, 1866

～1952

）
か
。 

書
簡
30
（13-01-30

）　

大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
四
月
八
日
・
十
日
付
（
十
一
日
消
印
／
五
月
十
六
日
消
印
）　T

okio （Japon

） 

日

本
東
京
西
巣
鴨
向
ヒ
原
三
五
一
九　
M

onsieur Sh. Suzuki  

鈴
木
信
太
郎
様
（
乞
御
廻
送　

上
州
伊
香
保
温
泉
場
木
暮
武
太
夫
方　

鈴
木
信
太
郎
様
）　
［
発
信
住
所
欠
］　
［
発
信
名
欠
］  

封
書
内
に
絵
葉
書
二
枚　

ペ
ン

【
一
枚
目
表
】

（
第
一
号
）
四
月
八
日
（
土
曜
）
春
風
に
誘
は
れ
て
フ
ラ
〳
〵
と
和（

１
）蘭

に
行
く
気
に
な
り
、
夜
十
時
半
巴
里
の
ギ
ヤ
ア
ル
・
ド
・
ノ

オ
ル
か
ら
出
発
。
同
行
三
人
石（

２
）本

、
山
田
、
辰
野
。
里
雨
「
今
日
は
お
し
や
か
様
の
生
れ
た
日
だ
よ
。
知
つ
て
る
か
い
」
巳
四
「
黙
」

か
く
し
か
ら
船
酔
の
薬
を
コ
ツ
ソ
リ
取
出
し
て
汽
車
の
中
で
呑
ん
で
ゐ
る
。
珠
「
黙
」
‥
‥
暫
く
し
て
か
ら
思
出
し
た
や
う
に
「
き（

３
）さ

ら
ぎ
の
中
の
五
日
で
は
な
か
つ
た
か
な
」
里
雨
「
ば
か
云
へ
。
そ
り
や
鶴
の
林
に
た
き
ゞ
尽
き
に
し
日
だ
」
珠
「
フ
ン
」
つ
ま
ら
な
さ

う
に
フ
イ
ガ
ロ
を
読
み
始
め
る
。
箱
は
二
等
室
、
三
人
の
他
に
英
人
と
覚
し
き
若
夫
婦
一
組
。
年
の
頃
廿
ば
か
り
の
仏
蘭
西
の
女
、
一

寸
踏
め
る
顔
な
ん
だ
。
珠
「
ね
え
里
雨
公
今
日
は
下
宿
と
ち
が
ふ
か
ら
オ
ナ
ラ
は
禁
物
だ
よ
」
里
雨
「
心
得
た
。
し
か
し
ス
カ
シ
は
受
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合
は
な
い
よ
」
巳
四
「
し
か
し
ス
カ
シ
は
‥
‥
何
だ
か
東
北
の
地
口
の
や
う
だ
な
」
此
ん
な
埒
も
な
い
話
を
し
て
ゐ
る
間
も
汽
車
は
遠

慮
な
く
走
つ
て
夜
は
シ
ン
〳
〵
と
更
け
て
ゆ
く
。
さ
う
さ
ね
。
何
で
も
う
し
三
ツ
頃
だ
。
白
耳
義
の
国
境
で
パ
ス
ポ
オ
ト
を
し
ら
べ
ら

れ
た
の
で
一
同
目
が
さ
め
て
、
そ
れ
か
ら
更
ら
に
う
つ
ら
〳
〵
し
初
め
た
時
例
の
仏
蘭
西
美
人
が
と
て
つ
も
な
い
デ
カ
イ
屁
を
た
れ
た

ん
だ
。
己
は
吹
出
し
度
い
の
を
堪
へ
な
が
ら
一
寸
己
の
前
に
ゐ
る
石
本
の
顔
を
見
た
。
石
本
も
笑
ひ
を
無
理
に
押
へ
付
け
て
ゐ
る
ら
し

い
。
す
る
と
今
迄
石
本
の
膝
の
上
に
頭
を
の
せ
て
睡
つ
て
ゐ
た
と
思
つ
た
山
田
が
不
意
に
と
ん
き
よ
な
声
を
出
し
て
、「
今
の
屁
は
里

雨
公
か
い
」
里
雨
「
馬
鹿
云
へ
貴
様
の
隣
の
女
だ
い
」

【
一
枚
目
裏
】
＊
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術
館
所
蔵
の
ヘ
ラ
ル
ト
・
テ
ル
・
ボ
ル
フ
の
絵

己
達
三
人
は
一
時
に
お
か
し
く
な
つ
た
。そ
れ
で
も
無
理
に
こ
ら
へ
て
ゐ
た
。す
る
と
よ
せ
ば
よ
い
の
に
再
た
山
田
が「
オ
イ
巳
四
公
、

笑
つ
て
ゐ
る
の
か
い
、
お
臍
が
ヒ
コ
〳
〵
動
い
て
る
よ
」
と
下
ら
な
い
事
を
云
ふ
の
で
、
も
う
ど
う
に
も
か
う
に
も
、
我
慢
が
出
来
な

く
な
つ
て
三
人
一
時
に
吹
出
し
た
。
可
哀
さ
う
に
屁
の
女
は
間
も
な
く
室
を
替
へ
て
了
つ
た
。

四
月
九
日
、
朝
十
時
半
己
達
の
汽
車
は
白
蘭
の
国
境
を
す
ぎ
て
愈
々
カ
ナ
ー
ル
の
多
い
和
蘭
の
平
原
を
走
つ
て
ゐ
る
。
里
雨
「
和
蘭

は
海
よ
り
も
低
い
ん
だ
よ
。
遠
く
の
方
を
見
ろ
。
上
の
方
に
海
が
ア
ラ
ア
ね
」
珠
「
成
程
、
ま
ア
水
族
館
を
思
へ
ば
い
ゝ
な
。
オ
ラ
ン

ダ
鮪
の
横
顔
が
見
え
る
ぜ
」
巳
四
「
尤
も
雑
魚
は
遠
方
だ
か
ら
見
え
ね
え
」
里
雨
「
下
ら
ね
え
コ
ト
を
云
ふ
な
い
。
だ
が
待
て
よ
、
向

ふ
の
林
の
上
に
海
が
あ
る
や
う
だ
な
」
巳
四
「
だ
か
ら
云
は
ね
え
こ
つ
ち
や
な
い
。
魚
木
に
登
る
風
情
あ
り
サ
。
ウ
フ
フ
。」

此
ん
な
あ
ん
ば
い
で
午
后
二
時
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
着
く
。
美
術
館
で
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
に
一
同
感
服
そ
こ
で
今
日
は
幕
だ
。

【
二
枚
目
表
】

第
二
号　

四
月
十
日
。（
月
曜
日
）　

今
日
ハ
活
動
ヲ
シ
タ
。
朝
早
ク
あ
む
す
て
る
だ
む
ヲ
発
テ
は
ー
れ
む
ニ
行
ク
。
コ
ヽ
デF （

４
）rans 

H
als

ノ
美
術
館
ヲ
見
テ
、
更
ニ
ら
い
で
む
ニ
出
ル
。
ら
い
で
む
ト
云
ツ
テ
モ
雷（

５
）電

為
エ
門
ノ
故
郷
ヂ
ヤ
ナ
イ
。
ら
い
で
む
瓶
デ
中
学
以
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来
御
承
知
ノ
理（

６
）科

大
学
ノ
所
在
地
。
近
ク
ハ
お（

７
）ん

ね
す
・
か
め
れ
を
ん
（
？
）
博
士
ノ
低
温
度
研
究
ニ
名
高
キ
‥
‥
偉
イ
ダ
ロ
ウ
。
石

本
ガ
居
ル
ノ
デ
、
お
ん
ね
す
先
生
ノ
実
験
所
ヲ
見
テ
来
タ
所
ナ
ン
ダ
ヨ
。
‥
‥
れ（

８
）ん

ぶ
ら
ん
ハ
コ
ノ
地
ニ
産
レ
タ
ム
ダ
ガ
今
ハ
ナ
ン
ニ

モ
ナ
イ
。
更
ニ
今
一
息
フ
ン
バ
ツ
テ
、
は
ー
ぐ
ニ
来
タ
。
は
ー
れ
む
ノ
町
デ
、
空
腹
ヲ
カ
カ
ヘ
テ
、
安
食
堂
モ
ガ
ナ
ト
探
シ
歩
イ
テ
ル

時
ノ
コ
ト
ダ
ツ
タ
。
彼
方
カ
ラ
物
売
リ
ガ
声
高
々
ト
呼
ビ
ナ
ガ
ラ
来
ル
。
ソ
ノ
声
ヲ
キ
ク
ト「
オ
マ
ン
コ
、オ
マ
ン
コ
」ト
云
ツ
テ
居
ル
。

石
本
曰
ク
「
日
本
ニ
モ
仝
ジ
商
売
人
ア
リ
ト
ハ
キ
イ
テ
ハ
居
タ
ガ
、
ド
ー
ダ
辰
野
、
日
本
デ
モ
、
ア
ー
ユ
ウ
風
ニ
ド
ナ
ル
ノ
カ
イ
」
辰

野
「
日
本
デ
ハ
泣
ク
ン
ダ
」
山
田
ガ
ソ
ノ
商
品
ハ
ナ
ニ
カ
ト
好
奇
心
ヲ
起
シ
テ
、
ノ
ゾ
ク
ト
、
ち
ー
す
ダ
ツ
タ
。
赤
黒
ク
テ
臭
カ
ツ
タ
。

石
本
ツ
ケ
加
ヘ
テ
「
モ
ヂ
ヤ
モ
ヂ
ヤ
黴
ガ
生
ヘ
テ
居
ル
ヨ
」

は
ー
ぐ
ノ
町
ヲ
歩
キ
ナ
ガ
ラ
、
大
議
論
ガ
起
ツ
タ
。
問
題
ハ
「
西
洋
ニ
於
ケ
ル
東
洋
人
ノ
義
眼
」
青
眼
ニ
シ
テ
人
ヲ
見
ル
ニ
便
ナ
リ

ト
云
フ
説
ト
、金
玉
ガ
四
ツ
出
来
テ
便
ナ
リ
ト
云
フ
二
説
ガ
ア
ツ
テ
、遂
ニ
決
シ
ナ
イ
。
石
本
「
ソ
レ
ハ
マ
ツ
タ
ク
ノ
盲
目
ノ
場
合
ダ
ネ
」

山
田
「
一
ツ
ハ
へ
そ
ダ

0

0

0

」

【
二
枚
目
裏
】
＊
ワ
ル
ヘ
レ
ン
の
風
車
の
写
真

石
本
「
黄
色
イ
臍
ハ
見
タ
コ
ト
ガ
ナ
イ
」
辰
野
「
べ
そ
ヲ
カ
ク
ト
云
フ
カ
ラ
臍
モ
眼
ニ
違
ヒ
ナ
イ
」
ホ
ン
ト
ノ
辰
野
曰
く
「
己
ハ
そ

ん
な
事
を
云
つ
た
覚
え
は
な
い
。
己
は
黄
色
い
ヘ
ソ
を
見
た
事
が
あ
る
の
だ
。
小
供
の
時
に
虫
が
起
ル
と
よ
く
ヘ
ソ
に
や
に
を
つ
け
ら

れ
た
か
ら
ね
」
石
本
「
黄
色
い
臍
は
断
じ
て
見
た
い
」
山
田
「
俺
は
白
い
臍
を
見
た
こ
と
が
あ
る
。」
二
人
「
な
ん
だ
」
山
田
「
悪
夢

の
翌
朝
」

（
１
）
こ
の
時
の
オ
ラ
ン
ダ
旅
行
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
「
欧
州
双
六
」（『
辰
野
隆
随
想
全
集
』
第
四
巻
）
で
描
か
れ
て
い
る
。（
２
）
石
本
巳
四
雄
（
一
八
九
三

～
一
九
四
〇
）
は
地
震
学
者
で
、
後
に
東
京
帝
国
大
学
の
地
震
研
究
所
の
所
長
を
つ
と
め
た
。
辰
野
「
石
本
巳
四
雄
博
士
」（『
辰
野
隆
随
想
全
集
』
第
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一
巻
）
に
よ
れ
ば
、石
本
が
山
田
の
下
宿
で
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
が
嫌
い
と
言
っ
た
こ
と
で
「
実
物
を
観
な
が
ら
是
非
を
極
め
よ
う
」
と
い
う
話
に
な
り
、《
夜

警
》
を
見
に
オ
ラ
ン
ダ
旅
行
が
決
ま
っ
た
と
い
う
。（
３
）「
二
月
の
中
の
五
日
は
、
鶴
の
林
に
薪
尽
き
に
し
日
な
れ
ば
」
は
『
増
鏡
』
序
。
こ
ち
ら
は

釈
迦
入
滅
の
日
と
さ
れ
る
。（
４
）
フ
ラ
ン
ス
・
ハ
ル
ス
（Frans H

als, 1585
頃

～1666

）
は
オ
ラ
ン
ダ
の
画
家
で
肖
像
画
で
著
名
。
ハ
ル
ス
が
晩
年

に
過
ご
し
た
養
老
院
が
ハ
ル
ス
美
術
館
に
な
っ
た
。
前
述
の
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術
館
所
蔵
の
《
夜
警
》
他
を
指
す
か
。
石
本

は
実
物
を
見
て
納
得
し
た
と
い
う
。（
５
）
雷
電
為
右
衛
門
（
一
七
六
七
～
一
八
二
五
）
は
古
今
最
高
の
勝
率
を
誇
る
と
さ
れ
る
江
戸
後
期
の
力
士
。（
６
）

ラ
イ
デ
ン
大
学
を
指
す
。
ラ
イ
デ
ン
瓶
は
蓄
電
器
の
一
種
で
、
一
七
四
六
年
に
ラ
イ
デ
ン
大
学
の
物
理
学
者
ミ
ュ
ッ
セ
ン
ブ
ル
ク
が
放
電
の
実
験
に
使

用
し
た
。（
７
）
カ
メ
ル
リ
ン=

オ
ン
ネ
ス
（H

eike K
am

erlingh O
nnes, 1853

～1926

）
は
オ
ラ
ン
ダ
の
物
理
学
者
で
、
低
温
物
理
学
を
発
展
さ

せ
た
。
日
本
で
は
「
オ
ン
ネ
ス
・
カ
メ
リ
ン
」
な
ど
と
表
記
さ
れ
た
。（
８
）
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
（Rem

brandt van Rijn, 1606

～1669

）
は
ラ
イ
デ
ン

生
ま
れ
で
ラ
イ
デ
ン
大
学
に
入
っ
た
が
退
学
し
て
画
家
に
転
向
、
後
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
移
住
し
た
。

書
簡
31
（13-01-31

）　

大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
五
月
十
二
日
付
（
十
三
日
消
印
・PA

R
IS

）　T
okio 

（Japon

） 

日
本
東
京
府
西

巣
鴨
向
ヒ
原
三
五
一
九　

M
onsieur Sh. Suzuki  

鈴
木
信
太
郎
様　

巴
里
に
て　

辰
野
隆　

絵
葉
書　

ペ
ン

M
O

N
 CH

ER A
M

I !!!　

其
后
か
ら
だ
の
具
合
は
ど
う
だ
い
。
一
時
は
な
か
〳
〵
重
大
だ
つ
た
と
き
い
て
非
常
に
心
配
し
た
。
此
の

は
が
き
の
着
く
時
分
に
は
君
が
全
快
し
て
ゐ
る
事
を
切
望
す
る
。
菊（

１
）地

は
実
に
気
の
毒
な
事
を
し
た
。
い
く
ら
惜
し
ん
で
も
足
り
な
い
。

僕
は
此
方
に
来
て
か
ら
菊
地
に
は
手
紙
ら
し
い
手
紙
も
書
ず
に
了
つ
た
。
死
な
れ
て
見
る
と
一
層
済
ま
な
か
つ
た
や
う
な
気
が
す
る
。

君
が
入
院
す
る
、
久
能
木
が
病
気
に
な
る
、
西
園
寺
が
再
た
入
院
す
る
。
日
本
に
停
ま
る
ロ
ザ
リ
ヨ
連
は
此
年
は
厄
年
だ
ね
。
ど
う
か

皆
巴
里
に
ゐ
る
僕
等
の
や
う
に
早
く
健
康
に
な
つ
て
呉
れ
る
事
を
切
望
す
る
。
君
始
め
皆
の
健
康
を
祈
つ
て
や
ま
な
い
。
御
宅
の
皆
さ
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ん
に
も
宜
し
く　

五
月
十
二
日　

巴
里
に
て　

辰
野
隆

【
裏
面
】
パ
リ
・
イ
タ
リ
ア
ン
大
通
り
の
絵

（
１
）「
玫
瑰
珠
」
同
人
の
菊
池
香
一
郎
は
鎌
倉
で
四
月
四
日
に
死
去
し
た
。

書
簡
32
（13-01-32
）　

大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
六
月
八
日
付
（
九
日
消
印
・PA

R
IS

）　T
okio 

（Japon

） 

日
本
東
京
府
下
西
巣

鴨
向
原
三
五
十
九　

M
onsieur Sh. Suzuki  

鈴
木
信
太
郎
様　

巴
里
ニ
テ　

隆　

絵
葉
書　

ペ
ン

日
本
の
家
か
ら
「
目
玉
」
が
出
て
原
稿
料
を
も
ら
つ
た
と
云
つ
て
よ
こ
し
た
。
万
事
君
の
御
じ
ん
力
に
よ
つ
て
出
版
の
は
こ
び
に
至

つ
た
事
を
心
か
ら
感
謝
す
る
。
僕
が
物
を
書
い
て
金
を
と
る
事
は
家
の
者
は
全
く
予
期
し
な
か
つ
た
の
で
、
そ
の
金
が
お
菓
子
に
な
つ

た
り
洋
食
に
な
つ
た
り
、
半
ゑ
り
や
長
じ
ば
ん
の
袖
に
な
つ
た
り
し
て
母
や
女
房
や
少
さ
な
弟
や
小
供
達
を
よ
ろ
こ
ば
し
た
ら
し
い
。

と
こ
ろ
で
出
版
の
運
び
に
至
ら
し
め
た
か
ん
じ
ん
の
君
に
何
か
御
礼
を
す
る
の
を
忘
れ
て
ゐ
る
ら
し
い
。
女
ば
か
り
で
う
か
つ
だ
か
ら

き
つ
と
忘
れ
て
ゐ
る
に
ち
が
い
な
い
。
僕
か
ら
家
の
者
に
よ
く
云
ひ
つ
け
て
置
く
か
ら
未
だ
君
の
と
こ
ろ
へ
御
礼
に
行
か
な
か
つ
た
ら

僕
に
め
ん
じ
て
か
ん
べ
ん
し
て
呉
給
へ
。
皆
さ
ん
に
宜
し
く　

六
月
八
日　

巴
里
ニ
テ　

隆

此
の
頃
巴
里
は
な
か
〳
〵
暑
い
七
月
中
旬
か
ら
英（

１
）国

、
ス
カ
ン
ヂ
ナ
ヴ
イ
ヤ
、
デ
ン
マ
ル
ク
の
方
に
旅
を
す
る
つ
も
り
だ
。

【
裏
面
】
パ
リ
・
商
事
裁
判
所
の
写
真

（
１
）
留
学
二
年
目
の
夏
の
旅
行
。
辰
野
と
山
田
珠
樹
は
七
月
十
日
に
パ
リ
を
出
発
、
カ
レ
ー
か
ら
船
で
ド
ー
ヴ
ァ
ー
海
峡
を
越
え
て
汽
車
で
ロ
ン
ド
ン
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に
向
か
い
、山
田
は
ド
イ
ツ
、辰
野
は
十
九
日
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ベ
ル
ゲ
ン
に
向
か
う
。
二
十
一
日
デ
ン
マ
ー
ク
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ニ
ア
、二
十
二
日
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
、
二
十
四
日
デ
ン
マ
ー
ク
の
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
へ
。
翌
日
ド
イ
ツ
の
ハ
ン
ブ
ル
グ
へ
と
向
か
っ
た
（
辰
野
「
旅
の
日
記
」、『
辰

野
隆
随
想
全
集
』
第
五
巻
）。

書
簡
33
（13-01-33

）　

大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
九
月
十
五
日
付
（
十
九
日
消
印
・PA

R
IS

／
十
月
二
十
八
日 

消
印
・T

O
K

IO

）　

T
okio

（Japon
）　

日
本
東
京
市
外
西
巣
鴨
向
ヒ
原
三
五
一
九　

M
onsieur Sh. Suzuki  

鈴
木
信
太
郎
様
（
親
展
）　52 rue de la 

Clef. H
ôtel Jeanne d’A

rc Paris （V
e

） France T
.T

atsuno　

封
書　

ペ
ン

御
ブ
サ
タ
ハ
お
互
ヒ
ダ
カ
ラ
、
チ
ヨ
ー
消
シ
ニ
シ
テ
、
兎
ニ
角
、
君
ノ
健
康
ガ
旧
ニ
復
シ
ツ
ヽ
ア
ル
ノ
ハ
何
ヨ
リ
お
芽
出
度
イ
。
女

房
カ
ラ
手
紙
ガ
来
テ
ワ
ザ
ワ
ザ
君
ガ
病
後
ノ
カ
ラ
ダ
ヲ
オ
シ
テ
駒
場
迄
来
テ
下
サ
ツ
タ
コ
ト
ヲ
非
常
ニ
悦
ビ
且
ツ
君
ノ
ヤ
セ
タ
カ
ラ
ダ

ニ
障
リ
ガ
ナ
カ
ツ
タ
カ
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
大
イ
ニ
心
配
シ
テ
来
タ
。

其
後
引
続
イ
テ
快
方
ニ
向
ヒ
ツ
ヽ
ア
ル
ノ
ダ
ロ
ー
ネ
。et je l’espère ! 

此
夏
ノ
ス
カ
ン
ヂ
ナ
ビ
ヤ
旅
行
ハ
非
常
ニ
愉
快
ダ
ツ
タ
。

山
田
夫
妻
ト
ロ
ン
ド
ン
迄
ハ
一
緒
ダ
ツ
タ
ガ
、
ロ
ン
ド
ン
デ
彼
等
ハ（

１
）欧マ
マ

外
先
生
ノ
訃
ニ
接
シ
タ
ノ
デ
、
取
敢
ヘ
ズ
森
於
菟
学
士
ト
種
々

打
合
セ
ヲ
ス
ル
為
メ
ニ
彼
等
ハ
伯
林
ニ
僕
ハ
独
リ
デ
ノ
オ
ー
ル
ウ
エ
ー
ニ
行
ク
コ
ト
ニ
ナ
ツ
タ
。

ノ
オ
ル
ウ
エ
ノ
景
色
ハ
蓋
シ
天
下
一
品
ダ
ネ
。
僕
ハ
ベ
ル
ゲ
ン
カ
ラ
ヴ
オ
ス
ヲ
過
ギ
テ
ク
リ
ス
チ
ヤ
ニ
ヤ
ニ
至
ル
迄
汽
車
ノ
窓
カ
ラ

窓
外
ヲ
過
ギ
行
ク
北
欧
ノnature

ヲ
メ
バ
タ
キ
モ
セ
ズ
ニ
見
通
シ
タ
。

有
名
ナ
フ
イ
ヨ
ー
ル
ド
、
河
、
湖
、
谷
、
山
、
森
、
全
ク
日
光
ト
箱
根
、
塩
原
、
伊
香
保
、
大
井
、
天
龍
、
富
士
川
ナ
ド
ガ
一
時
ニ

集
マ
ツ
タ
ヤ
ウ
ナ
景
色
ト
云
ヘ
バ
先
ヅ
大
抵
想
像
出
来
ル
ダ
ラ
ウ
ト
思
フ
。



武蔵大学人文学会雑誌　第 56 巻第 3・4 号

66

ク
リ
ス
チ
ヤ
ニ
ヤ
デ
ハ
イ
プ
セ
ン
、
ビ
ヨ
ル
ン
ソ
ン
ノ
墓
ニ
詣
デ
タ
。
ス
ヰ
ー
デ
ン
デ
ハ
ス
ト
ツ
ク
ホ
ル
ム
、
デ
ン
マ
ル
ク
デ
ハ
コ

オ
ペ
ハ
ア
ゲ
ン
、
何
レ
ニ
モ
独
特
ナ
面
白
味
ヲ
見
出
シ
タ
。

一
体
欧
羅
巴
ハ
何
処
ニ
行
ツ
テ
モ
面
白
イ　

ド
ン
ナ
少
サ
ナ
都
会
で
も
ソ
レ
ゾ
レ
ノ
特
色
ヲ
備
ヘ
テ
僕
ヲ
楽
シ
マ
セ
テ
呉
レ
タ
。

然
シ
世
界
ノ
大
都
会
ト
云
ハ
レ
ル
英
京
倫
敦
ダ
ケ
ハ
実
ニ
ツ
マ
ラ
ナ
イ
。
ロ
ン
ド
ン
ト
云
ヘ
バ
僕
等
ハ
未
ダ
幼
ナ
ク
テ
ロ
ン
ド
ン
ヲ

ド
ン
ド
ン
或
ハ
ヨ
ン
ド
ン
ト
呼
ン
デ
居
タ
四
才
カ
五
才
ノ
時
分
カ
ラ
覚
エ
テ
居
タ
天
下
ノ
都
ノ
名
ダ
。
ソ
レ
ガ
行
ツ
テ
見
リ
ヤ
ア
何
ア

ン
ダ
テ
ー
ム
ス
河
畔
ノ
船
着
場
ニ
ス
ギ
ナ
イ
。
ロ
ン
ド
ン
位
、
非
芸
術
的
ナ
都
ハ
欧
州
ニ
ハ
ナ
イ
。
ブ
リ
テ
イ
シ
ミ
ユ
ジ
ア
ム
ハ
立
派

ダ
ガ
英
国
ト
ハ
何
ノ
関
係
モ
ナ
イ
ノ
ダ
。
商
人
ヤ
政
治
家
ノ
住
ム
ニ
ハ
ロ
ン
ド
ン
ハ
恐
ラ
ク
イ
イ
場
所
ナ
ノ
ダ
ロ
ー
ガ
、
己
ハ
ゴ
メ
ン

ダ
ネ
。
第
一
食
ヒ
物
ノ
マ
ヅ
イ
コ
ト
、
コ
イ
ツ
ハ
欧
州
第
一
等
ダ
。
生
来
食
心
坊
ノ
己
ハ
ロ
ン
ド
ン
デ
ハ
食
事
ノ
度
毎
ニ
イ
ヤ
ー
ナ
心

持
チ
ニ
ナ
ツ
テ
妙
ニ
気
ガ
沈
ン
ダ
。
ネ
エ
君
、
刺
身
ヲ
味
ハ
フ
時
ニ
、
先
ヅ
刺
身
ヲ
一
切
レ
食
フ
テ
次
ニ
シ
ヨ
ー
油
ヲ
飲
ン
デ
ソ
レ
カ

ラ
ワ
サ
ビ
ヲ
甜
メ
ル
。
コ
レ
ジ
ア
全
ク
刺
身
ヲ
味
ハ
ウ
ン
ジ
ヤ
ナ
カ
ロ
ー
。
英
吉
利
子
ノ
奴
等
ノ
ヤ
リ
方
ハ
万
事
之
レ
ナ
ン
ダ
。（
‥
‥
）

兎
ニ
角
英
国
ノ
食
ヒ
物
ノ
マ
ヅ
イ
コ
ト
ハ
特
筆
ノ
カ
チ
ガ
ア
ル
殊
ニ
巴
里
カ
ラ
倫
敦
ニ
行
ク
ト
全
ル
デ
食
ヘ
ナ
イ
。
毎
日
々
々
ロ
ス

ビ
フ
ニ
ソ
ー
ス
ア
ン
グ
レ
ー
ズ
ダ
。

一
体
食
物
ノ
マ
ヅ
イ
国
ニ
イ
イ
芸
術
ガ
興
ル
筈
ガ
ナ
イ
。
仏
蘭
西
ヤ
墺
地
利
ヤ
露
西
亜
ト
英
米
ヲ
較
ベ
レ
バ
直
グ
ニ
気
ガ
ツ
ク
コ
ト

ダ
。
英
国
ダ
ツ
テ
シ
エ
ー
ク
ス
ピ
ヤ
ノ
居
タ
時
分
ハ
確
カ
ニ
料
理
モ
旨
カ
ツ
タ
ニ
チ
ガ
ヒ
ナ
イ
。
今
デ
モ
ア
イ
ウ
ル
ラ
ン
ド
ニ
行
ケ
バ

多
少
旨
イ
ニ
チ
ガ
ヒ
ナ
イ
ト
思
フ
。

何
ト
云
ツ
テ
モ
巴
里
ダ
ネ
。
次
ガ
ウ
イ
ー
ン
ダ
ロ
ー
。
此
ノ
二
ツ
ノ
都
程
都
ラ
シ
イ
シマ

マ

都
ハ
先
ヅ
ナ
イ
ト
云
ツ
テ
ヨ
カ
ロ
ー
。
ウ
イ
ー

ン
ハ
現
今
デ
ハ
衰
ヘ
テ
ハ
ヰ
ル
ガ
腐
ツ
テ
モ
鯛
ダ
ト
云
フ
ト
コ
ロ
ハ
争
ヘ
ナ
イ
。
ア
ル
点
デ
ハ
巴
里
ニ
モ
オ
サ
オ
サ
劣
ラ
ヌ
点
ガ
ア
ル
。

然
シ
何
ト
云
ツ
テ
モ
巴
里
ダ
。
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巴
里
ノ
何
処
ガ
イ
イ
ト
云
フ
ワ
ケ
ジ
ヤ
ナ
イ
ガ
シ
ミ
ジ
ミ
イ
イ
都
ダ
ト
一
日
ニ
少
ク
モ
三
四
回
ハ
思
フ
。

元
来
巴
里
ニ
ハ
外
国
人
ニ
見
セ
ル
巴
里
ト
巴
里
人
ノ
巴
里
ト
ガ
ア
ル
。
殊
ニ
後
者
ガ
ス
グ
レ
テ
佳
イ
。

グ
ラ
ン
ブ
ウ
ル
バ
ア
ル
カ
ラ
オ
ペ
ラ
、
ル
ウ
ヴ
ル
、
チ
ユ
イ
ル
リ
イ
、
コ
ン
コ
ル
ド
カ
ラ
シ
ヤ
ン
ゼ
リ
ゼ
エ
ヲ
過
ギ
エ
ト
ワ
ア
ル
ヲ

抜
ケ
テ
ボ
ア
ド
ブ
ウ
ロ
ー
ニ
ユ
ア
タ
リ
迄
ノ
巴
里
ハParis m

onum
ental

デ
巴
里
ノ
客
間
ダ
。
お
客
様
ニ
見
テ
頂
ク
ト
コ
ロ
ナ
ン
ダ
。

実
ニ
大
キ
ク
テ
美
シ
イ
ガ
、
然
シ Paris m

onum
ental

ハParis international

ナ
ノ
ダ
。
巴
里
児
ノ
巴
里
ハ
モ
ツ
ト
汚（

２
）ナ

ラ
シ
ク
、

ム
サ
苦
シ
ク
テ
、
小
便
臭
イ
ガ
ソ
コ
ニ
何
ト
モ
云
ヘ
ナ
イ
味
ガ
ア
ル
ン
ダ
。
ソ
レ
ハ
右
岸
ナ
ラ
バ
モ
ン
マ
ル
ト
ル
（
イ
ハ
ユ
ル
淫
売
窟

ノ
ア
ル
モ
ン
マ
ル
ト
ル
デ
ハ
ナ
イ
）
ノ
丘
ノ
上
、
サ
ク
レ
ク
ウ
ル
ノ
寺
ノ
下
ノ
一
劃
カ
、
左
岸
ナ
ラ
バ
カ
ル
チ
エ
・
ラ
タ
ン
ノ
狭
イ
街
々

ダ
ネ
。
ツ
マ
リ
仏
蘭
西
人
ガ
意
識
シ
テ
後
代
ニ
遺
ソ
ウ
ト
シ
テ
ノ
コ
シ
タ
巴
里
デ
ハ
ナ
ク
、
幾
世
ノ
風
雨
ニ
サ
ラ
サ
レ
テ
自
ラ
取
リ
ノ

コ
サ
レ
タ
古
イ
巴
里
ノ
町
々
ダ
。
往
来
ノ
石
ダ
タ
ミ
ガ
凸
凹
シ
テ
歩
キ
ニ
ク
ク
、犬
ヤ
猫
ノ
糞
ガ
多
ク
、辻
便
所
ト
カ
マ
ン
ベ
ー
ル
（
チ

イ
ズ
ノ
一
種
デ
女
ノ
淫
部
ノ
ヤ
ウ
ナ
臭
ヒ
ガ
ス
ル
ノ
デ
特
ニ
仏
蘭
西
人
ノ
愛
好
ス
ル
）
ノ
臭
ヒ
ガ
何
処
ト
ナ
ク
漂
ツ
テ
ヰ
ル
。
カ
ヽ
ル

街
々
ヲ
己
ハ
限
リ
ナ
ク
愛
ス
ル
。

グ
ラ
ン
ブ
ウ
ル
バ
ア
ル
ノ
珈
琲
店
デ
往
キ
来
ノ
巴
里
女
ノ
風
俗
ヲ
ボ
ン
ヤ
リ
眺
メ
テ
ヰ
ル
ノ
モ
尽
キ
ナ
イ
興
味
ガ
ア
ル
ガ
。
裏
通
リ

ノ
ミ
ス
ボ
ラ
シ
イ
珈
琲
店
ニ
己
ハ
好
ン
デ
ハ
イ
ル
ン
ダ
。
コ
ン
ト
ワ
ア
ル
ノ
上
カ
ラ
肥
ツ
タ
五
十
恰
好
ノ
オ
カ
ミ
サ
ン
ガ
唇
ノ
上
ニ
ウ

ス
イ
ヒ
ゲ
ノ
見
ヘ
ル
口
ヲ
シ
キ
リ
ニ
動
カ
シ
テ
二
三
間
先
キ
ノ
テ
ー
ブ
ル
ニ
飲
ミ
カ
ケ
ノ
ビ
ー
ル
ヲ
置
イ
タ
タ
キ
シ
ノ
運
転
手
ラ
シ
イ

男
ト
話
ヲ
シ
テ
ヰ
ル
。

己
ハ
無
造
作
ニ
空
イ
タ
テ
ー
ブ
ル
ノ
一
ツ
ヲ
前
ニ
シ
テ
腰
ヲ
オ
ロ
ス
。「
ギ
ヤ
ル
ソ
ン
」
ト
呼
ブ
ト
「V

oilà !

」
ト
答
ヘ
テ
白
イ
前
掛

デ
手
ヲ
フ
キ
フ
キ
出
テ
来
ル
ノ
ガ
上
衣
ノ
襟
ノ
ヘ
リ
ニ
従
軍
略
綬
章
ヲ
着
ケ
タ
ビ
ツ
コ
ノ
男
ダ
！

A
h ! C’est toi ! Ça va ? 

ト
ニ
ツ
コ
リ
シ
テ“Q

u’est-ce ?”

ニ“Com
m

e toujours ?”

ト
云
ツ
テ
己
ノ
頼
ム
モ
ノ
ヲ
チ
ヤ
ン
ト
呑
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込
ン
デ
ピ
コ
ン‒

キ
ユ
ラ
ソ
オ
（
ア
ツ
ペ
リ
チ
フ
ノ
一
種
）
ヲ
持
ツ
テ
来
ル
。
見
渡
ス
ト
己
ノ
ス
ジ
向
フ
ニ
ハ
ノ
ン
ダ
ク
レ
ノ
古
着
屋

ノ
オ
カ
ミ
サ
ン
ガ
再
タ
来
テ
ヰ
ル
。
己
の
顔
ヲ
見
テ
一
寸
ア
イ
サ
ツ
ヲ
ス
ル
。
右
ノ
横
ニ
ハ
コ
レ
モhabitué

（
常
客
）
ノ
小
金
ヲ
持

ツ
テ
ル
ラ
シ
イ
大
人
シ
サ
ウ
ナ
隠
居
ガl マe Petits-Parisiens

マ

ヲ
読
ミ
ナ
ガ
ラ
チ
ビ
リ
チ
ビ
リ
ト
マ
ン
ダ
ラ
ン
を
飲
ン
デ
ヰ
ル
。
目
ノ

前
ノ
テ
ー
ブ
ル
デ
ハ
若
イ
学
生
ト
女
学
生
ガ
人
目
モ
ハ
バ
カ
ラ
ズ
ニ
顔
ト
顔
ト
ヲ
寄
セ
テ
楽
シ
サ
ウ
ニ
囁
キ
合
ツ
テ
居
ル
ガ
一
分
間
ニ

二
三
度
ヅ
ヽ
ハ
ニ
ツ
ト
笑
ヒ
ナ
ガ
ラ
接
吻
ヲ
ス
ル
。
然
シ
之
ヲ
珍
ラ
シ
サ
ウ
ニ
眺
メ
ル
者
ハ
一
人
モ
ヰ
ナ
イ
。
皆
平
気
ナ
顔
ヲ
シ
テla 

jeunesse est là ! 
ナ
ド
ト
考
ヘ
テ
居
ル
ラ
シ
イ
。

イ
ツ
ゾ
ヤ
モ
ン
マ
ル
ト
ル
ノ
丘
ノ
上
ニ
散
歩
シ
タ
折
ニ
己
ハ
不
図
嘗
テ
如（

３
）是

我
聞
ノ
中
ニ
書
イ
タ
ラ
パ
ナ
ジ
ル
ト
云
フ
頗
ル
古
風
ナ

タ
ベ
ル
ヌ
ヲ
見
出
シ
テ
今
ダ
ニ
存
在
シ
テ
ヰ
ル
ノ
カ
ト
独
リ
デ
悦
ン
ダ
ガ
ソ
コ
ニ
ホ
ー
マ
ー
ノ
ヤ
ウ
ナFrédé

老
人
ガ
今
ナ
ホ
生
存
シ

テ
ヰ
ル
ノ
ヲ
発
見
シ
テ
実
ニ
喜
シ
カ
ツ
タ
。

何
デ
モ
初
夏
ノ
夕
暮
ダ
ツ
タ
。
詩
人N （

４
）ouët

君
ト
己
ト
ガ
其
ノ
家
ノ
テ
ラ
ツ
ス
ニ
腰
ヲ
オ
ロ
シ
テ
フ
ト
横
ヲ
見
ル
ト
白
髯
デ
埋
マ

ツ
タ
小
柄
ナ
老
人
ガ
入
口
ノ
椅
子
ニ
モ
タ
レ
テpipe

ヲ
フ
カ
シ
テ
ヰ
ル
。
夕
日
ニ
照
ラ
サ
レ
タ
其
ノ
老
人
ノ
横
顔
ガ
ヒ
ド
ク
己
ノ
気

ニ
入
ツ
タ
。
己
ハ
思
ハ
ズ
口
ニ
出
シ
テ
傍
ノN

ouët
君
ニ
「F （

５
）rédé

ダ
」
ト
囁
イ
タ
。N

ouët

君
モ
チ
ラ
リ
ト
横
顔
ヲ
見
テ
「T

iens ! 

C’est lui !

」
ト
答
ヘ
テ
、J’ai cru qu’il était m

ort !
ト
附
ケ
加
ヘ
タ
。
己
モFrédé

ハ
モ
ウ
ト
ウ
ニ
死
ン
ダ
コ
ト
ト
バ
カ
リ
思
ツ
テ

ヰ
タ
ノ
ニ
未
ダ
生
キ
テ
イ
ル
ン
ダ

己
達
ノ
占
領
シ
テ
ヰ
タ
一
間
ニ
一
間
半
位
ノ
ウ
ス
汚
イ
木
ノ
テ
ー
ブ
ル
ノ
一
角
ニ
ハ
既
ニ
二
人
ノPiérreuses

（
イ
ン
バ
イ
、

Pierrettes

ト
モp

ペ
リ
パ
テ
チ
シ
エ
ン
ヌ

éripatéticiennes

ト
モ
云
フ
）（
逍
遥
派
ト
云
フ
意
味
ダ
）
一
人
ハ
十
八
九
、一
人
ハ
二
十
五
六
ノ
相
当
ニ
フ
メ
ル

奴
ガ
陣
取
ツ
テ
ヰ
タ
ガ
、
ト
シ
マ
ノ
方
ガ
「Ça va ? Frédé !

」
ト
云
ヒ
ナ
ガ
ラ
イ
タ
ハ
ル
ヤ
ウ
ニ
老
人
ノ
顔
ヲ
見
タ
。
老
人
ハ
相
変

ラ
ズ
空
ヲ
ナ
ガ
メ
ナ
ガ
ラ
「Com

m
e ci, com

m
 ça

」
ト
云
ツ
タ
キ
リ
、
ヤ
ツ
パ
リpipe

フ
カ
シ
テ
ヰ
タ
。
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二
人
ノ
女
ハ
ヤ
ガ
テ
歌
ヲ
唄
ヒ
出
シ
タ
。
ス
ル
ト
老
人
ハ
思
ヒ
出
シ
タ
ヤ
ウ
ニ
立
チ
上
ツ
テ
一
寸
二
人
ノ
女
ヲ
顧
ミ
テ
「
悪
ク
ナ
イ

ゾ
、
古
イ
古
イ
歌
ダ
」
コ
ン
ナ
コ
ト
ヲ
言
ヒ
ナ
ガ
ラ
暗
イ
家
ノ
中
ニ
ハ
イ
ツ
テ
行
ツ
タ
。
己
ハ
彼
ノ
姿
ガ
更
ラ
ニ
暗
イ
部
屋
ノ
中
ニ
消

エ
テ
行
ク
ノ
ヲ
見
送
ツ
テ
ヰ
タ
。
彼
ハ
間
モ
ナ
ク
ギ
タ
ー
ル
ヲ
楃
ツ
テ
再
ビ
出
テ
来
ヤ
ウ
ト
シ
タ
ガ
絃
ガ
一
本
切
レ
テ
ヰ
タ
ノ
ニ
気
ガ

付
イ
テ
「Pas m

oyen

」
ト
カ
何
ト
カ
ツ
ブ
ヤ
キ
ナ
ガ
ラ
再
ビ
暗
イ
部
屋
ニ
ギ
タ
ー
ア
ル
ヲ
捨
テ
ヽ
出
テ
来
タ
。
女
達
ハ
相
変
ラ
ズ
唄

ヒ
ツ
ヾ
ケ
テ
ヰ
タ
ガFrédé

ハ
旧
ノ
椅
子
ニ
再
ビ
腰
ヲ
オ
ロ
シ
タ
ナ
リ
、
モ
ウ
女
達
ニ
ハ
見
向
キ
モ
セ
ズ
ニ
彼
ノeternelle pipe

ヲ

ク
ハ
エ
ナ
ガ
ラ
空
ヲ
眺
メ
続
ケ
テ
ヰ
タ
。

ス
カ
ン
ヂ
ナ
ビ
ヤ
ノ
旅
ヲ
了
ヘ
テ
カ
ラ
己
ハ
ハ
ン
ブ
ル
ヒ
カ
ラ
伯
林
ニ
マ
ワ
ツ
テ
其
処
デ
山（

６
）田

夫
婦
、
箕
作
夫
婦
、
矢
田
部
、
石
本

ナ
ド
ト
一
週
間
バ
カ
リ
愉
快
ニ
暮
シ
テ
丁
度
一
月
ブ
リ
デ
八
月
十
日
ニ
巴
里
ニ
帰
ヘ
ツ
テ
来
タ
。
夏
ノ
巴
里
ハ
カ
ラ
ツ
ポ
ダO

péra

モ

Com
édie Française

モ
続
イ
テ
興
業
シ
テ
ハ
ヰ
ル
ガ
面
白
イ
外
題
モ
ナ
イ
ノ
デ
、
何
モ
ス
ル
コ
ト
ガ
ナ
イ
。（
‥
‥
）

D
ijon, Belfort, Strasbourg, N

ancy

ヲ
見
物
シ
テ
廿
八
日
ニ
巴
里
ニ
再
タ
帰
ヘ
ツ
テ
来
タ
。B （

７
）elfort

デ
ハ
エ
ツ
ク
先
生
ノ
厳
君

ヲ
お
訪
ネ
シ
タ
。
非
常
ニ
悦
ン
デ
、
僕
ノ
手
ヲ
ト
ツ
テ
「Cher petit Em

ile

ハ
私
ノ
百
才
ノ
祝
ヒ
ニ
ハ
帰
ヘ
ツ
テ
来
ルcher petit 

Em
ile

」
ト
繰
返
ヘ
シ
テ
居
ラ
レ
タ
。
此
ノ
事
ハ
己
カ
ラ
精
シ
ク
エ
ツ
ク
先
生
ニ
書
キ
送
ル
ツ
モ
リ
ダ
ガ
、
君
カ
ラ
モ
先
生
ニ
逢
ツ
タ

ラ
己
ガBelfort

ニ
先
生
ノ
御
尊
父
ヲ
訪
ネ
タ
ト
伝
ヘ
テ
呉
レ
給
ヘ
。N

ancy

カ
ラ
帰
ヘ
テ
来
テ
カ
ラ
十
日
バ
カ
リ
巴
里
デ
休
ン
デ
又
、

ロ
ー
レ
ー
ン
、
ブ
ル
タ
ア
ニ
ユ
ノ
旅
ニ
出
テ
四
五
日
暮
シ
タ
。
ソ
シ
テ
十
三
日
ニ
巴
里
ニ
帰
ヘ
ツ
テ
来
タ
。

来
週
中
ニ
ハ
更
ラ
ニ
伊
太
利
ノ
旅
行
ニ
出
カ
ケ
ル
ツ
モ
リ
ダ
。

巴
里
デ
ハ
此
頃
岸
田
國
士
君
ト
ヨ
ク
逢
ツ
テ
話
ヲ
シ
タ
リ
飯
ヲ
食
フ
。
岸
田
君
ハ
君
ガ
思
ツ
テ
ヰ
ル
通
リ
ヤ
ツ
パ
リ
イ
イ
人
ダ
ツ
タ
。

逢
ヘ
バ
必
ズ
半
日
位
ハ
ナ
シ
続
ケ
ル
。
岸
田
君
ハV （

８
）

ieux Colom
bier

座
、Com

édie des Cham
ps-Elysées, l’O

déon

ナ
ド
ト
関

係
ヲ
ツ
ケ
テ
真
面
目
ニ
劇
ヲ
研
究
シ
テ
ヰ
ル
。
キ
ツ
ト
今
ニ
立
派
ナ
舞
台
カ
ン
ト
ク
ト
シ
テ
日
本
ノ
芝
居
ノ
為
メ
ニ
イ
イ
コ
ト
ヲ
シ
テ
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呉
レ
ル
ダ
ロ
ー
ト
思
フ
。

お
互
ニ
見
タ
リ
聞
イ
タ
リ
シ
タ
コ
ト
ヲ
話
シ
合
フ
ノ
ガ
非
常
ニ
為
メ
ニ
ナ
ル　

己
ハ
遠
慮
ナ
ク
議
論
ヲ
フ
キ
カ
ケ
ル　

岸
田
君
モ
控

エ
ズ
ニ
思
フ
処
ヲ
ノ
ベ
テ
呉
レ
ル　

啓
発
サ
レ
ル
処
ガ
少
ク
ナ
イ
。

モ
ウ
日
本
ヲ
出
テ
カ
ラ
既
ニ
一
年
ト
五
ヶ
月
、
マ
ル
セ
イ
ユ
ニ
着
テ
カ
ラ
ハ
一
年
三
ヶ
月
ニ
ナ
ル
。
仏
蘭
西
文
学
ノ
研
究
ニ
関
シ
テ

ノ
僕
ノ
智
識
ハ
第
一
研
究
ヲ
シ
ナ
イ
ノ
ダ
カ
ラ
進
歩
シ
タ
ト
云
フ
自
信
ガ
ナ
イ
。
タ
ダ
仏
蘭
西
ヲ
見
タ
、
聞
イ
タ
、
香
ヲ
カ
イ
ダ
、
味

ハ
ツ
タ
、
触
ハ
ツ
タ
、
ト
云
フ
点
デ
ハ
相
当
ニ
マ
ン
ゾ
ク
シ
タ
ト
思
フ
。

日
本
ニ
帰
ヘ
ツ
テ
カ
ラ
ガ
本
当
ノ
研
究
ダ
。

来
年
三
月
中
旬
ニ
ハ
君
始
メ
ロ
ザ
リ
ヨ
ノ
連
中
ニ
逢
ヘ
ル
ノ
ダ
。
倫
敦
デ
ス
ツ
カ
リ
英
国
ニ
ア
イ
ソ
ヲ
ツ
カ
シ
タ
僕
ハ
英
国
ヨ
リ
モ

更
ラ
ニ
印
象
ノ
悪
イ
ア
メ
リ
カ
ヲ
マ
ワ
ツ
テ
帰
朝
ス
ル
ノ
ガ
ツ
ク
ヅ
ク
イ
ヤ
ニ
ナ
ツ
タ
。
ア
メ
リ
カ
モ
僕
等
ニ
ハ
関
係
ノ
ナ
イ
点
デ
偉

イ
国
カ
モ
知
レ
ナ
イ
。
然
シ
ソ
レ
ガ
偉
ラ
ケ
レ
バ
エ
ラ
イ
程
愈
々
イ
ヤ
ナ
ン
ダ
。
未
ダ
確
定
ハ
シ
カ
ネ
テ
ヰ
ル
ガ
恐
ラ
ク
僕
ハ
一
月
廿

八
マ
ル
セ
イ
ユ
カ
ラ
伏
見
丸
ニ
乗
ツ
テ
帰
ヘ
ル
コ
ト
ニ
ナ
ル
ダ
ロ
ー
ト
思
フ
。

之
レ
カ
ラ
ス
ル
旅
ノ
先
キ
ガ
伊
太
利
ニ
西
班
牙
ダ
。
古
イ
国
ダ
。
寧
ロ
亡
ビ
テ
行
ク
国
ダ
。
サ
ウ
云
フ
国
バ
カ
リ
ガ
己
ヲ
透
迷
ス
ル
。

新
興
国
ヲ
マ
ワ
ツ
テ
帰
朝
ス
ル
ノ
ガ
イ
ヤ
デ
堪
ラ
ナ
イ
。

連
中
ニ
ヨ
ロ
シ
ク
。
特
ニ
西
園
寺
、
久
能
木
ニ
宜
シ
ク
。
久
能
木
ノ
奴
ハ
チ
ツ
ト
モ
手
紙
ヲ
ヨ
コ
サ
ナ
イ
。
叱
リ
置
ク
ト
伝
ヘ
給
ヘ
。

お
宅
ノ
方
々
ニ
呉
々
モ
宜
シ
ク
。　

九
月
十
五
日　

在
巴
里　

Y
.T

atsuno

（
１
）
ロ
ン
ド
ン
の
ホ
テ
ル
で
鷗
外
死
去
の
電
報
を
受
け
と
り
、
ベ
ル
リ
ン
に
向
か
っ
た
。
こ
の
時
の
こ
と
は
森
茉
莉
「
父
の
死
」、「
伯
林
の
夏
」（
前

掲
『
記
憶
の
絵
』）
他
に
詳
し
い
。（
２
）
辰
野
は
コ
ン
ト
ル
・
ス
カ
ル
プ
を
そ
の
代
表
的
な
場
所
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
（「
パ
リ
の
臭
い
」、『
辰
野
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隆
随
想
全
集
』第
四
巻
）。下
宿
先
や
行
き
つ
け
の
カ
フ
ェ
な
ど
も
含
め
、辰
野
や
山
田
ら
は
こ
う
し
た
よ
そ
向
き
で
な
い
パ
リ
を
好
ん
で
探
訪
し
た
。（
３
）

書
簡
３
（
１
）、27
（
３
）
を
参
照
。
登
場
人
物
の
一
人
で
あ
る
祖
父
が
、か
つ
て
パ
リ
で
「
放
浪
の
詩
人
や
画
家
と
飲
ん
だ
り
歌
つ
た
り
騒
い
だ
り
し
た
」

場
所
と
し
て
言
及
す
る
。
十
九
世
紀
末
に
ユ
ト
リ
ロ
や
ピ
カ
ソ
ら
が
通
っ
た
こ
と
で
有
名
な
モ
ン
マ
ル
ト
ル
の
キ
ャ
バ
レ
ー
。（
４
）
詩
人
の
ノ
エ
ル
・

ヌ
エ
ッ
ト
（N

oël N
ouët, 1885

～1969

）。
島
崎
藤
村
や
西
條
八
十
に
パ
リ
で
フ
ラ
ン
ス
語
を
教
え
た
。
辰
野
や
山
田
珠
樹
と
も
交
流
が
あ
り
、
大
正

十
五
年
に
静
岡
高
校
の
フ
ラ
ン
ス
語
教
員
と
し
て
来
日
、一
度
帰
国
後
に
再
び
来
日
し
、東
大
や
ア
テ
ネ
・
フ
ラ
ン
セ
他
で
多
く
の
学
生
を
育
て
た
。（
５
）

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ジ
ェ
ラ
ー
ル
（Frédéric Gérard, 1860

～1938

）
は
一
九
〇
三
年
に
ラ
パ
ン
・
ア
ジ
ー
ル
の
オ
ー
ナ
ー
に
な
っ
た
。「
髯
の
フ
レ
デ
」

と
呼
ば
れ
た
人
物
で
自
ら
弾
き
語
り
も
し
た
。（
６
）
山
田
夫
妻
は
山
田
珠
樹
と
森
茉
莉
、
矢
田
部
は
前
掲
矢
田
部
達
郎
、
箕
作
夫
婦
は
「
玫
瑰
珠
」
同

人
の
箕
作
新
六
・
寿
賀
子
夫
妻
。
箕
作
新
六
（
一
八
九
三
～
一
九
五
三
）
は
学
者
一
家
箕
作
家
の
一
人
で
、
の
ち
に
理
学
博
士
。
寿
賀
子
は
法
学
者
穂

積
八
束
の
三
女
。（
７
）
辰
野
は
エ
ッ
ク
の
紹
介
で
そ
の
父
を
訪
ね
た
。
書
簡
29
（
16
）
を
参
照
。（
８
）
ひ
と
あ
し
早
く
パ
リ
に
渡
っ
た
岸
田
國
士
は

チ
ロ
ル
滞
在
を
経
て
、
こ
の
時
期
は
ビ
ュ
ー
・
コ
ロ
ン
ビ
エ
座
で
ジ
ャ
ッ
ク
・
コ
ポ
ー
（Jacques Copeau, 1879

～1949

）
に
学
ん
で
い
た
。

書
簡
34
（13-01-34

）　

大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
十
月
二
十
三
日
付
（
二
十
三
日
消
印
・PA

R
IS

）　T
okio 

（Japon

） 

日
本
東
京

市
外
西
巣
鴨
向
原
三
五
一
九　

M
onsieur Sh. Suzuki  

鈴
木
信
太
郎
様　

在
巴
里　

辰
野
隆　

絵
葉
書　

ペ
ン

矢
田
部
に
頼
ん
で
伯
林
か
ら
マ
ネ
エ
の
画
集
を
帝
大
文
学
部
の
君
宛
に
送
つ
て
貰
つ
た　

甚
だ
失
礼
だ
が
も
し
届
い
た
ら
駒
場
の
家

に
送
つ
て
置
い
て
呉
れ
な
い
か
。
其
后
健
康
は
ど
う
だ
い
。
僕
は
相
変
ら
ず
達
者
だ　

皆
様
に
宜
し
く
。　

十
月
廿
三
日　

在
巴
里　

辰
野
隆

【
裏
面
】
パ
リ
・
サ
ン
・
メ
ダ
ー
ル
教
会
の
写
真
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書
簡
35
（13-01-35

）　

大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
一
月
一
日
付
（
三
日
消
印
・PA

R
IS

）　T
okio 

（Japon

） 

日
本
東
京
西
巣
鴨
向

原
三
五
一
九 M

onsieur Sh. Suzuki  

鈴
木
信
太
郎
様　

52 rue de la Clef. Paris T
.T

atsuno　

絵
葉
書　

ペ
ン

賀
正　

愈
々
此
の
廿
八
日
に
マ
ル
セ
イ
ユ
か
ら
伏
見
丸
で
帰
朝
す
る
事
に
し
た
。大
い
に
嬉
し
い
ね
。君（

１
）が

送
つ
て
く
れ
た「
シ
ラ
ノ
」

「
明
星
」
何
れ
も
落
手
し
た
。
あ
り
が
度
う
。
相
変
ら
ず
僕
は
芝
居
を
見
て
ゐ
る
。
何
で
も
一
年
で
二
百
回
程
行
つ
た
。
恐
ら
く
レ
コ

オ
ド
だ
ら
う
。

～
～
◦
～
～
◦
～
～

皆
さ
ん
に
宜
し
く
。

～
～
◦
～
～
◦
～
～

仏
文
学
の
諸
兄
に
も
宜
し
く
。　

一
月
一
日　

在
巴
里　

辰
野
隆　

【
裏
面
】
パ
リ
・
コ
ン
コ
ル
ド
広
場
の
写
真

（
１
）『
シ
ラ
ノ
・
ド
・
ベ
ル
ヂ
ユ
ラ
ツ
ク
』（
白
水
社
）
は
十
月
刊
行
、「
明
星
」
大
正
十
一
年
十
一
月
号
に
鈴
木
は
マ
ラ
ル
メ
の
「
フ
ォ
オ
ヌ
の
午
後　

相
聞
牧
歌
」
を
翻
訳
・
発
表
し
て
い
る
。

書
簡
36
（13-01-36

）　

大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
一
月
十
六
日
付
（
十
六
日
消
印
・PA

R
IS

／
二
月
二
十
二
日
消
印
・T

O
K

IO

）　

T
okio 

（Japon

） 

日
本
東
京
市
外
西
巣
鴨
向
原
三
五
一
九　

M
onsieur Sh. Suzuki  

鈴
木
信
太
郎
様　

52 rue de la Clef. Paris

（V
e

） France T
.T

atsuno　

封
書　

ペ
ン
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返
事　

一
、文
学
概
論　

之
れ
は
と
て
も
僕
の
手
に
お
へ
な
い
。五
年
六
年
の
後
な
ら
兎
に
角
今
の
僕
に
は
出
来
な
い
。お
断
り
す
る
。

今
の
僕
程
度
の
浅
い
智
識
文
学
概
論
な
ど
は
大
そ
れ
た
話
だ
。

二
、高
踏
派
詩
人　

之
れ
も
帰
朝
早
々
は
用
意
が
出
来
な
い
。
自
分
で
は
高
踏
派
な
ど
と
限
ら
ず
に「
十（

１
）九

世
紀
仏
蘭
西
文
学［
抹
消「
に

現
は
れ
た
精
神
」］
の
思
潮
」
と
で
も
云
ふ
題
で
講
じ
て
見
た
い
。
而
も
そ
れ
は
九
月
か
ら
で
な
け
れ
ば
出
来
な
い
。

そ
こ
で
一
学
期
丈
け
は
仏
蘭
西
の
近
代
の
脚
本
を
テ
キ
ス
ト
に
し
て
講
読
し
た
い
と
思
ふ
。
そ
の
つ
も
り
で
既
にJ （

２
）ean Sarm

ent

のPêcheur d’O
m

bre

とFrançois de Curel

のD
anse devant le m

iroir

と
を
十
五
部
づ
ゝ
買
つ
て
帰
へ
る
つ
も
り
だ
。

三　

演
習　

演
習
と
云
ふ
の
は
何
ん
だ
か
わ
か
ら
な
い
。
引
受
け
て
も
よ
さ
さ
う
だ
ね
。

右
よ
ろ
し
く
姉（

３
）崎

先
生
に
お
頼
み
し
て
呉
れ
給
へ
。　

一
月
十
六
日　

在
巴
里　

辰
野
生　

信
太
郎
様　

十
九
世
紀
仏
蘭
西
文
学
の
思
潮
（
三
［
欄
外
で
「
四
」
と
直
し
て
あ
る
］）

―
九
月
よ
り　

現
代
フ
ラ
ン
ス
戯
曲　

T
exts : Jean Sarm

ent : Pêcheur d’O
m

bre  François de Curel : D
anse devant le m

iroir.

（
三
）

（
１
）
渡
辺
一
夫
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
辰
野
の
「
最
初
の
講
義
は
、
名
講
義
と
し
て
有
名
な
『
十
九
世
紀
文
芸
思
潮
』
で
し
た
し
、
演
習
と
し
て
は
、
ジ
ャ

ン
・
サ
ル
マ
ン
の
『
影
を
釣
る
人
』
や
、
ポ
ー
ル
・
ブ
ゥ
ル
ジ
ェ
の
『
弟
子
』
や
、
ヴ
ィ
リ
エ
・
ド
・
リ
ラ
ダ
ン
の
『
残
酷
物
語
』
な
ど
を
、
テ
ク
ス

ト
に
使
わ
れ
」（「
辰
野
隆
先
生
の
こ
と

―
一
九
四
九
年
・
一
九
六
四
年
」、
前
掲
『
白
日
夢
』）
た
と
い
う
。
書
簡
に
あ
る
「
十
九
世
紀
仏
蘭
西
文
学

の
思
潮
」
と
「Jean Sarm

ent

のPêcheur d’O
m

bre

」
と
対
応
す
る
。（
２
）
ジ
ャ
ン
・
サ
ル
マ
ン
（Jean Sarm

ent, 1897

～1976

）
は
俳
優
で

劇
作
家
。
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ド
・
キ
ュ
レ
ル
（François de Curel, 1854
～1928

）
は
劇
作
家
で
小
説
家
。
い
ず
れ
も
古
典
劇
に
と
ど
ま
ら
ず
、
現
在

活
躍
し
て
い
る
劇
作
家
の
戯
曲
を
読
ま
せ
よ
う
と
い
う
辰
野
の
意
図
が
窺
え
る
。（
３
）
姉
崎
は
姉
崎
嘲
風
（
一
八
七
三
～
一
九
四
九
）。「
教
授
の
ゐ
な

か
つ
た
仏
文
の
代
理
世
話
人
」（
前
掲
鈴
木
「
仏
文
事
始
」）
だ
っ
た
。



武蔵大学人文学会雑誌　第 56 巻第 3・4 号

74

書
簡
37
（13-01-37

）　

大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
一
月
二
十
三
日
付
（
二
十
三
日
受
付
印
）　H

ongo futsubunka D
aigaku 

T
okyo  Suzuki Lyon T

atsuno　

電
報　

ペ
ン

I （
１
）

chidekinu T
atsuno

（
１
）
詳
細
は
不
明
だ
が
、
書
簡
36
を
踏
ま
え
る
と
、
重
ね
て
「
一
、
文
学
概
論
」
を
断
っ
た
電
報
か
。

書
簡
38
（13-01-38

）　

大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
一
月
一
日
付
（
一
日
消
印
・
渋
谷
）　

府
下
西
巣
鴨
町
向
原
三
五
一
九
番
地　

鈴

木
奥
様　

荏
原
郡
上
目
黒
駒
場
九
二
八　

辰
野
久
子
・
明
・
博
子　

葉
書　

墨
筆

明（
１
）け

ま
し
て
お
芽
出
度
う
存
し
ま
す　

大
正
十
二
年　

一
月
一
日

（
１
）
辰
野
帰
朝
の
年
、
辰
野
の
家
族
か
ら
鈴
木
の
家
族
に
送
ら
れ
て
い
る
。
葉
書
は
三
田
平
凡
寺
作
。

書
簡
39
（13-01-39

）　

大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
九
月
十
三
日
付
（
十
五
日
消
印
・
渋
谷
）　

府
下
西
巣
鴨
向
原
三
五
一
九　

鈴
木

信
太
郎
様　

上
目
黒
駒
場
九
二
八　

辰
野
隆　

封
書　

ペ
ン

前
略　

今
日
の
教
授
会
で
極
め
た
コ
ト
、
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一
、
研
究
室
の
書
籍
で
火
災
を
免
れ
た
も
の
は
航（

１
）空

バ
ラ
ツ
ク
の
中
に
在
ル
カ
ラ
、
一
マ
ト
メ
ニ
シ
テ
置
く
コ
ト

一
、
サ
シ
ア
タ
リ
授
業
ニ
必
要
の

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

書
籍
ヲ
購
入
ス
ル
ニ
就
テ
、
其
ノ
リ
ス
ト
及
ビ
価
格
の
概
算
ヲ
提
出
ス
ル
コ
ト

一
、
少
ク
モ
十
月
一
杯
ハ
授
業
ガ
出
来
ナ
イ
コ
ト　

以
上
。

若
シ
暇
が
あ
つ
た
ら
航
空
バ
ラ
ツ
ク
に
行
ツ
テ
研
究
室
の
書
籍
ヲ
一
マ
ト
メ
ニ
シ
テ
呉
れ
タ
マ
ヘ
。（
暇
が
ナ
ケ
レ
バ
誰
カ
本
郷
近

ク
ニ
居
ル
仏
文
科
の
学
生
ニ
頼
デ
モ
イ
ヽ
ト
思
フ
。）
僕
モ
其
ノ
中
ニ
行
ツ
テ
見
ル
ツ
モ
リ
ダ　

リ
ス
ト
は
僕
モ
作
ツ
テ
見
ル
カ
ラ
、

君
モ
作
ツ
テ
見
テ
呉
れ
給
へ
（
期
限
ハ
急
ガ
ナ
イ
ガ
来ラ

イ

々ラ
イ

週
ノ
月
曜
日
迄
ト
シ
テ
置
く
）　

隆　

信
太
兄　

十
三
日

（
１
）
航
空
研
究
所
は
、
東
京
市
深
川
区
越
中
島
の
東
京
工
業
試
験
所
跡
地
に
設
置
さ
れ
た
。
現
在
の
先
端
研
の
前
身
。
重
要
施
設
は
焼
失
を
免
れ
た
が

建
物
の
多
く
が
破
損
し
、「
バ
ラ
ッ
ク
」
を
新
設
し
た
（『
東
京
帝
国
大
学
一
覧
従
大
正
十
二
年
至
大
正
十
三
年
』
東
京
帝
国
大
学
、
一
九
二
四
）。

書
簡
40
（13-01-40-01

）　

大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
十
一
月
六
日
付
（
六
日
消
印
・
渋
谷
）　

府
下
西
巣
鴨
向
原
三
五
一
九　

鈴
木

信
太
郎
様　

上
目
黒
駒
場
九
二
八　

辰
野
隆　

封
書　

ペ
ン

【
本
文
１
】
実
さ
ん
か
ら
此
ん
な
手
紙
（
返
事
）
が
来
た
。
御
参
考
の
為
め
に
お
目
に
か
け
る　

十
一
月
六
日　

隆　

信
太
様

＊
著
作
権
継
承
者
不
明
の
た
め
省
略
。
西
園
寺
実
の
手
紙
が
同
封
。

書
簡
41
（13-01-41

）  

大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
（
推
定
）
九
月
二
日
付　
［
宛
先
住
所
・
氏
名
欠
］　
［
差
出
住
所
・
氏
名
欠
］　

封
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書
（
封
筒
欠
）　

ペ
ン　

＊
松
屋
製
二
百
字
詰
原
稿
用
紙

冠
省　

ピ（
１
）エ

ー
ル
・
シ
ヤ
ン
ピ
ヨ
ン
を
訪
ね
た
り
、
シ（

２
）ユ

ア
レ
ス
に
会
つ
た
り
、
芝
居
を
観
た
り
し
て
、
何
ん
て
巴
里
は
い
ゝ
都
だ

ら
う
な
ん
て
悦
に
入
り
な
が
ら
旨
い
料
理
を
食
つ
て
旨
い
葡
萄
酒
を
呑
ん
で
ゐ
る
か
と
思
ふ
と
、
一
寸
癪
だ
な
ア
！

日
本
で
は
何
も
面
白
い
事
な
し
。
山
田
と
時
々
酒
を
飲
ん
だ
り
、
ロ（

３
）ザ

リ
オ
の
会
が
せ
め
て
も
の
心
や
り
だ
。
勉
強
は
し
て
ゐ
る
。

他
に
す
る
事
が
な
い
か
ら
。

二
タ
月
ば
か
り
前
か
ら
岸
田
君
が
、肺
患
で
房（

４
）州

館
山
病
院
に
入
院
し
て
ゐ
る
。喀
血
数
回
、一
時
は
生
命
も
危
か
つ
た
。此
頃
は
稍
々

快
い
が
、
此
の
先
ど
こ
迄
の
命
だ
か
、
一
寸
わ
か
ら
な
い
。
独
り
で
金
も
な
し
、
死
と
戦
つ
て
ゐ
る
の
を
見
る
に
忍
び
な
か
つ
た
か
ら
、

せ
め
て
金
の
心
配
だ
け
で
も
除
い
て
や
り
度
い
と
思
つ
た
か
ら
、
信
天
翁
の
目
玉
の
原
稿
料
三
百
円
丈
け
御
見
舞
と
し
て
送
つ
た
ら
、

大
へ
ん
悦
ん
で
呉
れ
て
、
僕
も
嬉
し
か
つ
た
。

「
シ
ラ
ノ
」
も
出
た
。
金
は
参（

５
）百

参
拾
円
。
九
十
日
以
内
に
貰
ひ
に
行
く
つ
も
り
だ
。
も
し
受
取
つ
た
ら
、
半
額
は
君
の
留
守
宅
に

届
け
て
置
く
か
ら
、
そ
の
つ
も
り
で
ゐ
て
呉
れ
。

池
の
端
の
プ
ラ
ト
ニ
シ
ヤ
ン
だ
つ
た
珠
樹
が
全
く
僕
等
ガ（

６
）ツ

サ
ン
デ
イ
ス
ト
の
哲
学
の
色
彩
を
帯
び
て
来
た
事
は
既
に
前
便
で
報
じ

た
が
、
其
後
達
郎
も
多
少
改
宗
の
傾
向
が
あ
る
。
芽
出
度
し
と
も
芽
出
度
し
。
こ
れ
で
尼
子
が
コ
ツ
シ
ヨ
ン
・
ド
・
パ（

７
）ル

ナ
ツ
ス
に
な

れ
ば
パ
ル
フ
エ
ー
だ
ね
。
久
能
木
は
い
よ
〳
〵
本
郷
に
引
越
し
て
家
を
建
て
た
。
と
云
ふ
よ
り
も
兄
き
の
金
で
改
築
し
て
建
増
を
し
た

と
云
つ
た
方
が
い
ゝ
か
も
知
れ
な
い
。

実
公
に
は
暫
く
会
は
な
い
が
、
近
日
ロ
ザ
リ
オ
会
を
催
す
ら
し
い
。
京
阪
地
方
の
用
事
旅
行
か
ら
帰
つ
て
来
て
急
に
僕
等
聖
人
た
ち

の
顔
が
見
た
く
な
つ
た
ら
し
い
。
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與（
８
）志

雄
さ
ん
は
筆
硯
愈
々
す
こ
や
か
だ
。
坦
々
た
る
大
成
、
王
達
の
道
を
悠
々
と
し
て
進
ん
で
行
く
。

渡（
９
）辺

一
夫
兄
は
此
夏
休
み
も
一
週
に
一
回
づ
ゝ
「
エ
ー
ヴ
・
フ
イ
ユ
チ
ユ
ー
ル
」
の
質
問
に
来
た
。
相
変
ら
ず
勉
強
し
て
ゐ
る
。
廿

五
に
も
な
つ
て
女
も
知
ら
ず
に
学
問
に
い
そ
し
む
と
云
ふ
事
は
僕
に
は
ア
ン
コ
ン
ス
ヷ
ブ
ル
だ
け
れ
ど
も
、
世
の
中
に
は
さ
う
云
ふ
青

年
も
少
し
は
ゐ
る
ら
し
い
。

僕
の
ラ
・
ヴ
イ
・
デ
ピ
キ
ユ
ウ
ル
は
相
変
ら
ず
だ
。
珠
樹
か
ら
知
ら
せ
る
僕
の
噂
は
悉
く
嘘
だ
。
か
け
引
な
し
に
、「
大
い
に
読
み
、

少
し
買
ふ
」
だ
。

今
年
の
コ
メ
デ
イ
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
の
古
典
劇
的
活
働
は
す
ば
ら
し
い
ね
。
い
ゝ
年
に
君
は
巴
里
に
行
つ
た
よ
。
ガ（

（1
（

ブ
リ
エ
ル
・
ボ
ア

シ
イ
の
劇
評
を
尊
敬
を
払
ひ
な
が
ら
読
ん
で
ゐ
る
。
あ
の
位
古
典
劇
を
精
し
く
読
ん
で
ゐ
る
男
も
珍
ら
し
い
と
思
ふ
。

此
の
手
紙
の
つ
く
頃
は
、
秋（

（1
（

の
サ
ロ
ン
が
始
ま
る
。
そ
ろ
〳
〵
プ（

（1
（

リ
ユ
ニ
エ
ー
の
か
き
が
旨
く
な
り
、
音
楽
の
セ
ー
ゾ
ン
に
な
る
ね
。

音
楽
は
き
い
て
ゐ
る
か
い
。

ル（
（1
（

ネ
・
ギ
ル
や
チ
ボ
デ
ー
に
は
会
つ
た
か
い
。
チ（

（1
（

ボ
デ
ー
の
マ
ラ
ル
メ
論
が
若
し
手
に
入
つ
た
ら
送
つ
て
呉
れ
な
い
か
。（
ヴ（

（1
（

ラ
ン

に
頼
ん
で
も
、
何
処
に
も
な
い
ら
し
い
）。
健
康
を
祈
る　

隆　

九
月
二
日　

信
太
郎
兄

（
１
）
ピ
エ
ー
ル
・
シ
ャ
ン
ピ
ヨ
ン
（Pierre Cham

pion, 1880
～1942

）
は
、
シ
ャ
ン
ピ
ヨ
ン
書
店
主
オ
ノ
レ
の
息
子
、
エ
ド
ゥ
ア
ー
ル
の
兄
で
、

フ
ラ
ン
ス
中
世
の
研
究
家
。
鈴
木
は
弟
の
エ
ド
ゥ
ア
ー
ル
・
シ
ャ
ン
ピ
ヨ
ン
と
親
交
を
結
び
、
文
学
者
達
に
紹
介
さ
れ
た
。
鈴
木
の
交
際
や
演
劇
鑑
賞

の
模
様
に
つ
い
て
は
、留
学
の
過
程
を
手
紙
・
日
記
か
ら
再
現
し
た
、『
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
の
誕
生
』（
前
掲
）
を
参
照
。（
２
）
批
評
家
の
ア
ン
ド
レ
・
シ
ュ

ア
レ
ス
（A

ndré　

Suarès, 1868

～1948

）
と
は
、
シ
ャ
ン
ピ
ヨ
ン
書
店
で
出
会
い
、
紹
介
さ
れ
て
親
交
が
始
ま
っ
た
と
い
う
（
前
掲
『
フ
ラ
ン
ス

文
学
者
の
誕
生
』）。（
３
）「
玫
瑰
珠
」
は
大
正
十
四
年
十
月
号
を
最
後
に
自
然
消
滅
す
る
が
、
同
人
の
会
合
は
続
い
た
。
鈴
木
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
集
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ま
り
は
月
に
一
度
日
本
橋
槇
町
の
鳥
料
理
屋
末
廣
で
行
わ
れ
、二
十
数
年
間
続
い
た
。
戦
後
も
年
に
二
、三
回
集
ま
っ
た
（「
ろ
ざ
り
よ
の
仲
間
」、『
全
集
』

第
五
巻
）。（
４
）
パ
リ
で
結
核
が
再
発
し
た
岸
田
は
、
帰
国
後
大
正
十
四
年
七
月
に
房
州
館
山
で
肺
炎
に
か
か
り
喀
血
、
一
時
は
危
篤
状
態
に
至
っ
た
。

翌
年
に
回
復
、
旺
盛
な
執
筆
活
動
が
始
ま
る
。（
５
）
当
時
、
公
務
員
の
初
任
給
が
七
十
五
円
で
そ
の
四
ヶ
月
分
（
週
刊
朝
日
編
『
値
段
の
明
治
大
正
昭

和
風
俗
史
』
上
、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
七
）。（
６
）
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
ピ
エ
ー
ル
・
ガ
ッ
サ
ン
デ
ィ
（Pierre Gassendi, 1592

～1655

）
の
思

想
を
指
す
。
エ
ピ
ク
ロ
ス
説
を
復
活
さ
せ
た
。
こ
こ
で
は
享
楽
的
な
生
活
を
暗
示
し
て
い
る
。
達
郎
は
矢
田
部
達
郎
、
尼
子
は
医
師
の
尼
子
富
士
郎

（
一
八
九
三
～
一
九
七
二
）。
他
、
久
能
木
慎
治
、
西
園
寺
実
（
実
公
）、
豊
島
與
志
雄
、
渡
辺
一
夫
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。（
７
）
パ
ル
ナ
シ
ア
ン
は
高

踏
派
。（
８
）
豊
島
與
志
雄
は
大
正
十
年
東
京
帝
国
大
学
法
文
学
部
講
師
を
つ
と
め
て
創
作
が
一
時
少
な
く
な
る
が
、
大
正
十
二
年
以
降
、
創
作
、
評
論
、

随
筆
を
旺
盛
に
発
表
し
て
い
た
（
関
口
安
義
『
評
伝
豊
島
与
志
雄
』
未
来
社
、
一
九
八
七
）。（
９
）
渡
辺
一
夫
は
こ
の
年
の
三
月
に
仏
文
科
を
卒
業
し
、

東
京
高
等
学
校
で
つ
と
め
て
い
た
。「
エ
ー
ヴ
・
フ
イ
ユ
チ
ユ
ー
ル
」
は
一
八
八
六
年
発
表
の
リ
ラ
ダ
ン
の
Ｓ
Ｆ
小
説L’È

ve future

（『
未
来
の
イ
ヴ
』）

で
、
渡
辺
は
一
九
三
七
年
に
同
書
の
翻
訳
を
白
水
社
か
ら
刊
行
す
る
。（
10
）
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ボ
ア
シ
ー
（Gabriel Boissy, 1879

～1949

）
は
劇
評
家
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
日
本
で
は
あ
ま
り
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
が
、
堀
口
大
學
が
『
檳
榔
樹
』（
青
磁
社
、
一
九
四
三
）
で
詩
人
と
し
て
そ
の
詩
を
翻
訳
し

て
い
る
。（
11
）
パ
リ
で
毎
秋
開
か
れ
た
美
術
公
募
展
サ
ロ
ン
・
ド
ー
ト
ン
ヌ
（Le Salon d’A

utom
ne

）
を
指
す
。
鈴
木
は
滞
仏
中
の
高
畠
達
四
郎
ら

と
多
く
の
美
術
館
・
展
覧
会
を
回
っ
た
。（
12
）
一
八
七
二
年
に
創
業
し
た
、
魚
介
料
理
で
有
名
な
料
理
店
。（
13
）
書
簡
29
（
17
）
を
参
照
。
辰
野
隆

と
交
際
が
あ
り
、
留
学
時
に
鈴
木
は
ル
ネ
・
ギ
ル
を
訪
ね
た
が
会
え
な
い
ま
ま
に
死
去
す
る
（
前
掲
『
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
の
誕
生
』）。（
14
）
批
評
家
ア

ル
ベ
ー
ル
・
チ
ボ
ー
デ
（A

lbert T
hibaudet, 1874

～1936

）
の
最
初
の
マ
ラ
ル
メ
論
、『
マ
ラ
ル
メ
の
詩
』（La Poésie de Stéphane M

allarm
é, 

Paris, N
RF, 1912.

）
を
指
す
。
最
も
早
い
時
期
に
マ
ラ
ル
メ
の
詩
を
評
価
し
て
論
じ
た
書
物
。（
15
）
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ヴ
ラ
ン
（Joseph V

rin, 1884

～

1957

）
は
パ
リ
の
書
店
主
。
辰
野
や
淀
野
隆
三
な
ど
、
こ
の
書
店
か
ら
フ
ラ
ン
ス
書
を
購
入
し
て
い
る
。



鈴木信太郎宛書簡（辰野隆・J・ヴィグルス・三好達治・日夏耿之介）の翻刻と注釈　戸塚学・多田蔵人・水野太朗

79

書
簡
42
（13-01-42

）　

大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
十
月
二
十
九
日
付
（
三
十
日
消
印
・T

O
K

IO

）　chez M
m

e Leclerc 32 

A
venue Charles-Floquet Paris 

（V
II e

） （France

） 

仏
国
巴
里　

M
onsieur S.Suzuki K

am
i-M

eguro K
om

aba 928 T
okio 

（Japon

） Y.T
atsuno　

封
書　

ペ
ン

○
ル
ネ
・
ギ
ル
が
死
ん
だ
と
聞
い
て
一
寸
心
が
く
ら
く
な
つ
た
。
晩
年
は
淋
し
か
つ
た
ん
だ
か
ら
ね
。

○
癪
だ
ね
。
い
や
に
巴
里
を
ジ
ゴ
ロ
テ
ー
（
此
ん
な
字
は
な
い
か
い
？
）
し
や
が
る
な
。

○
珠
樹
の
コ
ツ
シ
ヨ
ン
ヌ
リ
イ
は
近
頃
い
よ
〳
〵
甚
し
い
。

○
矢（

１
）田

部
、尼
子
、箕
作
ま
で
も
此
頃
で
は
珠
樹
流
だ
。
其
間
に
立
つ
て
己
独
り
澄
む
。
形
而
上
的
な
孤
独
を
感
ず
る
ね
。
理
由
は
な
い
。

金
が
思
ふ
や
う
に
な
ら
な
い
か
ら
だ
。

○
岸
田
の
病
は
其
后
稍
よ
ろ
し
い
。
然
し
当
分
筆
は
執
れ
な
い
の
で
友
人
が
集
ま
つ
て
本
を
作
つ
て
そ
の
印
税
を
病
人
に
送
る
事
に
し

た
。
名
は
「
岸（

２
）田

國
士
慰
問
集
」。
豊
島
君
、
山
本
有
三
氏
の
発
起
だ
。
君
に
は
事
后
承
諾
を
求
め
る
つ
も
り
で
、
ボ
オ
ド
レ
エ
ル
訳

詩
訳
評
を
撰
ん
で
置
い
た
。

○
僕
は
相
変
ら
ず
だ
。
勉
強
し
た
り
怠
け
た
り
だ
。

○
矢
田
部
は
来
年
い
よ
〳
〵
東（

３
）京

高
等
学
校
に
来
る
事
に
な
つ
た
。
桜（

４
）田

も
東
京
高
等
学
校
に
多
分
行
け
る
ら
し
い
。
先
日
校
長
に
会

つ
て
話
を
し
た
。

○
学
校
の
方
は
面
白
く
や
つ
て
ゐ
る
。
来
学
年
か
ら
ボ（

５
）オ

ド
レ
エ
ル
研
究
を
始
め
る
。
十
九
世
紀
思
潮
が
今
学
年
で
了
る
か
ら
。
劇
の

方
は
一
学
期
に
ポ（

６
）ア

ル
ド
・
カ
ロ
ツ
ト
と
ム
ツ
ス
ユ
・
ヴ
エ
ル
ネ
を
済
ま
せ
て
、
今
は
ミ
ザ
ン
ト
ロ
オ
プ
を
や
つ
て
ゐ
る
。
コ
ン
ト
ク

リ
ユ
エ
ル
も
相
変
ら
ず
つ
ゞ
け
て
ゐ
る
。
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○
コ
メ
デ
イ
・
フ
ラ
ン
セ
エ
ズ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
売
り
は
二
人
と
も
よ
く
知
つ
て
ゐ
る
。
頭
の
禿
げ
た
丈
の
高
い
方
が
メ
ジ
ヤ
ソ
オ
ル　

禿
げ
な
い
中
肉
の
方
が
ド
オ
ル
ブ
と
云
ふ
ん
だ
。
ヴ（

７
）エ

ス
チ
ビ
ユ
ル
の
有
髯
の
お
ば
あ
さ
ん
は
マ
ダ
ム
・
モ
ロ
オ
と
云
ふ
ん
だ
。

○
コ
メ
ヂ
イ
・
フ
ラ
ン
セ
エ
ズ
の
前
の
メ
ト
ロ
の
穴
の
近
所
に
年
の
頃
五（

８
）十

位
の
プ
ウ
ル
が
居
た
つ
け
。
会
つ
た
ら
宜
し
く
云
つ
て
呉

れ
。

○
オ
テ
ル
・
ジ
ヤ
ン
ダ
ル
ク
に
行
く
機
会
が
あ
つ
た
ら
、
主
人
夫
婦
に
宜
し
く
云
つ
て
呉
れ
給
へ
。

○
先
日
「
シ
ラ
ノ
」
の
印
税
を
半
分
、
君
の
家
に
持
つ
て
行
つ
た
。
御
尊
父
が
少
々
御（

９
）不

快
の
や
う
だ
つ
た
が
、
大
し
た
事
で
は
な
い

ら
し
い
。

○
石
川
君
の
と
こ
で
は
女
の
児
が
生
れ
た
。「
郊
外
」
と
云
ふ
雑
誌
に
石
川
が
「
親（

（1
（

に
な
る
話
」
と
云
ふ
の
を
書
い
た
。
馬
鹿
〳
〵
し

く
面
白
い
も
の
だ
。

○
日
本
の
文
壇
益
々
沈
滞
。

○
三
十
一
日
の
天
長
節
に
は
ロ
ザ
リ
ヨ
秋
期
大
会
を
や
る
。
会
場
不
明
午
后
五
時
迄
に
久
能
木
事
務
所
に
集
ま
れ
と
命
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
。

十
月
廿
九
日
夕　

隆　

信
太
さ
ん
。

（
１
）
矢
田
部
達
郎
、
尼
子
富
士
郎
、
箕
作
新
六
。（
２
）
辰
野
隆
・
山
本
有
三
・
豊
島
與
志
雄
・
山
田
珠
樹
編
『
白
葡
萄
』（
春
陽
堂
、
一
九
二
五
）
と

し
て
刊
行
さ
れ
た
。
芥
川
龍
之
介
『
桃
太
郎
』
な
ど
の
小
説
、
井
汲
清
治
「
プ
ロ
ム
ナ
ア
ド
」
の
よ
う
な
岸
田
の
戯
曲
へ
の
批
評
、
菊
池
寛
『
真
似
』

な
ど
の
戯
曲
、
内
藤
濯
「
仏
蘭
西
の
文
芸
味
の
為
に
」
な
ど
の
評
論
、
鈴
木
信
太
郎
「
ボ
オ
ド
レ
エ
ル
」
な
ど
の
翻
訳
、
辰
野
隆
「
ル
・
パ
ン
ト
ゥ
ー
ン
・

デ
・
パ
ン
ト
ゥ
ー
ン
」
な
ど
の
エ
ッ
セ
イ
と
、
岸
田
と
親
交
の
あ
る
作
家
や
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
が
稿
を
寄
せ
て
い
る
。（
３
）
旧
制
東
京
高
等
学
校
は
大

正
十
年
設
立
の
官
立
の
七
年
制
高
校
。
文
理
両
方
に
丙
類
（
仏
語
専
修
）
を
置
い
た
。
卒
業
生
は
多
く
東
京
帝
国
大
学
に
進
学
し
た
。（
４
）
桜
田
佐
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（
一
九
〇
一
～
一
九
六
〇
）。
暁
星
中
学
・
一
高
を
経
て
大
正
十
四
年
に
東
大
仏
文
科
を
卒
業
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
語
廃
止
ま
で
東
京
高
校
で
つ
と
め
、
そ

の
間
パ
リ
に
留
学
。
ド
ー
デ
の
翻
訳
で
有
名
。（
５
）
こ
の
時
か
ら
本
格
化
す
る
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
研
究
が
、
昭
和
四
年
刊
行
の
『
ボ
オ
ド
レ
エ
ル
研
究
序

説

―
詩
人
の
態
度
』（
第
一
書
房
）
に
結
実
す
る
。（
６
）
そ
れ
ぞ
れ
、
ル
ナ
ー
ル
『
に
ん
じ
ん
』（Poil de carotte

）、
ル
ナ
ー
ル
『
ム
ッ
シ
ュ
・
ヴ
ェ

ル
ネ
』（M

onsieur V
ernet

）、
モ
リ
エ
ー
ル
『
人
間
ぎ
ら
い
』（Le M

isanthrope

）、
リ
ラ
ダ
ン
『
残
酷
物
語
』（Contes cruels

）
を
指
す
。（
７
）

ヴ
エ
ス
チ
ビ
ユ
ル
はvestibule

（
ロ
ビ
ー
）。（
８
）
辰
野
が
あ
ま
り
に
コ
メ
デ
ィ
ー
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
に
通
っ
て
い
た
た
め
に
顔
を
見
知
り
、
こ
の
プ

ウ
ル
（poule

）
の
女
性
か
ら
「
珈
琲
店
に
行
か
ぬ
か
」
と
誘
わ
れ
た
と
い
う
（「
お
も
い
で
」、『
辰
野
隆
随
想
全
集
』
第
四
巻
）。（
９
）
父
政
次
郎
は

翌
年
六
月
に
亡
く
な
る
が
、既
に
予
兆
は
そ
れ
以
前
か
ら
現
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。（
10
）
後
に
石
川
欣
一
『
む
だ
話
』
春
陽
堂
、一
九
二
六
）
に
収
録
。

長
女
出
生
の
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
描
い
た
随
筆
。

書
簡
43
（13-01-43

）　

大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
十
二
月
十
二
日
（
十
二
日
消
印
・
渋
谷
）　32 A

venue Charles-Floquet 32 

Paris （V
II e

） （France

） 

仏
国
巴
里　

M
onsieur S.Suzuki 928 K

am
i-M

eguro T
okio Japon T

.T
atsuno　

封
書　

ペ
ン

相
変
ら
ず
元
気
で
何
よ
り
芽
出
度
い
。

ア（
１
）ノ

ト
オ
だ
の
モ
ラ
ス
だ
の
、
君
は
な
か
〳
〵
名
士
に
縁
が
あ
る
ね
。
モ
オ
ラ
ス
の
金マ

マ

つ
ん
ぼ
を
今
頃
知
る
や
う
で
は
遅
い
。
僕
は

三
年
も
前
に
知
つ
て
ゐ
た
。
と
う
に
極
右
党
代
議
士
と
な
る
筈
な
の
を
つ
ん
ぼ
の
た
め
に
な
ら
な
か
つ
た
の
は
有
名
中
の
有
名
の
話
ぢ

や
な
い
か
。

君
の
手
紙
は
早
速
岸
田
君
の
と
こ
ろ
に
送
つ
て
置
い
た
。
岸
田
君
の
病
気
は
其
后
や
ゝ
い
ゝ
方
だ
。
同
君
の
慰
問
集
「
白
葡
萄
」
が

最
近
に
出
た
。
い
づ
れ
春
陽
堂
か
ら
君
に
送
る
事
だ
ら
う
。
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研
究
室
の
方
は
桜
田
が
来
て
か
ら
大
い
に
事
務

8

8

が
進
ん
で
、
書
物
を
旺
に
買
ひ
込
む
。
然
し
桜
田
も
来
年
は
多
分
東
京
高
等
学
校
に

行
け
る
ら
し
い
か
ら
、
後
継
者
を
物
色
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
市（

２
）原

に
し
や
う
か
、
杉
に
し
や
う
か
と
考
へ
て
ゐ
る
。

卒
業
生
の
口
は
此
年
度
は
不
景
気
で
一
ツ
も
な
い
。
困
ま
つ
た
事
だ
。

小（
３
）松

清
は
吉
野
作
造
氏
の
女
と
近
々
結
婚
す
る
さ
う
だ
。

渡
辺
は
相
変
ら
ず
勉
強
。
伊（

４
）吹

（
旧
森
武
彦
）
は
京
都
へ
行
つ
て
か
ら
う
ん
と
も
す
ん
と
も
云
つ
て
来
な
い
。
此
秋
に
い
き
な
り
、

松
茸
を
送
つ
て
来
た
。
何
と
も
云
は
ず
に
突
如
と
し
て
ま
つ
だ
け
を
送
つ
て
貰
ら
つ
た
僕
は
一
寸
強
姦
さ
れ
た
や
う
な
、
変
な
気
持
に

な
つ
た
。
と
云
ふ
話
を
桜
田
に
し
た
ら
、
先
生
、
わ
か
ら
な
か
つ
た
と
見
え
て
、
わ
ざ
〳
〵
静
岡
迄
岡（

５
）田

を
訪
ね
て
行
つ
て
、『
松
だ

け
を
貰
ふ
と
何
故
強
姦
に
な
る
ん
だ
い
？
』
と
き
い
た
の
だ
さ
う
だ
。
後
で
僕
は
一
人
で
笑
つ
た
ね
。
ど
う
し
て
解
ら
な
い
の
だ
と
桜

田
に
き
い
た
ら
、〝
い
き
な
り
松
だ
け
を
送
る
〟
の
い
き
な
り

0

0

0

0

と
強
姦
と
の
関
係
は
想
像
出
来
て
も
、
松
茸だ

け

と
強
姦
と
の
因
果
が
解
ら

な
か
つ
た
ん
で
す
、
と
答
へ
た
に
は
愈
々
ふ
き
だ
し
た
ね
。
近
来
の
大
傑
作
と
し
て
君
に
伝
へ
る
価
値
が
あ
る
と
思
ふ
。

山
田
の
道
楽
近
来
ま
す
〳
〵
油
が
乗
つ
て
来
た
や
う
だ
。
新
築
の
家
は
な
か
〳
〵
贅
沢
な
家
だ
。
冬
は
温
か
い
が
夏
が
暑
さ
う
な
家

だ
と
云
つ
た
ら
、
山
田
は
夏
は
涼
し
い
よ
と
独
り
で
極
め
て
ゐ
た
。
ま
だ
初
め
て
の
夏
迄
半
年
以
上
あ
る
ん
だ
。
来
年
の
夏
に
で
も
な

つ
た
ら
〝
俺
の
と
こ
で
此
位
あ
つ
い
ん
だ
か
ら
他よ

そ

の
家
は
堪
ら
な
い
だ
ら
う
〟
な
ん
て
云
ふ
に
極
ま
つ
て
ゐ
る
。

僕
の
品
行
は
相
変
ら
ず
円
満
だ
。Je balaye com

m
e toujours.

と
云
ふ
一
言
に
つ
き
る
。
邦
訳
す
れ
ば
相
変
ら
ず
ほ
う
き

0

0

0

さ
。
恋

着
せ
る
婦
人
一
匹
も
な
し
。
悲
し
き
極
み
な
り
。　

十
二
月
十
二
日　

隆
公　

信
太
さ
ん

（
１
）
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ア
ノ
ト
ー
（Gabriel H

anotaux, 1853

～1944

）
は
フ
ラ
ン
ス
の
外
交
官
で
歴
史
家
。
シ
ャ
ル
ル
・
モ
ー
ラ
ス
（Charles 

M
aurrus, 1868

～1952

）は
フ
ラ
ン
ス
の
詩
人
・
思
想
家
。
ア
ク
シ
ヨ
ン
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
を
主
宰
し
た
。
若
い
時
に
病
気
で
聴
覚
を
ほ
ぼ
失
っ
た
。（
２
）
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東
大
仏
文
科
卒
の
仏
文
学
者
、
市
原
豊
太
（
一
九
〇
二
～
一
九
九
〇
）
と
杉
捷
夫
（
一
九
〇
四
～
一
九
九
〇
）
を
指
す
。（
３
）
小
松
清
（
一
八
九
九
～

一
九
七
五
）
は
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
・
音
楽
評
論
家
。
東
大
仏
文
科
卒
業
は
大
正
十
四
年
。
吉
野
作
造
の
三
女
光
子
と
大
正
十
五
年
十
月
に
結
婚
し
た
。

（
４
）
伊
吹
武
彦
（
一
九
〇
一
～
一
九
八
二
）
は
大
正
十
四
年
東
大
仏
文
科
卒
業
。
同
年
三
高
の
講
師
と
な
っ
た
。（
５
）
岡
田
は
岡
田
弘
（
一
九
〇
〇

～
一
九
九
一
）。
大
正
十
四
年
に
東
大
仏
文
科
を
卒
業
、
静
岡
高
校
に
つ
と
め
た
。

書
簡
44
（13-01-44
）　

大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
三
月
三
日
付
（
四
日
消
印
）　chez M

m
e Leclerc 32 A

venue Charles-

Floquet 32 Paris 
（V

II e

） （France

） 

仏
国
巴
里　

M
onsieur S.Suzuki 928 K

om
aba K

am
i-M

eguro T
okio Japon Y

. 

T
atsuno　

封
書　

ペ
ン　

＊
封
筒
裏
に
、「Boucher Beaureun 59 Boulevard M

alesherbes

」
と
あ
る
。

長
い
間
手
紙
が
来
な
い
の
で
病
気
で
も
や
つ
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
つ
て
内
々
心
配
し
て
ゐ
た
と
こ
ろ
が
、
昨
日
西
園
寺
か
ら
、

君
の
手
紙
を
ま
わ
し
て
来
た
。（
‥
‥
）

矢
田
部
は
此
の
春
か
ら
東（

１
）京

高
等
学
校
に
来
る
。
そ
し
て
来
年
四
月
に
九
州
大
学
の
心
理
の
助
教
授
に
任
命
さ
れ
る
事
に
確
定
し
た
。

先
づ
〳
〵
芽
出
度
き
事
で
あ
る
。
九
州
大
学
と
云
へ
ば
須（

２
）川

弥
作
君
も
九
大
仏
文
学
の
助
教
授
に
愈
々
任
命
さ
れ
る
事
に
極
ま
つ
た
。

須
川
君
の
跡
に
は
（
大
学
の
方
）
渡（

３
）辺

一
夫
君
が
来
る
事
に
な
る
だ
ら
う
。
桜
田
君
も
い
よ
〳
〵
四
月
か
ら
東（

４
）京

高
等
学
校
に
行
く
。

君
の
助
教
授
問
題
に
就
て
先
頃
服（

５
）部

さ
ん
に
話
し
た
ら
、
賛
成
し
て
呉
れ
た
。
帰
朝
迄
か
或
は
帰
朝
后
間
も
な
く
、
旨
い
具
合
に
な

る
ら
し
い
。
早
晩
な
事
に
は
極
ま
つ
て
ゐ
る
が
、
早
い
方
が
い
ゝ
か
ら
、
機
を
見
つ
ゝ
、
ぬ
か
り
な
く
運
動
す
る
つ
も
り
だ
か
ら
安
心

し
て
お
い
で
。

君
の
帰
朝
后
、
ま
た
二
人
で
「
フ（

６
）イ

ガ
ロ
の
結
婚
」
を
訳
し
度
い
と
思
ふ
。
如
何
。
だ
か
ら
何
度
も
芝
居
を
見
て
置
い
て
呉
れ
。
そ
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れ
か
ら
最
后
の
歌
（
シ（

７
）エ

リ
ユ
バ
ン
の
歌
で
は
な
い
）
の
譜
を
探
し
て
呉
れ
給
へ
。
な
か
〳
〵
難
解
だ
か
ら
よ
く
脚
本
全
体
を
読
ん
で

疑
点
を
晴
ら
し
て
置
い
て
く
れ
給
へ
。

そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
、
若
し
機
会
が
あ
つ
た
ら
、（
強
い
て
と
は
言
は
な
い
）
ル（

８
）イ

・
ル
・
グ
ラ
ン
中
学
の
ル（

９
）ネ

・
カ
ナ
先
生
に
会

つ
て
、
先
生
の
博
士
論
文Le sentim

ent de la Solitude m
orale au X

IX
e siècle

を
翻
訳
し
て
い
ゝ
か
悪
い
か
と
云
ふ
事
を
訊
ね

て
呉
れ
給
へ
。（
機
会
が
あ
つ
た
ら
だ
よ
。）

日
本
は
之
を
要
す
る
に
つ
ま
ら
な
い
。「
信
天
翁
」
の
続
篇
み
た
い
な
も
の
を
近
々
出
す
。
出
た
ら
送
る
。
此
頃
仏
蘭
西
の
新
聞
雑

誌
の
問
題
で
は
ポ
エ
ジ
イ
・
ピ
ユ
ウ
ル
の
議
論
を
興
深
く
覚
え
る
。　

三
月
三
日　

今
日
之
れ
丈
け　

隆　

信
太
殿

（
１
）
書
簡
42
を
参
照
。
た
だ
し
、
矢
田
部
達
郎
の
名
前
は
既
に
大
正
十
五
年
の
『
九
州
帝
国
大
学
一
覧
』
に
心
理
学
講
座
の
助
教
授
と
し
て
名
が
見
え
、

『
東
京
高
等
学
校
一
覧
』
に
は
名
が
な
い
。（
２
）
須
川
弥
作
（
一
八
九
四
～
一
九
三
八
）
は
大
正
九
年
東
京
帝
国
大
学
仏
文
科
卒
。
陸
軍
大
学
教
授
、

浦
和
高
校
教
授
を
経
て
、
九
州
帝
国
大
学
に
着
任
。
大
正
十
五
年
『
九
州
帝
国
大
学
一
覧
』
に
は
、
仏
文
学
助
教
授
と
し
て
須
川
の
名
が
見
え
る
。
須

川
の
経
歴
は
、「
故
須
川
弥
作
教
授
追
悼
号
」（「
文
学
研
究
」
一
九
三
八
・
一
二
）
を
参
照
。（
３
）
渡
辺
一
夫
は
大
正
十
五
年
に
一
年
間
、
東
京
帝
国
大

学
文
学
部
講
師
を
つ
と
め
て
い
る
。（
４
）
書
簡
42
（
４
）
を
参
照
。（
５
）
中
国
哲
学
者
服
部
宇
之
吉
（
一
八
六
七
～
一
九
三
九
）。
服
部
は
大
正
十
五
年
、

評
議
員
で
文
学
部
長
だ
っ
た
。実
際
に
鈴
木
信
太
郎
が
助
教
授
に
就
任
す
る
の
は
昭
和
六
年
の
こ
と
で
あ
る
。（
６
）結
局
こ
の
時
は
翻
訳
さ
れ
て
い
な
い
。

同
作
は
辰
野
が
パ
リ
で
舞
台
を
見
て
「
何
時
か
は
訳
出
し
て
見
た
い
と
思
つ
た
」（
辰
野
隆
「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」、『
河
童
随
筆
』
酣
灯
社
、

一
九
四
七
）
作
だ
が
、
実
際
に
辰
野
の
手
で
翻
訳
さ
れ
た
の
は
一
九
五
〇
年
の
こ
と
で
あ
る
。（
７
）『
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
』（Le M

ariage de Figaro

）

で
、
館
を
追
わ
れ
る
小
姓
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
版
の
ケ
ル
ビ
ー
ノ
に
当
た
る
。「
最
后
の
歌
」
は
伯
爵
夫
妻
を
祝
っ
て
登
場
人
物
達
が
第
五
幕
の
末
尾
で
歌

う
歌
を
指
す
か
。（
８
）
リ
セ
・
ル
イ=

ル=

グ
ラ
ン
（Lycée Louis-le-Grand

）
は
、カ
ル
チ
エ
・
ラ
タ
ン
に
あ
る
名
門
の
後
期
中
等
教
育
機
関
。（
９
）
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ル
ネ
・
カ
ナ
（René Canat, 1873

～?

）
は
フ
ラ
ン
ス
の
文
学
史
家
。
こ
の
論
文
は
後
に
須
川
弥
作
が
「
文
学
研
究
」
一
九
三
七
年
五
月
号
・
八
月
号

に
そ
の
序
文
を
訳
出
し
て
い
る
。

書
簡
45
（13-01-45

）　

大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
（
推
定
）　32 rue Charles-Floquet, Paris 

（V
II e

） （France

）  M
onsieur 

Shintaro Suzuki Sém
inaire de la Littérature Française de l’U

niversité Im
périale de T

okio T
.T

atsuno 928 K
om

aba 

K
am

i-M
eguro T

okio Japon

＊
省
略
。
東
大
仏
文
科
か
ら
の
寄
せ
書
き
で
、
鈴
木
信
太
郎
記
念
館
に
展
示
。

書
簡
46
―
１
（13-01-46-01

）　

昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
三
月
二
日
付
（
四
月
二
日
か
）（
四
月
二
日
消
印
・
目
黒
／
二
日
消
印
・
東

京
中
央
）　

市
外
西
巣
鴨
向
原
三
五
一
九　

鈴
木
信
太
郎
様　

市
外
上
目
黒
九
二
八　

辰
野
隆　

封
書
（
速
達
）　

墨
筆

＊
封
筒
の
み
で
本
文
な
し
、
以
下
伊
吹
書
簡
を
同
封
。

書
簡
46
―
２
（13-01-46-02

）　

昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
三
月
三
十
日
付
（
三
十
一
日
消
印
・
□
□
院
）　

東
京
市
外
上
目
黒
九
二
八　

辰
野
隆
様　

京
都
市
田
中
大
堰
町
二
七　

伊
吹
武
彦　

封
書　

ペ
ン　

御
手
紙
戴
き
有
難
う
存
じ
ま
し
た
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色
々
面
倒
な
事
情
で
松（

１
）ノ

木
町
か
ら
衣
棚
へ
ま
た
衣
棚
か
ら
最
近
表
記
の
と
こ
ろ
へ
越
し
て
参
り
ま
し
た　

引
越
し
に
生
れ
て
来
た

や
う
な
気
が
い
た
し
ま
す　

越
す
と
間
も
な
く
大
分
ひ
ど
い
流
感
に
や
ら
れ
て
了
ひ
ま
し
た　

先
の
御
手
紙
の
返
事
も
い
た
さ
ず
転
宅

御
通
知
も
お
ろ
そ
か
に
し
ま
し
て
ま
こ
と
に
済
み
ま
せ
ん

ま
づ
こ
の
一
月
お
訪
ね
し
た
と
き
の
御
礼
か
ら
申
上
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん　

あ
の
折
の
愉
快
は
小
生
た
る
も
の
ヘ
ソ
の
緒
き
つ

て
は
じ
め
て
の
こ
と
と
も
申
す
べ
く
今
以
て
か
の
思
ひ
出
を
な
つ
か
し
み
を
る
次
第
万
々
何
卒
御
推
察
願
ひ
あ
は
せ
て
御
礼
申
し
あ
げ

ま
すさ

て
手
と
り
ば
や
く
要
件
を
申
し
あ
げ
ま
す

「
仏（

２
）研

」
原
稿
の
件
。
こ
ゝ
し
ば
ら
く
怠
け
ま
し
た
た
め
と
、
も
一
つ
も
の
ゝ
考
へ
方
が
ち
か
ご
ろ
何
だ
か
ぐ
ら
〳
〵
し
て
来
て
ゐ

ま
す
た
め
と
で
、
こ
れ
な
ら
と
思
ふ
も
の
が
仲
々
出
来
上
り
ま
せ
ん　

ひ
と
つ
〆
切
迄
に
つ
と
め
て
み
た
い
と
思
ひ
ま
す　

も
し
出
来

ま
せ
ぬ
節
は
ノ
ー
ト
欄
に　

近
頃
読
ん
だ
雑
書
の
批
評
紹
介
で
も
載
せ
て
い
た
ゞ
き
た
い
と
思
つ
て
を
り
ま
す　
「
新（

３
）潮

社
」
の
件
。

い
ろ
〳
〵
御
配
慮
恐
れ
い
り
ま
す
。
仰
せ
の
如
く
コ
ル
ボ
オ
の
翻
訳
を
や
り
了
せ
た
い
と
存
じ
ま
す
。
期
日
は
三
ヶ
月
の
御
猶
予
を
お

願
ひ
し
た
い
の
で
す
が
如
何
で
せ
う
。
も
し
何
で
し
た
ら
二
ヶ
月
で
も
何
と
か
出
来
な
い
こ
と
は
あ
る
ま
い
と
も
思
ふ
の
で
ご
ざ
い
ま

す
が
。
そ
の
他
の
も
の
で
は
今
す
で
に
訳
し
た
も
の
で
は

V （
４
）

ildrac : l’Indigent

J.Rom
ains : A

m
édée 

が
あ
り
ま
す
が
如
何
で
せ
う
か
。
ど
ち
ら
も
長
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
コ
ル
ボ
オ
と
合
は
せ
れ
ば
二
百
五
十
枚
に
は
な
る
か
と

思
ひ
ま
す
。

お
答
へ
申
し
上
げ
る
の
が
大
層
遅
く
な
り
ま
し
て
済
み
ま
せ
ん
で
し
た　

右
と
り
あ
へ
ず
申
し
上
げ
ま
す　

匆
々
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卅
日　

武
彦
拝　

辰
野
先
生　

玉
案
下

二
白　

ヴ
イ
ル
ド
ラ
ツ
ク
の
も
の
は
も
う
た
び
〳
〵
訳
さ
れ
ま
し
た
し
、
ロ
マ
ン
の
も
の
は
読
ん
で
は
一
寸
面
白
く
な
い
や
う
な
気

も
致
し
ま
す　

ほ
か
に
適
当
な
長
さ
の
も
の
で
い
ゝ
も
の
は
あ
り
ま
す
ま
い
か　

御
意
見
を
伺
ふ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
ら
幸
ひ
に
存
じ

ま
す
。

（
１
）
伊
吹
は
十
歳
の
時
に
京
都
に
越
し
て
き
て
、
大
学
時
代
以
降
は
再
び
京
都
に
住
ん
だ
。
麩
屋
町
松
原
を
皮
切
り
に
、
衣
棚
夷
川
、
植
物
園
付
近
、

田
中
大
堰
町
へ
と
移
っ
た
と
い
う
（
伊
吹
武
彦
「
京
都
つ
れ
づ
れ
」、『
ベ
レ
ー
横
町
』
中
外
書
房
、
一
九
五
八
）。（
２
）
辰
野
が
伊
吹
に
、
東
大
仏
文

科
の
雑
誌
「
仏
蘭
西
文
学
研
究
」
昭
和
三
年
六
月
号
へ
寄
稿
を
請
う
た
こ
と
へ
の
返
事
と
見
ら
れ
る
。
伊
吹
は
創
刊
号
以
来
こ
の
雑
誌
に
論
考
を
継
続

的
に
発
表
し
て
い
る
が
、
結
局
以
後
伊
吹
の
論
考
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。（
３
）
新
潮
社
刊
行
の
『
世
界
文
学
全
集
』
第
三
十
四
巻
の
「
仏
蘭
西
近
代

戯
曲
集
」
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
刊
行
は
昭
和
三
年
七
月
。
伊
吹
は
こ
の
集
に
ア
ン
リ
・
ベ
ッ
ク
（H

enry Becque, 1837

～1899

）
の
戯
曲
「
郡
鴉
」

（Les Corbeaux

）
を
訳
出
し
た
。（
４
）
シ
ャ
ル
ル
・
ヴ
ィ
ル
ド
ラ
ッ
ク
（Charles V

ildrac, 1882

～1971

）
は
詩
人
・
劇
作
家
。「
寂
し
い
人
々
」（Les 

Indigent

）
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
小
説
家
・
劇
作
家
の
ジ
ュ
ー
ル
・
ロ
マ
ン
（Jules Rom

ains, 1885

～1972

）
の
「
ア
メ
デ
と
靴
磨
き
台
上

の
諸
君
」（A

m
édée et les M

essieurs en rang

）
の
名
も
見
え
る
。
両
者
と
も
伊
吹
が
注
目
し
評
論
で
言
及
す
る
作
家
だ
が
、
こ
れ
ら
二
作
は
訳
出

さ
れ
て
い
な
い
。

書
簡
47
（13-01-47

）　

昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
九
月
十
日
付
（
十
日
消
印
・
目
黒
）　

市
外
西
巣
鴨
向
原
三
五
一
九　

鈴
木
信
太
郎

様
（
親
展
）　

市
外
上
目
黒
九
二
八　

辰
野
隆　

封
書　

ペ
ン　

＊
松
屋
製
二
百
字
詰
原
稿
用
紙
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冠
省
。
シ（

１
）ム

チ
エ
ル
・
マ
ラ
ン
の
訳
を
一
読
し
た
。
未
だ
テ
キ
ス
ト
と
対
照
し
て
は
見
な
い
が
、訳
文
は
極
め
て
上
出
来
。
見
事
々
々
！

附
録
と
し
て
、
ピ（

２
）ロ

ン
の
猥
詩
に
午
睡
の
余
波
を
散
ら
す
こ
と
が
出
来
た
。
即
ち
返
歌
を
我
が
畏
敬
す
る
槍
一
筋
の
ア
チ
ラ
に
奉
る
。

�
蚤
に
な
り
た
や
リ
ユ
ウ
ス
の
蚤
に
／
コ
ン

8

8

の
山
越
え
、
襞
の
谷
越
え
／
草
の
茂
み
や
葛か

づ
らの

も
つ
れ
／
押
し
分
け
〳
〵
身
は
ど
ろ
〳
〵

の
／
濡
れ
ぬ
う
ち
こ
露
を
も
い
と
へ
／
暗
い
岩い

わ

窟や

の
岩
水
に
／
溺
れ
て
倒
れ
て
夢
う
つ
ゝ
／
刺
し
て
ぬ
ら
し
て
行
か
せ
は
し
た
が
／

末
は
厠
の
滝
の
瀬
を
／
蛆
の
古
巣
に
く
だ
り
ゆ
く
。
／
と
は
い
ふ
も
の
の
、
／
蚤
に
な
り
た
や
リ
ユ
ウ
ス
の
蚤
に
。　

大
和
ピ
ロ
ン　

信
太
様　

（
１
）
ポ
ー
ル
・
ヴ
ァ
レ
リ
ー
（Paul V

aléry, 1871

～1945

）
の
「
海
辺
の
墓
地
」（Le Cim

etière m
arin

）。
鈴
木
と
辰
野
の
共
訳
の
形
で
ギ
ュ
ス

タ
ー
ヴ
・
カ
ー
ン
「
ポ
オ
ル
・
ヴ
ァ
レ
リ
イ
の
『
海シ

ム
チ
エ
エ
ル
・
マ
ラ
ン

辺
の
墓
地
』」
が
「
仏
蘭
西
文
学
研
究
」（
一
九
二
九
・
一
二
）
に
載
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
同
誌
上

で
は
詩
は
原
文
で
引
か
れ
て
お
り
、
こ
の
論
文
の
翻
訳
に
際
し
て
、
検
討
の
た
め
に
鈴
木
が
原
詩
の
試
訳
を
辰
野
に
示
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。（
２
）

鈴
木
信
太
郎
が
辰
野
宛
に
、
詩
人
・
劇
作
家
の
ア
レ
ク
シ
ー
・
ピ
ロ
ン
（A

lexis Piron, 1689

～1773

）
の
「
の
み
」（La Puce

）
を
書
き
送
っ
た

と
こ
ろ
、「
返
歌
」
と
し
て
書
い
た
も
の
。
原
詩
「
の
み
」
は
、
女
性
の
陰
部
で
溺
れ
る
蚤
に
「
な
り
た
や
」
と
謳
っ
た
猥
詩
。
な
お
、
鈴
木
は
こ
の
辰

野
の
「
返
歌
」
を
エ
ッ
セ
イ
の
中
で
一
部
引
い
て
紹
介
し
て
い
る
（
前
掲
「
フ
ラ
ン
ス
文
学
黄
金
伝
説
」、『
全
集
』
第
五
巻
）。

書
簡
48
（13-01-48

）　

昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
三
月
二
十
五
日
付
（
消
印
な
し
）　
［
宛
先
住
所
欠
］　

鈴
木
信
太
郎
様　

東
京
府
下

上
目
黒
駒
場
九
二
八　

辰
野
隆
・
保（

１
）　

封
書　

墨
筆

【
印
刷
】　

謹
啓　

先
般
亡
母
儀
死
去
之
際
は
早
速
御
懇
篤
な
る
御
弔
問
を
忝
ふ
し
且
御
鄭
重
な
る
御
供
物
を
賜
は
り
御
厚
志
難
有
奉
拝
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謝
候　

本
日
慈
徳
院
殿
妙
光
日
秀
大
姉
五
七
日
忌
に
際
し
聊
謝
意
を
表
し
度
粗
品
呈
上
仕
候
間
御
受
納
被
成
下
候
得
は
本
懐
之
至
に
奉

存
候　

先
は
御
挨
拶
迄
如
斯
御
座
候　

敬
具　

昭
和
五
年
三
月
廿
五
日　

辰
野
隆　

辰
野
保　

鈴
木
信
太
郎
様

（
１
）
辰
野
隆
の
弟
の
保
（
一
八
九
一
～
一
九
三
八
）。
弁
護
士
・
政
治
家
・
陸
上
競
技
選
手
だ
っ
た
。

書
簡
49
（13-01-49
）　

昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
三
月
十
日
付
（
十
日
消
印
・
目
黒
）　

市
外
西
巣
鴨
向
原
三
五
一
九　

鈴
木
信
太
郎

様　

市
外
上
目
黒
九
二
八　

辰
野
隆　

葉
書　

ペ
ン　

冠
省　

来
る
十
六
日
（
日
曜
）
午
后
五
時
半
。
甚
だ
失
礼
だ
が
、
粗
餐
を
差
上
げ
度
い
の
で
、
お
差
支
な
く
ば
、
小
生
宅
ま
で
お
出

で
下
さ
い
。
生
前
客
を
好
ん
だ
亡
母
の
霊
を
慰
め
る
に
は
旧
友
と
一
夕
を
語
り
暮
ら
す
に
如
か
ず
と
思
ふ
か
ら
。　

三
月
十
日　

市
外

上
目
黒
九
二
八　

辰
野
隆

書
簡
50
―
01
（13-01-50-01

）　

昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
一
月
二
十
八
日
付
（
二
十
八
日
消
印
・
目
黒
／
二
十
八
日
消
印
・
豊
島
）　

市
内
豊
島
区
西
巣
鴨
三
五
一
九　

鈴
木
信
太
郎
様　

目
黒
駒
場
九
二
八　

辰
野
隆　

封
書
（
速
達
）　

ペ
ン　

＊
以
下
の
手
紙
を
封
入

書
簡
50
―
02
（13-01-50-02

）　

昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
一
月　
［
宛
先
住
所
欠
］　

大
槻
先
生　
［
差
出
住
所
欠
］　

ロ
ザ
リ
ヨ
同
人　
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封
書　

ペ
ン

＊
省
略
。
久
能
木
慎
治
回
復
の
礼
状
で
、「
玫
瑰
珠
」
同
人
が
連
名
で
差
出
人
。

書
簡
51
（13-01-51
）　

昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
八
月
二
十
一
日
付
（
二
十
二
日
消
印
・
目
黒
）　

相
州
葉
山
一
色
一
七
九
九　

鈴
木

信
太
郎
様　

東
京
目
黒
駒
場
九
二
八　

辰
野
隆　

封
書　

ペ
ン　

＊
松
屋
製
二
百
字
詰
原
稿
用
紙

冠
省　

続
稿
を
読
ん
だ
。
若
し
あ
の
詩
が
詩
人
の
詩（

１
）の

悩
み
を
指
す
も
の
な
ら
、
何
も
僕
に
は
異
論
は
な
い
。
議
論
の
余
地
は
な
い

の
だ
。
最
初
（
二
三
年
前
）
君
は
あ
の
詩
を
、
女
を
歌
つ
た
も
の
で
マ
ラ
ル
メ
の
詩
の
中
で
最
も
イ
キ
な
詩
だ
と
断
言
し
、
且
つ
中
島

や
佐
藤
に
も
然
う
説
明
し
て
ゐ
る
の
で
、
僕
は
異
議
が
あ
つ
た
の
だ
。
君
は
そ
の
後
説
を
変
へ
た
の
か
い
。
僕
は
今
迄
一
度
も
君
か
ら
、

あ
の
詩
が
詩
人
の
詩
の
な
や
み
を
詠
ん
だ
と
い
ふ
説
は
承
ら
な
か
つ
た
。
僕
が
詩
の
悩
み
だ
ら
う
、
と
言
つ
た
時
に
も
君
は
断
乎
と
し

て
否
定
し
た
で
は
な
い
か
。
マ
ラ
ル
メ
の
未
発
表
の
詩
ま
で
わ
ざ
〳
〵
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ア
に
打
つ
て
呉
れ
た
ぜ
。
何
だ
か
狐
に
つ
ま
ゝ

れ
た
や
う
な
気
が
す
る
が
、
僕
は
は
じ
め
か
ら
、
詩
人
の
な
や
み
以
外
に
は
、
あ
の
詩
を
解
釈
出
来
な
か
つ
た
か
ら
、
君
の
説
に
反
対

し
た
の
だ
ぜ
。

一
体
ど
う
し
た
ん
だ
い
。
い
つ
の
間
に
変
節
し
た
ん
だ
い
。
何
ん
だ
か
、
変
だ
よ
。
折
角
、
異
説
を
挟
も
う
と
思
つ
て
楽
し
み
に
し

て
ゐ
た
ん
だ
が
、
あ
れ
で
は
異
説
の
樹
て
や
う
が
な
い
。
御
返
事
を
待
つ
て
ゐ
る
。　

八
月
廿
一
日　

隆　

信
太
郎
様

（
１
）「
道
化
懲
戒
」
論
争
に
つ
な
が
る
書
簡
。
書
簡
以
外
に
も
電
話
で
マ
ラ
ル
メ
「
道
化
懲
戒
」（Le Pitre châtié

）
の
解
釈
に
つ
い
て
論
議
を
し
、
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そ
れ
を
往
復
論
争
の
形
に
仕
立
て
た
の
が
、「『
道
化
懲
戒
』
論
議
」（「
文
芸
評
論
」
一
九
三
三
・
一
〇
）
及
び
「
再
び
『
道
化
懲
戒
』
に
就
い
て
」（「
文

芸
評
論
」
一
九
三
四
・
六
）。
誌
上
で
は
、
鈴
木
が
、
女
性
に
走
る
こ
と
で
詩
人
と
し
て
消
滅
す
る
こ
と
を
詠
ん
だ
詩
と
解
釈
す
る
の
に
対
し
、
辰
野
が

詩
作
を
め
ぐ
る
悩
み
の
詩
と
解
釈
す
る
と
い
う
立
場
で
整
理
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
こ
の
書
簡
か
ら
は
、
両
者
の
議
論
は
い
く
つ
か
の
や
り
と
り
を
経
て

最
終
的
に
対
立
的
な
立
場
に
整
理
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

書
簡
52
（13-01-52
）　

昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
八
月
二
十
四
日
付
（
二
十
五
日
消
印
・
目
黒
）　

相
州
葉
山
一
色
一
九マ

マ

七
七　

鈴
木

信
太
郎
様　

東
京
目
黒
駒
場
九
二
八　

辰
野
隆　

葉
書　

ペ
ン

玉
翰
拝
誦
。
草（

１
）野

中
島
両
君
は
マ
ラ
ル
メ
論
争
に
期
待
を
も
つ
て
ゐ
る
ら
し
い
か
ら
中
絶
す
る
の
は
い
け
な
い
と
思
ふ
か
ら
、
僕
は

書
く
つ
も
り
だ
。
君
の
手
紙
で
や
つ
ぱ
り
重
大
な
る
点
に
異
議
が
あ
る
事
が
判
つ
た
か
ら
、
大
に
や
る
つ
も
り
で
ゐ
る
。
あ
の
詩
に
は

絶
対
に
女
性
の
介
在
な
ど
は
な
い
。
徹
頭
徹
尾
詩
人
の
「
素
白
の
悩
み
」
あ
る
の
み
だ
。
そ
の
他
、
疑
問
の
点
不
可
解
の
点
が
二
三
あ

る
の
で
、
質
問
に
及
ぶ
つ
も
り
で
あ
る
。
加
之
訳
語
の
不
適
当
。
及
び
ご
ま
か
し
も
あ
る
や
う
だ
。
だ
か
ら
充
分
書
き
得
る
。

（
１
）
草
野
は
白
水
社
の
草
野
貞
之
（
一
九
〇
〇
～
一
九
八
六
）、
中
島
は
佐
藤
正
彰
と
の
共
訳
で
ヴ
ァ
レ
リ
ー
『
ヴ
ァ
リ
エ
テ
』（
白
水
社
、

一
九
三
二
）
を
刊
行
し
た
中
島
健
蔵
（
一
九
〇
三
～
一
九
七
九
）。
論
争
が
掲
載
さ
れ
た
「
文
芸
評
論
」
は
、
東
大
仏
文
研
究
室
が
白
水
社
の
後
ろ
盾
で

出
し
た
研
究
雑
誌
。

書
簡
53
（13-01-53

）　

昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
七
月
三
十
日
付
（
三
十
日
消
印
・
目
黒
）　

相
州
葉
山
一
色
一
七
九
九　

鈴
木
信
太
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郎
様　

東
京
目
黒
駒
場
九
二
八　

辰
野
隆　

封
書　

ペ
ン
（
封
筒
は
墨
筆
）

病
気
は
も
う
癒
つ
た
。
昨
日
赤（

１
）羽

で
三
回
ま
わ
つ
た
。
半
月
休
ん
で
も
ス
コ
ア
は
44 

43 

39
だ
か
ら
悪
く
は
な
い
。

尼
子
先
生
は
今
日
一
ぱ
い
は
不い

か
ん可

と
い
つ
て
ゐ
た
が
、
昨
廿
八
日
か
ら
始
め
て
、
朝
か
ら
赤
羽
に
行
つ
た
ら
、
尼（

２
）子

大
将
と
会
つ
て

睨
め
ら
れ
て
叱
ら
れ
た
。
ど
う
も
大
学
派
の
医
者
は
厳
格
で
怕
い
よ
。

―
◦
―
◦
―
◦
―

尼
子
に
前
後
五
回
診
察
し
て
貰
つ
た
の
だ
が
、
ど
の
く
ら
ゐ
お
礼
を
し
て
い
ゝ
の
だ
か
、
初
め
て
な
の
で
、
判
ら
な
い
。
君
や
お
母

さ
ん
や
弟
さ
ん
方
の
時
に
ど
の
程
度
に
し
て
ゐ
る
か
、
お
知
ら
せ
願
ひ
度
い
。
御
返
事
を
待
つ
て
ゐ
る
。
藤
沢
に
行
つ
て
ゐ
る
か
ね
。

隆　

三
十
日　

信
太
様

（
１
）
学
士
会
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
の
赤
羽
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
の
こ
と
。
辰
野
は
昭
和
八
年
の
六
月
中
旬
に
山
田
珠
樹
に
誘
わ
れ
、
鈴
木
信
太
郎
と
赤
羽
の
コ
ー

ス
を
回
っ
て
以
来
、
ゴ
ル
フ
に
熱
中
し
た
の
だ
と
い
う
（「
ゴ
ル
フ
逆
縁
」、『
辰
野
隆
随
想
全
集
』
第
五
巻
）。
辰
野
は
毎
日
の
よ
う
に
赤
羽
に
通
い
、

鈴
木
信
太
郎
も
月
に
十
日
は
コ
ー
ス
に
出
た
（
鈴
木
信
太
郎
「
ゴ
ル
フ
浪
人
手
記
」、『
全
集
』
第
五
巻
）。（
２
）
尼
子
富
士
郎
。
鈴
木
に
よ
れ
ば
、
辰

野
と
尼
子
の
三
人
が
特
に
好
敵
手
だ
っ
た
と
い
う
（
前
掲
「
ゴ
ル
フ
浪
人
手
記
」）。

書
簡
54
（13-01-54

）　

昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
八
月
十
日
付
（
十
一
日
消
印
・
目
黒
）　

相
州
葉
山
一
色
一
七
九
九　

鈴
木
信
太
郎

様　

東
京
目
黒
駒
場
九
二
八　

辰
野
隆　

往
復
葉
書
返
信　

ペ
ン
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御
手
紙
拝
誦
。
服
部
さ
ん
に
は
僕
は
負
け
る
よ
。
服
部
さ
ん
が
136
で
僕
が
143
だ
か
ら
、
こ
ん
度
う
ん
と
頑
張
ら
な
け
れ
ば
と
て
も
だ

め
だ
。
昨
日
は
38 

43 

38 

41
で
上
出
来
だ
つ
た
が
明
日
こ
の
調
子
が
出
れ
ば
い
ゝ
と
思
つ
て
ゐ
る
。

―
◦
―

久（
１
）米

と
の
プ
レ
イ
オ
フ
に
は
必
ず
勝
て
る
よ
。
火
曜
か
水
曜
に
は
藤
沢
ま
で
出
む
い
て
是
非
コ
オ
チ
を
し
て
や
る
。　

八
月
十
日　

東
京
目
黒
駒
場
九
二
八　

辰
野
隆

一
昨
日
尼
子
先
生
は
ま
た
48
を
出
し
て
悦
ん
で
ゐ
た
。

（
１
）
久
米
正
雄
（
一
八
九
一
～
一
九
五
二
）
と
思
わ
れ
る
。
前
掲
「
ゴ
ル
フ
浪
人
手
記
」
に
久
米
正
雄
の
名
が
見
え
る
。

書
簡
55
（13-01-55

）　

昭
和
十
三
（
一
九
三
八
）
年
五
月
六
日
付
（
六
日
消
印
・
吉
祥
寺
）　

市
内
豊
島
区
西
巣
鴨
一
―
三
五
一
九　

鈴
木
信
太
郎
様
（
親
展
）
板
橋
石
神
井
立
野
町
九
一
二　

辰
野
隆　

封
書　

ペ
ン

お
約
束
の
書
面
お
送
り
す
る　

何
分
宜
し
く
お
願
ひ
す
る　

五
月
六
日　

隆　

信
太
郎
様　

侍
史

＊
以
下
の
書
面
を
封
入

書
簡
56
（13-01-56

）

＊
鈴
木
信
太
郎
様
と
表
書
き
さ
れ
た
郵
便
は
が
き
裏
に
、
以
下
の
受
領
証
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御
検
印
票
受
領
証　

昭（
１
）和

13
年
12
月
27
日　

シ
ラ
ノ
・
ド
・
ベ
ル
ヂ
ユ
ラ
ツ
ク　

並
版　

初
版　

弐
千
五
百
部　

右
之
通
り
正
に
受

領
仕
り
候
也　

東
京
市
神
田
区
小
川
町
三
丁
目
八
番
地　

株
式
会
社
白
水
社　

鈴
木
信
太
郎　

辰
野
隆
様

（
１
）
白
水
社
か
ら
、
昭
和
十
三
年
十
二
月
三
十
一
日
発
行
、
昭
和
十
四
年
一
月
発
行
で
改
版
『
シ
ラ
ノ
・
ド
・
ベ
ル
ジ
ユ
ラ
ツ
ク
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

書
簡
57
（13-01-57
）　

昭
和
二
十
四
（
一
九
四
九
）
年
八
月
十
一
日
（
消
印
）　

東
京
本
郷
東
京
大
学
文
学
部
フ
ラ
ン
ス
文
学
研
究
室　

鈴
木
信
太
郎
様　
［
差
出
住
所
欠
］　

隆
・
高
橋
玄
一
郎
・
鷲
沢
二
郎
・
松
本
正
久　

絵
葉
書　

ペ
ン

＊
省
略
。
松
本
か
ら
の
寄
せ
書
き
。

【
解
題
】

辰
野
隆
（
一
八
八
八
～
一
九
六
四
）
は
、
鈴
木
信
太
郎
と
と
も
に
東
大
仏
文
学
科
の
一
時
代
を
築
い
た
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
で
あ
る
。

学
位
論
文
は
『
ボ
オ
ド
レ
エ
ル
研
究
序
説
』（
第
一
書
房
、
一
九
二
九
）
で
、
同
じ
く
象
徴
主
義
の
リ
ラ
ダ
ン
、
マ
ラ
ル
メ
か
ら
、
モ

リ
エ
ー
ル
等
の
古
典
劇
、
エ
ド
モ
ン
・
ロ
ス
タ
ン
や
ボ
ー
マ
ル
シ
ェ
ら
大
衆
的
な
演
劇
、
写
実
主
義
や
ロ
マ
ン
主
義
の
小
説
ま
で
、
ジ
ャ

ン
ル
や
時
代
を
問
わ
ず
幅
広
く
論
じ
た
。
そ
の
人
柄
や
講
義
、
著
作
を
通
し
て
多
く
の
後
進
に
影
響
を
与
え
た
。

辰
野
の
鈴
木
信
太
郎
宛
書
簡
か
ら
は
、
鈴
木
と
の
親
密
な
関
係
性
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
話
題
は
病
気
見
舞
い
や
娯
楽
等
の
日

常
の
や
り
と
り
か
ら
留
学
時
の
近
況
報
告
、
雑
誌
編
集
や
学
科
の
運
営
、
研
究
や
翻
訳
に
関
す
る
事
柄
と
多
岐
に
わ
た
る
。
以
下
、
書
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簡
の
概
要
と
そ
こ
か
ら
読
み
と
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
る
。

大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
か
ら
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
に
か
け
て
の
最
初
期
の
書
簡
は
、
同
人
雑
誌
「
玫
瑰
珠
」
に
関
す
る
も
の

が
多
い
。
書
簡
１
（
大
正
六
年
九
～
十
月
（
推
定
））
は
、
辰
野
が
「
玫
瑰
珠
」
に
最
初
に
「
信
天
翁
の
目
玉
」
を
寄
稿
し
た
際
の
添

え
状
と
見
ら
れ
る
。
大
正
六
年
一
月
創
刊
の
「
玫
瑰
珠
」
は
、
毎
月
五
～
十
篇
の
論
考
を
掲
載
し
た
が
、
書
簡
１
の
直
前
の
大
正
六
年

十
月
号
の
寄
稿
は
三
篇
に
減
少
し
た
。
編
集
に
関
与
し
て
い
た
鈴
木
が
辰
野
に
寄
稿
を
要
請
し
、
辰
野
が
こ
れ
に
応
え
た
も
の
で
あ
ろ

う
。「
此
ん
な
も
の
で
も
」
と
は
「
信
天
翁
」
の
随
筆
風
の
ス
タ
イ
ル
を
指
し
、「
雑
誌
の
続
く
限
り
」
と
の
言
葉
通
り
辰
野
は
同
誌
へ

の
寄
稿
を
終
刊
ま
で
継
続
す
る
。
多
く
の
仏
文
学
徒
を
フ
ラ
ン
ス
文
学
の
世
界
に
誘
っ
た
『
信
天
翁
の
眼
玉
』
誕
生
の
瞬
間
を
示
す
書

簡
で
あ
る
。

書
簡
２
（
大
正
六
年
十
一
月
四
日
付
）、
書
簡
３
（
大
正
六
年
十
一
月
六
日
付
）、
書
簡
４
（
大
正
七
年
六
月
五
日
付
）
は
「
玫
瑰
珠
」

原
稿
の
進
行
度
合
い
の
報
告
や
原
稿
の
組
み
方
の
指
示
、
辰
野
の
原
稿
へ
の
自
己
評
価
や
鈴
木
の
掲
載
作
へ
の
批
評
で
、
こ
の
時
期
の

両
者
が「
玫
瑰
珠
」刊
行
に
力
を
傾
注
し
て
い
た
様
が
窺
え
る
。
書
簡
２
の
よ
う
な
訳
文
を
め
ぐ
る
相
談
は
他
の
書
簡
に
も
見
ら
れ
る
が
、

こ
う
し
た
姿
勢
は
後
に
両
者
の
共
訳
の
仕
事
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。

書
簡
９
（
大
正
八
年
八
月
十
五
日
付
）
と
書
簡
10
（
大
正
八
年
八
月
二
十
七
日
付
）
は
『
シ
ラ
ノ
・
ド
・
ベ
ル
ジ
ュ
ラ
ッ
ク
』
翻
訳

に
関
す
る
書
簡
で
、
前
者
か
ら
は
辰
野
が
送
付
し
た
訳
稿
を
鈴
木
が
「
直
ほ
」
し
て
「
印
刷
」
に
回
す
と
い
う
作
業
の
過
程
が
、
後
者

か
ら
は
「
第
四
幕
目
は
３
・
４
・
５
・
６
齣
を
僕
が
訳
す
」
と
い
う
訳
出
箇
所
の
分
担
の
あ
り
方
が
わ
か
る
。
い
ず
れ
も
、
両
者
の
協
同

翻
訳
の
具
体
的
な
作
業
過
程
を
教
え
る
書
簡
で
あ
る
。

ま
た
書
簡
16
（
大
正
九
年
八
月
十
四
日
付
）、
書
簡
17
（
大
正
九
年
八
月
十
五
日
付
）、
書
簡
18
（
大
正
九
年
八
月
二
十
三
日
付
）
は

リ
ラ
ダ
ン
関
連
で
、
ま
ず
辰
野
が
作
品
の
翻
訳
を
進
め
（
書
簡
16
）、
鈴
木
が
論
文
の
執
筆
を
辰
野
に
勧
め
る
一
方
で
辰
野
が
山
田
珠
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樹
の
既
訳
の
発
表
を
促
し
（
書
簡
17
）、
辰
野
が
鈴
木
の
翻
訳
を
単
独
の
名
義
で
発
表
す
る
よ
う
促
し
て
い
る
（
書
簡
18
）。「
玫
瑰
珠
」

大
正
九
年
十
一
月
号
は
、
全
篇
が
リ
ラ
ダ
ン
特
集
の
観
を
呈
す
る
が
、
そ
の
編
集
の
裏
側
を
物
語
る
書
簡
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、「
玫
瑰
珠
」
関
連
の
書
簡
は
、
後
年
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
辰
野
と
鈴
木
の
翻
訳
・
研
究
の
仕
事
の
最
初
の
一

歩
を
踏
み
出
す
現
場
を
示
し
て
い
る
。

次
に
、
書
簡
21
（
大
正
十
年
七
月
十
六
日
付
）
か
ら
書
簡
37
（
大
正
十
二
年
一
月
二
十
三
日
付
）
ま
で
、
約
一
年
半
の
辰
野
留
学
中

の
手
紙
が
続
く
。
こ
の
留
学
中
の
手
紙
は
分
量
質
と
も
に
本
書
簡
群
の
中
心
を
な
す
。

書
簡
21
は
リ
ヨ
ン
到
着
か
ら
山
田
珠
樹
と
同
行
し
て
の
パ
リ
散
策
ま
で
を
綴
っ
た
も
の
で
、
以
下
二
ヶ
月
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
を
め

ぐ
る
書
簡
群
（
書
簡
22
～
24
）
の
先
頭
に
立
つ
。
書
簡
21
に
は
下
旬
の
ス
イ
ス
行
き
の
予
定
、
書
簡
22
（
大
正
十
年
九
月
四
日
付
）
に

は
ド
イ
ツ
南
部
の
感
想
と
ベ
ル
ギ
ー
行
き
の
予
定
、
書
簡
23
（
大
正
十
年
九
月
十
三
日
付
）
に
は
ベ
ル
ギ
ー
で
見
た
情
景
と
し
て
、「
ク

ウ
ヷ
ン
の
中
庭
に
は
も
う
落
葉
が
そ
こ
こ
こ
に
散
ら
ば
つ
て
雨
に
ぬ
れ
て
ゐ
る
」
様
や
、「
そ
れ
を
窓
か
ら
寂
し
さ
う
に
眺
め
て
ゐ
る

尼
さ
ん
の
顔
」
が
書
き
と
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
留
学
中
の
書
簡
は
、
下
宿
し
て
い
る
都
市
の
外
へ
の
旅
行
の
際
に
書
か
れ
た
も
の
が
多
い
。
書
簡
26
（
大
正
十
年
十
一

月
十
一
日
付
）
で
は
ア
ヴ
ィ
ニ
ヨ
ン
、
ニ
ー
ム
、
ア
ル
ル
に
お
け
る
観
光
地
巡
り
が
描
か
れ
る
。
書
簡
30
（
大
正
十
一
年
四
月
八
日
・

十
日
付
）
で
は
山
田
珠
樹
・
石
本
巳
四
雄
と
の
オ
ラ
ン
ダ
旅
行
の
様
子
が
戯
画
的
に
描
か
れ
、
同
行
者
と
の
和
気
藹
々
と
し
た
雰
囲
気

が
書
き
と
め
ら
れ
て
い
る
。
書
簡
33
（
大
正
十
一
年
九
月
十
五
日
付
）
は
留
学
二
年
目
の
夏
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
を
め
ぐ
る
書
簡
で
、

山
田
珠
樹
夫
妻
ら
と
同
行
し
て
イ
ギ
リ
ス
に
渡
り
、
森
鷗
外
の
訃
に
接
し
て
夫
妻
が
ド
イ
ツ
に
別
れ
て
以
降
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
デ
ン
マ
ー

ク
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
巡
っ
た
様
子
が
、
風
景
へ
の
感
動
を
中
心
に
書
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
書
簡
群
は
、
辰
野
の
留
学
が
土
地
そ
の
も
の
に
目
を
向
け
る
も
の
だ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。
辰
野
は
画
家
の
出
生
地
で
見
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る
絵
の
印
象
、
各
地
で
食
べ
比
べ
た
パ
ン
の
味
、
ロ
ン
ド
ン
の
食
事
の
ま
ず
さ
、
著
名
作
品
の
舞
台
と
な
っ
た
街
の
雰
囲
気
へ
の
感
想

を
書
き
と
め
る
。「
ド
ン
ナ
少
サ
ナ
都
会
で
も
ソ
レ
ゾ
レ
ノ
特
色
ヲ
備
ヘ
テ
僕
ヲ
楽
シ
マ
セ
テ
呉
レ
タ
」（
書
簡
33
）
の
で
あ
り
、
フ
ラ

ン
ス
に
と
ど
ま
ら
ず
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
い
う
空
間
を
体
感
し
よ
う
と
す
る
辰
野
の
姿
勢
を
伝
え
る
。

リ
ヨ
ン
や
パ
リ
か
ら
出
さ
れ
た
手
紙
か
ら
は
、
辰
野
の
庶
民
の
生
活
へ
の
眼
差
し
が
浮
か
び
上
が
る
。
辰
野
は
リ
ヨ
ン
で
は
大
学
で

の
講
義
よ
り
頻
繁
に
「
シ
ヤ
ム
ピ
ヨ
ン
夫
人
」
の
元
に
通
い
、
書
き
取
り
や
作
文
や
音
読
の
稽
古
を
す
る
（
書
簡
25
）。
パ
リ
で
は
山

田
珠
樹
夫
妻
と
同
じ
安
下
宿
の
オ
テ
ル
・
ジ
ャ
ン
ヌ
ダ
ル
ク
に
滞
在
し
（
書
簡
27
）、
近
く
の
カ
フ
ェ
・
ラ
ビ
ラ
ン
ト
に
通
っ
て
客
達

を
眺
め
た
。

辰
野
も
文
人
達
と
付
き
合
っ
て
お
り
、
書
簡
29
（
大
正
十
一
年
三
月
二
十
九
日
付
）
で
は
詩
人
ル
ネ
・
ギ
ル
や
文
学
史
家
ス
ト
ロ
フ

ス
キ
ー
と
の
、
書
簡
33
（
大
正
十
一
年
九
月
十
五
日
付
）
で
は
詩
人
ノ
エ
ル
・
ヌ
エ
ッ
ト
と
の
交
際
が
書
か
れ
て
い
る
。
だ
が
や
は
り

生
き
生
き
と
描
か
れ
て
い
る
の
は
、リ
ヨ
ン
で
野
菜
や
パ
ン
を
抱
え
て
歩
く
主
婦
の
様
子
や
雨
の
日
の
電
車
の
運
転
手
の
姿
で
あ
り
（
書

簡
25
）、
カ
フ
ェ
・
ラ
ビ
ラ
ン
ト
の
ギ
ャ
ル
ソ
ン
で
あ
る
エ
ド
モ
ン
と
の
対
話
で
あ
り
（
書
簡
29
）、
ラ
パ
ン
・
ア
ジ
ー
ル
の
名
物
店
主

フ
レ
デ
爺
さ
ん
と
娼
婦
達
の
掛
け
合
い
（
書
簡
33
）
で
あ
る
。
辰
野
の
留
学
は
ま
さ
に
「
タ
ダ
仏
蘭
西
ヲ
見
タ
、聞
イ
タ
、香
ヲ
カ
イ
ダ
、

味
ハ
ツ
タ
、
触
ハ
ツ
タ
」（
書
簡
33
）
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
フ
ラ
ン
ス
で
の
人
と
の
関
わ
り
の
中
で
印
象
的
な
の
は
、
書
簡
33
で
書
か
れ
た
ベ
ル
フ
ォ
ー
ル
行
き
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ

る
。
辰
野
は
エ
ミ
ー
ル
・
エ
ッ
ク
の
故
郷
に
赴
き
、
そ
の
父
と
会
っ
て
い
る
。
辰
野
は
父
の
「Cher petit Em

ile

ハ
私
ノ
百
才
ノ
祝

ヒ
ニ
ハ
帰
ヘ
ツ
テ
来
ルcher petit Em

ile

」
と
い
う
言
葉
を
鈴
木
に
書
き
送
る
。
修
道
士
と
し
て
帰
ら
ぬ
覚
悟
で
渡
航
し
た
当
人
の

代
わ
り
に
辰
野
は
父
と
会
い
、エ
ッ
ク
の
姿
を
そ
の
父
に
伝
え
た
わ
け
で
あ
る
。
エ
ッ
ク
の
退
官
の
際
に「
涙
ヲ
禁
ジ
エ
ナ
カ
ツ
タ
」（
書

簡
24
）
鈴
木
は
、
こ
の
父
の
言
葉
を
辰
野
と
と
も
に
受
け
止
め
た
こ
と
だ
ろ
う
。
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パ
リ
や
リ
ヨ
ン
で
の
生
活
の
中
で
は
、
や
は
り
観
劇
が
目
立
つ
。
到
着
早
々
パ
リ
の
劇
場
を
は
し
ご
し
（
書
簡
21
）、
モ
リ
エ
ー
ル

三
百
年
祭
で
企
画
さ
れ
た
モ
リ
エ
ー
ル
劇
を
次
々
と
見
る
（
書
簡
29
）。
古
典
劇
に
と
ど
ま
ら
ず
、
グ
ラ
ン
・
ギ
ニ
ョ
ー
ル
座
の
恐
怖

芝
居
、
ベ
ル
リ
ン
で
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
（
書
簡
24
）、
そ
し
て
リ
ヨ
ン
で
人
形
芝
居
を
見
て
い
る
（
書
簡
25
）。
人
々
の
中
で
生
き
て
い

る
演
劇
を
見
よ
う
と
い
う
意
図
が
透
か
し
見
え
る
。

辰
野
の
帰
国
と
入
れ
替
わ
り
で
出
国
し
た
鈴
木
信
太
郎
の
留
学
の
様
子
も
書
簡
か
ら
読
み
と
れ
る
（
書
簡
41
～
44
）。
鈴
木
の
場
合

は
シ
ャ
ン
ピ
ヨ
ン
書
店
を
中
心
に
、
文
化
人
・
文
学
者
と
の
交
流
を
深
め
た
（
書
簡
41
）。
観
劇
や
美
術
展
に
も
盛
ん
に
出
か
け
て
い

た
こ
と
が
垣
間
見
え
る
。

書
簡
に
は
、
東
大
仏
文
科
の
人
事
や
運
営
・
教
育
に
関
す
る
も
の
も
あ
る
。

た
と
え
ば
書
簡
５
（
大
正
七
年
十
月
十
二
日
付
）
は
エ
ッ
ク
と
の
会
食
、
書
簡
８
（
大
正
八
年
八
月
九
日
付
）
は
リ
ヨ
ン
大
学
か
ら

の
来
客
の
接
待
に
関
す
る
書
簡
で
あ
る
。
辰
野
は
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
九
月
に
仏
文
学
科
の
副
手
に
就
任
す
る
が
、
副
手
時
代
に

海
外
の
要
人
接
待
を
し
て
い
る
。
ま
た
書
簡
か
ら
、
仏
文
科
卒
業
生
と
研
究
室
の
つ
な
が
り
も
わ
か
る
。
書
簡
12
（
大
正
八
年
十
月

十
八
日
付
）
は
後
藤
末
雄
や
太
宰
施
門
ら
仏
文
科
卒
業
生
と
の
会
合
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
仏
文
科
卒
業
生
の
こ
と
は
書
簡

29
（
大
正
十
一
年
三
月
二
十
九
日
付
）
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
暁
星
へ
の
講
師
派
遣
な
ど
、仏
文
学
研
究
室
が
仲
介
す
る
こ
と
も
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。

書
簡
20
（
大
正
十
年
二
月
十
一
日
付
）
は
、
辰
野
の
助
教
授
昇
任
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
鈴
木
は
大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
四
月

か
ら
豊
島
與
志
雄
・
ア
ン
リ
・
ア
ン
ベ
ル
ク
ロ
ー
ド
と
と
も
に
東
大
で
講
師
を
務
め
て
い
る
。
辰
野
は
三
月
に
助
教
授
に
就
任
し
て
五

月
に
は
渡
仏
す
る
の
で
、
二
月
の
時
点
で
翌
年
の
体
制
に
つ
い
て
あ
る
程
度
相
談
が
進
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

書
簡
36
（
大
正
十
二
年
一
月
十
六
日
付
）
は
帰
国
後
の
辰
野
の
担
当
科
目
に
関
す
る
相
談
の
手
紙
で
あ
る
。
当
初
は
「
文
学
概
論
」
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と
い
う
概
論
科
目
が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
辰
野
が
そ
れ
を
断
り
、
名
講
義
と
し
て
知
ら
れ
る
「
十
九
世
紀
仏
蘭
西
文
学
の
思
潮
」
が

決
め
ら
れ
る
過
程
が
見
て
と
れ
る
。
ま
た
、
古
典
劇
で
は
な
く
現
在
演
じ
ら
れ
て
い
る
現
役
の
劇
作
家
の
戯
曲
を
テ
キ
ス
ト
に
選
ん
だ

こ
と
も
見
て
と
れ
る
。

書
簡
39
（
大
正
十
二
年
九
月
十
三
日
付
）
は
関
東
大
震
災
後
の
処
置
に
関
わ
る
書
簡
で
、
震
災
発
生
（
九
月
一
日
）
か
ら
二
週
間
の

九
月
十
三
日
に
教
授
会
を
開
い
て
対
応
を
協
議
し
た
こ
と
、
研
究
室
の
書
籍
の
う
ち
被
災
し
な
か
っ
た
も
の
を
越
中
島
の
航
空
研
究
所

の
仮
設
バ
ラ
ッ
ク
に
避
難
さ
せ
て
い
た
こ
と
、
授
業
に
必
要
な
書
籍
を
優
先
し
て
購
入
す
る
方
針
を
と
っ
た
こ
と
、
十
月
ま
で
授
業
が

で
き
な
い
見
通
し
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
震
災
後
に
つ
い
て
は
、
辰
野
書
簡
に
続
い
て
翻
刻
し
たJ.V

igroux

書
簡
か
ら
も

わ
か
る
。

書
簡
42
（
大
正
十
四
年
十
月
二
十
九
日
付
）
と
書
簡
43
（
大
正
十
四
年
十
二
月
十
二
日
付
）
は
留
学
先
の
鈴
木
宛
に
送
ら
れ
た
も
の

だ
が
、
辰
野
が
卒
業
生
や
知
り
合
い
の
進
路
に
つ
い
て
知
ら
せ
て
い
る
。
仏
文
学
研
究
室
で
副
手
を
つ
と
め
て
い
た
桜
田
佐
は
東
京
高

等
学
校
に
行
く
と
の
記
述
が
あ
る
。「
校
長
」
は
湯
原
元
一
で
、
辰
野
が
「
校
長
に
会
つ
て
話
を
し
た
」
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
自
由

主
義
教
育
を
掲
げ
た
東
京
高
等
学
校
は
文
理
共
に
丙
類
（
フ
ラ
ン
ス
語
）
を
置
い
た
点
に
特
色
が
あ
り
、
新
進
気
鋭
の
教
師
を
集
め
て

い
た
。
そ
う
し
た
方
針
下
で
、
仏
文
学
科
か
ら
卒
業
生
を
紹
介
す
る
流
れ
が
作
ら
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
書
簡
44
（
大
正
十
五
年
三

月
三
日
付
）
は
卒
業
生
の
須
川
弥
作
が
九
州
大
学
の
助
教
授
に
内
定
し
た
こ
と
、
ま
た
渡
辺
一
夫
が
翌
年
に
東
京
帝
国
大
学
の
講
師
に

予
定
さ
れ
て
い
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
文
学
研
究
の
発
信
に
関
わ
る
書
簡
も
あ
る
。

書
簡
46
―
２
（
昭
和
三
年
三
月
三
十
日
付
）
は
京
都
の
伊
吹
武
彦
か
ら
辰
野
に
送
ら
れ
た
書
簡
で
、
辰
野
が
東
大
仏
文
学
科
の
研
究

雑
誌
「
仏
蘭
西
文
学
研
究
」
に
伊
吹
の
寄
稿
を
求
め
た
こ
と
、ま
た
新
潮
社
『
世
界
文
学
全
集
』
第
三
十
四
巻
の
「
仏
蘭
西
近
代
戯
曲
集
」
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に
収
め
る
翻
訳
の
原
稿
を
求
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
本
は
、
辰
野
・
鈴
木
訳
／
エ
ド
モ
ン
・
ロ
ス
タ
ン
『
シ
ラ
ノ
・
ド
・
ベ

ル
ジ
ュ
ラ
ッ
ク
』、
小
川
泰
一
訳
／
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ド
・
キ
ュ
レ
ル
『
聖
女
の
裏
面
』、
小
川
泰
一
訳
／
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
『
群
狼
』、

市
原
豊
太
訳
／
ポ
ー
ル
・
ジ
ェ
ラ
ル
デ
ィ
『
ロ
ベ
ェ
ル
と
マ
リ
ア
ン
ヌ
』、
伊
吹
武
彦
訳
／
ア
ン
リ
・
ベ
ッ
ク
『
群
鴉
』、
渡
辺
一
夫
訳

／
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ド
・
ミ
ュ
ッ
セ
『
ロ
レ
ン
ザ
ッ
チ
ョ
』
を
収
め
る
。
辰
野
・
鈴
木
が
監
修
の
形
で
卒
業
生
達
に
声
を
か
け
、
各
自

の
手
元
に
あ
る
原
稿
を
中
心
に
一
冊
を
仕
立
て
た
過
程
が
読
み
と
れ
る
。

書
簡
47
（
昭
和
四
年
九
月
十
日
付
）
は
辰
野
と
鈴
木
が
共
訳
し
た
ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・
カ
ー
ン
の
ヴ
ァ
レ
リ
ー
論
の
準
備
に
関
わ
る
書

簡
で
あ
る
。
論
文
中
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
ヴ
ァ
レ
リ
ー
「
海
辺
の
墓
地
」
を
ま
ず
鈴
木
が
翻
訳
し
て
辰
野
に
送
り
、
そ
の
う
え
で
両
者

が
こ
の
評
論
を
訳
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

書
簡
51
（
昭
和
八
年
八
月
二
十
一
日
付
）
と
書
簡
52
（
昭
和
八
年
八
月
二
十
四
日
付
）
は
辰
野
隆
と
鈴
木
信
太
郎
の
間
で
闘
わ
さ
れ

た
「
道
化
懲
戒
」
論
争
に
関
す
る
手
紙
で
あ
る
。
仏
文
科
発
行
の
季
刊
誌
「
文
芸
評
論
」
に
載
っ
た
も
の
だ
が
、
書
簡
形
式
の
そ
の
論

争
が
、
実
際
の
辰
野
と
鈴
木
の
間
の
手
紙
の
や
り
と
り
に
基
づ
き
、
そ
れ
を
論
争
の
形
に
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
事
情
が
わ
か

る
。
実
際
の
論
争
で
は
、
辰
野
と
鈴
木
の
立
場
は
明
確
に
二
分
さ
れ
て
い
る
が
、
書
簡
51
で
は
鈴
木
が
自
身
の
解
釈
を
取
り
下
げ
よ
う

と
し
て
辰
野
に
た
し
な
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
書
簡
52
で
も
、
鈴
木
が
論
争
を
中
断
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
辰
野
が
粘
っ
て
論
争
を

継
続
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

以
上
、書
簡
は
両
者
が
学
者
と
し
て
の
主
体
を
形
成
し
て
い
る
時
期
の
も
の
で
あ
り
、同
時
に
東
大
仏
文
学
科
の
体
制
が
で
き
あ
が
っ

て
い
く
時
期
の
も
の
で
あ
る
。
辰
野
と
鈴
木
は
互
い
に
今
読
ん
で
い
る
書
物
や
取
り
組
ん
で
い
る
翻
訳
に
つ
い
て
語
り
合
い
、
小
説
や

エ
ッ
セ
イ
、
訳
文
を
批
評
し
合
い
、
書
物
の
刊
行
や
人
事
等
に
つ
い
て
相
談
し
、
フ
ラ
ン
ス
で
の
見
聞
を
生
き
生
き
と
相
手
に
伝
え
た
。

留
学
中
の
書
簡
は
、
後
に
随
筆
に
整
理
し
て
書
か
れ
る
以
前
の
、
出
会
っ
た
ま
ま
の
新
鮮
な
驚
き
を
伝
え
て
い
る
。
東
大
仏
文
学
科
の
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草
創
期
を
手
を
携
え
て
支
え
た
二
人
の
仏
文
学
者
の
若
き
日
々
の
や
り
と
り
が
、
さ
な
が
ら
に
立
ち
上
が
っ
て
く
る
書
簡
群
で
あ
る
。

な
お
、
書
簡
40
・
45
・
50
―

02
・
57
は
、
許
諾
の
関
係
で
文
字
起
こ
し
を
し
な
か
っ
た
。（
戸
塚
）

二
、
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ヴ
ィ
グ
ル
ス
書
簡

書
簡
１
（16-24
）　

大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
十
月
三
十
日
付
（
三
十
日
消
印
・
九
段
）　

小
石
川
区
向
原
西
巣
鴨
村
三
五
一
九　

M
onsieur Sh. Suzuki　

鈴
木
信
太
郎
様　

東
京
市
九
段
坂
上　

暁
星
中
学
校　

J （
１
）

.V
igroux  

葉
書　

ペ
ン　

le 3 （
２
）

0 octobre 1923 Cher M
.Suzuki, 

　

J’espère que vous êtes toujours en bonne santé et que les conséquences du trem
blem

ent de terre ne vous ont 

pas trop atteint. Q
uand pensez-vous reprendre les cours de français à l’U

niversité, si du m
oins il est possible de 

les reprendre com
m

e avant ? Il m
e sem

ble qu’on ne pouvait guère com
m

encer avant le 7 novem
bre ; on 

risquerait de n’avoir pas d’élèves. Q
u’en pensez-vous ? Et quel jour voulez-vous choisir ? Ce jour-là sera aussi le 

m
ien. V

ous pourrez donc avertir le “Jim
ushō” en votre nom

 et en m
on nom

, lui dem
andant de fixer les salles de 

classe où nous enseignerons.

En attendant le plaisir de vous lire, je vous prie de recevoir l’expression de m
es m

eilleurs sentim
ents. J. 

V
igroux
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（
１
）
鈴
木
信
太
郎
記
念
館
の
館
内
整
理
リ
ス
ト
で
は
差
出
人
「
暁
星
中
学
校
」。
フ
ラ
ン
ス
語
講
師
で
暁
星
の
教
師
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ヴ
ィ
グ
ル
ス
（Joseph 

V
igroux

）
が
、
鈴
木
に
宛
て
て
震
災
後
の
授
業
再
開
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
た
手
紙
。
辰
野
書
簡
の
書
簡
24
（
５
）
を
参
照
。（
２
）
以
下
大
意
。

一
九
二
三
年
十
月
三
十
日　

鈴
木
様
、
お
変
わ
り
な
い
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
ま
た
震
災
の
影
響
を
あ
ま
り
受
け
て
い
な
い
と
よ
い
の
で
す
が
。
大
学
で

の
フ
ラ
ン
ス
語
の
授
業
を
以
前
の
よ
う
に
再
開
で
き
る
と
し
た
ら
、
あ
な
た
は
い
つ
再
開
さ
れ
ま
す
か
。
私
自
身
は
、
十
一
月
七
日
よ
り
前
に
は
始
め

ら
れ
な
い
よ
う
に
思
え
ま
す
。
始
め
た
と
し
て
も
生
徒
が
来
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
？
そ
し
て
、
あ
な
た
は
何
日
に
始

め
ま
す
か
？
私
も
そ
の
日
に
合
わ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。
事
務
所
に
連
絡
し
て
、
あ
な
た
と
私
の
名
前
で
、
教
室
の
配
当
を
お
願
い
し
て
も
ら
え
ま
せ

ん
か
？
ご
連
絡
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。
敬
具　
Ｊ
・.

ヴ
ィ
グ
ル
ス

【
解
題
】

差
出
人
の
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ヴ（

１
）ィ

グ
ル
ス
（Joseph V

igroux, 1887

～1968

）
は
、
大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
の
エ
ミ
ー
ル
・
エ
ッ
ク

退
官
の
後
、
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
か
ら
十
五
（
一
九
二
六
）
年
ま
で
東
京
帝
国
大
学
仏
蘭
西
文
学
科
の
講
師
を
つ
と
め
た
人
物
。

マ
リ
ア
会
の
修
道
士
で
一
八
八
七
年
九
月
十
四
日
に
フ
ラ
ン
ス
南
部
ア
ヴ
ェ
イ
ロ
ン
地
方
の
ソ
ラ
ー
ジ
ュ
で
生
ま
れ
（
以
下
、
ヴ
ィ

グ
ル
ス
の
経
歴
は
木
寅
義
信
氏
提
供
の
シ
ャ
ミ
ナ
ー
ド
修
道
院
蔵
マ
リ
ア
会
修
道
士
名
簿
に
拠
る
。
た
だ
し
、
一
高
・
東
大
で
の
教
歴

は
『
第
一
高
等
学
校
一
覧
』
及
び
『
東
京
帝
国
大
学
一
覧
』
に
拠
っ
た
）、
一
九
〇
七
年
二
十
歳
の
時
に
カ
ン
ヌ
で
教
員
と
し
て
つ
と

め
た
あ
と
、
一
九
一
一
年
、
二
十
四
歳
の
時
に
日
本
に
渡
り
、
暁
星
中
学
で
フ
ラ
ン
ス
語
を
教
え
た
。
第
一
次
大
戦
中
は
他
の
修
道
士

と
同
様
に
出
征
し
た
。
大
正
十
一
年
か
ら
ア
ン
リ
・
ア
ン
ベ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
後
を
引
き
継
い
で
一
高
で
フ
ラ
ン
ス
語
を
教
え
る
と
と
も

に
、
東
京
帝
国
大
学
で
も
フ
ラ
ン
ス
語
講
師
を
つ
と
め
た
。
講
師
を
引
い
た
後
は
暁
星
の
副
校
長
や
横
浜
の
セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ゼ
フ
学
院
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の
教
員
を
つ
と
め
、一
九
四
七
年
に
帰
国
、フ
ィ
ア
ッ
ク
で
英
語
教
員
と
し
て
つ
と
め
た
後
、八
十
一
歳
で
同
地
に
て
亡
く
な
っ
て
い
る
。

書
簡
は
関
東
大
震
災
の
発
生
し
た
九
月
一
日
か
ら
二
ヶ
月
後
の
十
月
三
十
日
、
暁
星
中
学
校
か
ら
鈴
木
信
太
郎
宛
に
出
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
辰
野
書
簡
39
（
大
正
十
二
年
九
月
十
三
日
付
）
で
も
十
月
一
杯
は
授
業
が
難
し
い
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
書
簡
は
そ
の
後

の
経
過
を
知
ら
せ
る
。
こ
の
時
、
震
災
後
の
対
応
に
寄
附
金
集
め
な
ど
奮
闘
し
て
い
た
の
が
東
大
を
退
官
し
た
エ
ミ
ー
ル
・
エ
ッ
ク
で

あ
っ
た
（
前
掲
『
暁
星
百
年
史
』）。

ヴ
ィ
グ
ル
ス
は
書
簡
で
鈴
木
に
フ
ラ
ン
ス
語
の
授
業
を
何
日
に
始
め
る
か
尋
ね
、
自
分
も
合
わ
せ
て
同
じ
日
に
始
め
る
か
ら
教
室
の

配
当
を
依
頼
し
た
い
と
記
し
て
い
る
。
十
一
月
七
日
以
前
に
は
授
業
再
開
は
難
し
い
と
い
う
具
体
的
な
日
に
ち
が
書
か
れ
て
い
る
点
が

注
目
さ
れ
る
。
大
震
災
へ
の
教
員
個
人
の
対
応
を
示
す
意
味
で
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。（
戸
塚
）

（
１
）
発
音
は
「
ヴ
ィ
グ
ル
ー
」
が
実
際
に
近
い
と
も
思
わ
れ
る
が
、
表
記
は
東
京
帝
国
大
学
一
覧
及
び
辰
野
書
簡
に
拠
っ
た
。

三
、
三
好
達
治
書
簡

書
簡
１
（03-02-03

）　

昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
四
月
二
日
付
（
二
日
消
印
）　

市
外
西
巣
鴨
町
大
字
巣
鴨
三
五
一
九　

鈴
木
信
太
郎

様　
［
発
信
住
所
欠
］　

河
上
徹
太
郎
・
佐
藤
正
彰
・
中
島
健
蔵　

封
書　

謄
写
版
に
ペ
ン
書
入
れ

＊
省
略
。
三
好
の
入
院
に
際
し
て
募
っ
た
寄
付
の
、昭
和
七
年
三
月
分
会
計
報
告
。
桑
原
武
夫
『
詩
人
の
手
紙 

三
好
達
治
の
友
情
』（
筑

摩
書
房
、
昭
和
四
〇
）
に
ほ
ぼ
同
文
の
書
簡
が
載
る
。
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書
簡
２
（03-02-09

）　

昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
八
月
十
三
日
付
（
十
三
日
消
印
・
長
野
湯
田
中
）　

東
京
市
豊
島
区
巣
鴨
一
丁
目

三
五
一
九　

鈴
木
信
太
郎
先
生　

長
野
県
下
高
井
郡
平
穏
村　

発
哺
天
狗
ノ
湯
ニ
テ　

三
好
達
治　

葉
書　

ペ
ン

暑（
１
）中

御
見
舞
申
あ
げ
ま
す
、
近
ご
ろ
コ（

２
）リ

ン
ト
・
ゲ
ー
ム
と
い
ふ
婦
女
子
向
き
の
遊
戯
が
流
行
し
、
こ
ん
な
山
間
で
も
そ
れ
が
は
や

つ
て
ゐ
ま
す
、
先
生
は
こ
ん
な
遊
戯
が
お
好
き
だ
か
ら
、
き
つ
と
今
ご
ろ
や
つ
て
ゐ
ら
れ
る
こ
と
だ
ら
う
と
想
像
し
ま
し
た
。

（
１
）
三
好
達
治
の
長
野
滞
在
は
昭
和
八
年
七
月
末
か
ら
。
以
下
、
書
簡
４
ま
で
の
手
紙
は
当
時
の
三
好
の
足
取
り
を
知
る
手
が
か
り
で
も
あ
る
。（
２
）

コ
リ
ン
ト
・
ゲ
ー
ム
は
戦
前
に
大
流
行
し
た
遊
戯
、
パ
チ
ン
コ
の
源
流
の
一
と
さ
れ
る
。

書
簡
３
（03-02-04

）　

昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
一
月
一
日
付
（
三
日
消
印
）　

市
内
豊
島
区
巣
鴨
一
丁
目
三
五
一
九　

鈴
木
信
太
郎

先
生　
［
発
信
住
所
欠
］　

三
好
達
治　

封
書　

墨
筆

謹
賀
新
年

昭
和
九
年
元
旦

三
好
達
治

鈴
木
信
太
郎
先
生

書
簡
４
（03-02-02

）　

昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
一
月
二
十
三
日
付
（
二
十
三
日
消
印
・
長
野
湯
田
中
）　

東
京
都
豊
島
区
巣
鴨
一
丁
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目
三
五
一
九　

鈴
木
信
太
郎
先
生　

長
野
県
下
高
井
郡
上
林　

せ
き
や
ニ
テ　

三
好
達
治　

封
書　

ペ
ン　

＊
江
川
書
房
二
百
字
詰
原

稿
用
紙

拝
啓　

先
日
来
多
忙
に
か
ま
け
て
ゐ
ま
し
た
の
で
、

先
生
が
お
風
邪
で
ふ
せ
つ
て
ゐ
ら
つ
し
や
る
由
承
り
な
が
ら
、
た
う
と
う
そ
の
お
見
舞
に
も
上
り
ま
せ
ん
で
し
た
、
廿
日
辰
野
先
生
よ

り
、
そ
の
後
御
快
方
の
由
承
知
い
た
し
蔭
な
が
ら
喜
ん
で
を
り
ま
し
た
、
小
生
は
湯
治
と
共
に
、
当
分
こ
の
田
舎
で
翻
訳
そ
の
他
の
仕

事
を
す
る
積
り
で
ゐ
ま
す
、
さ
し
せ
ま
つ
た
分
を
片
づ
け
ま
し
た
ら
、
仰
せ
の
如
く
ぼ
つ
ぼ
つ
〝
巴（

１
）里

の
憂
鬱
〟
の
改
訳
を
初
め
ま
す
、

そ
の
節
は
い
ろ
い
ろ
御
教
示
に
あ
づ
か
り
た
く
、
予
じ
め
お
願
ひ
申
あ
げ
ま
す
、

江（
２
）川

君
の
方
へ
は
当
地
か
ら
も
、
入
院
は
す
る
や
う
極
力
薦
め
ま
す
か
ら
、
種
々
御
高
配
下
さ
る
様
お
願
ひ
申
し
ま
す
、

な
ほ
ま
た
、
三
四
月
ご
ろ
か
ら
、
前
に
〝（

３
）四

季
〟
と
い
ふ
季
刊
雑
誌
を
出
し
て
ゐ
た
日（

４
）下

部
君
の
手
か
ら
、
堀
辰
雄
君
と
丸
山
薫
君
と

い
ふ
小
生
友
人
と
、
そ
し
て
小
生
も
そ
れ
に
加
つ
て
、
や
は
り
〝
四
季
〟
と
い
ふ
名
の
、
今
度
は
月
刊
の
詩
の
雑
誌
を
出
さ
う
と
考
へ

て
ゐ
ま
す
、
資
力
に
も
限
り
が
あ
り
、
小
生
等
も
甚
だ
微
力
な
の
で
、
到
底
先
生
の
お
眼
が
ね
に
叶
ふ
や
う
な
も
の
は
出
来
上
り
ま
せ

ん
が
、
ま
づ
小
手
調
べ
の
や
う
な
と
こ
ろ
か
ら
、
僕
た
ち
の
力
に
か
な
つ
た
仕
事
を
続
け
て
ゆ
か
う
と
存
じ
ま
す
、
そ
の
節
は
種
々
御

示
教
を
賜
り
た
く
折
入
つ
て
お
願
申
し
て
お
き
ま
す
、　

草
々
敬
白

三
好
達
治

鈴
木
信
太
郎
先
生　

虎
皮
下

（
１
）
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
著
、
三
好
訳
『
巴
里
の
憂
鬱
』
は
昭
和
四
年
厚
生
閣
刊
。
同
五
年
改
造
文
庫
『
巴
里
の
憂
鬱
』
と
し
て
刊
行
、
の
ち
改
造
文
庫
版
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は
昭
和
十
五
年
、訳
を
大
き
く
修
訂
し
た
『
新
訂 

巴
里
の
憂
鬱
』
と
し
て
刊
行
。（
２
）「
江
川
」
は
江
川
書
房
を
営
ん
だ
江
川
正
之
。
も
と
白
水
社
社
員
。

「
純
粋
造
本
」
を
標
榜
し
、
堀
辰
雄
『
聖
家
族
』（
昭
和
七
）
な
ど
を
刊
行
。
マ
ラ
ル
メ
著
、
鈴
木
信
太
郎
訳
『
半
獣
神
の
午
後
』（
昭
和
八
）
を
最
後
に

江
川
書
房
の
活
動
を
終
え
る
。
長
く
腸
チ
フ
ス
に
悩
ま
さ
れ
、「
書
物
」
昭
和
九
年
四
月
号
に
は
「
こ
の
二
年
、
臥
床
二
ヶ
月
」、「
鈴
木
信
太
郎
先
生
が

注
い
で
下
さ
る
さ
ん
さ
ん

0

0

0

0

た
る
御
厚
情
に
身
を
委
ね
て
、
い
ま
、
健
康
を
取
り
戻
す
べ
く
病
院
の
一
室
に
横
は
つ
て
ゐ
る
次
第
で
あ
る
」
と
の
一
文
を

寄
稿
。（
３
）
季
刊
「
四
季
」
は
昭
和
八
年
五
月
創
刊
、
二
号
で
休
刊
。
昭
和
九
年
十
月
に
月
刊
「
四
季
」
創
刊
号
発
行
。（
４
）「
日
下
部
君
」
は
日
下

部
雄
一
。
も
と
江
川
書
房
社
員
、
四
季
社
を
興
し
た
。

書
簡
５
（03-02-06

）　

昭
和
二
十
一
（
一
九
四
六
）
年
五
月
（
推（

１
）定

、
二
十
二
日
消
印
）　

東
京
都
豊
島
区
西
巣
鴨
一
丁
目
三
五
一
九　

鈴
木
信
太
郎
先
生　

京
都
市
伏
見
区
両
替
町　

淀
野
隆
三　

三
好
達
治　

葉
書　

ペ
ン

久
し
ぶ
り
に
田
舎
か
ら
出
て
き
て
淀
野
邸
に
滞
在
、
先
生
の
御
近
況
伝
聞
仕
候　

東
上
の
意
も
あ
れ
と
も
昨
今
の
旅
行
難
に
て
閉
口　

何
事
も
意
に
ま
か
せ
ぬ
こ
と
に
て
面
白
か
ら
ず
候　

東
京
も
ほ
ゞ
同
じ
こ
と
か
と
拝
察
御
加
養
と
申
す
も
憚
ら
れ
候
へ
共
御
大
切
を
祈

上
候　

ⓜ

＊
以
下
、
淀
野
隆
三
の
あ
い
さ
つ
が
続
く
が
、
許
諾
の
関
係
で
省
略
。

（
１
）
年
次
推
定
は
昭
和
二
十
一
年
五
月
十
六
日
大
武
正
人
宛
書
簡
（『
三
好
達
治
全
集
』
十
二
巻
、
書
簡
番
号
二
五
七
）
に
「
二
三
日
前
京
都
か
ら
帰

り
ま
し
た
」
と
あ
り
、
同
年
五
月
十
二
日
淀
野
隆
三
宛
書
簡
（
同
書
簡
番
号
四
〇
）
に
「
い
づ
れ
近
日
拝
眉
の
機
を
う
べ
く
候
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
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書
簡
６
（03-02-10

）　

昭（
１
）和

二
十
二
（
一
九
四
七
）
年
八
月
（
推
定
）　
［
宛
先
住
所
欠
］　

鈴
木
信
太
郎
先
生　

三
好
達
治　

封
書
［
封

筒
欠
］　

墨
筆

暑
中
御
見
舞
申
上
候　

昨
日
御（

２
）高

訳
御
署
名
本
辺
土
ま
で
わ
さ
わ
ざ
御
恵
投
賜
り
ま
こ
と
に
あ
り
が
た
く
厚
く
お
ん
礼
申
上
候　

貴

訳
は
諸
雑
志
上
に
て
時
々
拝
見
卒
読
致
居
候
も
と
り
あ
つ
め
て
読
ま
せ
て
い
た
だ
く
の
は
尚
々
結
構
に
て
暑
中
の
一
楽
と
心
得
居
候　

唯
今
子（

３
）供

ど
も
休
暇
に
て
身
辺
に
う
る
さ
く
雑
事
に
か
ま
け
申
居
候
も
一
両
日
中
に
ど
こ
か
へ
追
や
る
つ
も
り
に
て
候　

ヴ
ェ
ル
レ
ー

ヌ
に
も
久
し
ぶ
り
に
て
再
会
ゆ
る
ゆ
る
味
読
致
度
存
居
候　

い
づ
れ
卑
見
は
ど
こ
か
に
し
た
た
め
度　

そ
の
節
は
御
高
ら
ん
願
上
候　

東
京
は
諸
事
御
不
自
由
の
時
分
と
察
上
候
暑
中
こ
と
に
お
ひ
と
ひ
下
さ
れ
度
候　

田
舎
暮
し
は
の
ん
き
は
の
ん
き
な
れ
と
も
こ
れ
も
退

屈
と
不
愉
快
の
こ
と
多
く
い
づ
こ
に
ゐ
る
も
味
き
な
き
こ
と
に
て
候　

十
月
末
頃
ま
た
一
度
上
京
致
度
存
候
学
校
の
方
へ
も
一
度
お
訪

ね
致
し
ま
せ
う　

辰
野
先
生
に
も
一
度
面
唔
釈
明
を
致
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
要
あ
り
久
し
ぶ
り
に
て
拝
芝
を
得
た
く
存
居
候　

今
日
は
と
り

い
そ
ぎ
御
礼
の
み
草
々
不
巻

　
　
　
　

八
月
七
日　

三
好
達
治
拝

鈴
木
信
太
郎
先
生　

侍
曹

（
１
）
こ
の
時
期
、三
好
は
福
井
に
住
ん
だ
。（
２
）
鈴
木
の
「
御
高
訳
御
署
名
本
」
は
ヴ
ェ
ル
レ
ー
ヌ
著
、鈴
木
信
太
郎
訳
『
ヴ
ェ
ル
レ
エ
ヌ
詩
集
』（
創

元
社
選
書
、
昭
和
二
二
年
七
月
二
五
日
刊
）
と
考
え
ら
れ
る
。
三
好
の
卒
業
論
文
は
「
ポ
ー
ル
・
ヴ
エ
ル
レ
エ
ヌ
の
〝
智
恵
〟
に
就
て
」。（
３
）
三
好

の
長
男
達
夫
は
昭
和
九
年
、
長
女
松
子
は
昭
和
十
二
年
生
。
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書
簡
７
（03-02-01

）　

昭
和
二
十
四
（
一
九
四
九
）
年
八
月
二
十
七
日
付
（
二
十
七
日
消
印
／
二
十
七
日
消
印
・
豊
島
）　

都
内
豊
島

区
西
巣
鴨
一
丁
目
三
五
一
九　

鈴
木
信
太
郎
先
生　

都
内
世
田
谷
区
代
田
一
ノ
三
一
三　

岩（
１
）沢

方　

三
好
達
治　

封
書　

墨
筆

先
日
は
夜
分
お
邪
魔
を
致
し
粗
忽
に
忘
れ
物
な
ど
し
て
申
わ
け
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た　

早
速
御
丁
重
に
電
報
を
賜
り
御
送
付
を
忝
け

な
く
し
お
手
数
を
か
け
て
全
く
申
わ
け
な
く
恐
縮
に
存
じ
て
ゐ
ま
す
小
包
唯
今
落
掌
と
り
急
ぎ
お
ん
礼
の
み　

い
づ
れ
近
日
改
め
て
拝

趨
致
し
度
存
じ
て
ゐ
ま
す　

草
々
不
一

八
月
廿
六
日　

三
好
達
治
拝

鈴
木
信
太
郎
先
生　

侍
曹

（
１
）
三
好
は
昭
和
二
十
四
年
二
月
、
宇
野
千
代
の
世
話
で
岩
沢
方
に
移
り
住
む
。
岩
沢
千
恵
子
「
三
好
先
生
の
こ
と
」（「
新
潮
」
昭
和
三
九
・
六
）。

書
簡
８
（03-02-08

）　

昭
和
二
十
五
（
一
九
五
〇
）
年
（
推
定
、
三
日
消
印
・
世
田
谷
）　

都
内
豊
島
区
西
巣
鴨
一
ノ
三
三
一
九　

鈴

木
信
太
郎
先
生　

代
田
一
ノ
三
一
三　

三
好
達
治　

葉
書　

墨
筆

素（
１
）白

先
生
の
印
譜
に
は
驚
き
ま
し
た　

か
ね
が
ね
お
評
さ
は
伝
聞
し
て
ゐ
ま
し
た
が
内
心
高
を
く
く
つ
て

ゐ
た
の
を
申
わ
け
な
く
存
じ
ま
す　

近
日
御
わ
び
方
々
拝
趨
万
々

（
１
）
鈴
木
信
太
郎
『
素
白
衛
士
印
譜
』（
学
海
社
）
は
昭
和
二
十
五
年
一
月
刊
、
限
定
八
十
五
部
。
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書
簡
９
（03-02-07

）　

昭
和
二
十
五
（
一
九
五
〇
）
年
九
月
十
一
日
（
推
定
、
十
一
日
消
印
）　

都
内
豊
島
区
西
巣
鴨
一
丁
目

三
五
一
九　

鈴
木
信
太
郎
先
生　

世
田
谷
区
代
田
一
ノ
三
一
三　

岩
沢
方　

三
好
達
治　

葉
書　

ペ
ン

こ
の
間
か
ら
御
返
事
か
た
が
た
一
度
参
上
し
よ
う
と
思
ひ
な
が
ら
そ
の
ひ
ま
が
あ
り
ま
せ
ん
、
あ
ま
り
お
そ
く
な
る
の
で
御
返
事
申

し
上
げ
ま
す
、
実
は
そ
ん
な
詩
を
訳
し
た
記
憶
が
ど
う
も
は
つ
き
り
致
し
ま
せ
ん
、
ノ（

１
）ア

イ
ユ
は
「
ク
ー
ル
、
イ
ン
ノ
ン
ブ
ラ
ブ
ル
」

―
（
冠
詞
は
忘
れ
ま
し
た
）
を
昔
読
ん
だ
記
憶
が
あ
り
ま
す
か
ら
も
し
か
す
る
と
そ
の
う
ち
か
ら
で
も
撰
ん
だ
の
で
さ
う
か
、
い
づ
れ

に
す
る
も
悪（

２
）訳

拙
訳
に
き
ま
つ
て
ゐ
ま
す
か
ら
、
ど
う
ぞ
先
生
の
御
本
に
は
省
い
て
貰
ひ
た
く
お
願
ひ
し
ま
す
。
こ
ん
な
お
返
事
に
て

失
礼
で
す
が
不
悪

（
１
）A

nna de N
oailles, Le Cœ

ur innom
brable, 1901.

を
三
好
が
『
心
』
と
訳
し
た
詩
は
、
昭
和
八
年
十
月
刊
『
仏
蘭
西
現
代
詩
選
』（
金
星
堂
）

に
収
録
。（
２
）
鈴
木
は
日
夏
耿
之
介
ほ
か
と
昭
和
二
十
六
年
に
『
名
詩
名
訳
』（
創
元
社
）
を
刊
行
し
て
お
り
、
こ
の
題
は
本
書
簡
中
の
「
悪
訳
拙
訳
」

の
文
言
と
も
響
き
あ
う
。
同
書
に
三
好
の
ノ
ア
イ
ユ
訳
を
入
集
し
よ
う
と
打
診
し
た
か
。
同
書
に
は
ボ
オ
ド
レ
エ
ル
『
二
重
の
部
屋
』『
時
計
』
の
三
好

訳
が
入
集
。

書
簡
10
（03-02-05

）　

年
次
未
詳　
（
二
十
七
日
消
印
）　

都
内
豊
島
区
西
巣
鴨
一
ノ
三
三
一
九　

鈴
木
信
太
郎
先
生　

世
田
谷
代
田
一

の
三
一
三　

岩
沢
方　

三
好
達
治　

葉
書　

墨
筆

冠
省
宇（

１
）治

の
方
よ
り
粗
茶
松
の
緑
一
か
ん
お
届
け
致
さ
せ
ま
し
た　

御
笑
納
下
さ
ら
ば
幸
甚
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（
１
）『
三
好
達
治
全
集
』
十
二
巻
に
て
「
昭
和
二
十
三
年
十
二
月
二
十
七
日
」
と
さ
れ
る
熊
坂
さ
よ
子
宛
書
簡
（
書
簡
番
号
二
七
六
）
に
「
京
都
宇
治

よ
り
粗
品
少
々
送
ら
せ
ま
し
た
御
笑
納
下
さ
れ
ば
幸
甚
で
す
」
と
ほ
ぼ
同
内
容
の
書
簡
が
あ
り
本
書
簡
消
印
日
付
「
27
」
と
も
照
応
す
る
が
、
本
書
簡

の
差
出
人
住
所
「
世
田
谷
代
田
一
の
三
一
三
岩
沢
方
」
は
昭
和
二
十
四
年
二
月
以
降
の
住
所
。

【
解
題
】

「
鈴
木
信
太
郎
先
生
の
マ
ラ
ル
メ
、
辰
野
先
生
の
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
、
前
者
は
殊
に
難
解
で
私
に
は
領
得
で
き
か
ね
た
が
、
い
づ
れ
も

生
涯
の
賜
も
の
で
あ
つ
た
」（
三
好
達
治
「
辰
野
隆
先
生
」、「
毎
日
新
聞
」
昭
和
三
九
・
三
・
二
）。
三
好
達
治
（
一
九
〇
〇
～
一
九
六
四
）

が
フ
ラ
ン
ス
詩
、
そ
し
て
翻
訳
と
い
う
営
為
と
本
格
的
に
向
き
あ
う
よ
う
に
な
る
の
は
大
正
十
四
年
四
月
、
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
仏

文
科
に
入
学
し
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
詩
人
と
し
て
の
三
好
を
育
て
た
の
も
仏
文
科
の
同
級
生
、
そ
し
て
鈴
木
信
太
郎
や
辰
野
隆
の

講
義
で
あ
り
、「
驢
馬
」
誌
上
で
す
で
に
作
品
を
読
ん
で
い
た
堀
辰
雄
（
国
文
科
）
と
相
知
っ
た
の
も
鈴
木
信
太
郎
の
教
室
だ
っ
た
と

い
う
。「
堀
の
答
案
が
抜
群
だ
つ
た
さ
う
で
、
私
た
ち
仏
文
の
同
期
生
は
鈴
木
さ
ん
か
ら
何
だ
か
皮
肉
め
い
た
こ
と
を
い
は
れ
て
迷
惑

を
蒙
つ
た
」（
三
好
「
堀
辰
雄
君
の
こ
と
」、「
新
潮
」
昭
和
二
八
・
七
）。

今
回
翻
刻
紹
介
し
た
鈴
木
信
太
郎
宛
書
簡
群
は
、
鈴
木
、
淀
野
隆
三
を
は
じ
め
と
す
る
仏
文
科
の
同
窓
生
、
堀
辰
雄
、
丸
山
薫
、
江

川
書
房
の
江
川
正
之
、
四
季
社
の
日
下
部
雄
一
と
い
っ
た
人
々
の
交
流
が
三
好
の
詩
業
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
た
さ
ま
を
示
す
も
の

で
あ
る
。
特
に
昭
和
九
年
一
月
二
十
三
日
、
す
で
に
廃
刊
と
な
っ
て
い
た
季
刊
「
四
季
」
を
月
刊
誌
と
し
て
再
興
す
る
経
緯
を
述
べ
た

書
簡
４
の
文
言
に
は
、
淀
野
を
の
ぞ
く
右
の
メ
ン
バ
ー
が
勢
ぞ
ろ
い
し
、
三
好
の
名
訳
『
巴
里
の
憂
鬱
』
改
訳
版
が
鈴
木
の
「
仰
せ
」

に
従
う
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
て
い
る
。「
四
季
」
再
刊
に
際
し
「
そ
の
節
は
種
々
御
示
教
を
賜
り
た
く
折
入
つ
て
お
願
申
し
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て
お
き
ま
す
」
と
い
う
三
好
の
文
言
に
は
、
丸
山
と
と
も
に
「
詩
・
現
実
」（
昭
和
五
・
六
～
）
を
発
行
し
た
時
代
と
は
異
な
り
、
新
し

い
詩
の
運
動
に
あ
た
っ
て
訳
詩
を
原
動
力
と
し
、「
驢
馬
」
系
統
の
詩
人
た
ち
と
合
流
し
て
ゆ
く
決
意
が
う
か
が
え
る
だ
ろ
う
。
実
作

と
学
問
と
が
深
く
連
関
し
て
い
た
東
京
帝
大
仏
文
科
の
雰
囲
気
は
書
簡
５
（
昭
和
二
十
一
年
五
月
（
推
定
））
の
淀
野
隆
三
の
言
葉
、

鈴
木
信
太
郎
や
辰
野
隆
が
淀
野
の
参
画
し
た
高
桐
書
院
の
重
要
な
書
き
手
と
な
っ
て
い
る
一
節
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。
一
方
で
鈴
木
宛

書
簡
に
小
林
秀
雄
グ
ル
ー
プ
の
人
々
の
名
前
が
あ
ま
り
見
え
な
い
点
は

―
手
紙
の
分
量
の
問
題
は
あ
る
と
は
い
え

―
、
仏
文
科
の

同
級
生
で
あ
り
「
作
品
」（
昭
和
五
・
四
～
）
同
人
だ
っ
た
小
林
と
の
関
係
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
。

コ
リ
ン
ト
・
ゲ
ー
ム
の
流
行
に
際
し
て
「
き
つ
と
今
ご
ろ
や
つ
て
ゐ
ら
れ
る
こ
と
だ
ら
う
と
想
像
し
ま
し
た
」
と
鈴
木
に
書
き
送
る

三
好
の
親
し
み
に
み
ち
た
感
覚
は
、
お
そ
ら
く
師
で
あ
る
鈴
木
信
太
郎
に
と
っ
て
も
同
じ
だ
っ
た
。
そ
し
て
お
そ
ら
く
鈴
木
に
と
っ
て

の
三
好
は
、
愛
す
べ
き
後
進
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
敬
意
を
も
っ
て
接
す
べ
き
存
在
だ
っ
た
。
三
好
の
入
院
に
際
し
寄
付
を
行
い
、
忘

れ
物
を
し
た
ら
丁
寧
に
電
報
で
知
ら
せ
（
書
簡
７
）、
署
名
本
や
限
定
本
を
送
り
（
書
簡
６
・
書
簡
８
）、
そ
し
て
フ
ラ
ン
ス
語
訳
詩
集

に
三
好
の
詩
を
掲
載
し
よ
う
と
す
る
（
書
簡
９
）。
書
簡
９
で
ノ
ア
イ
ユ
夫
人
の
訳
詩
掲
載
を
こ
と
わ
っ
た
文
言
は
、
謙
遜
の
辞
だ
っ

た
か
、
ど
う
か
。
せ
っ
か
く
な
ら
『
巴
里
の
憂
鬱
』
か
ら
選
ん
で
ほ
し
い
、
と
い
う
ひ
そ
か
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
発
さ
れ
、
み
ご
と
に
師

に
伝
わ
っ
た
の
だ
と
思
い
た
い
。
本
書
簡
群
は
三
好
と
鈴
木
の
関
係
を
軸
と
し
て
、
昭
和
前
期
に
お
け
る
詩
と
学
問
と
の
交
響
に
つ
い

て
考
え
る
際
の
貴
重
な
手
が
か
り
で
あ
る
。（
多
田
）

四
、
日
夏
耿
之
介
書
簡

書
簡
１
（02-01

）　

昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
二
月
二
十
日
付
（
二
十
四
日
消
印
）　

市
外
西
巣
鴨
町
三
、五
一
九　

鈴
木
信
太
郎
様　
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梧
右　

阿
佐
谷
八
七
三　

日
夏
耿
之
介　

封
書　

巻
紙　

墨
筆

啓
上　

御
高
著
早
速
御
恵
賜
玉
は
り
只
今
正
に
拝
受　

御
高
志
厚
く
御
礼
申
上
ま
す　

ゆ
っ
く
り
拝
見
、
精
進
に
資
し
た
い
と
考
へ

ま
す　

不
取
敢
乍
拝
受
の
御
礼
耳
申
上
ま
す　

二
月
二
十
日　

早
　々

日
夏
耿
之
介　

鈴
木
信
太
郎
様　

梧
右

二
伸
、
菊（

１
）池

氏
詩
集
を
小
生
友
人
冨（

２
）田

砕
花
が
感
心
し
て
若
し
恵
賜
願
へ
る
な
ら
ば
と
申
し
て
を
り
ま
す　

残
本
が
お
あ
り
の
節
は

一
部
御
賜
与
玉
は
ら
ば
同
君
の
尠
か
ら
ぬ
喜
び
と
存
じ
ま
す　

同
君
は
故
人
の
詩
を
余
程
以
前
よ
り
熟
知
し
そ
の
人
と
な
り
そ
の
他
に

つ
い
て
も
小
生
は
い
ろ
〳
〵
同
君
か
ら
教
は
つ
た
次
第
で
す
。
同
君
所
書
は
高
円
寺
五
四
八
嘉（

３
）治

隆
一
氏
方
で
す
。
合
せ
て
右
ま
で
申

上
ま
す
。

（
１
）『
菊
池
香
一
郎
詩
集
』（〔
自
費
出
版
〕、
一
九
二
八
）
を
指
す
。
菊
池
香
一
郎
（
一
八
八
九
～
一
九
二
二
）
は
東
大
仏
文
科
出
身
者
の
ひ
と
り
で
、

辰
野
隆
や
鈴
木
信
太
郎
ら
の
随
筆
・
年
譜
等
に
そ
の
名
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
象
徴
主
義
に
造
詣
が
深
く
、
学
友
か
ら
の
信
望
も
厚
か
っ
た
と
い
う
。

結
核
の
た
め
三
十
二
歳
で
早
逝
す
る
が
、
弟
の
菊
池
武
彦
や
親
交
の
深
か
っ
た
中
島
健
蔵
が
中
心
と
な
り
、
没
後
六
年
を
経
て
全
六
章
四
十
五
編
か
ら

な
る
『
菊
池
香
一
郎
詩
集
』
を
刊
行
し
た
。
編
纂
の
経
緯
に
つ
い
て
は
中
島
健
蔵
『
回
想
の
文
学
１　

疾
風
怒
濤
の
巻
』（
平
凡
社
、
一
九
七
七
）
に
詳

し
い
。（
２
）
富
田
砕
花
（
一
八
九
〇
～
一
九
八
四
）
と
日
夏
は
そ
の
初
期
の
活
動
に
お
い
て
、
山
宮
允
・
西
條
八
十
・
白
鳥
省
吾
・
柳
澤
健
の
四
名
と

雑
誌
「
詩
人
」
の
創
刊
に
関
わ
り
、
詩
話
会
に
も
共
に
参
加
す
る
な
ど
交
流
を
も
っ
た
。
そ
の
後
、
富
田
は
民
衆
詩
派
と
し
て
活
躍
し
、
詩
想
の
上
で

は
日
夏
と
袂
を
分
か
つ
こ
と
に
な
る
が
、
両
者
の
交
際
は
途
絶
え
ず
、
昭
和
三
十
年
代
ま
で
書
簡
の
往
来
が
あ
っ
た
。
飯
田
市
美
術
博
物
館
（
編
）『
日

夏
耿
之
介
宛
書
簡
集
』（
二
〇
〇
二
）
参
照
。（
３
）
嘉
治
隆
一
（
一
八
九
六
～
一
九
七
八
）
は
上
田
敏
の
女
婿
。
東
京
帝
国
大
学
を
卒
業
後
、
南
満
州

鉄
道
東
亜
経
済
調
査
局
を
経
て
、
東
京
朝
日
新
聞
社
に
勤
務
。
富
田
砕
花
は
大
正
九
年
、
嘉
治
と
共
に
日
光
菅
沼
へ
登
山
に
行
く
な
ど
親
交
が
深
く
、
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昭
和
二
年
末
か
ら
は
嘉
治
の
居
宅
に
寄
寓
し
て
、『
上
田
敏
全
集
』（
改
造
社
、
一
九
二
八
～
一
九
三
一
）
の
編
集
に
も
関
与
し
て
い
る
。

書
簡
２
（02-02

）　

昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
（
推
定
）
七
月
二
日
付
（
消
印
不
明
）　

市
外
西
巣
鴨
町
三
、五
一
九　

鈴
木
信
太
郎
様　

御
直
披　

阿
佐
谷
八
七
三　

日
夏
耿
之
介　

封
書　

巻
紙　

墨
筆

虔
啓　

本
日
玉（

１
）稿

正
に
拝
受
。
御
繁
忙
中
の
御
厚
誼
一
方
な
ら
ず
寔
に
感
謝
に
堪
へ
ま
せ
ぬ
。

実
に
斯
う
な
つ
た
ら
男
一
奴
落
ち
か
ゝ
つ
た
石
は
落
ち
ず
に
ゐ
ら
れ
ず
斃
れ
る
迄
や
る
決
心
。
当
来
と
も
御
援
助
を
俣
ち
ま
す
。
近

く
、
辰（

２
）野

氏
邸
に
て
お
め
に
か
ゝ
り
た
く
存
じ
て
を
り
ま
す
。
不
取
敢
乍
御
礼
耳　

拝
具　

七
月
二
日　

黄
眠　

鈴
木
大
雅　

梧
右

（
１
）
日
夏
監
修
の
雑
誌
「
游
牧
記
」
一
巻
一
冊
（
一
九
二
九
・
八
）
に
鈴
木
が
寄
稿
し
た
ス
テ
フ
ァ
ヌ
・
マ
ラ
ル
メStéphane M

allarm
é

の
翻
訳
「
海

の
微
風
」（Brise m

arine

）
あ
る
い
は
同
一
巻
三
冊
（
一
九
二
九
・
一
一
）
に
寄
稿
し
た
翻
訳
「
聖
女
」（Sainte

）
を
指
す
か
。
な
お
、
同
誌
に
は
辰

野
隆
、柳
田
国
男
、折
口
信
夫
、矢
野
峰
人
、木
下
杢
太
郎
、茅
野
蕭
々
、嘉
治
瑠
璃
子
（
嘉
治
隆
一
の
妻
で
、上
田
敏
の
娘
）
ら
も
執
筆
し
て
い
る
。（
２
）

日
夏
と
鈴
木
、
辰
野
隆
の
交
誼
に
つ
い
て
は
解
題
を
参
照
さ
れ
た
い
。

書
簡
３
（02-03

）　

昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
十
一
月
末
～
十
二
月
（
推
定
）　
［
宛
先
住
所
欠
］　

鈴
木
学
兄　

梧
右　
［
差
出
住
所
欠
］　

日
夏
耿
之
介　

封
書　
［
封
筒
欠
］　

巻
紙　

墨
筆

虔
啓　

東（
１
）京

日
々
紙
上
御
高
正
の
一
文
只
今
拝
読
。
下
巻
は
詩
壇
辺
に
て
大
分
異
論
多
き
や
に
て
、
尤
も
多
く
は
何
故
乃
公
を
よ
く
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書
か
ぬ
か
と
の
□
□
［
亡
歎
カ
］
に
結
論
さ
れ
る
様
で
す
が
、
読
売
辺
へ
は
ち
ょ
い
〳
〵
反
駁
が
参
り
其
度
記
者
が
返
事
を
お
出
し
に

な
る
か
と
訊
き
に
来
る
か
わ
づ
ら
は
し
く
、
柳（

２
）虹

子
へ
の
を
一
つ
代
表
さ
せ
て
一
寸
答
へ
ま
し
た
。
が
大
分
気
を
腐
ら
し
て
ゐ
る
折
柄

ワ
セ
ダ
学
校
の
先
生
に
も
か
げ
口
に
て
悪
書
と
云
ひ
ふ
ら
す
人
あ
る
由
仄
聞
不
快
に
考
へ
て
ゐ
ま
し
た
が
大
兄
に
は
げ
ま
し
て
い
た
ゞ

い
て
大
分
元
気
が
出
ま
し
た
。
稚
淳
の
点
御
嗤
笑
下
さ
い
。

近
い
内
辰
野
氏
を
お
訪
ね
し
ま
す
。
其
節
、
お
め
に
か
ゝ
り
度
考
へ
て
を
り
ま
す　

不
取
敢
乍
御
礼
耳　

早
　々

日
夏
耿
之
介　

鈴

木
学
兄　

梧
右

（
１
）
昭
和
四
年
十
一
月
、
日
夏
耿
之
介
『
明
治
大
正
詩
史
』
下
巻
が
新
潮
社
よ
り
刊
行
。
同
書
が
展
開
す
る
日
本
近
代
詩
へ
の
遠
慮
な
き
批
判
に
対
し
、

詩
壇
か
ら
は
反
発
す
る
声
も
挙
が
っ
た
。
鈴
木
信
太
郎
は
同
年
十
一
月
二
十
五
日
の
「
東
京
日
日
新
聞
」
紙
上
に
お
い
て
、「
日
夏
君
は
明
治
大
正
の
文

学
に
広
く
深
く
通
暁
し
て
、
同
時
に
外
国
文
学
を
早
稲
田
大
学
に
講
ず
る
真
摯
な
学
徒
で
あ
る
」「
日
夏
君
が
、
何
よ
り
も
先
き
に
詩
人
で
あ
る
こ
と
は
、

こ
の
業
に
お
け
る
最
大
の
強
味
で
あ
る
」
と
い
っ
た
、
総
じ
て
好
意
的
な
書
評
を
寄
せ
て
い
る
。（
２
）『
明
治
大
正
詩
史
』
下
巻
に
対
し
、
川
路
柳
虹

（
一
八
八
八
～
一
九
五
九
）
は
十
一
月
二
十
四
日
「
読
売
新
聞
」
紙
上
に
て
「
日
夏
耿
之
介
に
与
ふ

―
明
治
大
正
詩
史
の
迷
妄
を
た
だ
す
」
を
発
表
し
、

反
駁
を
試
み
た
。
ま
た
、
そ
れ
に
反
応
し
て
堀
口
大
學
（
一
八
九
二
～
一
九
八
一
）
も
同
紙
に
「
第
三
の
声

―
川
路
・
日
夏
二
氏
論
争
の
傍
に
」

（
一
一
・
三
〇
）
を
寄
せ
て
い
る
。

書
簡
４
（02-04

）　

昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
十
二
月
二
十
二
日
付
（
二
十
二
日
消
印
）　

西
巣
鴨
町
三
五
一
九　

鈴
木
信
太
郎
様　

侍

者　

杉
並
、
馬
橋
、
三
六
〇　

日
夏
耿
之
介　

封
書　

巻
紙　

墨
筆
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復
啓　

御
丁
寧
な
御
手
翰
拝
読　

秋
以
来
身
辺
何
か
と
忙
は
し
く
お
め
に
か
ゝ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
二
十
七
八
日
頃
か
ら
仕
事
を
抱

へ
て
伊
豆
へ
行
ま
す
の
で
、
そ
れ
迄
に
一
度
お
訪
ね
し
た
い
と
考
へ
て
ゐ
た
折
柄
で
し
た　

二
十
四
日
教
授
会
が
あ
る
の
で
吉（

１
）江

さ
ん

に
お
め
に
か
ゝ
り
ま
す
か
ら
、
先
生
の
御
都
合
が
よ
か
つ
た
ら
二
人
で
、
前
以
て
電
話
を
か
け
て
を
い
て
お
訪
ね
し
ま
す
。
吉
江
さ
ん

の
御
都
合
が
つ
か
ぬ
様
で
し
た
ら
、
小
生
一
人
に
て
二
十
四
、五
、六
日
間
に
電
話
を
お
か
け
し
て
を
い
て
お
訪
ね
し
ま
す
。
久
し
ぶ
り

で
の
快
談
を
楽
み
に
し
て
ゐ
ま
す　

と
り
忙
ぎ
御
返
事
ま
で　

十
二
月
二
十
二
日　

日
夏
耿
之
介　

鈴
木
学
兄　

梧
右

（
１
）
仏
文
学
者
・
吉
江
喬
松
（
一
八
八
〇
～
一
九
四
〇
）
は
、
早
稲
田
大
学
に
お
け
る
日
夏
の
恩
師
に
あ
た
り
、
前
年
に
日
夏
監
修
の
も
と
創
刊
さ
れ

た
雑
誌
「
游
牧
記
」
に
も
寄
稿
し
て
い
る
。
書
簡
２
（
１
）
も
参
照
。

書
簡
５
（02-05

）　

昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
一
月
二
十
四
日
付
（
二
十
五
日
消
印
・
中
野
）　

西
巣
鴨
三
、五
一
九　

鈴
木
信
太
郎
様　

榻
下　

杉
並
町
、
馬
橋
三
六
〇　

日
夏
耿
之
介　

封
書　

便
箋　

墨
筆

復
。
久
敷
お
め
に
か
ゝ
り
ま
せ
ん
。
元
日
か
ら
又
激
し
い
不
眠
の
為
貧
血
を
惹
起
し
て
臥
床
ま
だ
休
講
中
ニ
テ
ソ
ロ
〳
〵
学
年
も
終

り
に
せ
ぬ
か
と
悦
ん
で
を
り
ま
す　

ど
う
も
不
眠
が
芥（

１
）川

的
に
深
刻
に
な
り
さ
う
な
の
で
一
週
日
前
か
ら
毎
日
ヒ
ル
を
三
十
匹
づ
ゝ
足

に
つ
け
て
血
を
と
り
（
同
時
に
ヒ
ル
ジ
ン
と
申
す
精
分
が
身
体
に
入
り
て
之
が
薬
の
由
）
試
み
中
で
す
が
血
を
と
り
過
し
た
の
か
顔
色

あ
し
く
め
ま
い
が
す
る
の
で
け
ふ
か
ら
当
分
止
め
て
を
り
ま
す
。
さ
て
本
日
は
ま
こ
と
に
美
ご
と
な
寒（

２
）餅

あ
ま
た
御
恵
賜
下
さ
れ
、
老

母
あ
る
小
生
家
庭
で
は
一
入
う
れ
し
く
頂
戴　

厚
く
御
礼
申
上
ま
す
。
山
国
生
れ
の
一
同
餅
は
大
好
物
故
皆
々
大
悦
び
で
す
。

其
後
大
兄
や
辰
野
氏
に
も
お
目
に
か
ゝ
れ
ず
淋
し
い
心
持
ち
で
す
。
小
生
は
大
兄
ら
と
た
ま
に
心
持
ち
の
よ
く
合
し
た
逸
興
の
数
時
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間
を
送
る
事
が
生
活
の
楽
事
と
考
へ
て
を
り
ま
す
故
快
癒
し
ま
し
た
ら
電
話
を
か
け
て
大
兄
の
書
室
を
驚
か
さ
う
と
楽
み
に
い
た
し
て

を
り
ま
す
。
不
取
敢
横
臥
中
乱
筆
御
用
捨
御
令
閨
に
よ
ろ
し
く
御
伝
へ
願
升　

早
々
拝
具　

一
月
二
十
四
日
夜　

黄
眠
道
人　

鈴
木
学

兄　

侍
者

（
１
）
日
夏
耿
之
介
は
大
正
三
年
、
吉
江
喬
松
や
西
條
八
十
ら
と
愛
蘭
土
文
学
研
究
会
を
立
ち
上
げ
、
こ
の
会
を
通
じ
て
芥
川
龍
之
介
と
知
り
合
っ
た
。

な
お
、
芥
川
が
亡
く
な
っ
た
際
に
日
夏
が
記
し
た
「
我
鬼
窟
主
人
の
死
」（「
三
田
文
学
」
一
九
二
七
・
九
）
に
も
、「
芥
川
的
」「
芥
川
趣
味
」
と
い
っ
た

表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。（
２
）
鈴
木
信
太
郎
の
生
家
は
神
田
佐
久
間
町
の
米
問
屋
で
、
鈴
木
は
「
年
の
暮
の
餅
と
寒
餅
と
の
た
め
、
年
々
二
三
俵
づ

つ
最
上
の
糯
米
を
選
択
さ
せ
て
、
伸
餅
に
し
て
、
親
友
た
ち
に
賞
味
し
て
貰
つ
た
」（『
鈴
木
信
太
郎
全
集
』
第
五
巻
、
二
三
〇
頁
）
と
い
う
。
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
は
「
鈴
木
信
太
郎
記
念
館
だ
よ
り
」
八
号
（
二
〇
二
三
・
三
）
に
詳
し
い
。

書
簡
６
（02-06

）　

昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
九
月
十
二
日
［
便
箋
］
十
三
日
［
封
筒
］
付
（
十
三
日
消
印
）　

市
外
西
巣
鴨
三
、

五
一
九　

鈴
木
信
太
郎
様　

市
外
杉
並
町
馬
橋
三
六
〇　

日
夏
耿
之
介　

封
書　

便
箋　

ペ
ン

拝
啓　

先
日
は
わ
ざ
〳
〵
お
見
舞
に
御
来
車
そ
の
後
一
時
た
い
へ
ん
よ
か
つ
た
の
で
す
が
八
月
半
か
ら
又
悪
く
な
つ
て
脳
神
経
の
暑

気
あ
た
り
か
ら
起
る
心
臓
疾
患
が
い
か
に
も
苦
し
い
の
で
三
四
日
お
き
に
強
心
済マ

マ

注
射
を
し
た
り
た
へ
ず
間
も
な
く
酸
素
吸
入
を
し
て

一
時
は
大
分
苦
し
ん
だ
が
三
四
日
前
の
秋
雨
か
ら
や
つ
と
一
息
つ
い
て
ゐ
ま
す　

二
学
期
は
全
く
休
み
静
養
を
続
け
や
う
な
い
と
来
年

の
暑
気
が
あ
ぶ
な
い
と
医
者
に
云
は
れ
て
居
り
ま
す
の
で
そ
の
気
に
な
つ
て
一
際
読
書
と
執
筆
を
廃
し
て
散
歩
や
運
動
に
宗
旨
が
へ
を

し
や
う
と
思
つ
て
ゐ
ま
す
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辰
野
君
と
御
同
道
で
お
ひ
ま
の
時
に
是
非
（
夜○

分○

よ
り
日○

中○

の
方
が
こ
ち
ら
に
は
好
都
合
で
す
が
）
颯
爽
た
る
閑
談
を
お
き
ゝ
し
た

い
も
の
で
す
。

本
日
は
お
見
舞
の
品
を
あ
り
が
た
う　

病
気
勝
ち
の
小
生
に
は
至
極
結
構
な
品
で
す
。
御
礼
か
た
〴
〵
右
ま
で　

草
　々

九
月
十
二

日　

日
夏
生
（
代
筆
）　

鈴
木
信
太
郎
様

書
簡
７
（02-07
）　

昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
一
月
二
十
九
日
付
（
三
十
日
消
印
・
神
奈
川
藤
澤
）　

東
京
西
巣
鴨
三
五
一
九　

鈴
木
信

太
郎
様　

御
礼　

鵠
沼
下
岡
円
城
別
荘　

日
夏
耿
之
介　

封
書　

巻
紙　

墨
筆

大
寒
の
折
柄
御
健
安
何
よ
り
と
存
上
ま
す　

本
日
、
結
構
な
お
餅
を
御
恵
投
ま
こ
と
に
珍
味
家
内
中
に
て
う
れ
し
く
頂
戴
い
た
し
ま

し
た　

あ
た
か
も
文
藝
春
秋
に
て
兄
の
ギ
ャ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
論
を
お
も
し
ろ
く
拝
読
し
た
後
に
て
一
入
う
れ
し
く
賞
味
い
た
し
た
わ
け

で
す　

庇
陰
様
で
少
し
つ
ゝ
よ
ろ
し
く
な
つ
て
参
り
一
寸
つ
ゝ
散
歩
し
て
を
り
ま
す
が
神
経
の
病
故
外
科
程
直
り
が
早
く
な
い
の
で
ぢ

り
〳
〵
す
る
事
も
あ
り
ま
す　

そ
れ
で
も
漸
つ
と
こ
ん
な
に
よ
ろ
〳
〵
し
た
文
字
で
も
書
き
う
る
や
う
に
な
り
ま
し
た
か
ら
自
分
で
認

め
ま
し
た
。

カ
マ
ク
ラ
行

　

鎌（
１
）倉

や
ア
ナ
ニ
ヤ
シ
オ
ト
メ
ラ
冬
木
立

山（
２
）内

君
夫
妻
が
ち
よ
い
〳
〵
見
舞
つ
て
く
れ
ま
す
。
辰
野
君
の
随
筆
は
お
も
し
ろ
く
一
気
に
読
了
し
ま
し
た
。
マ
ラ
ル
メ
の
御
事
業

其
後
如
何
に
や　

寒
中
皆
々
様
何
卒
御
丈
夫
に
お
く
ら
し
願
ひ
ま
す　

暖
く
な
つ
た
ら
是
非
お
遊
び
に
お
い
で
下
さ
い
。

又
一
句
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臘（
３
）梅

や
捧
心
の
を
み
な
欄
に
よ
る
。　

不
宣　

二
十
九
日　

黄
道
人　

拝　

鈴
木
学
兄

（
１
）
昭
和
七
年
十
月
よ
り
、
日
夏
は
神
奈
川
県
藤
沢
に
て
療
養
生
活
に
入
っ
て
お
り
、
こ
の
句
は
そ
の
時
期
に
詠
ま
れ
た
も
の
。「
ア
ナ
ニ
ヤ
シ
オ
ト

メ
ラ
」
は
、『
古
事
記
』
で
イ
ザ
ナ
ギ
が
イ
ザ
ナ
ミ
に
対
し
、「
阿
那
邇
夜
志
、
愛
袁
登
賣
袁
（
ア
ナ
ニ
ヤ
シ
、
エ
オ
ト
メ
ヲ
＝
あ
あ
な
ん
と
、
い
い
お

と
め
よ
）」
と
言
っ
た
故
事
に
拠
る
。
こ
の
一
句
は
の
ち
に
『
婆
羅
門
俳
諧
』（
昭
森
社
、
一
九
四
四
）
に
、「
鎌
倉
大
仏
ニ
詣
ル
」
と
詞
書
を
改
め
て
収

録
さ
れ
て
い
る
。（
２
）
仏
文
学
者
・
山
内
義
雄
（
一
八
九
四
～
一
九
七
三
）
夫
妻
を
指
す
。
山
内
は
昭
和
二
年
に
吉
江
喬
松
に
招
か
れ
て
早
稲
田
大
学

で
教
鞭
を
と
っ
て
お
り
、日
夏
の
監
修
す
る
雑
誌
「
戯
苑
」（
一
九
三
二
年
創
刊
）
に
も
寄
稿
す
る
な
ど
交
流
が
あ
っ
た
。
な
お
、鈴
木
や
辰
野
も
「
戯
苑
」

に
て
執
筆
し
て
い
る
。
昭
和
三
年
か
ら
昭
和
十
年
ま
で
山
内
は
鎌
倉
市
笛
田
に
居
住
し
て
お
り
、
そ
の
間
、
昭
和
七
年
に
雑
誌
「
女
人
芸
術
」
の
同
人
・

小
池
み
ど
り
と
結
婚
し
て
い
る
。（
３
）「
臘
梅
」
は
十
二
月
（
＝
臘
月
）
に
花
を
つ
け
る
中
国
原
産
の
梅
。「
捧
心
」
は
春
秋
時
代
の
美
女
・
西
施
の
故

事
に
由
来
し
、
胸
を
お
さ
え
る
美
女
の
さ
ま
を
い
う
。
こ
の
句
も
（
１
）
同
様
、『
婆
羅
門
俳
諧
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
句
集
で
は
「
臘
梅
や

捧
心
の
阿ヲ

ミ
ナ嬌

欄
に
凴ヨ

る
」
と
改
め
ら
れ
て
い
る
。

書
簡
８
（02-08

）　

昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
三
月
四
日
付
（
四
日
消
印
・
神
奈
川
藤
澤
）　

東
京
市
西
巣
鴨
三
五
一
九　

鈴
木
信
太
郎

様　

鵠
沼
下
岡　

日
夏
耿
之
介　

葉
書　

墨
筆

茂（
１
）木

部
隊
の
勇
敢
さ
に
新
聞
を
実
に
待
た
れ
ま
す
。
共
産
派
如
き
□
□
□
に
と
び
ま
せ
う

一
首

　

す
め
ろ
ぎ
の
御
代
腐く

だ
す
と
ふ
し
こ
の
博
士
し
こ
の
教
授
を
ザ（

２
）バ

イ
カ
ル
に
斫
れ
。
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御
健
安
を
祈
上
候　

以
上

（
１
）
昭
和
八
年
の
二
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
、
満
州
南
西
部
に
位
置
す
る
熱
河
で
は
、
当
地
に
割
拠
す
る
軍
閥
・
張
学
良
と
関
東
軍
と
の
間
に
軍
事
衝

突
が
発
生
。
最
終
的
に
熱
河
は
関
東
軍
に
よ
っ
て
制
圧
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
熱
河
作
戦
）。
茂
木
部
隊
は
こ
の
作
戦
に
従
事
し
た
部
隊
で
、
国
立
公

文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
「
陸
軍
省
発
表
」
に
よ
れ
ば
、「
茂
木
部
隊
は
三
月
五
日
夕
刻
南
台
子
（
囲
場
東
北
方
約
三
十
粁
）
に
進
入
し
た
」
と
の

記
録
が
あ
る
。（
２
）
ザ
バ
イ
カ
ル
は
満
州
・
モ
ン
ゴ
ル
の
北
部
一
帯
を
指
す
地
域
名
。

書
簡
９
（02-09

）　

昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
九
月
二
十
一
日
付
（
二
十
一
日
消
印
・
神
奈
川
藤
澤
）　

東
京
豊
島
区
西
巣
鴨
町
一
丁
目

三
、五
一
九　

鈴
木
信
太
郎
様　

侍
者　

鵠
沼
下
岡
円
城
別
荘　

日
夏
耿
之
介　

封
書　

便
箋　

墨
筆

新
涼
永
夜
候
如
何
御
起
居
候
也　

本
日
は
牧（

１
）神

詩
御
恵
投
素
晴
し
き
高
雅
本
、
訳
詩
と
い
ひ
外
装
と
い
ひ
寔
に
間
然
す
る
処
な
く
、

健
羨
至
極
、
之
に
比
ぶ
れ
ば
在
来
拙
著
如
き
は
児
戯
に
類
せ
り
長
く
坐
右
の
珠
と
し
て
賞
玩
仕
事
に
御
坐
候　

御
厚
情
繰
返
し
御
礼
申

上
候　

小
生
残
暑
病
骨
を
彫
み
て
此
三
週
日
程
ま
こ
と
に
耐
へ
か
た
き
苦
悩
に
有
之
一
両
日
や
ゝ
軽
快
を
覚
え
申
候

幸
に
小
生
も
御
高
著
如
き
大（

２
）鴉

訳
本
を
上
板
出
来
た
ら
ば
一
期
の
喜
び
と
□
□
い
た
し
を
り
候
。
印
税
な
ど
な
く
て
も
ア
レ
丈
け
の

本
な
ら
ば
大
悦
也
。

そ
れ
に
つ
け
て
も
引
つ
ゝ
き
マ
ラ
ル
メ
全
訳
の
一
日
も
早
く
御
出
版
、
病
骨
の
命
あ
る
間
に
せ
め
て
拝
見
い
た
し
度
候　

何
卒
そ
の

お
ハ
コ
ビ
願
入
候　

不
取
敢
御
礼
御
喜
び
迄　

頓
首　

二
十
一
日　

日
夏
耿
之
介　

鈴
木
雅
兄
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（
１
）
鈴
木
信
太
郎
（
訳
）
マ
ラ
ル
メ
『
半
獣
神
の
午
後
』（
江
川
書
房
、
一
九
三
三
・
九
）
を
指
す
。
日
夏
の
旧
蔵
書
が
保
存
さ
れ
て
い
る
飯
田
市
立
図

書
館
・
日
夏
文
庫
で
も
所
蔵
を
確
認
で
き
る
。「
鈴
木
信
太
郎
記
念
館
だ
よ
り
」
創
刊
号
（
二
〇
一
九
・
六
）
に
よ
れ
ば
、「
信
太
郎
が
、
自
身
が
携
わ
っ

た
書
物
の
中
で
最
も
気
に
入
っ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
の
が
、
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
に
一
〇
〇
部
限
定
で
発
行
さ
れ
た
豪
華
翻
訳
本
『
半
獣
神
の

午
後
』（
江
川
書
房
刊
）」
で
あ
り
、「
そ
の
前
年
頃
に
原
典
初
版
を
入
手
し
た
信
太
郎
は
、
自
ら
が
翻
訳
し
た
日
本
語
版
も
「
そ
れ
に
負
け
な
い
美
本
に

仕
立
て
て
や
ら
う
と
野
心
を
起
し
」、
装
丁
は
こ
の
版
に
忠
実
に
倣
い
な
が
ら
も
、
さ
ら
に
上
質
の
鳥
子
紙
を
使
用
し
、
挿
絵
も
原
寸
通
り
に
再
現
」
し

た
と
い
う
。（
２
）
鈴
木
か
ら
日
夏
に
宛
て
た
昭
和
八
年
十
月
二
十
四
日
の
手
紙
（『
日
夏
耿
之
介
宛
書
簡
集
』
所
収
）
に
は
、「
拝
復
、
御
端
書
拝
見　

大
鴉
の
こ
と
、
二
十
日
の
夜
、
江
川
書
房
拙
宅
に
参
り
し
節
種
々
打
合
せ
し
ま
し
た
。」
と
あ
り
、
書
簡
９
の
あ
と
、
日
夏
に
よ
る
ポ
ー
『
大
鴉
』
訳
書

の
出
版
に
向
け
て
、
鈴
木
が
仲
介
の
労
を
と
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
鈴
木
の
送
っ
た
手
紙
に
は
、
江
川
書
房
か
ら
の
出
版
の
段
取
り
が
具
体
的
に

記
さ
れ
て
お
り
、
前
向
き
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
が
、
最
終
的
に
日
夏
訳
『
大
鴉
』
は
野
田
書
房
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
。
書

簡
14
も
参
照
。
な
お
、
江
川
書
房
お
よ
び
野
田
書
房
に
つ
い
て
は
、
中
林
雅
士
「
純
粋
造
本

―
江
川
書
房
と
野
田
書
房
」（「
図
書
の
譜
：
明
治
大
学

図
書
館
紀
要
」
一
号
、
一
九
九
七
・
三
）
に
詳
し
い
。

書
簡
10
（02-10

）　

昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
十
二
月
二
十
六
日
付
（
二
十
六
日
消
印
・
神
奈
川
藤
澤
）　

東
京
西
巣
鴨
一
丁
目
三
、

五
一
九　

鈴
木
信
太
郎
様　

御
礼　

く
け
沼　

日
夏
耿
之
介　

封
書　

便
箋　

墨
筆

御
見
舞
金
拝
受
い
つ
も
乍
ら
御
厚
情
□
□
の
外
無
之
く
小
生
十
二
月
中
二
回
出
講
せ
る
も
マ
ー
ケ
ツ
ト
ス
ク
ー
ル
の
経
営
者
の
心
証

を
害
し
一
週
一
回
で
は
俸
給
が
貰
へ
ず
、
や
む
な
く
蔵
書
百
二
十
余
冊
を
売
つ
て
旦
那
の
キ
ラ
イ
な
大
晦
日
を
越
年　

一
月
半
に
は
更

に
蔵
儲
の
書
物
悉
く
売
つ
て
四
月
迄
の
療
治
費
生
活
費
と
い
た
す
へ
く
、
ど
う
せ
売
る
な
ら
ケ（

１
）ル

ム
ス
コ
ツ
ト
な
ど
判
る
仁
に
買
つ
て
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貰
ひ
た
く
候　

斎（
２
）藤

勇
君
な
ど
如
何
で
せ
う
か
。
本
虫
が
本
を
放
つ
心
持
ち
之
は
大
兄
で
な
く
て
は
同
感
し
て
貰
へ
ま
す
ま
い
。
前
途

只
偉
大
な
る
闇
黒
あ
る
而
已　

此
闇
を
一
篇
の
詩
に
残
さ
ず
ば
死
ね
ま
せ
ん
。
何
れ
二
十
九
日
頃
に
は
東
京
へ
移
転
、
阿
左
ヶ
谷
の

賤（
３
）ヶ

伏
屋
の
お
ど
ろ
が
下
よ
り
お
た
よ
り
差
上
可
不
取
敢
御
礼
申
上
候　

草
　々

廿マ
マ

二
六
日　

黄
眠
□
士　

鈴
木
学
士　

吟
梧
下

（
１
）
ケ
ル
ム
ス
コ
ッ
ト
・
プ
レ
ス
を
指
す
。
ケ
ル
ム
ス
コ
ッ
トK

elm
scott

は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
南
東
部
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
ー
の
村
で
、
ウ
ィ

リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
（W

illiam
 M

orris, 1834

～1896

）
が
一
八
七
八
年
以
降
に
居
住
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
モ
リ
ス
は
一
八
九
一
年
に
ケ
ル
ム
ス
コ
ッ

ト
・
プ
レ
ス
を
創
設
し
、A

rts and Crafts M
ovem

ent

を
展
開
。
美
麗
な
工
芸
と
し
て
装
飾
さ
れ
た
書
籍
を
制
作
し
た
。
現
在
、
日
夏
文
庫
に
は

T
he Poem

s of W
illiam

 Shakespeare, K
elm

scott Press, 1893. 

が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
日
夏
の
ケ
ル
ム
ス
コ
ッ
ト
・
プ
レ
ス
に
対
す
る
思
い
入

れ
は
、
随
筆
「
美
し
き
書
籍
の
話
」（「
改
造
」
一
一
巻
七
号
（
一
九
二
九
・
七
）
所
収
）
に
詳
し
い
。（
２
）
英
文
学
者
・
斎
藤
勇
（
さ
い
と
う
・
た
け
し
）

は
、
大
正
十
二
年
四
月
か
ら
大
正
十
四
年
六
月
に
か
け
て
、
英
文
学
研
究
の
た
め
に
欧
米
を
歴
訪
。
大
正
十
二
年
七
月
十
四
日
に
は
ロ
ン
ド
ン
か
ら
日

夏
に
宛
て
て
絵
葉
書
を
送
っ
て
お
り
、「
い
つ
ぞ
や
バ
ー
ト
ン
訳
「
ア
ラ
ビ
ア
物
語
」
を
御
探
し
の
や
う
で
し
た
が
、
こ
ゝ
に
来
て
珍
書
目
録
を
見
る
と
、

ぼ
つ
〳
〵
見
え
ま
す
」「
も
し
御
入
用
あ
ら
ば
私
に
で
き
る
丈
の
事
は
喜
ん
で
致
し
ま
す
」
と
伝
え
て
い
る
な
ど
、
洋
書
に
関
す
る
日
夏
の
相
談
相
手
で

あ
っ
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
（『
日
夏
耿
之
介
宛
書
簡
集
』
七
九
～
八
〇
頁
、
た
だ
し
同
書
で
は
同
名
の
労
働
運
動
家
・
斎
藤
勇
（
い
さ
む
）
と
混
同
さ

れ
て
い
る
）。（
３
）「
賤
ヶ
伏
屋
」
は
身
分
の
低
い
、
卑
し
い
者
の
住
む
粗
末
な
家
の
意
。「
お
ど
ろ
が
下
」
は
「
藪
の
な
か
」
程
度
の
意
か
。

書
簡
11
（02-11

）　

昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
一
月
三
日
（
消
印
・
杉
並
）　

市
内
西
巣
鴨
一
ノ
三
、五
一
九　

鈴
木
信
太
郎
様　

玉
案

下　

杉
並
区
阿
佐
谷
六
丁
目
一
一
七　

日
夏
耿
之
介　

封
書　

巻
紙　

墨
筆
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啓
上　

丗
日
鵠
沼
を
棄
て
ゝ
阿
佐
谷
新
居
に
移
り
申
候　

気
持
引
立
ず
茫
々
然
昧
々
然
と
く
ら
し
て
を
り
ま
す
。
正
月
の
い
つ
も
の

う
ま
い
お
餅
を
拝
受
一
同
賞
味
。
特
に
地
方
旧
家
に
育
つ
て
郊
外
茅
屋
に
侘
住
居
の
母
親
は
む
か
し
を
偲
び
一
入
喜
ん
で
頂
戴
し
ま
し

た
。新

居
は
阿
佐
谷
駅
北
口
よ
り
十
五
分
、
鷺
ノ
宮
一
丁
目
の
傍
に
て
、
中
野
石
神
井
間
バ
ス
東
原
停
留
場
下
車
北
入
二
丁
、
日
本
モ
ザ

イ
ク
研
究
所
前
と
□
ふ
処
で
す
。

風
邪
が
時
花
る
や
う
で
す　

み
な
様
ご
健
安
を
祈
上
ま
す　

御
礼
而
已　

拝
草　

甲
戌
新
春　

日
夏
耿
之
介　

鈴
木
信
太
郎
様　

梧
下

書
簡
12
（02-12

）　

昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
二
月
十
四
日
付
（
十
四
日
消
印
・
杉
並
）　

西
巣
鴨
一
丁
目
三
五
一
九　

鈴
木
信
太
郎
様　

研
北　

阿
佐
谷
六
ノ
一
一
七　

日
夏
耿
之
介　

封
書　

便
箋　

墨
筆

貴
墨
拝
読
御
病
身
御
快
方
の
由
安
神
し
ま
し
た
。
い
ろ
〳
〵
の
心
労
で
お
見
舞
も
出
来
ず
申
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
年
末
か
ら
春
か
け
て

蔵
本
三
百
餘
冊
を
売
り
年
越
し
を
す
ま
し
一
月
か
ら
種
々
交
渉
し
て
や
つ
と
月
給
を
又
く
れ
ま
し
た
の
で
、
ケ
ル
ム
ス
コ
ッ
ト
も
当
分

売
ら
い
で
も
よ
い
事
に
な
り
ま
し
た
。
売
つ
た
本
は
駄
本
で
し
た
が
明（

１
）治

小
説
史
用
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
貫
目
買
い
に
さ
れ
た
時
は

一
寸
泪
が
出
ま
し
た
。
二
月
中
出
な
い
と
サ
ラ
リ
ー
を
や
ら
ぬ
と
い
ふ
厳
命
で
自
働
車
で
往
復
し
て
辛
く
も
一
週
二
日
す
ま
せ
て
ゐ
ま

す
。
帰
る
と
気
息
エ
ン
〳
〵
で
す
。
昨
日
は
猛
烈
な
胃
加
答
児
で
し
た
が
腹
を
押
へ
て
今
日
出
校
、
学
生
が
見
る
に
見
か
ね
て
ど
う
か

帰
つ
て
下
さ
い
と
い
ふ
仕
末
で
す
。
学
校
は
企
業
屋
で
学
生
は
株
主
で
す
が
株
主
の
方
が
同
情
が
真
摯
で
す
。

水（
２
）仙

辞
は
余
り
よ
い
訳
で
な
さ
さ
う
で
す
が
御
参
考
に
な
る
よ
り
ゲ
テ
物
の
民
藝
趣
味
で
せ
う
か
。
ア
レ
を
送
つ
た
人
は
支
那
で
出

版
さ
れ
た
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
（
日
本
文
）
の
本
を
く
れ
ま
し
た
。
佐（

３
）藤

（
春
夫
）
と
太
田
（
七
郎
）
の
世
話
で
随
筆
が
出
ま
す
。
コ
ノ
随
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筆
が
売
れ
ゝ
ば
続
い
て
出
版
し
て
く
れ
る
と
い
ふ
の
で
す
。
ダ
カ
ラ
僕
の
文
の
よ
い
点
だ
け
を
紹
介
し
て
批
評
し
て
い
た
ゝ
き
た
い
と

お
願
ひ
し
た
か
つ
た
の
で
す
が
御
病
中
故
さ
し
控
へ
ま
し
た
。
本
は
三
月
一
杯
に
は
出
ま
せ
う
か
。

歌
集
も
半（

４
）銭

戯
社
か
ら
出
ま
す
。
さ
う
か
う
し
て
零
犀
な
印
税
を
か
き
集
め
て
薬
餅
の
料
と
し
て
ゐ
ま
す
。

君
が
全
癒
さ
れ
僕
が
モ
ー
少
し
よ
く
な
つ
た
ら
又
曳（

５
）尾

庵
博
士
と
三
人
鼎
座
の
談
笑
を
今
か
ら
楽
み
を
り
ま
す
。

臥
て
ゐ
て
の
乱
筆
御
用
捨
下
さ
い
。　

已
上　

十
四
日　

日
夏
耿
之
介　

鈴
木
信
太
郎
様

（
１
）
日
夏
が
売
却
し
た
「
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
」
を
用
い
て
執
筆
し
た
「
明
治
小
説
史
」
は
、
昭
和
元
年
七
月
「
中
央
公
論
」
初
出
の
「
明
治
煽
情
文
芸

概
論
」（
の
ち
に
梓
書
房
か
ら
昭
和
四
年
に
出
版
さ
れ
た
『
明
治
文
学
襍
考
』
に
収
録
）
を
指
す
か
。（
２
）『
水
仙
辞
』
は
梁
宗
岱
（
一
九
〇
三
～

一
九
八
三
）
に
よ
っ
て
昭
和
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
、
ヴ
ァ
レ
リ
ー
『
ナ
ル
シ
ス
断
章
』
の
中
国
語
訳
を
指
す
。
鈴
木
は
そ
れ
に
先
立
っ
て
、
大
正
十
三

年
に
『
ナ
ル
シ
ス
断
章
』
を
日
本
語
訳
し
て
い
る
。
同
書
に
ま
つ
わ
る
経
緯
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
信
太
郎
「
リ
ャ
ン
君
去
来
」（「
帝
国
大
学
新
聞
」

一
九
三
七
・
一
・
一
八
）
に
詳
し
い
。（
３
）
佐
藤
春
夫
（
一
八
九
二
～
一
九
六
四
）
と
と
も
に
名
前
が
挙
が
っ
て
い
る
太
田
七
郎
（
一
九
〇
六
～

一
九
四
三
）
は
早
大
英
文
科
出
身
で
日
夏
に
師
事
。
冨
山
房
を
経
て
外
務
省
・
北
京
駐
在
の
経
歴
を
有
す
る
。
両
人
の
世
話
で
出
版
予
定
の
「
随
筆
」

と
は
、『
残
夜
焚
艸
録
』（
竹
村
書
房
、
一
九
三
四
・
三
）
を
指
す
か
。（
４
）「
半
銭
戯
社
（
半
仙
戯
社
）」
は
、
日
夏
門
下
の
独
文
学
者
・
石
川
道
雄
（
半

仙
道
人
、
一
九
〇
〇
～
一
九
五
九
）
が
編
集
・
発
行
を
担
っ
た
出
版
社
。
雅
号
は
「
半
仙
」
だ
が
、
親
交
の
あ
っ
た
澤
田
四
郎
作
の
随
想
『
山
で
の
こ

と
を
忘
れ
た
か
』（
創
元
社
、一
九
六
九
）
で
は
「
半
銭
子
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
半
仙
戯
社
か
ら
出
る
「
歌
集
」
と
は
、翌
年
刊
行
の
歌
集
『
病
艸
子
』

（
半
仙
戯
社
、
一
九
三
五
・
八
）
を
指
す
か
。（
５
）「
曳
尾
庵
」
は
辰
野
隆
の
庵
名
。

書
簡
13
（02-13

）　

昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
十
二
月
二
十
九
日
付
（
二
十
九
日
消
印
・
杉
並
）　

豊
島
区
西
巣
鴨
一
ノ
三
、五
一
九　
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鈴
木
信
太
郎
様　

阿
佐
谷
六
ノ
一
一
七　

日
夏
耿
之
介　

封
書　

便
箋　

墨
筆

啓
上　

昨
日
は
例
の
ウ
マ
イ
お
餅
を
た
く
さ
ん
御
恵
投
下
さ
れ
厚
く
御
礼
申
上
ま
す
。

折
か
ら
舎
弟
に
嫁
を
と
り
、
二
十
五
日
に
披
露
し
た
ば
か
り
の
処
な
の
で
一
同
花
嫁
さ
ま
も
皆
々
う
れ
し
く
頂
戴
、
毎
々
の
御
厚
情
、

御
礼
申
上
ま
す
。

大
兄
達
に
も
久
し
く
お
目
に
か
ゝ
り
ま
せ
ん
。
御
健
か
な
る
こ
と
は
学
生
か
ら
き
い
て
陰
乍
ら
喜
ん
で
を
り
ま
す
。
佳
き
新
年
を
お

迎
へ
下
さ
る
や
う
奥
様
に
よ
ろ
し
く
お
伝
へ
下
さ
い　

草
　々

十
二
月
二
十
九
日　

日
夏
耿
之
介　

鈴
木
学
兄

書
簡
14
（02-14

）　

昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
三
月
六
日
付
（
七
日
消
印
）　

西
巣
鴨
一
丁
目
三
、五
一
九　

鈴
木
信
太
郎
様　

平
安　

阿
佐
ヶ
谷
六
ノ
一
一
七　

日
夏
耿
之
介　

封
書　

便
箋　

墨
筆

啓
上　

本
日
大（

１
）鴉

出
来
。
昨
夜
野
田
が
ソ
チ
ラ
へ
も
持
参
い
た
せ
し
由
大
兄
の
一
方
な
ら
ぬ
お
心
遣
ひ
に
て
、
臥
て
ゐ
て
自
分
の
本

が
出
来
て
コ
ン
ナ
嬉
し
い
事
は
な
い　

厚
く
厚
く
友
情
を
感
謝
し
ま
す

本
屋
は
何
か
お
礼
を
持
つ
て
ゆ
か
ね
ば
と
相
談
し
ま
し
た
が
貧
乏
本
屋
が
ヘ
タ
な
も
の
を
大
兄
の
家
へ
持
ち
込
ん
で
も
ど
う
か
と
思

ふ
故
そ
れ
よ
り
今
後
出
る
本
を
必
ず
呈
上
し
て
謝
意
を
表
し
た
ら
と
申
し
お
き
ま
し
た
。

―
―
―
―
―
・
・
―
―
―
―
―

臥
て
ゐ
て
答
案
し
ら
べ
が
仲
々
神
経
を
使
つ
て
や
り
き
れ
ま
せ
ん
。
二
十
日
迄
は
そ
の
苦
痛
の
連
続
で
す　

大
兄
も
御
多
忙
最
中
で
せ

う　

不
取
敢
御
厚
情
を
深
謝
ま
で　

草
　々

三
月
六
日　

日
夏
耿
之
介　

鈴
木
信
太
郎
様　

玉
案
下
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（
１
）
日
夏
耿
之
介
（
訳
）、
ポ
ー
『
大
鴉
』（
野
田
書
房
、
一
九
三
五
・
三
）
を
指
す
。
文
中
の
「
野
田
」
は
野
田
書
房
店
主
・
野
田
誠
三
（
一
九
一
一

～
一
九
三
八
）
の
こ
と
か
。

書
簡
15
（02-15

）　

昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
八
月
十
五
日
付
（
十
五
日
消
印
・
杉
並
）　

豊
島
区
西
巣
鴨
二マ

マ

ノ
三
五
一
九　

鈴
木
信

太
郎
様　

侍
者　
［
差
出
住
所
欠
］　

日
夏
耿
之
介　

封
書　

便
箋　

墨
筆

御
芳
書
並
製
本
拝
受
。
仲
々
立
派
な
出
来
で
大
に
気
に
入
り
ま
し
た　

御
面
倒
厚
く
御
礼
申
ま
す　

製
本
代
を
立
替
て
下
さ
つ
た
趣

何
程
で
し
た
か　

御
序
で
の
折
御
報
示
冀
上
ま
す
。

け
ふ
は
朝
か
ら
日（

１
）本

軍
航
空
機
の
勝
利
を
号
外
で
見
て
大
に
気
を
よ
く
し
て
ゐ
る
処
で
す
。
祝
盃
を
や
り
た
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

何
と
か
い
ふ
日
本
出
来
の
シ
ヤ
ン
ペ
ン
を
サ
イ
ダ
ー
の
つ
も
り
で
ガ
ブ
呑
み
を
し
て
大
に
酊
酩
し
て
医
者
の
手
に
か
ゝ
り
ま
し
た
の
は

つ
い
此
間
の
話
で
す　

と
り
忙
ギ
御
礼
ま
で　

拝
上　

八
月
十
五
日　

黄
眠
狷
斎　

鈴
木
雅
丈　

御
座
下

今
度
ノ
宅
ハ
駅
ノ
ソ
バ
でマ

マ

眺
メ
ガ
一
寸
佳
イ
処
デ
ス　

秋
興
ト
共
ニ
御
来
談
下
サ
イ　

ク
レ
〳
〵
モ
御
礼
申
上
マ
ス　

再
白

（
１
）
昭
和
十
二
年
八
月
十
三
日
か
ら
始
ま
っ
た
第
二
次
上
海
事
変
に
関
す
る
記
述
。
十
四
日
か
ら
十
六
日
に
か
け
て
日
本
海
軍
に
よ
る
渡
洋
爆
撃
が
実

施
さ
れ
た
。

書
簡
16
（02-16

）　

昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
十
月
二
十
四
日
（
消
印
・
杉
並
）　

豊
島
区
西
巣
鴨
二マ

マ

ノ
三
五
一
九　

鈴
木
信
太
郎
様　

御
直
披　

阿
佐
谷
四
ノ
四
五
五　

日
夏
耿
之
介　

封
書　

便
箋　

墨
筆
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御
高
著
拝
受
御
礼
申
ま
す
。
小（

１
）生

一
週
間
ほ
ど
本
郷
の
神
経
病
院
に
入
院
昨
日
退
院
し
ま
し
た
。

不
日
何
処
か
の
温
泉
へ
旅
行
の
予
定
で
す
。

ア（
２
）ポ

リ
ネ
ー
ル
の
「
カ
リ
グ
ラ
ム
」
限
本
（
番
号
一
七
四
二
）
を
所
持
し
て
ゐ
ま
す
が
之
は
絶
版
本
相
当
高
価
と
き
ゝ
ま
し
た
が
近

比
の
古
本
市
価
御
教
示
冀
上
ま
す
。
又
、
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
趣
味
の
仏
文
学
本
蒐
集
家
で
割
に
よ
く
買
つ
て
下
さ
る
人
が
あ
つ
た
ら
御
紹

介
願
上
ま
す
。

籠
城
及
養
病
費
と
い
た
し
た
い
の
で
す　

御
願
と
御
礼
と　

已
上　

日
夏
生　

鈴
木
兄　

二
十
四
日

（
１
）『
日
夏
耿
之
介
全
集
』
八
巻
の
年
譜
に
よ
れ
ば
、
日
夏
は
昭
和
十
一
年
十
月
八
日
か
ら
本
郷
に
あ
る
病
院
に
一
週
間
入
院
し
、
発
作
性
心
臓
急
拍

症
を
克
服
し
た
と
あ
る
。
た
だ
し
、
書
簡
16
の
消
印
は
昭
和
十
二
年
と
な
っ
て
お
り
、
一
年
の
ず
れ
が
生
じ
て
い
る
。（
２
）Guillaum

e A
pollinaire, 

Calligram
m

es: poèm
es de la paix et de la guerre, 1913-1916, Paris, M

ercure de France, 1918. 

に
つ
い
て
は
、
令
和
六
年
十
一
月
現
在
、

日
夏
文
庫
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
所
蔵
を
確
認
で
き
な
い
。
後
日
、
何
ら
か
の
形
で
日
夏
の
手
を
離
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

書
簡
17
（02-17

）　

昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
一
月
十
七
日
（
消
印
・
杉
並
）　

豊
島
区
西
巣
鴨
二マ

マ

ノ
三
五
一
九　

鈴
木
信
太
郎
様　
［
差

出
住
所
欠
］　

黄
眠
道
人　

葉
書　

墨
筆

シ（
１
）ラ

ノ
辱
く
拝
受　

爰
に
再
誦
の
怡
を
有
ち
ま
す　

御
厚
礼
而
已　

拝
上

（
１
）
鈴
木
信
太
郎
・
辰
野
隆
（
共
訳
）、
エ
ド
モ
ン
・
ロ
ス
タ
ン
『
シ
ラ
ノ
・
ド
・
ベ
ル
ヂ
ュ
ラ
ッ
ク
』（
白
水
社
、［
初
版
］
一
九
二
二
［
改
版
］
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一
九
三
九
）
を
指
す
。
一
、
辰
野
隆
書
簡
の
書
簡
56
も
参
照
。

書
簡
18（02-18

）　

昭
和
十
五（
一
九
四
〇
）年
十
月
十
九
日（
消
印
）　

豊
島
区
西
巣
鴨
二マ

マ

ノ
三
五
一
九　

鈴
木
信
太
郎
様　

侍
者　
［
差

出
住
所
欠
］　

日
夏
耿
之
介　

封
書　

巻
紙　

墨
筆

ロ（
１
）オ

マ
イ
ヤ
の
う
ま
い
も
の
拝
受　

い
つ
も
〳
〵
御
心
つ
く
し
心
う
れ
し
く
御
礼
申
上
ま
す　

小
生
信
刕
で
の
山
羊
の
乳
が
小
生
の

特
異
体
質
に
た
た
り
て
貧
血
症
状
を
生
せ
し
処
へ
風
を
引
い
て
喘
息
と
な
り
ラ（

２
）ッ

セ
ル
も
き
こ
え
る
由
に
て
臥
床
一
ヶ
月
に
及
び
ま
し

た　

段
々
快
気
致
ま
し
た
か
ら
御
安
神
下
さ
い　

大
兄
の
マ（

３
）ラ

ル
メ
研
究
が
白
水
社
よ
り
出
る
由
之
は
期
待
い
た
し
居
る
も
の
で
す
。

只
表
紙
の
布
が
あ
り
ま
せ
ん
ね
。
今（

４
）日

来
た
日マ

マ

野
葦
平
の
話
で
は
銀
座
の
タ（

５
）ク

ミ
に
流マ

マ

球
の
帯
地
の
裂
れ
で
特
製
本
に
ふ
さ
は
し
き
が

あ
る
由
故
一
寸
御
耳
に
入
れ
て
お
き
ま
す　

御
礼
而
已　

拝
上　

十
九
日　

黄
眠
道
人　

鈴
木
学
兄

駄
歌
二
首

　

英（
６
）京

の
炎
上
つ
づ
き
わ
が
債
鬼
ふ
み
屋
の
ふ
み
も
今
か
煨
か
れ
む

　

生（
７
）き

が
た
き
世
に
生
き
ぬ
き
て
五
十
年
あ
り
へ
し
も
惟
へ
ば
心
た
ら
へ
る

御
一
笑
〳
〵

（
１
）
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ロ
ー
マ
イ
ヤ
が
大
正
十
年
に
創
業
し
た
、
大
崎
の
工
場
を
拠
点
と
す
る
、
ハ
ム
や
ソ
ー
セ
ー
ジ
を
取
り
扱
う
会
社
。
大
正
十
四
年

よ
り
銀
座
に
て
ド
イ
ツ
レ
ス
ト
ラ
ン
お
よ
び
売
店
を
開
業
（
書
簡
26
も
参
照
）。（
２
）
ラ
ッ
セ
ル
音
（
気
管
支
や
肺
な
ど
の
聴
診
で
聞
か
れ
る
異
常
呼

吸
音
）
の
こ
と
。
ド
イ
ツ
語
の
「Rasselgeräusch

」
に
由
来
し
、
し
ば
し
ば
「
ラ
音
」
と
略
さ
れ
る
。（
３
）
こ
の
書
簡
が
執
筆
さ
れ
た
昭
和
十
五
年
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十
月
付
近
に
、
鈴
木
信
太
郎
が
白
水
社
か
ら
出
版
し
た
マ
ラ
ル
メ
に
関
す
る
研
究
書
は
、
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
が
、『
鈴
木
信
太
郎
全
集
』
四
巻

の
編
者
注
（
松
室
三
郎
）
に
よ
れ
ば
、
昭
和
十
六
年
頃
、『
半
獣
神
の
午
後
研
究
』
の
出
版
に
つ
い
て
白
水
社
と
相
談
し
て
い
た
と
い
う
。（『
鈴
木
信
太

郎
全
集
』
第
四
巻
、
八
七
九
頁
下
段
）（
４
）『
日
夏
耿
之
介
宛
書
簡
集
』
に
は
、
火
野
葦
平
（
一
九
〇
七
～
一
九
六
〇
）
か
ら
の
書
簡
が
八
通
（
昭
和

十
五
～
三
十
四
年
）
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
も
昭
和
十
五
年
十
一
月
十
二
日
の
日
夏
宛
書
簡
に
は
、「
先
般
は
突
然
御
伺
ひ
い
た
し
ま
し
て
失

礼
い
た
し
ま
し
た
。
御
病
気
の
こ
と
少
し
も
存
じ
ま
せ
ず
、た
い
へ
ん
相
す
ま
ぬ
こ
と
に
存
じ
ま
し
た
」「
は
じ
め
て
先
生
の
お
す
ま
ひ
に
お
伺
ひ
し
、（
中

略
）
心
洗
は
れ
た
思
ひ
が
い
た
し
ま
し
た
」
な
ど
、
火
野
が
日
夏
の
居
宅
を
初
め
て
訪
れ
た
際
の
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
本
書
簡
中
の
火

野
の
来
訪
を
指
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。（
５
）
銀
座
の
民
芸
品
店
「
た
く
み
工
芸
店
（
現
・
銀
座
た
く
み
）」
の
こ
と
。
同
店
は
昭
和
八
年
創
業
。

柳
宗
悦
ら
が
事
業
に
関
わ
り
、長
く
民
芸
品
の
普
及
と
振
興
に
尽
力
し
て
き
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。（
６
）「
英
京
」
は
英
国
の
首
都
ロ
ン
ド
ン
を
指
す
か
。

第
二
次
大
戦
下
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
よ
る
ロ
ン
ド
ン
空
襲
が
昭
和
十
五
年
九
月
七
日
か
ら
翌
十
六
年
五
月
十
日
ま
で
行
わ
れ
、
と
く
に
十
五
年
九
月

十
五
日
の
空
襲
は
激
し
か
っ
た
と
い
う
。「
債
鬼
」
は
借
金
取
り
。「
煨
」
の
字
義
は
「
う
ず
み
火
、
灰
の
中
に
埋
も
れ
た
火
」。（
７
）
二
首
の
内
、
後

者
は
歌
集
『
文
人
画
風
』（
関
書
院
、一
九
四
七
）
に
「
生
き
か
た
き
世
に
生
き
わ
び
て
五
十
と
せ
を
あ
り
へ
し
とマ

マも
へ
ば
心
足
ら
へ
る
（
昭
和
十
四
年
春
）」

と
若
干
改
訂
し
て
収
録
し
て
い
る
。

書
簡
19
（02-19

）　

昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
（
推
定
）
一
月
十
六
日
付
（
十
七
日
消
印
）　

豊
島
区
西
巣
鴨
一
ノ
三
五
一
九　

鈴
木

信
太
郎
様　

御
礼　

阿
佐
谷
四
ノ
四
五
五　

日
夏
耿
之
介　

封
書　

便
箋　

墨
筆

啓
上　

先
刻
は
令
息
を
以
て
御（

１
）高

篆
一
顆
御
恵
与
辱
拝
受　

早
速
坐
右
書
に
押
捺　

そ
の
雅
趣
を
珍
玩
し
ま
し
た
。
永
く
□
□
□
の

珍
と
し
て
友
誼
を
偲
ぶ
事
と
致
し
ま
す
。
昨
日
は
曽
田
研
究
室
に
て
辰
野
君
と
会
談
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香（
２
）の

高
き
ウ
ヰ
ス
キ
イ
か
も
わ
が
友
は　

疎
開
談
歇
め
て
さ
ら
に
杯
と
る

索
莫
た
る
頃
ろ
の
生
活
に
佳
友
と
の
雅
談
ほ
ど
嬉
し
い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
昨
日
の
ア
ノ
会
は
月
毎
に
致
す
所
存
で
す　

不
取

敢
御
厚
礼
申
上
ま
す　

一
月
十
六
日　

黄
眠　

拝　

素（
３
）白

雅
丈　

師
坐
下

（
１
）
日
夏
と
鈴
木
は
共
に
篆
刻
を
趣
味
と
し
て
い
た
。
日
夏
の
印
章
に
対
す
る
関
心
に
つ
い
て
は
、「
飯
田
市
美
術
博
物
館
研
究
紀
要
」
三
一
号

（
二
〇
二
一
・
三
）
所
収
の
織
田
顕
行
「
日
夏
耿
之
介
旧
蔵
の
印
章
」
に
詳
し
い
。（
２
）
書
簡
18
（
７
）
と
同
様
、『
文
人
画
風
』
に
収
録
。（
３
）「
素
白
」

は
鈴
木
信
太
郎
の
雅
号
。
鈴
木
が
日
夏
の
喜
寿
に
際
し
て
執
筆
し
た
「
素
白
私
語
」
な
ど
に
も
み
ら
れ
る
。

書
簡
20
（02-20

）　

昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
（
推
定
）
六
月
八
日
付
（
消
印
不
明
）　

東
京
都
本
郷
区
三
丁
目　

東
京
帝
国
大
学
文

学
部
仏
文
学
科　

鈴
木
信
太
郎
様　

茨
城
県
那
珂
郡
平
磯
町
川
向
高
磯
一
五
七
一　

日
夏
耿
之
介　

絵
葉
書　

ペ
ン

啓
上　

つ
ひ
に
御
罹
災
の
趣
辰
野
君
よ
り
承
り
せ
め
て
其
文
庫
の
安
全
な
り
し
を
き
ゝ
寔
に
何
よ
り
と
存
じ
上
ま
し
た
。
早
速
故
宅
に

向
け
て
御
見
舞
差
出
せ
し
処
本
日
に
至
り
戻
り
来
り
し
故
更
に
東
大
宛
御
見
舞
状
を
差
出
し
ま
す
。
拙
宅
も
約
十
間
さ
き
で
立
木
に
て

止
ま
り
助
か
り
ま
し
た
が
、
狩
場
の
鹿
、
明
日
を
も
知
ら
ぬ
事
で
す　

老
生
腸
胃
よ
り
い
た
く
栄
養
不
良
に
陥
り
此
地
に
静
養
中
。
今（

１
）

月
末
に
は
信
刕
入
り
の
考
で
す　

何
卒
切
に
呉
々
も
御
一
家
皆
様
御
自
愛
の
程
祈
上
ま
す　

草
　々

頓
首　

六
月
八
日　

日
夏
耿
之
介

【
裏
面
・
印
刷
】（
平
磯
名
勝
）
義（

２
）公

名
命
の
護
魔
坦
石

【
裏
面
・
手
書
き
】

　

想（
３
）像

直
観
の
密
房
ゆ
立
出
で
み
れ
は
た
ゝ
か
ひ
た
け
な
は
な
り
け
り
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磯
の
巌
夕
昃
り
し
て
う
つ
う
つ
と
ね
む
り
初
む
ら
し
浪
の
も
中
に

　

ひ
た
ち
の
う
み
阿
字
之
浦
曲
に
水み

脈を

ひ
く
は
上
つ
代
よ
り
の
棚
な
し
小
舟
か

　

山か
ま

羊し
ゝ

の
お
ぢ
は
木こ

蔭さ

地
に
思
ひ
恍
く
物
言
ひ
出
れ
は
蠱ま

し

言こ
と

な
る
へ
し

　

雲
垂
れ
て
海
は
灰
白
に
う
ち
沈
み
皺
だ
む
お
も
て
底
意
あ
る
に
似
た
り

暢
気
の
こ
し
折
れ
失
礼
御
免
被
下
度

（
１
）
日
夏
耿
之
介
の
疎
開
時
の
記
録
で
あ
る
「
栗
里
亭
記
」
に
よ
れ
ば
、
昭
和
二
十
年
の
年
初
、「
常
州
平
磯
に
遊
び
て
気
色
佳
か
り
け
れ
ば
、
五
月

初
栄
養
や
う
や
く
衰
へ
し
を
奇
貨
と
し
て
、そ
の
五
日
同
地
に
又
赴
き
て
旧
飛
行
隊
将
校
住
宅
を
賃
し
て
六
月
十
一
日
ま
で
病
を
養
ひ
た
り
き
」
と
あ
り
、

五
月
五
日
～
六
月
十
一
日
の
約
一
か
月
ほ
ど
、
平
磯
で
療
養
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
な
お
、
そ
の
後
日
夏
は
七
月
、
飯
田
市
山
本
村
に
疎
開
。

親
戚
筋
に
あ
た
る
竹
村
襄
平
宅
を
借
り
て
「
栗
里
亭
」
と
名
付
け
、
翌
年
九
月
ま
で
滞
在
し
た
と
い
う
。（
２
）
義
公
は
徳
川
光
圀
。
元
禄
時
代
、
茨
城

県
平
磯
の
名
勝
・
護
摩
壇
石
を
「
清
浄
石
」
と
命
名
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。（
３
）
裏
面
は
護
摩
壇
石
の
写
真
に
日
夏
に
よ
る
歌
が
五
首
、
手
書
き
で
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
歌
は
若
干
の
異
同
こ
そ
あ
る
も
の
の
、
す
べ
て
『
文
人
画
風
』（
関
書
院
、
一
九
四
七
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

書
簡
21
（02-21

）　

昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）
年
（
推
定
）
十
一
月
四
日
付
（
五
日
消
印
）　

豊
島
区
西
巣
鴨
一
丁
目
三
五
一
九　

鈴
木

信
太
郎
様　

親
啓　

杉
並
区
阿
佐
谷
四
ノ
四
五
五　

日
夏
耿
之
介　

封
書　

便
箋　

墨
筆

啓
上　

辰
野
君
よ
り
大
兄
論（

１
）文

教
授
会
通
過
の
報
に
接
し
本
よ
り
当
然
の
事
乍
ら
邦
家
の
表
彰
を
受
け
し
事
慶
賀
の
至
に
存
じ
ま
す

文
部
発
表
次
第
何
処
や
ら
に
て
祝
盃
を
同
人
に
て
あ
け
た
く
小
生
を
発
起
人
に
お
加
へ
お
き
会
場
等
小
生
一
向
不
案
内
故
辰
野
君
に
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お
願
ひ
致
し
た
く
存
じ
ま
す

西（
２
）条

菫
の
大
道
艶
歌
□
［
師
／
抔
カ
］
が
見
も
せ
ず
に
悪
口
諫
言
は
む
し
ろ
滑
稽
な
れ
ど
吠
え
れ
ば
犬
に
も
水
を
か
け
て
や
り
た
き

は
人
情
な
ら
す
や
一
笑
々
　々

此
上
は
早
く
白（

３
）水

社
刻
本
を
拝
見
致
し
た
く
待
望
至
極
で
す　

お
祝
旁
む
だ
ご
と
而
已　

草
　々

頓
首　

十
一
月
四
日　

日
夏
耿
之
介　

鈴
木
雅
契

（
１
）
鈴
木
信
太
郎
は
昭
和
十
八
年
十
二
月
七
日
に
『
ス
テ
フ
ァ
ヌ
・
マ
ラ
ル
メ
詩
集
考
』
を
学
位
論
文
と
し
て
東
大
に
提
出
し
て
お
り
、
こ
れ
を
指
し

た
も
の
か
。
最
終
的
に
鈴
木
は
昭
和
二
十
年
五
月
三
日
付
で
文
学
博
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
て
い
る
。（
２
）
日
夏
は
『
明
治
大
正
詩
史
』
に
お
い
て
、

西
條
八
十
の
詩
風
を
厳
し
く
批
判
し
た
。「
西
條
は
輓
近
に
及
ん
で
愈
よ
多
作
に
駛
り
、
一
年
間
に
於
け
る
そ
の
制
作
の
夥
し
き
丈
け
そ
れ
だ
け
そ
の
佳

品
は
真
に
稀
少
で
あ
る
」「
彼
の
童
謡
と
小
曲
と
の
濫
作
が
、
発
展
す
べ
き
そ
の
詩
想
の
新
幼
芽
を
著
し
く
傷
め
て
し
ま
つ
た
」
と
、
西
條
が
歌
謡
に
接

近
し
た
こ
と
を
非
難
し
、
も
は
や
「
艶
歌
師
」（『
日
夏
耿
之
介
全
集
』
第
三
巻
、
七
五
七
頁
）
で
あ
る
と
断
じ
て
い
る
。
本
書
簡
は
こ
れ
に
関
連
す
る

記
述
で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。（
３
）
白
水
社
か
ら
出
版
を
検
討
し
て
い
た
マ
ラ
ル
メ
『
半
獣
神
の
午
後
』
に
関
す
る
研
究
書
を
指
す
か
。
書
簡
18

（
３
）
も
参
照
。

書
簡
22
（02-22

）　

昭
和
二
十
二
（
一
九
四
七
）
年
十
一
月
十
九
日
付
（
十
九
日
消
印
）　

豊
島
区
西
巣
鴨
一
丁
目
三
、五
一
九　

鈴
木

信
太
郎
様　

杉
並
区
阿
佐
谷
四
ノ
四
五
五　

日
夏
耿
之
介　

葉
書　

ペ
ン

新
著
半（

１
）獣

神
午
後
拝
受　

時
節
柄
に
し
て
は
厚
い
本
を
出
さ
れ
ま
し
た
ね
。
印（

２
）譜

は
ま
だ
で
す
か
。
い
つ
そ
や
支
那
の
銭（

３
）痩

鉄
君
と

あ
い
ま
し
た　

ま
こ
と
に
佳
い
人
物
で
し
た
。
山（

４
）田

正
平
の
文
人
画
展
が
あ
つ
て
久
振
で
ア
ル
コ
ホ
ル
分
を
注
射
し
て
快
談
し
ま
し
た　



武蔵大学人文学会雑誌　第 56 巻第 3・4 号

132

す
ば
ら
し
い
画
を
も
描
く
印
人
で
す　

御
礼
ま
で　

草
　々

十
九
日

（
１
）
鈴
木
信
太
郎
（
訳
）
マ
ラ
ル
メ
『
半
獣
神
の
午
後 

其
他
』［
初
版
］（
要
書
房
、
一
九
四
七
・
一
〇
）
を
指
す
。
日
夏
文
庫
に
所
蔵
あ
り
。（
２
）

こ
の
お
よ
そ
二
年
後
、
鈴
木
は
自
ら
篆
刻
し
た
印
章
の
印
影
・
印
款
を
載
録
し
た
『
素
白
衛
士
印
譜
』
を
出
版
す
る
（
一
九
五
〇
・
一
）。
書
簡
19
も
参
照
。

（
３
）
銭
痩
鉄
（
一
八
九
七
～
一
九
六
七
）
は
中
国
の
画
家
・
篆
刻
家
。
江
蘇
省
無
錫
市
出
身
。
氷
鉄
・
苦
鉄
（
呉
昌
碩
）
と
共
に
三
鉄
と
称
せ
ら
れ
る
。

大
正
末
年
に
は
京
都
の
白
沙
村
荘
に
居
候
し
た
。
会
津
八
一
を
は
じ
め
、
日
本
の
文
人
と
交
流
を
持
っ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。（
４
）
山
田
正
平

（
一
八
八
九
～
一
九
六
二
）
は
篆
刻
家
・
画
家
。
篆
刻
家
山
田
寒
山
の
女
婿
。
若
く
し
て
中
国
に
わ
た
り
、河
合
荃
廬
の
紹
介
で
清
の
文
人
呉
昌
碩
に
師
事
。

篆
刻
や
画
を
学
ん
だ
。

書
簡
23
（02-23

）　

昭
和
二
十
六
（
一
九
五
一
）
年
五
月
（
推
定
）
二
十
五
日
付
（
消
印
不
明
）　

豊
島
区
西
巣
鴨
一
ノ
三
、五
一
九　

鈴
木
信
太
郎
様　

阿
佐
谷
四　

日
夏
耿
之
介　

葉
書　

墨
筆

呪（
１
）詩

人
訳
本
辱
く
拝
受　

先
日
拙
作
古
曲
の
節
つ
け
成
り
都（

２
）一

舟
師
匠
宅
に
て
封
切
奏
有
之　

勢
を
得
て
更
に
数
曲
を
試
み
む
と
詩

興
を
相
待
申
候　

頓
首

（
１
）
鈴
木
信
太
郎
（
訳
）
ヴ
ェ
ル
レ
エ
ヌ
『
呪
は
れ
た
詩
人
た
ち
』（
創
元
社
、
一
九
五
一
・
五
）
を
指
す
か
。
日
夏
文
庫
に
所
蔵
あ
り
。（
２
）
都
一

中
を
家
元
と
す
る
一
中
節
の
奏
者
。『
日
夏
耿
之
介
全
集
』
の
年
譜
に
よ
れ
ば
、
昭
和
二
十
九
年
十
一
月
に
新
橋
演
舞
場
に
て
日
夏
に
よ
る
小
唄
「
鎌
倉

四
季　

四
景
」
が
演
奏
さ
れ
、
そ
の
作
曲
者
が
「
都
一
舟
（
一
中
節
）」
で
あ
っ
た
と
い
う
。
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書
簡
24
（02-24

）　

昭
和
二
十
七
（
一
九
五
二
）
年
一
月
十
五
日
（
消
印
・
杉
並
）　

豊
島
区
西
巣
鴨
一
ノ
三
五
一
九　

鈴
木
信
太
郎
様　

阿
佐
谷
四　

日
夏
耿
之
介　

葉
書　

墨
筆

ヱ（
１
）ル

レ
エ
ヌ
集
辱
く
拝
受
御
厚
礼
申
上　

や
つ
が
れ
心
臓
肥
大
症
よ
り
更
に
坐
骨
神
経
痛
に
悩
み
臥
正
月
を
熱
海
に
送
り
て
帰
宅
。

月
水
金
は
銀
座
医
師
ま
で
通
ひ
を
り
追
々
ガ
タ
ピ
シ
の
フ
ォ
ー
ド
車
お
笑
ひ
下
さ
る
へ
し　

草
々

（
１
）「
ヱ
ル
レ
エ
ヌ
集
」
は
鈴
木
信
太
郎
（
訳
）『
ヴ
ェ
ル
レ
エ
ヌ
詩
集
』〈
創
元
選
書120

〉［
初
版
］（
創
元
社
、
一
九
四
七
）
を
指
す
か
。
日
夏
文
庫

に
所
蔵
あ
り
。

書
簡
25
（02-25

）　

昭
和
二
十
七
（
一
九
五
二
）
年
（
推
定
）
十
一
月
十
九
日
（
消
印
）　

豊
島
区
西
巣
鴨
一
ノ
三
五
一
九　

鈴
木
信
太

郎
様　
【
ゴ
ム
印
】
東
京
都
杉
並
区
阿
佐
ヶ
谷
四
ノ
四
五
五　

日
夏
耿
之
介　

葉
書　

墨
筆

ポ（
１
）エ

ジ
イ
・
フ
ラ
ン
セ
エ
ズ
拝
受
御
礼
申
上
候
。
夏
の
疲
れ
が
秋
に
出
て
臥
床
又
臥
床　

□
□
に
驚
起
く
事
久
し　

御
礼
而
已　

草
々

頓
首

（
１
）「
ポ
エ
ジ
イ
・
フ
ラ
ン
セ
エ
ズ
」
は
鈴
木
信
太
郎
（
編
）『
フ
ラ
ン
ス
抒
情
詩
集
』〈
世
界
抒
情
詩
選
〉（
河
出
書
房
、
一
九
五
二
）
を
指
す
か
。
日

夏
文
庫
に
所
蔵
あ
り
。
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書
簡
26
（02-26

）　

昭
和
十
三
（
一
九
三
八
）
年
（
推
定
）
十
二
月
二
十
八
日
（
消
印
）　

豊
島
区
西
巣
鴨
二マ

マ

ノ
三
五
一
九　

鈴
木
信
太

郎
様　

法
前　

阿
佐
谷
四
ノ
四
五
五　

日
夏
耿
之
介　

封
書　

便
箋　

墨
筆

拝
啓　

本
日
老
妻
を
従
へ
て
銀
座
に
赴
き
露
肆
に
て
支
那
焼
染
付
硯
屏
の
雅
趣
し
た
ゝ
る
や
う
な
の
を
掘
出
し
、
日
劇
地
下
街
に
て

ニ
ュ
ウ
ス
を
見
物
し
て
只
今
帰
家
し
て
一
休
み
し
た
る
処
へ
、
山
内
兄
よ
り
の
ロ（

１
）オ

マ
イ
屋
の
大
牢
の
慈
味
と
共
に
大
兄
よ
り
吉
例
の

も
ち
ひ
を
拝
受
い
た
し
候
。
御
厚
情
御
礼
申
奉
り
候　

小
生
近
比
た
ん
〳
〵
元
気
に
て
方
々
東
京
見
物
い
た
し
を
り
、
全
く
十
年
楚
囚

の
身
が
放
た
れ
て
街
上
散
策
の
感
有
之
。
是
実
感
に
候
也　

一
度
御
訪
ね
申
さ
む
か
と
存
じ
つ
ゝ
御
多
忙
と
推
察
し
て
遠
慮
い
た
し
候　

来
年
か
ら
は
そ
ろ
そ
ろ
文（

２
）場

の
弾
正
台
に
立
て
降
魔
利
剣
を
振
ふ
へ
く
候　

先
つ
谷（

３
）崎

君
を
論
す
る
こ
と
を
頼
ま
れ
て
頃
日
脱
稿
。
公

表
の
上
は
御
叱
正
待
上
候　

御
礼
而
已　

拝
上　

黄
眠
道
人　

鈴
木
雅
契　

法
前

二
伸　

小
生
今
学
年
は
イ
キ
リ
ス
象
徴
主
義
を
講
じ
を
り
、
一
年
に
て
終
ら
ず
更
に
い
ま
一
年
継
続
い
た
す
へ
く
候　

頃
日
出
し
片（

４
）

山
何
か
し
執
筆
の
象
徴
主
義
概
説
と
い
ふ
も
の
、
下
ら
ぬ
借
着
論
と
に
ら
み
候　

但
し
店
頭
の
立
見
に
候
也

（
１
）
ハ
ム
や
ソ
ー
セ
ー
ジ
の
製
造
・
販
売
に
携
わ
る
企
業
。
書
簡
18
（
１
）
も
参
照
。「
大
牢
」
は
天
子
が
社
稷
を
祭
る
と
き
の
牛
・
羊
・
豚
な
ど
の

供
え
物
を
表
し
、転
じ
て
「
立
派
な
ご
馳
走
」
の
意
も
。（
２
）「
文
場
」
は
文
壇
の
意
か
。「
弾
正
台
」
は
律
令
制
で
非
違
の
取
締
り
や
風
俗
の
粛
正
を
司
っ

た
役
所
。
ま
た
、「
降
魔
利
剣
」
は
密
教
の
法
具
で
、
不
動
明
王
が
持
つ
悪
魔
を
降
伏
す
る
た
め
の
鋭
利
な
剣
。（
３
）「
谷
崎
文
学
の
民
族
性
」（「
中
央

公
論
」
五
四
巻
二
号
、
一
九
三
九
・
二
）、
あ
る
い
は
「
谷
崎
潤
一
郎　

詩
境
及
散
文
境
」（「
新
女
苑
」
三
巻
六
号
、
一
九
三
九
・
六
）
を
指
す
か
。
な
お
、

日
夏
は
谷
崎
潤
一
郎
の
弟
・
谷
崎
精
二
と
、
早
稲
田
大
学
英
文
科
の
学
生
時
代
か
ら
親
交
が
あ
り
、
兄
の
潤
一
郎
と
も
関
わ
り
が
あ
っ
た
。（
４
）
河
出

書
房
の
『
廿
世
紀
思
想
』
全
十
一
巻
中
の
第
四
巻
『
神
秘
主
義 

象
徴
主
義
』（
一
九
三
八
・
一
二
）
に
収
録
さ
れ
た
片
山
敏
彦
「
象
徴
主
義
概
論
」
を
指
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す
か
。

書
簡
27
（02-27

）　

昭
和
二
十
四
（
一
九
四
九
）
年
（
推
定
）（
消
印
不
明
）　

豊
島
区
西
巣
鴨
一
ノ
三
、五
一
九　

鈴
木
信
太
郎
様　

阿

佐
谷
四
ノ
四マ

マ五　

日
夏
耿
之
介　

私
製
葉
書　

ペ
ン

【
裏
面
】
覚（

１
）書

拝
受
、
立
派
な
装
幀
で
す
。
僕
は
ク
ソ
虫
の
全
国
書
房
が
上（

２
）巻

だ
け
で
打
ち
切
つ
て
丁
寧
に
手
紙
で
き
い
て
や
つ
て
も

返
事
を
よ
こ
し
や
が
ら
ぬ
の
で
忌
ま
〳
〵
し
い
た
ら
な
い
。こ
奴
必
ず
社
会
的
自
殺
を
さ
せ
て
や
り
ま
す
。御
礼
旁
ふ
ん
ま
ん
迄　

草
々

【
表
面
】
此
間
初
め
て
一
人
で
外
出　

江
戸
川
ア
パ
ア
ト
へ
山（

３
）内

を
訪
問
。
夜
ま
で
話
し
大（

４
）木

卓
に
送
ら
れ
て
無
事
か
へ
り
ま
し
た
。

桜（
５
）間

金
太
郎
に
逢
ひ
ま
し
た
。
好
ま
し
い
人
物
で
す

（
１
）
鈴
木
信
太
郎
『
フ
ラ
ン
ス
象
徴
詩
派
覚
書
』（
青
磁
社
、
一
九
四
九
）
を
指
す
。
日
夏
文
庫
に
所
蔵
あ
り
。（
２
）
日
夏
耿
之
介
『
英
吉
利
浪
曼
象

徴
詩
風
』
上
巻
［
増
補
重
刻
版
］（
全
国
書
房
、一
九
四
八
・
二
）
を
指
す
。
同
書
は
上
下
二
巻
本
と
し
て
、昭
和
十
五
・
十
六
年
に
白
水
社
か
ら
刊
行
さ
れ
、

昭
和
二
十
二
年
に
そ
の
増
補
版
を
全
国
書
房
か
ら
出
版
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、上
巻
の
み
の
刊
行
に
と
ど
ま
り
、下
巻
は
結
局
未
刊
の
ま
ま
に
終
わ
っ
た
。

（
３
）
山
内
義
雄
は
昭
和
十
年
よ
り
東
京
市
牛
込
区
新
小
川
町
の
同
潤
会
江
戸
川
ア
パ
ー
ト
に
居
住
。
書
簡
７
も
参
照
。（
４
）
大
木
卓
（
一
八
九
九
～

一
九
六
九
）
は
洋
画
家
、
太
平
洋
画
会
委
員
。
家
業
の
大
木
製
薬
会
社
取
締
役
会
長
も
務
め
た
。（
５
）「
桜
間
金
太
郎
」
は
金
春
流
能
楽
師
・
桜
間
弓

川
（
一
八
八
九
～
一
九
五
七
）、
ま
た
は
そ
の
長
男
（
一
九
一
六
～
一
九
九
一
）
の
こ
と
か
。

書
簡
28
（02-28-01

）　

昭
和
十
七
～
十
八
（
一
九
四
二
～
一
九
四
三
）
年
（
推
定
）
六
月
二
十
四
日
付
（
二
十
四
日
消
印
・
杉
並
）　
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豊
島
区
西
巣
鴨
二マ

マ

ノ
三
五
一
九　

鈴
木
信
太
郎
様　

御
礼　

阿
佐
谷
四
ノ
四
五
五　

日
夏
耿
之
介　

封
書　

巻
紙　

墨
筆

仏（
１
）文

学
史
初
中
巻
追
蒐
け
て
拝
受　

豫
而
精
読
を
要
す
る
好
著
と
き
ゝ
及
び
ま
し
た
か
ら
敢
て
古
代
史
迄
御
要
求
に
及
び
ま
し
た　

厚
く
御
礼
申
ま
す

世
相
も
段
々
浙
瀝
た
る
有
様
に
な
り
ま
し
た
が
、
菊（

２
）池

寛
如
き
大
ヤ
マ
師
が
、
何
に
う
ろ
た
へ
て
か
、
此
際
美
を
犠
牲
に
し
て
も
な

ど
と
ほ
ざ
く
と
、
何
と
な
く
彼
奴
ら
の
自
己
弁
明
の
や
う
に
も
受
取
ら
れ
笑
止
千
万
で
す
。
山（

３
）本

有
三
如
き
に
至
つ
て
は
、
文
字
を
破

壊
し
言
葉
を
破
毀
し
乍
ら
便
乗
に
汗
を
か
い
て
ゐ
ま
す
が
、
そ
の
著
の
訳
が
ナ
チ
ス
で
忽
ち
発
売
禁
止
に
処
せ
ら
れ
た
事
大
に
笑
ふ
べ

し
で
す
。
最
後
の
関
頭
迄
わ
れ
ら
の
大
雅
の
趣
味
を
押
通
せ
ば
之
に
ま
さ
る
御
奉
公
は
あ
る
ま
い
と
愚
考
い
た
し
ま
す　

何
か
と
雑
談

に
及
び
ま
し
た
。
御
丈
夫
に
て
お
暮
し
下
さ
い　

草
　々

二
十
四
日　

黄
眠　

拝
手　

鈴
木
賢
契　

玉
案
下

（
１
）
鈴
木
信
太
郎
・
辰
野
隆
（
監
修
）Joseph Bédier, Paul H

azard

（
共
編
）『
フ
ラ
ン
ス
文
学
史
』〈
創
元
選
書
〉
全
三
巻
（
創
元
社
、
一
九
四
二

～
一
九
四
三
）
を
指
す
か
。（
２
）
菊
池
寛
（
一
八
八
八
～
一
九
四
八
）
は
、
昭
和
十
三
年
に
佐
藤
春
夫
や
岸
田
國
士
ら
二
十
二
名
を
伴
っ
て
戦
時
下
の

中
国
を
従
軍
視
察
。
帰
国
後
文
芸
銃
後
運
動
を
開
始
し
、
昭
和
十
七
年
に
は
日
本
文
学
報
国
会
の
理
事
に
。
翌
十
八
年
に
は
映
画
会
社
「
大
映
」
社
長

と
し
て
国
策
映
画
製
作
に
も
従
事
し
た
。（
３
）
山
本
有
三
（
一
八
八
七
～
一
九
七
四
）
は
、
菊
池
と
同
様
、
日
本
文
学
報
国
会
の
理
事
に
就
任
（
昭
和

十
七
年
）。

書
簡
29
（02-28-02

）　

昭
和
九
～
十
（
一
九
三
四
～
一
九
三
五
）
年
（
推
定
）　
［
宛
先
住
所
欠
］　

鈴
木
雅
兄　

侍
座　
［
差
出
住
所
欠
］　

黄
眠
道
人　

封
書　
［
封
筒
欠
（
書
簡
28
の
封
筒
に
同
封
し
て
保
管
）］　

巻
紙　

墨
筆
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啓
上　

其
後
奈
何
御
消
光
で
す
か
。
小
生
は
週
に
一
日
一
寸
出
講
し
て
あ
と
は
蝸
牛
の
床
に
も
く
り
込
ん
で
く
ら
し
て
ゐ
ま
す
。
先

週
は
眠
薬
の
中
毒
を
惹
起
し
医
者
が
か
け
つ
け
て
一
寸
さ
わ
き
ま
し
た
。
さ
て
本
日
は
御
高
著
ポ（

１
）エ

ジ
ー
特
製
本
拝
受
。
前
著
に
似
て

更
に
す
は
ら
し
い
装
幀
に
驚
き
ま
し
た　

も
し
、
朝
日
か
日
々
の
ブ
ツ
ク
リ
ビ
ウ
で
紹
介
せ
ら
れ
る
場
合
は
、
小
生
も
執
筆
い
た
し
ま

せ
う
。

そ
の
節
は
本
屋
か
ら
新
聞
や
へ
申
や
り
、
新
聞
か
ら
小
生
へ
申
し
来
る
や
う
御
取
計
ら
ひ
願
ひ
ま
す
。

そ
れ
に
つ
け
て
も
、
早
く
マ
ラ
ル
メ
の
全
集
訳
を
、
小
生
の
息
が
あ
る
内
に
、
完
成
し
て
見
せ
て
い
た
ゝ
き
た
い
熱
意
で
す
。
厚
く

御
礼
而
已　

頓
首　

二
十
八
日　

黄
眠
道
人　

鈴
木
雅
兄　

侍
座

（
１
）
鈴
木
信
太
郎
（
訳
）『
ポ
エ
ジ
イ
』（
白
水
社
、
一
九
三
四
）
を
指
す
か
。
日
夏
文
庫
に
所
蔵
あ
り
。

書
簡
30
（02-29-01

）　

昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
十
二
月
二
十
九
日
付
（
推
定
）　
［
宛
先
住
所
欠
］　

鈴
木
雅
契　
［
差
出
住
所
欠
］　

日
夏
耿
之
介　

封
書　
［
封
筒
欠
（
書
簡
33
の
封
筒
に
同
封
し
て
保
管
）］　

巻
紙　

墨
筆

啓
上　

本
年
は
小
生
の
大（

１
）凶

年
に
て
六
月
母
を
十
一
月
妹
を
葬
り
、
今
度
は
積
年
の
久
病
に
て
早
大
を
馘
首
さ
れ
こ
ゝ
に
一
年
三
回

の
葬
式
の
素
志
を
完
遂
し
ま
し
た
。
明
日
の
、
と
は
言
へ
な
い
が
、
明
月ゲ

ツ

の
パ
ン
に
は
脅
か
さ
れ
る
身
の
上
で
す
か
ら
、
一
先
づ
石
神

井
辺
へ
で
も
退
耕
し
て
良
寛
サ
マ
の
や
う
に
暮
せ
ば
半
歳
位
は
生
命
を
つ
づ
け
ら
れ
ま
せ
う
。
ソ
ノ
先
は
真
暗
で
す
。
日
頃
驕
慢
無
比

な
日
夏
が
痛
快
に
も
路
頭
に
迷
や
ア
が
る
と
、
巳（

２
）之

公
や
大
学
が
手
を
打
つ
て
喜
ぶ
顔
が
見
え
ま
す
。
ト
、
ソ
ン
ナ
事
を
小
生
は
、
発

熱
し
た
病
躯
を
自
ら
棺
の
中
に
横
へ
て
感
じ
て
ゐ
る
や
う
な
気
が
し
ま
す
。
と
も
あ
れ
ペ
ン
一
本
で
二
本
の
箸
を
養
ふ
境
涯
で
す
か
ら
、
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原
稿
の
タ
ネ
が
あ
り
ま
し
た
ら
御
紹
介
希
上
ま
す
。
野
田
書
房
も
大（

３
）鴉

で
40
円
く
れ
た
の
み
で
、
く
れ
る
〳
〵
と
く
れ
な
い
が
、
お
宅

へ
見
え
た
ら
モ
ー
少
し
や
れ
と
御
口
添
へ
下
さ
い
。

ソ
ン
ナ
折
柄
佳
例
の
ウ
マ
い
お
餅
を
頂
き
、
味
覚
的
に
う
れ
し
い
の
み
か
、
米
味
噌
醤
油
の
や
う
に
実
質
的
に
も
太
だ
喜
ば
し
く
頂

戴
し
た
次
第
で
す
。
藝
道
に
は
迷
信
的
自
信
を
持
ち
ま
す
が
、
生
活
計
営
と
な
る
と
中
学
生
に
も
劣
る
小
生
、
昨
今
大
に
周
章
し
て
る

わ
け
で
す
。
辰
野
君
に
も
ト
ン
と
御
無
沙
汰
し
て
ゐ
ま
す
。
宜
し
く
お
伝
へ
下
さ
い
。
御
礼
旁
近
況
御
報
而
已　

拝
上　

二
十
九
日　

日
夏　

鈴
木
雅
丈　

侍
者

（
１
）『
日
夏
耿
之
介
全
集
』
八
巻
の
年
譜
に
よ
れ
ば
、
昭
和
十
年
三
月
に
早
大
教
授
辞
任
、
六
月
十
九
日
母
い
し
没
、
十
一
月
十
九
日
妹
保
子
没
と
あ
る
。

（
２
）
長
谷
川
巳
之
吉
（
一
八
九
三
～
一
九
七
三
）、
堀
口
大
學
（
一
八
九
二
～
一
九
八
一
）
を
指
す
か
。
長
谷
川
は
第
一
書
房
の
創
業
者
で
、
堀
口
の

理
解
者
と
し
て
『
月
下
の
一
群
』（
一
九
二
五
）
や
『
堀
口
大
學
詩
集
』（
一
九
二
八
）
な
ど
を
第
一
書
房
か
ら
出
版
。
昭
和
四
年
に
日
夏
と
堀
口
は
断

交
し
て
お
り
、
長
谷
川
も
ま
た
堀
口
を
擁
護
し
て
日
夏
と
絶
縁
し
て
い
る
。（
３
）
日
夏
耿
之
介
『
大
鴉
』（
野
田
書
房
、
一
九
三
五
・
三
）。
書
簡
９
お

よ
び
14
を
参
照
。

書
簡
31
（02-29-02

）　

昭
和
十
一
（
一
九
三
六
）
年
十
月
二
十
九
日
付
（
推
定
）　
［
宛
先
住
所
欠
］　

鈴
木
雅
契　
［
差
出
住
所
欠
］　

日
夏
耿
之
介　

封
書　
［
封
筒
欠
（
書
簡
33
の
封
筒
に
同
封
し
て
保
管
）］　

巻
紙　

墨
筆

吉
例
の
御
餅
拝
受
御
厚
情
奉
深
謝
ま
す
。
十（

１
）月

一
寸
入
院
後
経
過
よ
く
電
車
に
乗
て
発
作
が
起
な
い
う
れ
し
さ
。
巌
窟
王
が
巴
里
へ

出
た
時
の
や
う
で
す
。
そ
の
内
参
上
つ
も
る
雑
談
を
い
た
し
ま
せ
う　

拝
上　

廿
九　

日
夏
耿
之
介　

鈴
木
雅
契
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（
１
）
年
譜
に
よ
れ
ば
、
日
夏
は
昭
和
十
一
年
十
月
八
日
か
ら
一
週
間
入
院
し
た
結
果
、
発
作
性
心
臓
急
拍
症
が
快
癒
し
た
と
い
う
。
書
簡
16
も
参
照
。

書
簡
32（02-29-03

）　

昭
和
十
一（
一
九
三
六
）年
十
二
月
二
十
八
日
付（
推
定
）　
［
宛
先
住
所
欠
］　

鈴
木
信
太
郎
様　
［
差
出
住
所
欠
］　

黄
眠　

封
書　
［
封
筒
欠
（
書
簡
33
の
封
筒
に
同
封
し
て
保
管
）］　

便
箋　

墨
筆

餅
を
拝
受
、
い
つ
か
の
文（

１
）学

附
近
の
随
筆
に
よ
り
兄
の
餅
に
関
す
る
並
々
な
ら
ぬ
造
詣
を
知
つ
た
の
で
一
入
う
ま
く
頂
戴
出
来
る
次

第
。
今
度
出
す
俳（

２
）文

句
集
の
序
に
も
餅
を
喜
み
酒
を
嗜
む
也
と
書
き
ま
し
た
が
、
ど
う
し
て
も
酒
は
嗜
む
べ
く
、
餅
は
喜
む
べ
き
小
生

で
す
。
佳
き
新
正
を
お
迎
へ
下
さ
い
。

例
歳
の
御
好
情
御
礼
厚
く
申
上
ま
す
。　

拝
上　

二
十
八
日　

黄
眠　

鈴
木
信
太
郎
様

（
１
）
鈴
木
信
太
郎
の
随
筆
『
文
学
附
近
』（
白
水
社
、
一
九
三
六
）
を
指
す
。（
２
）
日
夏
耿
之
介
の
句
集
『
溝
五
位
句
稾
』（
野
田
書
房
、
一
九
三
七
）

を
指
す
。
同
書
敍
の
冒
頭
に
「
餅
を
喜
み
且
酒
を
怡
ぶ
也
」
と
の
記
述
あ
り
。

書
簡
33
（02-29-04

）　

昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
十
二
月
二
十
九
日
付
（
二
十
九
日
消
印
・
杉
並
）　

豊
島
区
西
巣
鴨
二マ

マ

ノ
三
、

五
一
九　

鈴
木
信
太
郎
様　

平
安　

阿
佐
谷
四
ノ
四
五
五　

日
夏
耿
之
介　

封
書　

巻
紙　

墨
筆

佳
例
の
餅
を
頂
戴
い
た
し
今
年
は
時
節
柄
一
入
難
有
御
寵
贈
拝
受　

折
柄
河（

１
）竹

氏
よ
り
到
来
の
信
刕
の
黒
砂
糖
を
中
に
包
ん
で
焼
い

て
啖
べ
申
し
候　

来
春
は
岳
母
喪
ニ
テ
年
始
状
失
礼
仕
候　

何
卒
み
な
様
御
機
嫌
に
て
御
迎
年
祈
上
候　

そ
の
内
参
上
快
談
拝
聴
仕
度　
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御
礼
而
已　

一
筆
拝
上　

十
二
月
廿
九　

黄
眠　

鈴
木
雅
契　

研
北

（
１
）
河
竹
繁
俊
（
一
八
八
九
～
一
九
六
七
）
は
長
野
県
下
伊
那
郡
の
出
身
で
日
夏
と
同
郷
。
明
治
四
十
四
年
に
早
大
英
文
科
を
卒
業
、
坪
内
逍
遥
の
仲

立
ち
で
河
竹
黙
阿
弥
の
娘
・
糸
女
の
養
子
に
。
早
大
講
師
、
同
教
授
、
早
大
演
劇
博
物
館
館
長
、
日
本
演
劇
学
会
初
代
会
長
な
ど
を
歴
任
。
日
夏
の
日

記
や
書
簡
に
も
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。

書
簡
34
（05-18-01

）　

昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
一
月
二
十
三
日
付
（
二
十
三
日
消
印
・
杉
並
）　

豊
島
区
西
巣
鴨
一
丁
目
三
、

五
一
九　

鈴
木
信
太
郎
様　

杉
並
阿
佐
ヶ
谷
四
ノ
四
五
五　

日
夏
耿
之
介　

葉
書　

墨
筆

貴
意
の
如
く
海
軍
の
大
活
躍
は
ム
カ
〳
〵
し
た
沈
欝
を
吹
飛
し
て
く
れ
ま
し
た
。
新（

１
）嘉

坡
が
陥
落
し
た
ら
三
人
で
何
処
か
で
一
杯
や

り
ま
せ
う　

御
打
電
下
さ
い

　

み
ん
な
み
の
あ
く
屋
の
島
の
島
だ
わ
に
た
た
な
は
る
沙
の
一
つ
〳
〵
う
れ
し　

已
上

（
１
）
大
日
本
帝
国
陸
軍
は
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
に
マ
レ
ー
半
島
に
上
陸
。
翌
十
七
年
一
月
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
海
峡
植
民
地
で
あ
っ
た
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
に
向
け
て
進
撃
し
、
イ
ギ
リ
ス
軍
を
主
体
と
す
る
連
合
国
軍
を
相
手
に
、
有
利
な
戦
局
を
展
開
し
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
同
年
二
月
十
五
日
に
陥
落

し
て
い
る
。

書
簡
35
（05-18-02

）　

昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）
年
十
月
二
十
八
日
付
（
二
十
八
日
消
印
）　

豊
島
区
西
巣
鴨
二マ

マ

丁
目
三
五
一
九
番
地　
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鈴
木
信
太
郎
様　

杉
並
阿
佐
ヶ
谷
四
丁
目
四
五
五　

日
夏
耿
之
介　

葉
書　

墨
筆

先
日
大
阪
か
ら
拙
著
一
冊
お
送
し
ま
し
た
御
落
手
で
せ
う
か
伺
上
ま
す
。
い
つ
そ
や
手
紙
を
差
上
た
処
不
明
と
し
て
戻
つ
て
来
た
の

で
更
に
大
学
宛
で
そ
の
手
紙
を
お
送
り
し
ま
し
た
。
番
地
で
も
最
近
変
更
に
な
つ
た
の
か
と
も
考
へ
て
ゐ
ま
す
が
此
ハ
カ
キ
は
い
ま
一

度
御
自
宅
宛
同
所
書
で
差
上
ま
す
。
草
々

書
簡
36
（05-18-03
）　

昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）
年
（
推
定
）　

豊
島
区
西
巣
鴨
一
ノ
三
五
一
九　

鈴
木
信
太
郎
様　

覆
信　

阿
佐
ヶ

谷
四
ノ
四
五
五　

日
夏
耿
之
介　

封
書　

巻
紙　

墨
筆

覆
啓　

御
風
気
長
引
い
て
御
臥
床
の
趣
何
卒
御
多
愛
祈
上
ま
す　

老
生
も
寒
気
と
疲
労
に
て
十
日
許
臥
蓐　

VB,C,
注
射
三
回
に
て
些
か

快
気
い
た
し
ま
し
た　

辰
野
君
も
休
講
さ
れ
し
由
之
は
又
鬼
の
癨
乱
と
や
ら
三
人
の
冗
語
も
弥
生
迄
延
引
致
し
ま
せ
う

落
ち
さ
う
で
落
ち
ぬ
は
獅
子
島
と
紫
式
部
と
近
頃
の
洗
濯
屋
、
早
く
落
ち
て
三
月
に
入
て
三
人
で
何
処
か
静
か
な
日
本
料
亭
で
（
目

黒
驪
山
荘
な
と
如
何
）
一
杯
や
り
ま
せ
う
。
何
卒
御
静
養
の
程
祈
上
ま
す　

草
々
不
一　

二
月
十
五
日
雪
の
午
前　

黄
眉
山
樵　

拝　

鈴
木
雅
兄　

僮
行

心（
１
）寂

か
に
あ
る
へ
か
り
け
り
地
の
上
は
さ
わ
立
そ
め
き
限
り
知
ら
れ
す

（
１
）
歌
集
『
文
人
画
風
』（
関
書
院
、
一
九
四
七
）
に
収
録
。
同
書
の
詞
書
に
は
昭
和
十
七
年
十
一
月
の
句
と
あ
る
。



武蔵大学人文学会雑誌　第 56 巻第 3・4 号

142

書
簡
37
（05-18-04

）　

年
代
未
詳
（
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
以
降
）　
［
宛
先
住
所
欠
］　

鈴
木
信
太
郎
様　

付
童　
［
差
出
住
所
欠
］　

日
夏
耿
之
介　

封
書　
［
封
筒
欠
］　

巻
紙　

墨
筆

残
暑
酷
し
い
事
で
す　

ヴ（
１
）ァ

リ
エ
テ
を
御
恵
賜
被
下
有
難
く
御
礼
申
升　

実
は
英
訳
で
読
み
た
く
も
な
い
の
で
、
邦
訳
本
を
此
間
古

本
屋
に
命
じ
て
探
す
べ
く
手
配
し
た
処
で
し
た　

仲
々
六
ツ
か
し
い
本
で
す
ネ
、
若
い
諸
君
か
よ
く
ア
レ
丈
け
こ
な
し
た
も
の
と
感
心

し
て
ゐ
ま
す
。
ジ
ッ
ク
リ
読
み
た
い
と
楽
み
に
し
て
ゐ
ま
す
。
岸（

２
）田

君
の
に
ん
じ
ん
も
貰
つ
て
一
読
し
ま
し
た　

大
活
字
本
が
時
花
る

の
は
ウ
レ
し
い
傾
向
で
す
。

不
取
敢
御
礼
而
已　

頓
首　

二
十
五
日　

日
夏
耿
之
介　

鈴
木
信
太
郎
様　

付
童

（
１
）
中
島
健
蔵
・
佐
藤
正
彰
（
共
訳
）『
ヴ
ァ
リ
エ
テ
』（
白
水
社
、
一
九
三
二
）
を
指
す
か
。（
２
）
岸
田
國
士
（
訳
）
ル
ナ
ア
ル
『
に
ん
じ
ん
』（
白

水
社
、
一
九
三
三
）
を
指
す
か
。

【
解
題
】

本
書
簡
群
は
昭
和
四
年
か
ら
昭
和
二
十
七
年
に
か
け
て
、
日
夏
耿
之
介
（
一
八
九
〇
～
一
九
七
一
）
が
鈴
木
信
太
郎
宛
に
送
っ
た
私

信
で
あ
る
。
鈴
木
信
太
郎
記
念
館
所
蔵
の
計
三
十
七
通
か
ら
な
る
こ
の
書
簡
群
に
は
、
同
館
の
整
理
方
針
に
沿
っ
て
整
理
番
号
が
付
さ

れ
て
お
り
、
本
稿
で
は
便
宜
上
、
そ
の
順
序
に
従
っ
て
書
簡
１
、
書
簡
２
…
…
と
改
め
て
番
号
を
付
与
し
、
配
列
し
た
。

書
簡
１
～
書
簡
33
は
一
括
し
て
保
管
さ
れ
て
い
た
書
簡
群
で
、「
02
」
か
ら
始
ま
る
整
理
番
号
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、　

書
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簡
１
～
書
簡
25
は
昭
和
四
年
か
ら
昭
和
二
十
七
年
ま
で
の
書
簡
を
時
系
列
順
に
配
し
て
い
る
。
書
簡
26
・
27
に
つ
い
て
は
書
簡
の
執
筆

時
期
が
判
然
と
せ
ず
、
書
簡
28
・
29
と
書
簡
30
～
33
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
の
封
筒
に
複
数
の
書
簡
が
同
封
さ
れ
て
保
管
さ
れ

て
い
た
こ
と
か
ら
、
他
と
区
別
す
る
形
で
整
理
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
書
簡
34
～
37
は
上
の
書
簡
群
と
は
別
に
保
管
さ
れ
て
お
り
、

「
05
」
か
ら
始
ま
る
整
理
番
号
が
付
さ
れ
て
い
る
。
年
代
が
特
定
で
き
ず
、
推
定
に
と
ど
ま
る
も
の
も
多
い
が
、
書
簡
26
以
降
を
時
系

列
順
に
配
し
た
場
合
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

�（
37
［
昭
和
八
年
以
降
］
→
）
29
［
昭
和
九
～
十
年
］
→
30
［
昭
和
十
年
十
二
月
］
→
31
［
昭
和
十
一
年
十
月
］
→
32
［
昭
和
十
一
年
十
二
月
］
→
26
［
昭

和
十
三
年
十
二
月
］
→
33
［
昭
和
十
四
年
十
二
月
］
→
34
［
昭
和
十
七
年
一
月
］
→
35
［
昭
和
十
八
年
十
月
］
→
36
［
昭
和
十
八
年
］
→
28
［
昭
和

十
七
～
十
八
年
］
→
27
［
昭
和
二
十
四
年
］

な
お
、
鈴
木
か
ら
日
夏
に
宛
て
た
書
簡
に
つ
い
て
は
、
飯
田
市
美
術
博
物
館
（
編
）『
日
夏
耿
之
介
宛
書
簡
集
』
に
計
十
二
通
が
収

録
さ
れ
て
い
る
。
今
回
翻
刻
し
た
三
十
七
通
の
書
簡
に
対
し
て
直
接
応
答
し
て
い
る
書
信
こ
そ
見
ら
れ
な
い
が
、
併
せ
て
読
む
こ
と
に

よ
り
、
ふ
た
り
の
親
密
な
や
り
と
り
の
様
子
が
よ
り
鮮
明
に
浮
か
び
上
が
る
だ
ろ
う
。

書
簡
群
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
て
ゆ
く
と
、ま
ず
目
を
引
か
れ
る
の
は
献
本
に
関
す
る
や
り
と
り
で
あ
る
。
な
か
に
は
書
簡
１
（
昭

和
四
年
二
月
二
十
日
付
）
や
書
簡
16
（
昭
和
十
二
年
十
月
二
十
四
日
消
印
）
な
ど
、
具
体
的
な
書
名
に
触
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
が
、

「
シ
ラ
ノ
」（
書
簡
17
）
や
「
半
獣
神
午
後
」（
書
簡
22
）、「
呪
詩
人
訳
本
」（
書
簡
23
）、「
ヱ
ル
レ
エ
ヌ
集
」（
書
簡
24
）、「
覚
書
」（
書

簡
27
）
な
ど
は
、
鈴
木
の
著
訳
書
か
ら
概
ね
同
定
し
得
る
。
鈴
木
が
折
に
触
れ
て
、
日
夏
に
著
書
を
寄
贈
し
て
い
た
様
子
が
見
て
と
れ

よ
う
。
日
夏
の
方
で
も
詩
集
『
咒
文
』
や
白
水
社
版
『
英
吉
利
浪
曼
象
徴
詩
風
』
上
巻
、『
聴
雪
盧
小
品
』
と
い
っ
た
著
書
を
鈴
木
に
送
っ
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て
お
り
（『
日
夏
耿
之
介
宛
書
簡
集
』
参
照
）、
両
者
の
間
で
は
こ
う
し
た
交
流
が
さ
か
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。

本
書
簡
群
の
な
か
で
特
に
注
目
す
べ
き
は
、鈴
木
が
昭
和
八
年
か
ら
九
年
に
か
け
て
制
作
し
た
『
半
獣
神
の
午
後
』（
書
簡
９
）
と
『
ポ

エ
ジ
イ
』（
書
簡
29
）
の
寄
贈
で
あ
る
。
両
書
は
い
ず
れ
も
精
巧
な
装
幀
の
施
さ
れ
た
限
定
本
で
あ
り
、
手
紙
の
文
面
か
ら
は
日
夏
が

そ
の
美
麗
な
仕
上
が
り
に
い
た
く
感
心
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
折
か
ら
自
身
も
ポ
ー
『
大
鴉
』
訳
の
出
版
を
企
図
し
て
い
た

日
夏
は
羨
望
の
ま
な
ざ
し
を
向
け
（
書
簡
９
）、
鈴
木
も
そ
れ
に
応
え
て
、『
半
獣
神
の
午
後
』
を
出
版
し
た
江
川
書
房
を
紹
介
し
た
よ

う
だ
。
最
終
的
に
日
夏
の
限
定
本
『
大
鴉
』
は
野
田
書
房
か
ら
出
版
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
も
鈴
木
が
実
現
に
尽
力
し
た
と
み

ら
れ
、
日
夏
は
重
ね
て
礼
を
述
べ
て
い
る
（
書
簡
14
）。

ま
た
、
本
書
簡
群
で
は
、
日
夏
が
体
調
不
良
を
訴
え
て
い
る
さ
ま
が
よ
く
目
に
と
ま
る
。
日
夏
は
幼
少
期
か
ら
喘
息
を
患
う
な
ど
、
長

く
健
康
不
安
を
抱
え
て
い
た
。
四
十
代
に
入
る
と
不
眠
に
よ
る
貧
血
（
書
簡
５
）、
睡
眠
薬
に
よ
る
中
毒
（
書
簡
29
）、
暑
気
あ
た
り
か
ら

く
る
心
臓
疾
患
（
書
簡
６
）
な
ど
に
悩
ま
さ
れ
、
五
十
歳
を
過
ぎ
る
と
山
羊
の
乳
で
貧
血
を
起
こ
し
、
風
邪
か
ら
喘
息
を
誘
発
し
た
こ
と

も
あ
れ
ば
（
書
簡
18
）、
心
臓
肥
大
に
よ
る
坐
骨
神
経
痛
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
（
書
簡
24
）。
と
く
に
昭
和
八
年
頃
は
こ

う
し
た
体
調
不
良
の
た
め
、
当
時
勤
務
し
て
い
た
早
稲
田
大
学
で
の
授
業
も
休
み
が
ち
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
、
俸
給
を
出
し
渋
る
大
学

当
局
へ
の
不
満
を
同
じ
く
教
員
で
あ
っ
た
鈴
木
に
吐
露
し
、
生
活
費
と
医
療
費
を
捻
出
す
る
た
め
蔵
書
を
売
却
す
る
つ
も
り
だ
と
嘆
い
て

い
る
（
書
簡
10
・
12
）。
昭
和
十
年
に
は
と
う
と
う
失
職
の
憂
き
目
に
合
い
、生
活
資
金
に
窮
し
つ
つ
あ
る
旨
も
綴
ら
れ
て
い
る
（
書
簡
30
）。

ケ
ル
ム
ス
コ
ッ
ト
・
プ
レ
ス
の
書
籍
（
書
簡
10
・
12
）
や
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
の
限
定
本
（
書
簡
16
）
の
売
却
も
検
討
し
て
お
り
、
美
本
や
稀

覯
書
を
愛
蔵
し
て
い
た
日
夏
は
「
本
虫
が
本
を
放
つ
心
持
ち
之
は
大
兄
で
な
く
て
は
同
感
し
て
貰
へ
ま
す
ま
い
」
と
、
共
感
を
求
め
て
い

る
。
鈴
木
は
こ
う
し
た
日
夏
の
窮
状
を
汲
ん
で
、
見
舞
金
を
持
参
す
る
な
ど
し
ば
し
ば
支
援
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
書
簡
10
）。

本
書
簡
群
で
は
、
餅
の
贈
答
に
ま
つ
わ
る
話
も
頻
繁
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
（
書
簡
５
・
７
・
11
・
13
・
26
・
30
～
33
）。
生
家
が
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米
問
屋
で
あ
っ
た
鈴
木
信
太
郎
は
、
友
人
に
対
し
て
季
節
の
折
々
に
餅
を
贈
っ
て
い
た
と
い
い
、
日
夏
は
こ
れ
を
喜
ん
で
賞
味
し
た
と

綴
っ
て
い
る
。
生
活
に
不
安
を
抱
え
て
い
た
時
期
の
書
簡
で
は
、「
味
覚
的
に
う
れ
し
い
の
み
か
、
米
味
噌
醤
油
の
や
う
に
実
質
的
に

も
太
だ
喜
ば
し
く
頂
戴
し
た
次
第
で
す
」（
書
簡
30
）
と
も
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
日
夏
と
鈴
木
の
近
し
い
間
柄
が
う
か
が
え
よ
う
。

日
夏
に
と
っ
て
、
鈴
木
信
太
郎
は
気
心
の
知
れ
た
友
人
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
研
究
に
期
待
を
寄
せ
る
学
者
で
も
あ
っ
た
。
日
夏

は
「
マ
ラ
ル
メ
の
御
事
業
其
後
如
何
に
や
」（
書
簡
７
）
と
、
鈴
木
の
マ
ラ
ル
メ
研
究
を
常
に
気
に
か
け
て
お
り
、
折
に
触
れ
て
そ
の

動
向
を
尋
ね
て
い
る
（
書
簡
９
・
18
・
29
）。
ま
た
、
高
雅
な
文
人
趣
味
を
共
有
で
き
る
友
人
と
し
て
も
信
頼
し
て
お
り
、
と
り
わ
け

篆
刻
に
対
し
て
は
、
鈴
木
か
ら
贈
ら
れ
た
一
顆
を
珍
重
し
た
り
（
書
簡
19
）、
印
譜
の
刊
行
を
心
待
ち
に
し
た
り
と
（
書
簡
22
）、
強
い

興
味
を
示
し
て
い
る
。

日
夏
と
鈴
木
の
関
係
に
つ
い
て
語
る
う
え
で
、
特
筆
す
べ
き
は
辰
野
隆
の
存
在
で
あ
ろ
う
。
日
夏
は
辰
野
と
鈴
木
を
結
び
付
け
て
考

え
て
い
た
よ
う
で
、
書
簡
２
や
書
簡
３
で
は
わ
ざ
わ
ざ
辰
野
邸
で
鈴
木
と
面
会
し
た
い
旨
を
伝
え
て
い
る
。
同
様
に
三
人
で
の
鼎
談
を

希
望
す
る
内
容
は
書
簡
６
や
書
簡
12
で
も
見
ら
れ
、
書
簡
５
で
は
、
鈴
木
と
辰
野
の
二
人
を
し
て
「
大
兄
ら
と
た
ま
に
心
持
ち
の
よ
く

合
し
た
逸
興
の
数
時
間
を
送
る
事
が
生
活
の
楽
事
と
考
へ
て
を
り
ま
す
」
と
述
べ
る
な
ど
、
日
夏
が
こ
の
両
人
と
は
馬
が
合
う
と
思
っ

て
い
た
こ
と
が
よ
く
伝
わ
っ
て
く
る
。
書
簡
21
で
は
辰
野
か
ら
鈴
木
の
表
彰
に
つ
い
て
聞
か
さ
れ
、
祝
賀
会
を
催
し
た
い
と
述
べ
な
が

ら
、
会
場
の
手
配
を
辰
野
に
頼
っ
て
み
せ
た
り
、
書
簡
36
で
は
三
人
し
て
体
調
を
崩
し
た
こ
と
に
触
れ
つ
つ
、「
三
人
で
何
処
か
静
か

な
日
本
料
亭
で
一
杯
や
り
ま
せ
う
」と
提
案
し
た
り
し
て
い
る
。（
な
お
、『
日
夏
耿
之
介
宛
書
簡
集
』に
収
め
ら
れ
た
辰
野
の
書
簡
に
は
、

辰
野
が
自
ら
を
「
ゆ
た
公
」、日
夏
を
「
耿
ち
や
ん
」
と
呼
ん
で
い
る
も
の
や
、日
夏
の
博
士
号
授
与
を
喜
ぶ
も
の
、ま
た
戦
時
下
に
あ
っ

て
「
敵
国
の
空
襲
を
受
け
候
事
も
候
は
ゞ
、
先
づ
阿
佐
ヶ
谷
へ
馳
け
付
け
大
兄
を
ひ
つ
か
つ
い
で
安
全
地
帯
へ
運
び
出
す
」
と
日
夏
の

身
の
安
全
を
請
け
負
う
も
の
な
ど
が
あ
り
、
二
人
の
親
交
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。）
年
齢
も
日
夏
か
ら
み
て
辰
野
は
二
歳
年
長
、
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鈴
木
は
五
歳
年
少
で
あ
り
、
学
識
豊
か
な
東
大
の
仏
文
学
者
で
あ
っ
た
辰
野
と
鈴
木
は
、
早
大
の
英
文
学
者
で
、
求
道
的
な
象
徴
詩
人

と
し
て
詩
壇
に
し
ば
し
ば
敵
を
つ
く
っ
た
日
夏
に
と
っ
て
、
気
の
置
け
な
い
貴
重
な
友
人
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

書
簡
の
差
出
人
住
所
に
も
着
目
し
て
み
る
と
、
日
夏
が
頻
繁
に
転
居
を
行
っ
て
い
た
様
子
が
見
て
と
れ
る
。
日
夏
の
居
所
地
に
つ
い

て
は
、『
日
夏
耿
之
介
全
集
』
八
巻
の
年
譜
に
そ
の
詳
細
が
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、本
書
簡
群
の
該
当
時
期
に
沿
っ
て
整
理
し
て
み
る
と
、

昭
和
元
年
以
降
、
四
年
ま
で
は
杉
並
区
阿
佐
ヶ
谷
八
七
三
番
地
に
居
住
し
、
そ
の
後
、
昭
和
五
年
に
同
馬
橋
三
六
〇
番
地
に
移
転
。
昭

和
七
年
十
月
に
は
神
奈
川
県
藤
沢
鵠
沼
（
当
初
は
下
岡
・
円
城
別
荘
に
滞
在
、
一
年
後
八
橋
銭
春
荘
へ
）
に
て
転
地
療
養
し
、
昭
和
八

年
十
二
月
に
杉
並
区
阿
佐
ヶ
谷
六
丁
目
一
一
七
番
地
へ
再
び
転
居
す
る
と
、
昭
和
十
一
年
四
月
に
は
杉
並
区
阿
佐
ヶ
谷
四
丁
目
四
五
五

番
地
に
移
転
。
以
後
は
こ
こ
を
本
宅
と
し
て
、
時
お
り
療
養
や
戦
時
疎
開
を
理
由
に
、
一
時
的
な
転
居
を
繰
り
返
し
た
。
具
体
的
に
は
、

昭
和
十
五
年
七
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
長
野
県
飯
田
・
伊
藤
政
吉
宅
に
、
昭
和
二
十
年
五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
茨
城
県
那
珂
郡
平
磯

町
川
向
高
磯
一
五
七
一
に
、
そ
れ
ぞ
れ
静
養
を
目
的
と
し
て
滞
在
し
、
そ
の
後
二
十
年
七
月
か
ら
は
郷
里
に
近
い
長
野
県
飯
田
市
山
本

村
へ
疎
開
し
て
い
る
。
本
宅
に
戻
っ
た
の
は
、
一
年
半
近
く
経
過
し
た
二
十
一
年
十
二
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
推
移
を
本
書

簡
群
の
差
出
人
住
所
と
照
合
す
る
と
、た
し
か
に
一
致
す
る
。
書
簡
群
の
な
か
に
は
転
居
先
の
様
子
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
も
あ
り
（
書

簡
11
）、
生
活
の
実
感
が
こ
も
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
転
々
と
居
を
移
す
な
か
、
日
夏
が
昭
和
二
十
年
六
月
に
平
磯
か
ら
送
っ
た
絵
葉
書
（
書
簡
20
）
に
は
、
当
地
の
名
勝
で

あ
る
護
魔
坦
石
の
写
真
と
と
も
に
、
常
州
平
磯
の
地
に
寄
せ
た
短
歌
が
五
首
し
た
た
め
ら
れ
て
お
り
、
静
養
先
で
の
詩
人
の
感
興
を
し

の
ば
せ
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
日
夏
は
し
ば
し
ば
俳
句
（
書
簡
７
）
や
短
歌
（
書
簡
８
・
18
・
19
・
34
・
36
）
を
文
中
に
添
え
て
お
り
、

そ
の
折
々
の
関
心
が
う
か
が
え
る
。

た
と
え
ば
書
簡
８
（
昭
和
八
年
三
月
四
日
付
）
は
昭
和
八
年
三
月
初
頭
に
展
開
さ
れ
た
熱
河
作
戦
に
、
書
簡
34
（
昭
和
十
七
年
一
月
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二
十
三
日
付
）
は
昭
和
十
七
年
一
月
の
南
方
に
お
け
る
海
軍
の
活
躍
に
、
そ
れ
ぞ
れ
寄
せ
て
作
ら
れ
た
歌
と
み
ら
れ
、
日
夏
の
時
局
に

対
す
る
反
応
が
示
さ
れ
て
い
る
。
本
書
簡
群
の
多
く
は
国
家
が
戦
争
へ
と
足
を
踏
み
入
れ
て
ゆ
く
、
い
わ
ば
重
苦
し
い
時
代
に
書
か
れ

た
も
の
だ
が
、
こ
こ
に
綴
ら
れ
た
時
局
へ
の
言
及
は
、「
け
ふ
は
朝
か
ら
日
本
軍
航
空
機
の
勝
利
を
号
外
で
見
て
大
に
気
を
よ
く
し
て

ゐ
る
処
で
す
。
祝
盃
を
や
り
た
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」（
書
簡
15
）、「
新
嘉
坡
が
陥
落
し
た
ら
三
人
で
何
処
か
で
一
杯
や
り
ま
せ
う
」（
書

簡
34
）
と
い
っ
た
内
容
で
あ
り
、『
転
身
の
頌
』
や
『
黒
衣
聖
母
』
の
作
者
と
し
て
知
ら
れ
る
象
徴
詩
人
・
日
夏
耿
之
介
の
姿
と
は
、

ま
た
違
っ
た
表
情
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
。

も
っ
と
も
書
簡
28
（
昭
和
十
七
～
十
八
年
（
推
定
）
六
月
二
十
四
日
付
）
に
お
い
て
は
、
菊
池
寛
や
山
本
有
三
に
対
し
、
時
流
に
迎

合
し
て
美
を
毀
損
す
る
人
物
で
あ
る
と
糾
弾
す
る
一
方
、
鈴
木
に
は
「
最
後
の
関
頭
迄
わ
れ
ら
の
大
雅
の
趣
味
を
押
通
せ
ば
之
に
ま
さ

る
御
奉
公
は
あ
る
ま
い
と
愚
考
い
た
し
ま
す
」
と
、「
大
雅
」
を
重
ん
ず
る
自
身
の
立
場
を
述
べ
て
も
い
る
。

学
匠
詩
人
・
日
夏
耿
之
介
は
、
舌
鋒
鋭
い
批
評
家
で
も
あ
っ
た
。
と
き
に
そ
れ
は
悪
罵
に
近
い
表
現
を
と
も
な
い
、
し
ば
し
ば
筆
禍

を
引
き
起
こ
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
鈴
木
へ
の
書
簡
に
お
い
て
も
、
友
人
へ
の
私
信
と
い
う
気
安
さ
も
手
伝
っ
て
か
、
敵
視
す
る

人
物
や
著
述
に
対
す
る
仮
借
な
き
批
判
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
見
ら
れ
、
象
徴
主
義
の
概
説
書
に
つ
い
て
「
下
ら
ぬ
借
着
論
」（
書
簡
26
）

と
断
じ
た
り
、
著
書
の
出
版
を
め
ぐ
っ
て
対
立
し
た
全
国
書
房
に
は
「
必
ず
社
会
的
自
殺
を
さ
せ
て
」
や
る
と
（
書
簡
27
）、
穏
や
か

で
な
い
表
現
で
も
っ
て
憤
懣
を
書
き
つ
ら
ね
た
り
し
て
い
る
。
青
年
詩
人
の
時
分
、
共
に
切
磋
琢
磨
し
た
堀
口
大
學
や
、
そ
れ
を
支
援

す
る
第
一
書
房
の
長
谷
川
巳
之
吉
と
は
、
本
書
簡
群
が
書
か
れ
た
時
期
に
は
既
に
断
交
し
て
い
た
が
、
彼
ら
に
対
す
る
反
感
も
隠
そ
う

と
は
し
な
か
っ
た
（
書
簡
30
）。
日
夏
の
こ
う
い
っ
た
辛
辣
な
態
度
を
、
鈴
木
は
果
た
し
て
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
苛
烈
な
姿
勢
に
よ
っ
て
、
し
ば
し
ば
文
壇
・
詩
壇
に
敵
を
増
や
し
た
日
夏
で
あ
っ
た
が
、
一
方
で
交
誼
を
大
事
に
す
る
一

面
も
あ
り
、
日
夏
を
慕
う
作
家
や
門
弟
も
ま
た
少
な
く
な
か
っ
た
。
本
書
簡
群
に
お
い
て
も
山
内
義
雄
（
書
簡
７
・
26
・
27
）、
富
田
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砕
花
（
書
簡
１
）、
吉
江
喬
松
（
書
簡
４
）、
佐
藤
春
夫
・
太
田
七
郎
（
書
簡
12
）、
火
野
葦
平
（
書
簡
18
）
な
ど
、
日
夏
と
良
好
な
関

係
に
あ
っ
た
人
物
の
名
前
を
い
く
つ
も
み
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
日
夏
を
取
り
巻
く
人
間
関
係
を
理
解
す
る
上
で
、
こ
れ
ら
の
書
簡

は
重
要
な
資
料
と
な
り
得
る
だ
ろ
う
。（
水
野
）

＊
今
日
的
観
点
か
ら
見
て
不
当
・
不
適
切
と
思
わ
れ
る
表
現
も
あ
り
ま
す
が
、
時
代
背
景
に
鑑
み
て
そ
の
ま
ま
と
し
ま
し
た
。

＊�

書
簡
の
権
利
者
に
は
で
き
る
限
り
許
諾
を
得
ま
し
た
が
、
何
か
お
気
づ
き
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
武
蔵
大
学
戸
塚
学
宛
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

＊�

翻
刻
に
際
し
、
日
本
語
の
難
読
箇
所
に
つ
い
て
は
出
口
智
之
氏
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
手
紙
や
フ
ラ
ン
ス
関
係
の
注
釈
に
つ
い
て
は
浅

間
哲
平
氏
、Sylvie Beaud
氏
、
舘
葉
月
氏
の
ご
教
示
を
得
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

＊�

本
稿
の
準
備
中
に
、
書
簡
の
元
の
所
有
者
で
あ
り
鈴
木
信
太
郎
ご
子
息
の
鈴
木
道
彦
氏
の
訃
報
に
接
し
ま
し
た
。
謹
ん
で
ご
冥
福

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

＊
本
稿
の
執
筆
に
当
た
り
、
科
研
費
【24K

03829
】
の
助
成
を
受
け
ま
し
た
。


